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เผยแพร่ครั งแรกในปี พ.ศ. 2527 โดยมีวัตถุประสงค์เ พ่ือเป็นการส่งเสริมสนับสนุนให้คณาจารย์ นักวิจัย  
และนักวิชาการทั่วไป มีโอกาสเสนอผลงานวิชาการ เพ่ือเผยแพร่และแลกเปลี่ยนองค์ความรู้ในด้านญี่ปุ่นศึกษา และ
น าไปสู่การสร้างองค์ความรู้ใหม่ที่เป็นประโยชน์ต่อการพัฒนาสังคมและประเทศชาติในเชิงบูรณาการ ยินดีรับพิจารณา
บทความที่ส่งเสริมองค์ความรู้ทุกด้านของญี่ปุ่นศึกษา โดยเฉพาะด้านสังคมศาสตร์และมนุษยศาสตร์ เช่น ประวัติศาสตร์ 
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และความสัมพันธ์ระหว่างประเทศ เป็นต้น 

ต้นฉบับเพื่อพิจารณาตีพิมพ์เผยแพร่อาจเป็นรูปแบบใดรูปแบบหนึ่งต่อไปนี้  
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5. บทความสัมภาษณ์หรือรายงานการประชุมสัมมนา ซึ่งจะถูกพิจารณาโดยบรรณาธิการวารสาร 
 
ทั งนี  บทความนั นจะต้องไม่เคยตีพิมพ์ในวารสารใดมาก่อน และไม่อยู่ในระหว่างการพิจารณาของวารสารอื่น 
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タイ人日本語学習者における文の意味理解困難の現状調査 

―文構造の側面を中心に― 

 

 

要旨 

 

日本語レベルが向上すると、学習者は言語的に複雑な文章を読み、かつ理解することが要求される

ようになる。ところが、言語的に複雑な文章の読解はワーキングメモリに大きな負荷をかけるため、

意味処理が円滑に進まなくなる場合が想定される。本調査は、理解困難な統語的に複雑な文とはどの

ようなものかを明らかにすることを目的とし、学習者がどのように意味内容を理解したのかを調査し

た。調査対象はタイ人日本語学習者 77 名である。対象者には 3 種類の日タイ訳出タスクを課し、学

習者が訳出した文の分析を行った。その結果、以下に挙げる 4 つの要素が文中に含まれる場合、タイ

人日本語学習者の理解が妨げられる可能性があることが分かった。4 つの要素とは、1） 間接疑問節、

2）連体修飾節内の述部のル形・タ形、3） 否定疑問文、4） 呼応表現である。 

 

【キーワード】: 外国語学習環境, 読解能力, 精読, 翻訳タスク, アイディア・ ユニット 
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A Survey on the Current Situation of Sentence Comprehension Difficulties 
among Thai Learners of Japanese: Focus on the Aspects  

of Sentence Structure 
 

Abstract 
 

As Japanese language level improves among learners, they are required to read and 
comprehend linguistically complex texts. However, reading linguistically complex sentences 
places emphasis on working memory, and it is assumed that semantic processing may not 
proceed smoothly. The purposes of this study were to clarify what syntactically complex 
sentences are difficult to comprehend and investigate how learners understood the semantic 
content. A survey was conducted with 77 Thai learners of Japanese. The subjects were given 
three different Japanese-Thai translation tasks, and the sentences translated by the learners 
were analyzed. It was found that four particular elements, when contained within a sentence, 
could hinder the understanding of Japanese by Thai learners, including 1) indirect question 
clauses, 2) the Ru-form and Ta-form of the predicate in noun-modifying clauses, 3) negative 
questions, and 4) concord expressions called Ko-Ou expressions. 
 
Keywords: Foreign language learning environment, Reading comprehension,  

Intensive reading, Translation tasks, Ideas units 
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タイ人日本語学習者における文の意味理解困難の現状調査 

―文構造の側面を中心に― 

 

1. 研究動機・背景 

読解力は母国語においてはもちろん、外国語においても重要なスキルである。日本語の読解では初

級終了レベルから中上級レベルに入ると、複雑な文構造に触れる機会が増す。これについて、鈴木

(1997)によれば、初級段階では主に単文やシンプルな複文を扱うのに対し、中級段階では複雑な構造

の文処理に加え、新しい情報が組み込まれた文の文全体を理解することが要求されるという。さら

に、令和 3 年 10 月公開の文化審議会国語分科会日本語教育小委員会による「日本語教育の参照枠」

の最終報告では、読む能力について C1・C2 の各レベルを次のように定めている。C1 レベルは長くて

複雑な事実に基づくテキストを理解できること、C2 レベルは抽象的でなおかつ構造的にも言語的に

も複雑な文章を理解できることである。 

   しかしながら、文処理負担の視点から考察すると、統語的に複雑な文の読解はワーキングメモリに

負担をかけ、意味処理が円滑にいかなくなる場合が想定される。統語的に複雑なテキストの理解度が

低く、なおかつ処理時間が延びることを報告している先行研究として、英語教育学の分野では須田

(2014), Hedayat (2014), Sahiruddin and Agustiawan (2016) などがある。 

日本語の分野では、日本語母語話者の内容理解に文構造が影響しているかを研究した谷本(1973)が

ある。この中で、日本語母語話者は並列文が受身文や埋込み文よりも理解しやすいものとしている。

日本語母語話者であっても、複雑な文の処理に手を焼く場合があることは谷本の研究から明白であ

る。日本語を母語としない学習者であれば，言わずもがなであろう。なお、日本語学習者の視点から

文処理の負担と理解の難解さについて言及した研究としては、安井他（2015）、トラン(2016)、サグ

アンシー(2016) などが挙げられる。安井他(2015) によれば、初級レベルを終えた学習者が中級レベ

ルの日本語読解教材に見られる漢字の多さや複雑な文構造のために読解を負担に感じるようになる場

合があるという。トラン(2016) はベトナム人の実例を基に、中級学習者が説明文を読解する上でそ

の妨げとなっている要因をより具体的に分析しており、英語のような単語間の空白がないために意味

の切れ目が分からない、名詞修飾のある文が分からないといった問題を挙げている。さらに、学習者

が上手くテキストを理解できない場合、読解に対する不安が生まれ、意欲が低下する恐れさえある。

この点について、サグアンシー(2016)は中級以上のタイ人日本語学習者が文章理解や文構造に対して

不安を感じやすいことを指摘している。 

また、複雑な統語構造を持つ文が内容理解と処理時間に及ぼす影響を学習者のレベルで比較すると、

習熟度が低い学習者ほど強く影響されることが分かっている（e.g.谷本,1973；Hedayat，2014；須田，

2014）。しかしながら、日本語学習者にとって理解困難な統語的に複雑な文とはどのようなものかを

追求した研究はほとんどなされていないため、本稿では、タイ人日本語学習者における複雑文の理解

困難の実態を把握するために、文章読解後の訳出文を分析したい。 

 

2. 研究目的 

本研究は、タイ人日本語学習者にとって理解困難な統語的に複雑な文とはどのようなものかを明ら

かにするために、理解が難しい統語的要素に注目し、それらの要素を明らかにすることを目的として

いる。 
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3. 先行研究 

3.1 統語的複雑さの影響を受ける文章理解 

谷本(1973)では日本語母語話者を対象に、複雑な文の中で、表現上の構造が違うと、それぞれ理解

しやすさに差があるかを調べた。さらに、その差は被験者の年齢によって異なるかを検討した。実験

では刺激文が被験者に与えられたが、この刺激文は「埋込み文」「受身文」「並列文」の 3 種から構成

され、なおかつ文の長さが各自で異なる 2 つの文で構成されている。その後、各刺激文が正確に理解

されたかどうかを正誤判断課題で測った。結果としてどの年齢層においても一般的な傾向として並列

文は比較的に理解されやすいが、受身文と埋込み文はほとんど理解されない。結果、並列文は全ての

年齢層で理解されやすい傾向にあるが、受身文と埋込み文はほとんど理解されていなかった。 

 Hedayat(2014)はイラン人英語学習者 257名を対象に、統語的に複雑な文とそうではない文が文章の

理解に及ぼす影響について、差があるかを調査した。その影響を検討するに及んで、被験者を習熟度

によって高中低に分けた。その結果、統語的に複雑な英文は、習熟度が中〜低の学習者には理解力の

問題が生じたが、習熟度の高い生徒には生じない可能性があることが分かった。  

須田(2014)は習熟度と記憶容量の異なる日本人英語学習者がそれぞれ埋語(filler)と空所(gap)の距

離が異なる 2 種類の強調文をどのように処理するのかを検証した。実験の結果、文法性判断課題では

どのグループの被験者も主語強調文(例:It was John that was printing the card then.)と目的語強調文(例:It 

was the card that John was printing then.)について英文の文法性をいずれも正しく判断でき、習熟度と記

憶容量の影響を受けないことが明らかになった。しかし、全文を読んだときの判断時間を分析した場

合は、習熟度の高いグループは目的語強調文より主語強調文の読み時間が短くなり、また習熟度の低

いグループよりも主語強調文の読み時間が短くなることが分かった。須田(2014)の研究では L2 学習

者も習熟度が高くなると目標言語の統語情報を扱えるようになるということが示唆されている。 

以上の先行研究から、複雑な統語構造を持つ文が内容理解と処理時間に影響を与えるということが

分かった。一方で、日本語教育においては内容理解へ影響を及ぼす統語構造に主眼をおいた研究がほ

とんどなされていない。よって、日本語学習者を対象とした、学習者が理解困難な統語的に複雑な文

について調査することには大きな意義があると考える。 

 

3.2 文章に対する理解度の測定法としての翻訳活動 

翻訳には、いうまでもなく目標言語の文章の読解力が必要となる。読解授業において、文章を読ん

だ後に学習者の理解に曖昧さが残っていないかどうか、学習者が文章の細部まで正確に理解できてい

るかどうかを確認するには、本文中の設問に解答させるだけで不十分であろう。 

外国語教育では、文法訳読法は文法理解・読解理解を中心とするため、コミュニケーション能力を

充分に育成していないと批判されている。しかし、母語を介した文法訳読法に利点がまったくないわ

けではない。近藤・小森(2012)によれば、その教授法の利点として「母語で説明するため、学習者が

理解しやすい」、「学習者の理解を母語で確認できるため、定着度がわかりやすく、間違いも訂正しや

すい」、そして「目標言語を読んで訳しながら学習するため、文法理解力、読解力がつく」(p.245)な

どを挙げている。同様に、卯城(2014)は英文指導において教師が和訳課題を与える意義が 2 つあると

し、一つは、教師が「言語構造を理解しているかどうかを確認する」(p.95)ことができることが挙げ

られた。もう一つは理解が曖昧かどうかを確認することができる、つまり英文の詳細情報を正確に把
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握できたかどうかを確認できるといった意義があるという。 

また、教育心理学者である Bloom の改訂版タキソノミー（教育目標分類学）では、認知過程次元

(Cognitive Process Dimension)は「記憶」「理解」「応用」「分析」「評価」「創造」の 6領域に分けられて

いる。「理解」の領域では、学習活動のひとつに「訳す（interpreting）」という行為も含まれている

(Anderson et al., 2001, p. 67)。したがって、「訳す」または「翻訳」行為は、学習者の理解度を示す作

業と言えるだろう。 

しかも、文章の処理における負荷軽減の側面から、Kern(1994) は読解課題に内的翻訳を使用する

と記憶の負担を軽減でき、学習者は何もしないより目標言語の意味を明示的に理解できるとしている。

このように、翻訳または訳出は、読み手が正確に読み取ったかどうかを確かめる手段と言えるだろう。

さらに、この仲介スキルとしての翻訳力を鍛えるために、読解授業における翻訳作業は教育的意義が

ある。 

これまでの先行研究を踏まえたうえで、タイ人日本語学習者がどのような文章を難解に感じるのか

を明らかにし、またその要因を探る調査を行いたい。なお、実験は筆記による翻訳課題を通して行う

予定である。 

 

4. 調査方法 

4.1 調査協力者 

 調査協力者はモンクット王ラカバン工科大学（以下、「KMITL 大学」とする）教養学部日本語専攻

学習者 3 年生 77 名である。このうち本人の同意を得なかった者を除き、71 名となった。協力者の日

本語レベルの内訳は N2 合格 3 名(4.2%)、N3 合格 20 名(28.2%)、N4 合格 22 名(31%)、N5 合格 15 名

(21.1%)、そして判定不明な者 11 名(15.5%)である。 

 

4.2 KMITL 大学の読解授業の概要 

筆者が調査を行った日本語読解クラスは、「Japanese Reading 2」（以下、「JR2」と略す）である。こ

の授業は必修科目となっている。週に 1 日だけ 3 時間連続で授業を行う。45 時間相当の学修をもって

3 単位とする。この授業を履修する学生は、教養学部日本語専攻学習者 3 年生である。学生は初中級

段階の日本語能力を持つ。使用教科書は、「ニューアプローチ 中級日本語」である。このコースは、

2 年次後期に実施された「Japanese Reading 1」に引き続き実施され、文章読解力を鍛えることで「難

しい内容を読んで理解できるようにする」ことを目指している。ただし、2021 年 4 月ごろからタイ全

土で新型コロナウィルスが再び猛威を振るったため、人との距離をとること、人と集まらないことが

推奨された。筆者が勤務している KMITL 大学が全学的にオンライン授業化したことを受け、JR2 の

授業形態も遠隔授業へと変化した。オンライン授業の実施にあたっては、Microsoft Teams を活用して

授業を実施する。2021年度の授業は、2021年 8月 2日から 11月 15日までの 15週間(週 1回、全 15回)

である。 

 

4.3 翻訳タスクに使用した文章の概要  

 翻訳タスクに使う文章の難易度に関しては李（2016）によって開発された jReadability を利用し、

文章の難易度を測定する。jReadability は日本語文章の難易度を示す客観的指標として用いることができ、
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読解教材を選ぶ際に一つの基準となる。リーダビリティ値の解釈については、数値が大きいほど易し

いテキストとされ、数値が小さいほど難しいテキストとされる。例えば、本稿の文章①、文章②、文

章③ を判定した結果、文章①のリーダビリティ値は 3.34、文章②は 3.43、文章③は 3.13 で、判別結

果としては、いずれも「中級後半」として判定されるが、3 種の文章の中で、文章③は最も難しいテ

キストとなる。なお、「中級後半」のリーダビリティ値は 2.5 から 3.4 までとする。jReadability のウェ

ブサイト1によると中級後半と判定された場合は、その文章がやや難しいレベルであり、レベルのイ

メージとしてはやや専門的な文章でも概ね理解でき、日常生活レベルの文章においてはほぼ不自由が

なく理解できるものとしている。表 1 は翻訳タスクに使用した文章の概要を示すものである。 

 

表 1 翻訳タスクに使用した文章の概要 

 翻訳課題の文章2 
文章① 

第12課 

文章② 

第16課 

文章③ 

第19課 

トピック 格言・名言 梅雨 素朴な疑問 

総文字数 608 657 703 

総文数 15 19 19 

一文の平均語数 25.6 21.95 23.53 

文章タイプ 説明文 説明文 説明文 

難易度 
中級後半 

やや難しい 

中級後半 

やや難しい 

中級後半 

やや難しい 

リーダビリティ値 3.34 3.43 3.13 

 

4.4 調査手順 

調査は 3回にわたり実施した。15回の授業において第 3回目、第 5回目、第 8回目の授業で実施した。

各回の調査では 2 クラスのいずれも 180 分の授業を実施し、合計 3 回の授業を行った。各回の読解授

業は、調査対象となる教育機関で従来から実施している「精読」形式を採用した。授業の進め方はい

ずれも同じである。紙面の都合上、初回の調査として第 3 回目の授業を例として挙げる。調査は次の

ような手順に従って実施した。 

1 .  精読授業の進め方としては、「文章のトピックの導入・動機付け」、「文法・文型解説」、そして

「読み活動」を行った。文章のトピックを導入・動機付けするにあたり、担当教員は文章のトピック

となる「格言・名言」の意味を説明し、「偉人・有名人の名言・格言」を紹介した。最後に、学生に

自分が好きな名言・格言を紹介してもらった。文法・文型を解説するにあたっては、担当教員は各文

法・文型項目の意味・用法を説明した上で、学習者を何名か指名し、該当する文法・文型項目が埋め

込まれた例文を読んでもらい、その文の意味をタイ語で説明させた。新出単語の指導は、授業担当教

員が作成したタイ語付き語彙リストで授業の前に学生に自分で予習してもらった。 

読み活動を行う際には、筆者が Microsoft Teams を通して学習者各自にオンライン版翻訳課題のリン

ク（Google フォーム）を送信し、文章を読む時間を 50 分程度与えた。文章の各段落の結束性を考慮

するため、段落の途中でページがまたがらないように、Google フォームを設定した。つまり、各段

落の文章がセクション 1 つにつき 1 ページという形で表示される。また、各セクション内には、その

                                                   
1 李 在鎬・長谷部 陽一郎・久保 圭. (n.d.). よくある質問. jReadability Portal. Retrieved May 23, 2017 from 

https://jreadability.net/sys/q_and_a?lang=ja 

2 翻訳課題の文章は小柳昇(2003)『ニューアプローチ中級日本語 基礎編（改訂版）』文章①：p.120，文章②：p.162，文章③：p.192から採用された。 

https://jreadability.net/sys/q_and_a?lang=ja
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段落に出ているタイ語付き語彙リストも提示される。翻訳課題の文章は、表 1 に示すように、調査を

実施する教育機関の読解教材から採用する。各自が翻訳課題の文章を読んでいる間、文ごとに自分が

理解する通り、タイ語でその文の意味を記入するよう指示した。 

2. 読み活動の終了時間になったら、翻訳課題を終えられなくても、そのまま回答を提出してもらった。

その後、クラス全体で文章の内容理解を確認した。クラス全体で内容理解を共有するために、担当教

員は学習者を 6－7 名指名し、1、2 文ずつその文全体の意味をタイ語で説明させた。誤読・誤解が生

じた場合は、教員が解説を加えた。 

3. 最後に、Google スプレッドシートに保存される回答を分析した。第 1 回目調査としての第 3 回目

の授業の時間配分については表 2 に示す通りである。 

 

表2 調査全体の流れ 

時間 内容 

09:00-09:20 

挨拶 

調査概要を説明する 

オンライン版同意書のリンクを送信する 

09:20-09:30 読解授業担当教員によって文章のトピックを導入する 

09:30-10:05 読解授業担当教員によって文法・文型を指導・解説する 

10:05-10:15 休憩 10 分 

10:15-11:15 受講者各自が Google フォームで文章を読み、翻訳課題を課す 

11:15-11:45 クラス全体で文章の内容理解を確認する 

11:45-12:00 受講者の意味理解を確認後、本文設問に答えてもらう 

 

4.5 データの分析方法 

 1. 各文章では文ごとにアイディア・ユニット（Idea Unit 以下、「IU」と記す）に分ける。IU 認定基

準は邑本(1998)を参考に次のように定められている。 

  1) 命題一つを一つの IU とする。つまり、一つの IU 単位は、1 つの述語（predicate）と 1 つ以

上の項3（argument）からなる。 

  2) 連体修飾については内の関係である場合は、被修飾名詞の後、外の関係では被修飾名詞の前

を認定単位とする。 

 2 . 理解度の分析を行うにあたっては訳出単位をアイディア・ユニットと照らし合わせる。アイデ

ィア・ユニットによる翻訳文分析結果の一部については表 3 に示す通りである。 

 3. 訳文を評価するにあたっては、文ごとに意訳されているか、あるいは直訳されているかを確認

する。意訳されている場合は、原文に忠実でなくとも原文の伝える情報や書き手の意図を正確に汲み

取っていれば、正しい理解として正訳とみなす。一方、直訳されている場合は、石原(2009)の評価基

準を参考に、課題文の内容理解を評価する基準を次のように決め、採点した。 

1) 原文の語彙や文法を正確に理解して訳している。 

  2) 原文の文のつながりや段落の構成を正確に理解して訳している。 

  3) 原文の伝える情報や書き手の意図を正確に理解して訳している。 

  4) 必要に応じた言い換えや省略、補足などがなされている。 

 

 

                                                   
3 命題は論理学（logic）の用語で、物事の判断（真偽）を言語で表す用語である。一つの命題は 1 つの述語と 1 つ以上の項から成り立つ。項

とは文を成立させるために述語が表す意味を補う働きをする必須要素である。例えば、「太郎が手紙を書く」では「書く」という表現が述語で

あり、「太郎」と「手紙」がこの述語の項である。 
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  5) 訳文の各文がタイ語として自然である。つまり、訳出単位間の関係が「タイ語として理解できる

レベルに表現されているかどうかを読解達成の目安にすることとした。プロ翻訳者レベルの翻訳品質

を要求していない。 

 

表 3 アイディア・ユニットによる翻訳文分析結果の一部 

学

習

者 

日本語 

レベル 

学習者によるタイ語訳 

(原文: 小学 1年の息子はよく素朴な疑問で私

を悩ませる。） 

IU1 IU2 評価判定 
小学 1年の息子

はよく素朴な疑

問で（疑問は素

朴である） 

私を悩ませる 

1 N2 
(IU1) ลูกชายวัยประถม1มักถามคำถามไร้เดียงสา 
(IU2) ทำให้ฉันลำบากใจอยู่ตลอดเลย 

〇 〇 正訳 

4 N3 
(IU1) ลูกชายช้ัน ป. 1 ชอบถามคำถามที่ไร้เดียงสากับ
ผมบ่อย ๆ 

〇 × 誤訳 

31 N4 (IU1) ด้วยคำถามท่ีไร้เดียงสาของลูกชายที่อยู่ชั้นป.1 〇 × 誤訳 

41 N4 
(IU2) ฉันเน่ียกังวลกับ (IU1) ข้อสงสัยที่ไร้เดียงสามาก
ของลูกชายท่ีอยู่ ป.1 

× × 誤訳 

43 N5 
(IU1) ลูกชายอยู่ ป.1 มักจะมีคำถามกับข้อสงสัยที่ไร้
เดียงสา 

〇 × 誤訳 

 

5. 結果と考察 

 調査は 3 回にわたり実施した。分析対象者については、調査ごとに参加しなかった協力者を分析か

ら除いた。その結果、最終的に分析対象となったデータは文章①が 60 名、文章②が 64 名、文章③が

計 65 名となった。 

 日タイ訳出文を分析した結果から、原文の意味を正確に理解できなかった原因については 3 つの側

面から推察した。1)語彙の面では語彙知識の深さの不足と語彙の誤認識、2)文構造の面では間接疑問

節、連体修飾節内の述部のル形・タ形、否定疑問文、呼応表現に対する難しさ、3)談話の面では省略

された主語を特定できないこと、指示詞の文脈理解が不十分であることが原因だと考えられる（セー

ンウライ, 2023）。なお、原文の意味を正しく理解できていないと判定したものについては、同じ文

であっても学習者によって誤訳した箇所が異なる。 

 とはいえ、本調査は「タイ人日本語学習者にとって理解困難な統語的に複雑な文とはどのようなも

のか」を調査課題として設定し、統語的に複雑な文がワーキングメモリに負担を与えることによって

学習者の意味処理が妨げられるということを前提にしているため、ここでは統語的な側面との関連に

限って論じたい。また、紙幅の都合で詳述できないが、学術的な見地から重要と思われる点について

は以下 4 点に絞って論じる。なお、これ以降の項で登場する翻訳課題の文章番号、文番号および IU

番号は別添資料を参照されたい。 

 

5.1 間接疑問節 

アイディア・ユニットと照らし合わせて訳文を分析した結果から、例(1)と例(2)に示すように、文

章 1 の訳文には IU14 と IU24 が抜け落ちているのが多いことが明らかになった。また、例(3)に示す

ように、IU45 と IU46 で名詞（恋と友情）のみ訳文に現れているが、疑問詞が現れていないというこ
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とが分かった。このことから、学習者にとって間接疑問構文が理解しがたい可能性があると考えられ

る。タイ語の訳文を見ると、それらの IU が欠けたら全く意味を成さず理解できないわけではない

が、間接疑問節があれば意味が明確になる。 

例（1）文章 1 文 1－3  

 原文: IU13 つまり、何かほかのものにたとえることによって、IU15 相手は IU14 それがどんなも

のか IU15 イメージすることができるのだ。 

 訳文の一例: IU13 การยกตัวอย่างเปรียบเปรยกับของสิ่งอื่น IU15 ก็จะท าให้อีกฝ่ายนึกภาพออกได้
ง่ายขึ้น（N3）     

   （N2:1 名,N3:12 名,N4:3 名,N5:3 名,判定不明者:2 名） 

例（2）文章 1 文 2－3  

原文: IU22人生のような抽象的なものでも、IU23航海にたとえることで、IU24それがどんなもの

かが IU25 よく理解できる。 

訳文の一例: IU22 ถึงแม้ชีวิตจะดูเหมือนนามธรรม IU23 แต่เพราะการเปรียบเทียบกับการเดินทาง IU25 ท า
ให้สามารถเข้าใจได้ (N3)     

(N2:0 名,N3:3 名,N4:6 名,N5:6 名,判定不明者:4 名) 

例（3）文章 1 文 3－2  

原文: IU47 ほかにも IU45 友情とは何か IU46 恋とは何かなど、IU47 いろいろなことについて格

言、名言がある。 

訳文の一例 :  IU47แลว้ก็มีค าคมหรือข้อคิดเตือนใจเกี่ยวกับ IU45มิตรภาพและ IU46ความรัก IU47อยู่
เยอะแยะมากมาย (N3)     

IU45 (N2:2 名,N3:7 名,N4:4 名,N5:3 名,判定不明者:4 名) 

 IU46 (N2:1 名,N3:7 名,N4:4 名,N5:3 名,判定不明者:4 名) 

 

間接疑問節の IU14、IU24、IU45 そして IU46 のそれぞれが名詞と同じ役割を担っている。文全体の

中で IU14「それがどんなものか」は動詞「イメージする」の目的語の役割を、IU24「それがどんな

ものか」は可能動詞「理解できる」の目的語としての役割を担っている。IU45「友情とは何か」と

IU46「恋とは何か」は格言・名言の具体例として挙げられた名詞の役割を担っている。初級レベルの

文法では、目的語位置と主語位置を占めるものとして取り上げられるのは名詞か名詞句である。例え

ば、「クリスマスをイメージする」や「人のことばが理解できる」や「わたしの部屋に机やベッドや

テレビなどがある。」などである。     

つまり、初級レベルでは例文として単文が挙げられることが多い。文の処理過程から考えると、単

文の場合は名詞の後に格助詞がつくため、その名詞は主語か目的語かまたは後続する動詞とどのよう

に関係するか判断しやすいと考えられる。中級段階に入ると文の構造が複雑になる。主語位置や目的

語位置には間接疑問節のような名詞と同じ役割を果たすものも置き換えられる。間接疑問節が文の中

に埋め込まれる場合は複文となる。間接疑問節の場合は文章 1の文 1-3の IU14のように目的語を示す

「を助詞」を省くこともある。このことから、文の中で従属節としての間接疑問節が主節としての文

末の述語に対してどのような役割を果たすかよく理解できないため、ほとんどの学習者が訳出しなか

ったのではないだろうか。この結果は語→句→文→複文の順に言語処理能力が発達すると Pienemann

（1998）が説く言語処理可能性理論を裏付けている。 
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    5.2 連体修飾節内の述部のル形・タ形 

訳文を分析した結果、誤りが圧倒的に多かったのは、文章 2 の文 3-4 であった。文章 2 の文 3-4 で

は意味を間違えた学習者が 12 名いるが、その中で 11 名が IU32 の意味を間違えて解釈した。 

 例（4）文章 2 文 3-4  

原文: IU32 冷蔵庫に入れたものは IU33 忘れがちだが、IU34 悪くならないうちに IU35 できるだけ

早く食べてしまうことだ。 

訳文の一例: IU32 ของที่ IU33 ดันลืม IU32เก็บใส่ในตู้เย็นนั้น IU35ควรจะรีบกินไปให้หมด IU34ในขณะที่
ยังไม่เน่าเสีย (N5)  

(N2:0 名,N3:2 名,N4:6 名,N5:2 名,判定不明者:2 名) 

 

 間違えた人の中で、日本語の習熟度の内訳をみると、ほとんど習熟度が低い者であった。それらの

学習者は IU32「冷蔵庫に入れたもの」では「冷蔵庫に入っているものを食べるのを忘れる」と解釈

するのではなく、「まだ冷蔵庫の外に置かれておりこれから入れるものを食べるのを忘れる」と解釈

した。このことは伊藤(2011)の指摘を裏付けるものと考えられる。伊藤(2011, p.194)によれば、「連体

修飾節内の述部のル形・タ形は主節の述部に現れた場合と異なる方式でテンス・アスペクト情報を表

し、学生を混乱させる」。このことは、連体修飾節内の述部のル形・タ形は主節の述部に現れた場合

と異なる方式でテンス・アスペクト情報を表し、学生を混乱させる」という伊藤(2011)の指摘を裏付

けるものになった。さらに伊藤(2011)によれば、主節末に現れる述部のル形・タ形は発話時を基準と

して、その事態が以前に起こったのか、以降に起こるのかを表すという。一方、連体修飾節内の述部

のル形・タ形は主節の事態を基準としてその事態が以前に起こったのか、以降に起こるのかを表す。

前者を絶対テンス、後者を相対テンスと呼ぶ。習熟度が低い者にこのような誤解が多く生じたのは、

連体修飾節内におけるル形・タ形に充分注意を払っていないことに起因するのではないだろうか。 

絶対テンスと相対テンスとでは、テンス・アスペクト情報を表す上で具体的にどのよう点が異なる

のか。伊藤(2011)は「越前海岸で自殺した女性は、タクシーでそこへ行った（らしい）。」を絶対テン

スの実例として挙げ、次のように説明している。「自殺」という行為が成立したのは主節の「タクシ

ーでそこへ行った」という出来事よりも以前起こったという意味ではなく、あくまで発話時点から見

て以前起こったことを表す。すなわち、「自殺した」のタ形は発話時からすでに起きた事柄というテ

ンス情報を表しているという。さらに伊藤(2011)は「来週出席する人は、再来週は休んでもいい。」

を例に挙げ、発話時点で「出席する」という行為がまだなされておらず、発話時から見て以降の出来

事を示すために「出席する」というル形を取っていると述べた。 

一方、相対テンスの実例としては 1）「洗った服は、すぐに乾燥機に入れてください。」という文と

2）「洗う服だけ、横によけておいた。」という文を取り上げており、次のように説明している。伊藤

(2011)によれば、1)は発話時点でまだ「洗う」という行為が行われていない状況でも、すでに「洗

う」という事柄が行われた状況でも用いられる。「タ形」として「洗った」をとるのは、主節の「乾

燥機に入れる」ときに、すでに洗っているという意味を表している。一方、2）は発話時から見て

「洗う」という行為が以降に行われるという意味ではない。「横によけておいた」という主節の行為

を行う時点から見て、「洗う」という行為が以降に行われることを意味している。そのため、連体修

飾節内の述部で「ル形」として「洗う」をとることになる。 
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こうして、伊藤(2011)例を参考にすると、文章 2文 3-4の前半「IU32冷蔵庫に入れたものは IU33忘

れがちだ。」の場合も相対テンスに当てはまると言えよう。主節の事態「忘れがちだ」を基準とする

と、「冷蔵庫に入れる」事態を眺める時点でその出来事は完了しているため、それを示すためにタ形

が取られている。冒頭で述べたように誤解釈が生じたのは、連体修飾節の中のル形とタ形に充分に注

意を払っていないことが原因だと思われる。その背景として、符号化過程で学習者が日本語の辞書形

をタイ語の未来形に対応させていることが考えられる。日本語教育の初級段階では、動詞の指導順序

として動詞「マス形」と「辞書形」から始め、その次に「タ形」が指導されることが多い(山下・ラ

ープスイサワット, 2020)。日本語の辞書形は現在の出来事や状態、および未来の出来事を表す。一

方、タイ語は孤立語で語形変化がない言語であるため、過去完了や未来の出来事について語るときは

基本の動詞現在形に何らかの情報を付け加える。タイ語「入れる」の現在形は「ใส่/sày」が基本であ

るが、未来形は「จะใส่/càʔ-sày」と表現する。「冷蔵庫に入れた」というような場面において、「入れ

た」という過去完了の意味を表したいとき、タイ語では「ใส่ไว้(แล้ว)/sày-wáy-(lɛ́ɛw)」とも表現できる。

動詞の辞書形を学んだとき、初級段階の学習者はその動詞の意味をタイ語の基本の現在形と未来形に

対応させているのだろう。習熟度が低い学習者の符号化過程では「入れた」という単語を視覚的に知

覚したとき、「入れる」という語彙項目にアクセスするや否や「จะใส่/càʔ-sày」に言い換え、その際に

「タ形」を省みないものと思われる。一方、習熟度の高い学習者は意味にアクセスした後、過去完了

を表すタ形に注意を払うことでアスペクト的な意味も処理できた。大川(2012, p. 22) が指摘するよう

に、複文には複数の述語が含まれており、「主節と従属節のテンスが増え、複数のテンス間の関係に

複雑な様相を呈してくる」。このように動作動詞で名詞を修飾した場合は、学習者に動詞の形を気づ

かせるのが必要であると言える。動詞の形に気づかせることによって主節と従属節の出来事における

時間的な前後関係の理解が促されるだろう。 

 

5.3 否定疑問文 

 文章 3 の文 1-3 では学習者に共通する間違いが多く見られるのは IU9「本当は分からないんじゃな

いの」だった。その意味を間違って理解した学習者は 27 名に上った。文章 3 は書き手が父の視点か

ら書いた文章である。文 1-3 の一つ前の文では書き手は息子の幼児園のころ素朴な疑問に答えるとき

適当に話してごまかすと語った。 

 

例（5）文章 3 文 1-3  

原文: IU8 先日もいい加減に答えたばかりに、IU10 子供には IU9『本当は分からないんじゃない

の』と IU10 言われるし、IU12 妻からは IU11『子供の教育にもっと関心を持ってよ』と IU12 怒られ

るし、IU13 ひどい目にあってしまった。 

訳文の一例 :  IU8 วันก่อนก็เพราะว่าท าไปแบบลวก ๆ IU10 ลูกก็เลยบอกมาว่า IU9“ไม่เห็นจะเข้าใจ
ตรงไหนเลย ”IU12 ก็เลยถูกภรรยาโกรธ IU11 “ช่วยใส่ใจการศึกษาของลูกมากกว่านี้หน่อยเถอะ ”（N3)     

(N2:0 名,N3:5 名,N4:9 名,N5:10 名,判定不明者:3 名) 

 

文 1-3 は IU9 のところではさまざまな解釈がなされた。例えば、学習者は、子供自身に物事の答え

がわからないと思っており、子供が「僕は本当にわからない」と言いたかったのだと解釈した人もいる。
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ほかには、子供がお父さんに聞き返したかったのだと誤解し、子供が「パパは本当にわからないの」

と言いたかったのだと解釈した人も多くいる。 

一方、文章 3 の文 3-3 の IU38「早くあしたにならないかなとか」でも、学習者に共通する間違いが

多く見られた。この IUの意味を間違って理解した学習者は 36名に上った。IU38 を「明日が早く来て

ほしい、または早く来ればいい」と解釈せずに、IU39 と同じ意味で「あしたにならないでほしい」

と解釈する例が多かった。  

 

例（6）文章 3 文 3-3  

原文: IU40 この子供はもしかしたら IU38『早くあしたにならないかなとか』IU39『あしたになら

ないでほしい』と IU40 考えているのかもしれないからだ。 

訳文の一例: IU40 เด็กคนนี้อาจจะก าลังคิดว่า IU38“ไม่อยากให้เป็นพรุ่งนี้เร็ว ๆ” หรือไม่ IU39 “ ไม่อยาก
ให้เป็นพรุ่งนี้เลย ”(N3)     

(N2:0 名,N3:8 名,N4:12 名,N5:10 名,判定不明者:6 名) 

 

 こうしたことから、否定疑問文を含む文章は学習者の障害になる可能性がある。否定疑問文とは否

定辞「ない」を含む疑問文であっても意味上は否定疑問文ではなく肯定の答えを求めるまたは肯定の

傾きを有するものである(井上 1994, p.211)。特に、否定命題を含むため、学習者がその否定疑問文の

意味を否定の意味で解釈する傾向さえある。「早くあしたにならないかな」の場合は、学習者が願望

の意味を表す「かな」の働きを理解できず、「早くあしたにならない」という否定命題の部分だけを

意味処理して、「あしたにならないでほしい」という否定の意味で解釈した可能性がある。同様に、

「本当は分からないんじゃないの」の場合も、確認の意味を表す「んじゃないの」の機能が理解でき

ずに、言い切りの形で「本当にわからない」と誤訳していた。 

これについては、日本語教育で「かな」や「んじゃないか」が文法項目として十分に取り上げられ

ていないためではないだろうか。「かな」または「かなと思う」は SNS 上でよく見られる表現であ

り、これは石井(2018)も指摘している。しかし、日本語の教科書では使用例が少なく、使用されてい

る場合も「提案」の意味が最も多く、次に「意志」「願望」と続く。以上の結果は、今後の日本語教

育において否定疑問文を文法項目として取り上げることの重要性を示しているのではないだろうか。 

 

5.4 呼応表現 

 呼応表現は学習者にとって理解が難しい項目の一つと言える。文章 2 の文 2-2 におけるタイ語の訳

出を見ると、誤訳した学生 22 名のうち「バ」条件文の前半と後半を繋げられなかった例が最も多く、

18 名に上った。 

例(7)に示すように、よく理解できた学生は「降水量が多いか少ないかは年によって違う」または

「あまり雨が降らない年があれば、たくさん雨が降る年もある」という書き手の意図をくみ取れた。

「バ」条件文は通常、タイ語の接続詞「ถ้า/thâa」を代用するが、学習者の訳出文では、例(7)に示す

ように「または」という意味を表す「หรือ/rʉ̌ʉ」という接続表現が使われていた。なお、この接続表現

「หรือ/rʉ̌ʉ」を用いても意味は変わらない。 
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 例（7）文章 2 文 2-2 

原文: IU12また、年によって雨らしい雨がほとんど降らないときも IU13あれば、IU14集中的に降

り、IU15 各地で洪水による被害が出ることもある。 

訳文の一例: (前半) IU12 นอกจากนี้ ก็ยังข้ึนอยู่ในแต่ละปี อาจจะมีฝนตกเล็กน้อย (後半) หรือ IU14ฝน
ตกชุก IU15จนท าให้น้ าท่วมเสียหายในพื้นที่ต่างๆ (N3)     

(N2:0 名,N3:5 名,N4:9 名,N5:1 名,判定不明者:3 名) 

 

一方、よく理解できなかった学生の訳文を見ると、前半と後半の関係性が訳出文で反映されていな

い。これは例(8)と例(9)で確認できる。両例についてはつながりを示す言葉がないと、タイ語として

不自然で違和感を感じる。 

例（8）N3 の学習者の一例  

(前半) IU12 นอกจากนี้ก ็IU13 มีช่วงที ่IU12 ฝนตกน้อยขึ้นอยู่กับปีนั้น ๆ (後半) IU14 ฝนเกิดการกระจุก
ตัว IU15 ก็จะท าให้น้ าท่วมในพ้ืนที่นั้นและก็มีความเสียหายเกิดข้ึน  
例（9）N4 の学習者の一例  

 (前半) IU13 ก็มี IU12 ช่วงเวลาที่ฝนไม่ตกสมกับเป็นฝนขึ้นอยู่กับแต่ละปี (後半) IU14 ตกแบบเป็นกระจุก 
IU15 แต่ละท่ีก็น้ าท่วมจนเกิดความเสียหาย  
 
文章 2 の文 2-2 と、「～ば」条件文を含む例(10)文章 1 の文 3-3 とを比較した上で学習者の訳出文を

見てみたい。例(10)の訳文の一例が示すように、IU52 と IU53 をつなげるのに「～ば」に相当する接

続詞「ถ้า/thâa」が多く使われているということが分かった。IU52 を間違えた人はわずか 5 名であった。 

 

例（10）文章 1 文 3-3  

 原文: IU48 それらを読んでみて、IU49 自分の好きなせりふを IU50 見つけるのもいいが、IU51 気

に入ったものが IU52 なければ、IU53 自分で作ってみてもいい。 

 訳文の一例:(前半)IU48 ลองอ่านและ IU50 หาบทพูดที่ IU49ตัวเองชอบแต่（後半）IU52 ถ้าไม่ IU51

ชอบ IU53ก็ลองสร้างข้ึนมาเองก็ได้นะ(N5) 

(N2:0 名,N3:0 名,N4:2 名,N5:3 名,判定不明者:0 名) 

 

面白いことに、文章 2 の文 2－2 の「～もあれば～もある」と文章 1 の文 3－3 の「～なければ」で

は両者とも同じ「～ば」という形式をとっているのに、なぜタイ語の訳出文に差が生じたのか。これ

は前半の述語から後半の述語に至る距離の長さによるものと考えられる。文の読解処理過程では、情

報処理とともに、すでに読んだ内容を心の中に保持しておく必要がある。日本語の文は SOV 語順を

とるため、述語が文末に現れる。文末まで読まなければ、話し手の伝えようとする意味及び意図を理

解できないこともある。文の読解処理過程の観点で考察すると、文末の近くまで情報量、つまり文節

数が多ければ多いほど、文の内容を確定するまですでに読んだ内容を忘れがちになる。 

文章 2 の文 2－2 の情報量を文節4に分けると、「また、/年によって/雨らしい/雨が/ほとんど/降らな

い/ときも/あれば、/集中的に/降り、/各地で/洪水による/被害が/出ることも/ある」となる。前半の述

                                                   
4 文節とは「言葉の意味を壊さず、発音上不自然にならないよう、できるだけ短く区切ったまとまりであり、「ね」を入れることができる単位」

(大槻, 2012,p.3)という意味である。大槻（2012）は、文節の構造を「自立語＋付属語」と「自立語のみ」という 2つの文型に分けている。 
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語「ある」から後半の述語「ある」までは文節数が 6つとなる。一方、文章 1の文 3－3を文節に分け

ると、「それらを/読んでみて、/自分の/好きな/せりふを/見つけるのも/いいが、/気に/入った/ものが/

なければ、/自分で/作ってみてもいい5」となる。前半の述語「なければ」から後半の述語「作ってみ

てもいい」までは文節数がわずか 1 つである。文の読解処理過程の観点から考察すると、前半と後半

それぞれの述語が大きく離れている文の場合、情報処理効率の低下ともに、すでに読んだ内容が短期

記憶に格納されにくくなるため、文章の前半と後半の関連付けが難しくなるのだと考えられる。日本

語読解を指導する際に呼応表現が見られた場合は、呼応ペアを予測させる活動を取り入れるのが呼応

表現の気づきに繋がるのではないだろうか。例えば、文中で呼要素「きっと」が現れたときに、「以

降文末に現れる応要素の候補になりそうなものは何か」というような質問を学習者に与え、思考を促

すことである。または、呼応ペアの組み合わせ（例：きっと～だろう、きっと～と思う、きっと～に

違いないなど）を提示することによって組み合わせ得るものを選ばせる。このような練習をよく行う

と、言語形式に意識が向き、呼応表現を定着させることができると考えられる。 

 

6. まとめ 

 本調査では、タイ人日本語学習者にとって理解困難な統語的に複雑な文はどのようなものかを明ら

かにすることを目的とし、日本語学習者がどのように文章理解を行っているかを調査した。日本語の

文章を学習者がタイ語に訳出した文を分析した結果、文中に以下のような統語的要素が含まれた場合

はタイ人日本語学習者の理解が妨げられる可能性がある。 

 1）間接疑問節 

 2）連体修飾節内の述部のル形・タ形 

 3）否定疑問文 

 4）呼応表現 

 この結果に基づき、これからの中級読解指導に対し、1）間接疑問節が文の中でどんな役割を果た

しているのかを学習者が考えるように促すこと、2）連体修飾節内の述部のル形・タ形に気づかせる

ことによって、主節と従属節の出来事がどのように時間的な前後関係を持つかを考えさせること、

3）今まで日本語教育であまり指導されてこなかった否定疑問文を文法項目として取り上げ、その言

語形式、意味や機能、使用場面を明示的に指導すること、4）呼応ペア予測活動または呼応ペア判断

活動を授業に取り入れること、以上 4 点を提言したい。 
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5「作ってみてもいい」は大槻(2012)の文節の構造に従い、「作って/みても/いい」のような 3 つの文節に区切ることになっているが、日本語
教科書においては「～てもいい」は許可を表す文法項目として取り上げられ、ひとまとまりになった形をとっている。そのため、学習者は「～

てもいい」を動詞と一体となった語句として認識しがちである。また、弘前大学社会言語学研究室の「やさしい日本語」作成のためのガイドラ

イン（2013）の分かち書きルールを基に、さらに、発音上の不自然さがないことを踏まえ、本稿では、補助動詞「～みる」、接続助詞「～て

も」と終止形「いい」から組み合わせた「～みてもいい」をひとまとまりの言語形式とし、前の語(動詞)と必ず連接する付属語とみなす。 



Thammasat Journal of Japanese Studies No. 40 Vol. 2 (July – December 2023) 

16 

References 

Anderson, L. W., Krathwohl, D. R., Airasian, P. W., Cruikshank, K. A., Mayer, R. E., Pintrich, P. R., 
Rath, J., & Wittrock, M. C. (Eds.). (2001). A Taxonomy for Learning, Teaching and 
Assessing: A Revision of Bloom’s Taxonomy of Educational Objectives (Abridged 
Edition). Longman. 

Hedayat, E. (2014). The Effect of Syntactic Simplicity and Complexity on the Readability of 
the Text. Journal of Language Teaching and Research, 5(5), 1185–1191. 

Kern, R. (1994). The Role of Mental Translation in Second Language Reading. Studies in 
Second Language Acquisition, 16(4), 441–461. 

Pienemann, M. (1998). Language Processing and Second Language Development: 
Processability Theory. John Benjamins. 

Sahiruddin, & Agustiawan, Y. (2016). Text Complexity Levels and Second Language Reading 
Performance in Indonesia. In G. N. Lovtsevich, L. V. Krainik, M. N. Rassokha, S. M. Ryan, 
W. Smith, Y. A. Polshina, & N. A. Proshiants (Eds.), The 14th Asia TEFL International 
Conference and 11th FEELTA International Conference (pp. 140-146). Asia TEFL. 

石井 郁江（2018). 日本語教科書で観察される「かなと思う」. 言語・文学研究論集, 18, 87–101. 
石原 知英（2009). 英文和訳の評価：分析的評価項目の策定と検証的因子分析による妥当性の検討

中国地区英語教育学会研究紀要, 39, 61–70. 
伊藤 創 (2011). 連体修飾節におけるル形、タ形についての一考察―学習者への提示の在り方に

ついて 国際研究論叢, 24(2), 193–208. 
井上 優（1994). いわゆる非分析的な否定疑問文をめぐって 研究報告集, 15, 207–249. 
卯城 裕司（2014). 英語リーディングの科学―「読めたつもり」の謎を解く 研究社. 

大川 英明（2012）．日本語教科書における複文のテンスの扱い 関西外国語大学留学生別科日本語

教育論集, 22, 21-36. 
大槻 美智子（2012）．「文の成分」を活かした品詞分類表試論 教育研究, 38, 1-12． 

近藤 安月子・小森 和子. (2012). 研究者・日本語教育辞典 研究社. 

サグアンシー タンヤーラット（2016). 外国語としての日本語における読解不安・外国語学習不

安・読解力との関係：タイ人大学生を対象に. 言語科学研究：神田外国語大学紀要, 22, 45–64. 
鈴木 美加 (1997). 中級への移行段階における読解練習の効果に関する検討―文処理を支援する

ための実験的研究―. 東京外国語大学留学生日本語教育センター論集, 23, 25–42. 
須田 孝司（2014). 第二言語文処理における統語構造の影響. 富山県立大学紀要, 24, 66–73. 
セーンウライ ティティソーン (2023)．タイ人日本語学習者が読解において意味理解を誤る文の

特性」『日本語・日本学研究』13, 東京外国語⼤学国際⽇本研究センター主催サマースクール研

究発表会 夏季セミナー2022『国際⽇本研究への誘い』，258． 



A Survey on the Current Situation of Sentence Comprehension Difficulties among Thai Learners of Japanese:  
Focus on the Aspects of Sentence Structure 

 

17 

谷本 なほみ (1973). 複雑文の理解. 教育心理学研究, 21(2), 69–78. 
トラン グエン バオ ヴィ（2016). ベトナム人中級学習者の説明文の読解上の問題点― ホーチ

ミン人文社会科学大学日本学部 2 年生と 3 年生を例にして―. 日本言語文化研究会論集, 12, 
111–135. 

弘前大学人文学部社会言語学研究室（2013）．〈増補版〉「やさしい日本語」作成のためのガイドライン．

弘前大学人文学部社会言語学研究室． 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento207_20_sankou5-6.pdf 
文化審議会国語分科会（2021).「日本語教育の参照枠」報告について. 文化庁. 

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kokugo/hokoku/pdf/93476801_01.pdf  
安井 朱美・井手 友里子・土居 美有紀（2015). 中級日本語読解教材の書き換えにおける一考察

―リーダビリティスコアと日本語教師の評価を基に― 国際教育センター紀要, 15, 23–27. 
山下 好孝・ラープスイサワット ニダー（2020). 日本語初級段階における動詞導入順序とその発

音指導 日本語・国際教育研究紀要, 23, 19–36. 
邑本 俊亮（1998)．文章理解についての認知心理学的研究―記憶と要約に関する実験と理解過程の

モデル化― 風間書房 

李 在鎬（2016）．日本語教育のための文章難易度研究 早稲田日本語教育学, 21, 1-16. 
 

  



Thammasat Journal of Japanese Studies No. 40 Vol. 2 (July – December 2023) 

18 

別添資料: 翻訳課題の文章（括弧内の数字は段落とその段落の文番号を表す。） 

文章① 第 12 課 格言・名言 

（文 1-1）IU1 もしにおいを説明するのに、IU2「いい香り」と「臭い」しか言葉がなかったら IU3 寂しい。（文 1-

2）IU4そのにおいを相手に伝えたいと IU5思えば、IU6それと似ている IU7香りを探して、IU8「バラの花のような IU9

香りがする」とか IU10「卵が腐ったみたいな IU11 においがする」と IU12 表現することができる。（文 1-3）IU13 つま

り、何かほかのものにたとえることによって、IU14 相手はそれがどんなものか IU15 イメージすることができるのだ。

（文 1-4）IU16 そのおかげで私たちの表現は一層豊かになる。 

（文 2-1）IU17 いわゆる格言、名言と呼ばれるものの中には、IU18 このようなたとえを使ったものが IU19 少なく

ない。（文 2-2）IU20「人生はいわば航海のようなものだ」と IU21 よく言われる。（文 2-3）IU22 人生のような抽象的な

ものでも、IU23 航海にたとえることで、IU24 それがどんなものかが IU25 よく理解できる。（文 2-4）IU26 作家のセネ

カは人生を物語にたとえて、IU27 こう言ったそうだ。（文 2-5）IU28「重要なのは IU29 どんなに長いかということでは

なく、IU30 どんなに良いかということだ」。（文 2-6）IU31 短い言葉の中にも IU32 重みがある。（文 2-7）IU33 人生をろ

うそくにたとえて、IU34 細く長く生きるのと IU35 太く短く生きるのと IU36 どちらがいいかと IU37 聞いたら、IU38 セ

ネカはきっと後者がいいと IU39 答えるだろう。 
（文 3-1）IU40哲学者のショーペンハウアーはお金は海水のようなものだと IU41考えて、IU42「飲めば飲むほど、

IU43 のどが渇く」と IU44 言った。（文 3-2）IU45 ほかにも友情とは何か、IU46 恋とは何かなど、IU47 いろいろなこと

について格言、名言がある。（文 3-3）IU48 それらを読んでみて、IU49 自分の好きなせりふを IU50 見つけるのもいい

が、IU51 気に入ったものが IU52 なければ、IU53 自分で作ってみてもいい。（文 3-4）IU54 人によって考え方はいろい

ろなのだから。 

文章② 第 16 課 梅雨 

（文 1-1）IU1 日本には春、夏、秋、冬の四つの季節のほかに、IU2 毎年 6 月の中旬から 7 月の中旬にかけて雨がち

の天気が続く IU1 季節がある。（文 1-2）IU3 それが梅雨である。（文 1-3）IU4 日本列島は南北に細長いため、IU5 地方

によって梅雨の時期も雨量も異なる。（文 1-4）IU6 沖縄は最も早く梅雨に入り、IU7 そして早く梅雨が明ける。（文 1-5）

IU8 北海道には梅雨がない。 

（文 2-1）IU9確かに梅雨の間はしとしとよく雨が降るのだが、ときどき IU10夏のような IU11青空が広がることも

ある。（文 2-2）IU12また、年によって雨らしい雨がほとんど降らないときも IU13あれば、IU14集中的に降り、IU15各

地で洪水による被害が出ることもある。（文 2-3）IU16 しかし、雨は大切な水資源なので、IU17 雨があまり降らないと

IU18 夏の間の水不足が心配になる。 

（文 3-1）IU19 また、梅雨の間は湿度が高くなり、IU20 じめじめした日が IU21 続くので、IU22 晴れた日には IU23

窓を開け、IU24 部屋や押入れに風を通したり、IU25 湿った布団を IU26 干したりする。（文 3-2）IU27 それをしないと

IU28 カビが生えることもある。（文 3-3）IU29 それに、気温と湿度が高いと IU30 食べ物が腐りやすいので IU31 食中毒

にも気をつけなくてはいけない。（文 3-4）IU32 冷蔵庫に入れたものは IU33 忘れがちだが、IU34 悪くならないうちに

IU35 できるだけ早く食べてしまうことだ。 

（文 4-1）IU36ところで、毎年気象庁から梅雨明けが発表される。（文 4-2）IU37梅雨のうちは気分も湿りがちにな

るが、IU38 この発表があると IU39 そんな気分も晴れる。（文 4-3）IU40 やはりじめじめした日よりも IU41 からっと晴

れた日のほうがいいものだ。（文 4-4）IU42商売をしている人たちにとっては IU43この発表はもっと重要なことだ。（文

4-5）IU44いつ明けるかによって、IU45商品の生産量や出荷の時期が大きく異なるからだ。（文 4-6）IU46ビールはその

影響をかなり受ける IU47商品の 1つだそうだ。（文 4-7）IU48ちなみに梅雨がなかなか明けないと IU49水着もあまり売

れないらしい。 

文章③ 第 19 課 素朴な疑問 

（文 1-1）IU1 小学 1 年の息子はよく素朴な疑問で IU2 私を悩ませる。（文 1-2）IU3 幼稚園のころは適当にうまく話

して IU4 納得させていたのだが、IU5 これくらいの年になると、IU6 適当に話して IU7 ごまかすわけにもいかない。（文

1-3）IU8先日もいい加減に答えたばかりに、IU9子供には『本当は分からないんじゃないの』と IU10言われるし、IU11

妻からは『子供の教育にもっと関心を持ってよ』と IU12 怒られるし、IU13 ひどい目にあってしまった。（文 1-4）IU14

しかし、中には答えようがない疑問という IU15 ものもある。 

（文 2-1）IU16 ある日、ラジオで子供が電話で質問して IU17 ゲストがそれに答えるという IU18 番組をやっていた。

（文 2-2）IU19 小学 2 年生の質問は IU20『あしたはどこにあるのですか』だった。（文 2-3）IU21 こういう質問は大人

がすることはない。（文 2-4）IU22子供だからこそするのだ。（文 2-5）IU23ゲストの人がどう答えるのかと IU24思って

いたら、IU25 案の定、困っているようだった。（文 2-6）IU26 しばらくして、一人のゲストが科学的、哲学的な内容を

IU27 できるだけやさしく小学生にも分かるように IU26 話しはじめた。（文 2-7）IU28 難しい内容を IU29 やさしく説明

するのは IU30 さぞ大変なことだろうと、IU31 感心しながら IU32 聞いていた。 

（文 3-1）IU33 次にもう一人のゲストは、逆に小学生に『どうしてそれが知りたいのかな』と IU34 質問をした。

（文 3-2） IU35 どうしてそんな疑問を持つのかを IU36 一緒に考えてあげたほうがいいと IU37 考えたのだろう。（文 3-

3）IU38 この子供はもしかしたら IU39『早くあしたにならないかな』とか『あしたにならないでほしい』と IU40 考え

ているのかもしれないからだ。（文 3-4）IU41 こういう答え方もあるのかと IU42 感心した。 

（文 4-1）IU43 自分の息子が『なぜ生きなければいけないの？』などと IU44 聞いてきたら IU45 上手に答えて上げ

られるだろうか。（文 4-2）IU46 答えるからには IU47 こちらも考えることが IU48 必要だ。（文 4-3）IU49 普段、仕事の

ことで頭がいっぱいのお父さんたちも IU50たまには素朴な疑問について IU51考える IU52ゆとりが欲しいものである。 
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บทคัดย่อ 

 
งานวิจัยนี้มีวัตถุประสงค์เพ่ือศึกษาประสิทธิผลของบันทึกการอ่านที่มีต่อการใช้กลวิธีการอ่าน

ภาษาญี่ปุ่นโดยการเปรียบเทียบความเปลี่ยนแปลงก่อนท าบันทึกการอ่านและหลังท าบันทึกการอ่านเป็นเวลา
หนึ่งภาคการศึกษา กลุ่มตัวอย่างคือนักศึกษาระดับบัณฑิตศึกษาสาขาวิชาญี่ปุ่นศึกษา มหาวิยาลัยธรรมศาสตร์ 
จ านวน 3 คน แบบสอบถามกลวิธีการอ่านที่ใช้ในงานวิจัยนี้ปรับจากแบบสอบถามของ Kouider Mokhtari 
และ Ravi Sheorey  

ผลการศึกษาพบว่าในภาพรวมก่อนการท าบันทึกการอ่าน นักศึกษาใช้กลวิธีการอ่านในระดับมาก 
โดยใช้กลวิธีประเภทแก้ปัญหามากท่ีสุด หลังจากท าบันทึกการอ่าน นักศึกษาใช้กลวิธีการอ่านในระดับมากโดย
ค่าเฉลี่ยเพิ่มขึ้นจาก 3.95 เป็น 4.09 เมื่อพิจารณาแยกตามประเภทของกลวิธีพบว่าผู้เรียนใช้กลวิธีประเภท
องค์รวม และการสนับสนุนการอ่านเพ่ิมขึ้น ประเภทองค์รวม ข้อที่มีค่าเฉลี่ยเพ่ิมขึ้นมากที่สุดคือ “ฉันจะอ่าน
เนื้อหาคร่าว ๆ โดยรวมทั้งหมดว่าเกี่ยวกับอะไรก่อนที่จะอ่านแบบละเอียดต่อไป” ประเภทการสนับสนุนการอ่าน 
ข้อที่มีค่าเฉลี่ยเพ่ิมข้ึนมากท่ีสุดคือ “ฉันมักจะอ่านสลับไปมาทั้งตอนต้นและตอนท้ายเพ่ือหาความเชื่อมโยงของ
เนื้อหา” ผลดังกล่าวแสดงให้เห็นว่าบันทึกการอ่านช่วยท าให้ผู้เรียนสามารถวางแผนก่อนการอ่านและส่งเสริม
การตรวจสอบความเข้าใจระหว่างการอ่านให้มากข้ึน ซึ่งจะเชื่อมโยงไปสู่การอ่านที่มีประสิทธิภาพเพ่ิมข้ึน  
 
ค าส าคัญ : บันทึกการอ่าน, กลวิธีการอ่าน, ภาษาญี่ปุ่น, นักศึกษาระดับบัณฑิตศึกษา   
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The Study of the Effectiveness of Reading Journals on the Use of Japanese 
Reading Strategies: Case of graduate students 

 
Abstract 

 
This research studied the effectiveness of reading journals on the use of Japanese 

reading strategies by examining changes before and after making reading journals for one semester. 
Samples were three graduate students in a Japanese Studies program at Thammasat 
University. The reading strategy survey used was developed by Kouider Mokhtari and Ravi 
Sheorey. 
 Results were that before compiling a reading journal, samples employed reading 
strategies at a high level, oftenest using problem-solving strategies. After making a reading 
record, samples used reading strategies at high level, at an average increasing from 3.95 to 
4.09. Analyzing strategy types, samples used the global and support strategies more often 
than previously. For the global reading strategy, average use of “I take an overall view of 
the text to see what it is about before reading it” increased most, and average of support 
strategy “I go back and forth in the text to find relationships among ideas in it.” increased 
most. These findings suggest that reading journals encourage samples to plan before, and 
promote monitoring while reading. This will lead to more efficient reading. 
 
Keywords: Reading journal, Reading strategy, Japanese language, Graduate student 
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บทน า 
ในปี พ.ศ. 2561 ทางโครงการปริญญาโทญี่ปุ่นศึกษา คณะศิลปศาสตร์ มหาวิทยาลัยธรรมศาสตร์ 

ได้ปรับปรุงหลักสูตรเพ่ือใช้ในปีการศึกษา 2563 โดยส ารวจความต้องการและความคิดเห็นของนักศึกษา ศิษย์เก่า 
ตลอดจนคณาจารย์เกี่ยวกับรายวิชาที่เปิดสอนในหลักสูตร นอกจากนี้ยังส ารวจหลักสูตรที่คล้ายคลึงและ
เกี่ยวข้องกันในประเทศญี่ปุ่น รวมถึงหลักสูตรที่เปิดสอนในประเทศอ่ืน ๆ เพ่ือปรับปรุงและพัฒนาให้หลักสูตรมี
ความทันสมัยและตอบสนองต่อความต้องการของผู้เรียนได้อย่างทั่วถึง จากผลการส ารวจในครั้งนั้นทาง
กรรมการบริหารหลักสูตรมีความเห็นพ้องตรงกันว่า ควรก าหนดรายวิชาให้มีความหลากหลาย มุ่งเน้น
การบูรณาการทักษะภาษาญี่ปุ่นควบคู่ความรู้ทางด้านเศรษฐกิจ สังคม วัฒนธรรม วรรณคดี ภาษาศาสตร์ และ
ศาสตร์ในวิชาชีพแขนงการสอน การแปล และการล่าม โดยมุ่งเน้นการศึกษาองค์ความรู้ที่ทันสมัยและเป็น
ประโยชน์ต่อการพัฒนาอย่างแท้จริง  ซึ่งหนึ่งในวิชาที่กรรมการบริหารหลักสูตรพิจารณาแล้วว่าเป็นวิชา
พ้ืนฐานในการท าความเข้าใจเอกสารค้นคว้าต่าง ๆ อีกทั้งเป็นการเตรียมความพร้อมส าหรับนักศึกษาในการท า
วิทยานิพนธ์และสารนิพนธ์ ก็คือวิชาการอ่านภาษาญี่ปุ่นระดับสูง ทางกรรมการบริหารหลักสูตรจึงมีมติให้เพ่ิม
รายวิชาการอ่านภาษาญี่ปุ่นระดับสูงเข้ามาในหลักสูตรปรับปรุงใหม่ครั้งนี้ โดยก าหนดเป็นรายวิชา “การอ่าน
ภาษาญี่ปุ่นระดับสูง” มีเนื้อหามุ่งเน้นศึกษากลวิธีและทักษะการอ่านสรุปความ วิเคราะห์ วิจารณ์ บทอ่าน
ขนาดยาว บทความวิชาการ และเอกสารวิจัยในภาษาญี่ปุ่นระดับสูง 

ทักษะการอ่านและท าความเข้าใจภาษาญี่ปุ่นเป็นทักษะที่ส าคัญและเป็นหนึ่งในทักษะพ้ืนฐานที่ผู้เรียน
ชาวไทยมักจะประสบปัญหาและมักจะเกิดความกังวลโดยเฉพาะเมื่อต้องอ่านเอกสาร บทความ งานเขียนที่ใช้
ภาษาญี่ปุ่นในระดับสูงและมีโครงสร้างที่ซับซ้อน ใช้ค าศัพท์เฉพาะทาง และปัญหาที่มักพบคือนักศึกษาใช้เวลา
ในการอ่านเอกสารแต่ละชิ้นค่อนข้างมาก แต่เป็นการอ่านที่ยังไม่มีประสิทธิภาพ กล่าวคือยังพบปัญหาการอ่านผิด 
ไม่เข้าใจเนื้อหาอย่างถ่องแท้ และไม่สามารถสรุปประเด็นส าคัญที่เอกสารนั้น ๆ ต้องการสื่อได้ ดังนั้นคณะผู้วิจัย
จึงคิดว่าควรมีการศึกษาวิจัยที่ช่วยให้ผู้เรียนโดยเฉพาะผู้เรียนในระดับบัณฑิตศึกษาที่มีความจ าเป็นต้องอ่าน
เอกสาร บทความวิจัย บทความวิชาการ ฯลฯ ทั้งในชั่วโมงเรียนและในการค้นคว้าเอกสารเพ่ือใช้ประกอบใน
วิทยานิพนธ์ ซึ่งส่วนใหญ่ใช้ภาษาญี่ปุ่นระดับสูง ให้ผู้เรียนสามารถอ่านได้อย่างมีประสิทธิภาพมากยิ่งขึ้น อันจะ
เชื่อมโยงไปสู่การท าวิจัย และจัดท าวิทยานิพนธ์อย่างมีคุณภาพต่อไป กล่าวกันว่าทักษะอภิปัญญา 
(metacognitive skills) เป็นทักษะหนึ่งที่ส าคัญที่จะช่วยสนับสนุนให้ผู้เรียนอ่านได้อย่างมีประสิทธิภาพมากขึ้น 
(甲田, 2009) งานวิจัยนี้จึงมุ่งศึกษาว่าการส่งเสริมให้ผู้เรียนใช้ทักษะอภิปัญญาผ่านการท าบันทึกการอ่านเป็น
เวลาหนึ่งภาคการศึกษาจะส่งผลต่อการใช้กลวิธีการอ่านภาษาญี่ปุ่นของผู้เรียน และสามารถเพ่ิมประสิทธิภาพ
ในการอ่านหรือไม่ อย่างไร 
 

เอกสารและงานวิจัยท่ีเกี่ยวข้อง 
จากการสืบค้นข้อมูลงานวิจัยที่ศึกษาเกี่ยวกับการอ่านภาษาญี่ปุ่นของผู้เรียนชาวไทยพบว่าโดยส่วน

ใหญ่เป็นการศึกษาทักษะการอ่านของนักศึกษาระดับปริญญาตรี เช่น เตวิช เสวตไอยาราม (2559) ได้ศึกษา
เกี่ยวกับกลวิธีการอ่านของผู้เรียนภาษาญี่ปุ่นชาวไทยที่มีความสามารถต่างกัน โดยศึกษาความสัมพันธ์ระหว่าง
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ความสามารถทางภาษากับการเลือกใช้กลวิธีการอ่านแต่ละประเภท サグアンシー (2016) ศึกษาความวิตกกังวล
ในการอ่านภาษาญี่ปุ่นของผู้เรียนชาวไทยโดยวิเคราะห์เปรียบเทียบความวิตกกังวลของผู้เรียนที่มีความสามารถ
ภาษาญี่ปุ่นแตกต่างกัน หรืองานของ สุณีย์รัตน์ เนียรเจริญสุข (2561) ศึกษาประสิทธิผลของกิจกรรมการอ่าน
ร่วมกันกับเพ่ือนว่ามีประสิทธิผลต่อการอ่านของผู้เรียนหรือไม่ จะเห็นได้ว่าที่ผ่านมายังไม่มีงานวิจัยที่ศึกษา
เกี่ยวกับทักษะการอ่านของผู้เรียนในระดับบัณฑิตศึกษา และศึกษาอย่างต่อเนื่องเพ่ือดูความเปลี่ยนแปลงของ
ผู้เรียนทั้งในเรื่องการใช้กลวิธีต่าง ๆ ในการอ่าน และประสิทธิภาพในการอ่าน 

ทักษะการอ่านเป็นหนึ่งในทักษะที่มีความจ าเป็นอย่างมากในการเพ่ิมพูนความรู้ของผู้เรียนภาษาญี่ปุ่น 
โดยเฉพาะอย่างยิ่งการศึกษาในชั้นปีที่สูงขึ้นหรือในระดับการศึกษาที่สูงขึ้น (福本・印道, 2016)  แต่ในปัจจุบัน
มีผู้เรียนภาษาญี่ปุ่นจ านวนมากที่ประสบปัญหาในการอ่าน หลายครั้งที่ผู้เรียนเข้าใจความหมายของค าศัพท์
และไวยากรณ์ที่ปรากฏในบทอ่าน แต่ก็ไม่สามารถท าความเข้าใจบทอ่านอย่างถูกต้องได้ และผู้สอนก็ประสบ
ความล าบากในการให้ค าแนะน าผู้เรียน เนื่องจากการอ่านเป็นกระบวนการท าความเข้าใจที่เกิดขึ้นภายใน
ตัวผู้เรียนแต่ละคน ผู้สอนไม่สามารถมองเห็นได้ (羅, 2010) จึงเกิดการศึกษาวิจัยมากมายเกี่ยวกับทักษะการอ่าน
เพ่ือหาหนทางเพ่ิมประสิทธิภาพการอ่านให้กับผู้เรียน หนึ่งในผลการศึกษาพบว่า ทักษะอภิปัญญาเป็นหนึ่งใน
ทักษะที่ช่วยสนับสนุนการอ่านของผู้เรียนให้มีประสิทธิภาพมากขึ้นได้ โดย 甲田 (2009, p. 134) ให้ค านิยามไว้ว่า 
ทักษะอภิปัญญา คือทักษะในการตระหนักและเข้าใจกระบวนการการรับรู้ของตนเพ่ือเพ่ิมประสิทธิภาพในการ
อ่านให้ดียิ่งขึ้น เช่น การวางแผนการอ่านก่อนเริ่มอ่าน การตรวจสอบความเข้าใจของตนในระหว่างที่อ่าน 
การย้อนกลับไปอ่านสิ่งที่ได้อ่านก่อนหน้าอีกครั้งเมื่อรู้สึกว่าตนเองตีความสิ่งที่อ่านมาก่อนหน้าได้ไม่ถูกต้อง เป็นต้น 

มีงานวิจัยจ านวนมากได้กล่าวถึงความส าคัญของการใช้ทักษะอภิปัญญาในการอ่านของผู้เรียนชาวไทย
ซึ่งศึกษาภาษาอังกฤษในฐานะภาษาต่างประเทศ ได้แก่ จิรารัตน์ ประยูรวงษ์ (2565) สาริศา ไม่หวาด และ
สุมาลี ชิโนกุล (2560) สรณบดินทร์ ประสารทรัพย์ (2561) วิภาดา พูลศักดิ์วรสาร และ วิสาข์ จัติวัตร์ (2556) 
จิรารัตน์ ประยูรวงษ์ (2565) ได้ใช้แบบสอบถามส ารวจกลวิธีการอ่านชื่อว่า the Survey of Reading Strategies 
(SORS) ของ Mokhtari and Sheorey (2002) เพ่ือศึกษากลวิธีในการอ่านภาษาอังกฤษเชิงวิชาการของ
นักศึกษาระดับปริญญาตรีที่สัมพันธ์กับทักษะอภิปัญญา1 และพบว่ากลวิธีในการอ่านภาษาอังกฤษท่ีนักศึกษาใช้
มากที่สุดคือ กลวิธีการอ่านประเภทการแก้ปัญหาในการอ่าน กลวิธีการอ่านประเภทการสนับสนุนการอ่าน 
และกลวิธีการอ่านประเภทองค์รวม2 ตามล าดับ อีกทั้งยังท าให้เห็นถึงความจ าเป็นที่ผู้เรียนชาวไทยที่เรียน
ภาษาอังกฤษเป็นภาษาต่างประเทศควรจะมีความรู้เกี่ยวกับทักษะอภิปัญญาและการสอนนักศึกษาถึงการใช้
ทักษะดังกล่าวจะช่วยเพ่ิมศักยภาพการอ่านให้แก่ผู้เรียน สาริศา ไม่หวาด และ สุมาลี ชิโนกุล (2560) ได้ใช้
แบบสอบถามชุดเดียวกันเพ่ือส ารวจการใช้กลวิธีการอ่านของผู้เรียนภาษาอังกฤษในฐานะภาษาต่างประเทศ
และพบว่ากลวิธีการอ่านที่ผู้เรียนใช้มากที่สุดคือ กลวิธีการอ่านประเภทการแก้ปัญหาในการอ่าน กลวิธีการอ่าน

                                           
1 จิรารัตน์ ประยูรวงษ์ (2565) เรียกว่า “กลวิธีการก ากับตนเองในการอ่าน” 
2 จิรารัตน์ ประยูรวงษ์ (2565) เรียกว่า “กลยุทธ์การแก้ไขปัญหาในการอ่าน” “กลยุทธ์สนับสนุนการอ่าน” และ “กลยุทธ์การอ่านแบบองค์รวม” 
ตามล าดับ 
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แบบองค์รวม และกลวิธีการอ่านประเภทการสนับสนุนการอ่าน3 ตามล าดับ อีกทั้งได้สรุปว่าผู้เรียนที่ใช้กลวิธี
การอ่านจ านวนมากและความถี่สูงกว่าจะมีระดับความเข้าใจสูงกว่าผู้เรียนที่ใช้กลวิธีการอ่านน้อยกว่าและ
มีแนวโน้มสนับสนุนว่าการตระหนักถึงการใช้กลวิธีการอ่านช่วยให้ผู้อ่านมีความเข้าใจในการอ่านดีขึ้น 
สรณบดินทร์ ประสารทรัพย์ (2561) วิภาดา พูลศักดิ์วรสาร และ วิสาข์ จัติวัตร์ (2556) ได้กล่าวถึงความส าคัญ
ของการสอนให้ผู้เรียนใช้ทักษะอภิปัญญาในการอ่านเพ่ือเพ่ิมประสิทธิภาพในการอ่าน 
 อย่างไรก็ตาม จากงานวิจัยข้างต้น จะเห็นได้ว่ามีการศึกษาวิจัยเกี่ยวกับการใช้กลวิธีการอ่านที่สัมพันธ์
กับทักษะอภิปัญญาอยู่เป็นจ านวนมาก แต่ยังไม่พบงานวิจัยที่ศึกษาเกี่ยวกับการใช้กลวิธีเชิงอภิปัญญาในการอ่าน
บทความเชิงวิชาการของผู้เรียนภาษาญี่ปุ่นโดยเฉพาะผู้เรียนที่ ก าลังศึกษาในระดับบัณฑิตศึกษา เพ่ือเพ่ิม
ประสิทธิภาพในการอ่านของผู้เรียน การกระตุ้นและสร้างโอกาสให้ผู้เรียนรู้จักวางแผน ตรวจสอบ ทบทวนและ
วิเคราะห์กระบวนการอ่านของตนเองมีความจ าเป็นอย่างยิ่ง คณะผู้วิจัยจึงเห็นว่าบันทึกการอ่านน่าจะเป็นหนึ่ง
ในเครื่องมือที่มีประสิทธิภาพที่ช่วยส่งเสริมให้ผู้เรียนใช้ทักษะอภิปัญญาได้มากข้ึน  

งานวิจัยที่ศึกษาเกี่ยวกับผลของการใช้บันทึกการอ่านต่อความเข้าใจของผู้เรียน ได้แก่งานวิจัยของ  
อูมัยซี รักษ์อาณา และ อดิศา เตียว (2559) งานนี้ใช้แบบบันทึกการอ่าน แบบทดสอบวัดความสามารถการอ่าน
เพ่ือความเข้าใจหลังเรียน และแบบสอบถามทัศนคติการใช้แบบบันทึกการอ่านในการศึกษา ผลการวิจัยพบว่า
คะแนนทดสอบหลังเรียนของนักเรียนในการอ่านเพ่ือท าความเข้าใจสูงกว่าก่อนเรียนและนักเรียนพอใจกับการ
ใช้บันทึกการอ่าน และเห็นว่าแบบบันทึกการอ่านมีประโยชน์ ช่วยเพ่ิมประสิทธิภาพในการอ่าน แม้ในงาน
ดังกล่าวจะไม่ได้อธิบายถึงทักษะอภิปัญญา แต่จากรายละเอียดการให้ผู้เรียนท าบันทึกการอ่าน กล่าวคือมีส่วน
ที่ให้นักเรียนตรวจสอบความเข้าใจเกี่ยวกับเนื้อหาที่อ่าน และส่วนที่ให้เขียนความรู้สึกของนักเรียนเกี่ยวกับเรื่อง
ที่อ่าน เห็นได้ว่าเป็นการส่งเสริมให้ผู้เรียนตรวจสอบและทบทวนตนเองหลังการอ่าน คณะผู้วิจัยเห็นว่าการให้
ท าบันทึกการอ่านอย่างต่อเนื่องจะช่วยส่งเสริมให้ผู้เรียนใช้ทักษะอภิปัญญาซึ่งจะช่วยเพิ่มประสิทธิภาพใน
การอ่านให้กับผู้เรียนได้  

จากงานวิจัยที่ได้กล่าวมาข้างต้น คณะผู้วิจัยจึงเห็นว่ามีความจ าเป็นในการศึกษาวิจัยเกี่ยวกับประสิทธิผล
ของการใช้บันทึกการอ่านเพื่อการพัฒนาทักษะอภิปัญญาในการอ่านของผู้เรียนภาษาญี่ปุ่นชาวไทยซึ่งมี
ความจ าเป็นต้องอ่านภาษาญี่ปุ่นเชิงวิชาการส าหรับการท าวิจัยและจัดท าวิทยานิพนธ์ เพื่อน าไปสู่การพัฒนา  
การเรียนการสอนวิชา “การอ่านภาษาญี่ปุ่นระดับสูง” ในระดับบัณฑิตศึกษาต่อไป 
 
วัตถุประสงค์การวิจัย 

1. เพื่อศึกษาเปรียบเทียบการใช้กลวิธีการอ่านก่อนและหลังจากท าบันทึกการอ่านเป็นเวลาหนึ่ง
ภาคการศึกษา 

2. เพ่ือศึกษาว่าบันทึกการอ่านส่งผลต่อการอ่านของนักศึกษาอย่างไร 

                                           
3 สาริศา ไม่หวาดและสุมาลี ชิโนกุล (2560) เรียกว่า “กลวิธีการอ่านแบบแก้ปัญหา” “กลวิธีการอ่านแบบองค์รวม” และ “กลวิธีการอ่านแบบ
สนับสนุน” 
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วิธีการวิจัย 
งานวิจัยนี้เป็นงานวิจัยเชิงคุณภาพซึ่งจะเน้นศึกษาความเปลี่ยนแปลงว่าก่อนท าและหลังจากการท า

บันทึกการอ่านตลอดหนึ่งภาคการศึกษา (ภาคการศึกษา 1/2565) ว่าส่งผลต่อการใช้กลวิธีในการอ่านหรือไม่ 
อย่างไร กลุ่มตัวอย่างคือนักศึกษาปริญญาโท สาขาวิชาญี่ปุ่นศึกษา มหาวิทยาลัยธรรมศาสตร์ ซึ่งมีความสามารถ
ภาษาญี่ปุ่นระดับ N2 ขึ้นไป จ านวน 3 คน 

เครื่องมือที่ใช้ในการศึกษา  
เครื ่องมือที ่ใช้ในงานนี ้ ได้แก่ 1) บันทึกการอ่าน 2) แบบสอบถามเกี ่ยวกับกลวิธีการอ่าน และ  

3) การสัมภาษณ์ 
1) บันทึกการอ่าน 
จากงานวิจัยข้างต้นได้ชี้ให้เห็นว่าทักษะทางอภิปัญญาเป็นทักษะที่ช่วยสนับสนุนการอ่านของผู้เรียนได้

อย่างมีประสิทธิภาพเนื่องจากทักษะอภิปัญญาเป็นทักษะเพ่ือการตระหนักและเข้าใจกระบวนการการรับรู้ของ
ผู้อ่านเอง คณะผู้วิจัยจึงเลือกใช้บันทึกการอ่านเพื่อสร้างโอกาสให้ผู้เรียนได้ฝึกทักษะอภิปัญญาผ่านการวางแผน 
ตรวจสอบและทบทวนกระบวนการอ่านของตนเอง โดยโครงสร้างของบันทึกการอ่านที่ใช้ในงานวิจัยครั้งนี้มีดังนี้ 

(1) ส่วนที่ให้ผู้เรียนประเมินเกี่ยวกับบทความที่อ่าน เพ่ือดูว่าผู้เรียนประเมินความเข้าใจของ
ตนเองและดูว่ามีความสนใจเนื้อหาของบทความเพียงใด ได้แก่ 

- ระดับความเข้าใจเกี่ยวกับบทความ (มาตรวัด 5 ระดับ) 
- ระดับความยากของบทความ (มาตรวัด 5 ระดับ) 
- ระดับความน่าสนใจของบทความ (มาตรวัด 5 ระดับ) 
- ความคิดเห็นของนักศึกษาต่อสิ่งที่อ่าน (เขียนบรรยาย) 
(2) ส่วนที่ให้ผู้เรียนตรวจสอบความเข้าใจเกี่ยวกับสิ่งที่อ่าน เพ่ือดูว่าผู้เรียนมีความเข้าใจเนื้อหา

และสิ่งที่ผู้เขยีนต้องการสื่อได้ถูกต้องหรือไม่ ได้แก่ 
- สรุปเนื้อหาโดยคร่าวของสิ่งที่อ่าน (เขียนบรรยาย) 
- สรุปสิ่งที่ผู้เขียนต้องการสื่อ (เขียนบรรยาย) 
(3) ส่วนที่ให้ผู้เรียนมองย้อนกลับไปเพ่ือทบทวนกระบวนการอ่านของตนเอง ได้แก่ 
- ค าศัพท์หรือส านวนใหม่ที่คิดว่าเป็นประโยชน์ พร้อมค าแปลที่สืบค้นมา (เขียนบรรยาย) 
- ปัญหาที่พบในการอ่าน (เขียนบรรยาย) 
- วิธีแก้ปัญหาดังกล่าว (เขียนบรรยาย) 
- ความคิดเห็นหรือความรู้สึกเก่ียวกับการอ่านในครั้งนี้ (เขียนบรรยาย) 
- สิ่งที่ไม่เข้าใจเกี่ยวกับบทความหรือค าถามเกี่ยวกับบทความ (เขียนบรรยาย) 

2) แบบสอบถามเกี่ยวกับกลวิธีการอ่าน  
งานวิจัยนี้ เลือกใช้  the Survey of Reading Strategies (SORS) ของ Mokhtari and Sheorey 

(2002) เนื่องจากเป็นแบบสอบถามที่จัดท าขึ้นส าหรับการส ารวจการใช้กลวิธีในการอ่านของผู้เรียนที่ศึกษา
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ภาษาอังกฤษเป็นภาษาที่สองหรือภาษาต่างประเทศและเป็นที่ยอมรับในวงกว้าง โดยคณะผู้วิจัยน ามาปรับใช้
โดยเปลี่ยนจากการอ่านภาษาอังกฤษเป็นการอ่านภาษาญี่ปุ่นแทน 

แบบสอบถามเป็นแบบมาตรวัด 5 ระดับ ได้แก่ 5 เห็นด้วยอย่างยิ่ง 4 เห็นด้วย 3 เฉย ๆ 2 ไม่เห็นด้วย 
1 ไม่เห็นด้วยอย่างยิ่ง การแปลผลก าหนดช่วงดังนี้  

4.50-5.00 หมายถึง เห็นด้วยในระดับมากที่สุด 
3.50-4.49 หมายถึง เห็นด้วยในระดับมาก 
2.50-3.49 หมายถึง เห็นด้วยระดับปานกลาง 
1.50-2.49 หมายถึง เห็นด้วยในระดับน้อย 
1.00-1.49 หมายถึง เห็นด้วยในระดับน้อยที่สุด 

3) การสัมภาษณ์ 
คณะผู้วิจัยสัมภาษณ์นักศึกษาเกี่ยวกับความคิดเห็นที่มีต่อการท าบันทึกการอ่านว่าส่งผลอย่างไรต่อ

การอ่าน บันทึกการอ่านช่วยท าให้อ่านภาษาญี่ปุ่นได้อย่างมีประสิทธิภาพมากขึ้นหรือไม่    
วิธีการเก็บข้อมูล 
คณะผู้วิจัยจัดให้กลุ่มตัวอย่างท าแบบสอบถามก่อนเปิดภาคการศึกษา และตอนสิ้นภาคการศึกษาซึ่ง

เป็นช่วงเวลาหลังจากที่ท าบันทึกการอ่านแล้วรวม 13 ครั้ง จากการอ่านงานเขียนที่มีเนื้อหาหลากหลายและอยู่
ในความสนใจของนักศึกษา เช่น บทความด้านภาษาศาสตร์ การสอน วรรณกรรม สังคม ฯลฯ จากนั้นน าข้อมูล
จากแบบสอบถามท้ังสองชุดมาวิเคราะห์เปรียบเทียบความแตกต่าง และสัมภาษณ์ติดตามผล 
 
ผลการศึกษา 

ความคิดเห็นของนักศึกษาที่มีต่อเนื้อหาที่อ่าน 
จากบันทึกการอ่านที่รวบรวมจากนักศึกษา 3 คน คนละ 13 ฉบับ รวม 39 ฉบับ พบว่าค่าเฉลี่ยความสนใจ

ของนักศึกษาที่มีต่อบทความที่มอบหมายให้อ่านในวิชานี้เท่ากับ 4.13 (จากคะแนนเต็ม 5) หมายความว่า
นักศึกษามีความสนใจต่อเรื่องที่อ่านในระดับมาก ระดับความยากของเนื้อหาค่าเฉลี่ยเท่ากับ 3.90 หมายถึง
นักศึกษารู้สึกว่าเนื้อหายากมาก สอดคล้องกับระดับความเข้าใจที่มีก่อนสืบค้นความหมายในพจนานุกรม ฯลฯ 
ซึ่งมีค่าเฉลี่ยเท่ากับ 2.46 หมายถึงมีความเข้าใจในระดับน้อย และภายหลังการสืบค้นความหมาย ค่าเฉลี่ยของ
ความเข้าใจเพิ่มขึ้นเป็น 3.54 มีความเข้าใจในระดับมาก 

 
การใช้กลวิธีการอ่านเปรียบเทียบก่อนและหลังท าบันทึกการอ่าน 
กลวิธีการอ่านภาษาญี่ปุ่นในงานวิจัยนี้น ามาจากแบบสอบถามเกี่ยวกับกลวิธีการอ่านของ Mokhtari 

and Sheorey (2002) ซึ่งแบ่งกลวิธีการอ่านออกเป็น 3 ประเภท ได้แก่ 1) กลวิธีการอ่านประเภทองค์รวม 
(Global Reading Strategies) หมายถึง วิธีการต่าง ๆ ที่ผู้เรียนใช้ในการจัดการการอ่านเพ่ือให้สามารถอ่านได้
อย่างมีประสิทธิภาพ เช่น วางแผน ตั้งเป้าหมาย ตรวจสอบตนเอง 2) กลวิธีการอ่านประเภทการแก้ปัญหาใน
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การอ่าน (Problem Solving Strategies) หมายถึงวิธีการที่ผู้เรียนใช้เมื่อเกิดปัญหาในการอ่าน เช่น ปรับความเร็ว
ในการอ่าน คาดเดาความหมาย และ 3) กลวิธีการอ่านประเภทการสนับสนุนการอ่าน (Support Strategies) 
หมายถึงวิธีการที่ผู้เรียนใช้เพ่ือช่วยให้สามารถเข้าใจบทอ่านได้มากขึ้น เช่น เปิดพจนานุกรมหาความหมายของ
ค าท่ีไม่รู้จัก ขีดเส้นใต้ส่วนที่ส าคัญ 

จากผลการศึกษาพบว่าก่อนท าบันทึกการอ่านและหลังท าบันทึกการอ่าน นักศึกษาใช้กลวิธีทั้ง 3 
ประเภท ค่าเฉลี่ยอยู่ในระดับมาก มีรายละเอียดดังตารางที่ 1 
 
ตารางท่ี 1 การใช้กลวิธีการอ่านเปรียบเทียบก่อนและหลังท าบันทึกการอ่าน 

ประเภทของ
กลวิธ ี

ค่าเฉลี่ยก่อนท า
บันทึกการอ่าน 

การแปลผล ค่าเฉลี่ยหลังท า
บันทึกการอ่าน 

การแปลผล ความเปลีย่นแปลง 

การแก้ปัญหา 4.50 มากที่สุด 4.29 มาก ลดลง 
การสนับสนุน 3.70 มาก 3.96 มาก เพิ่มขึ้น 

องค์รวม 3.67 มาก 4.03 มาก เพิ่มขึ้น 
เฉลี่ยรวม 3.95 มาก 4.09 มาก เพ่ิมขึ้น 

 
ก่อนท าบันทึกการอ่าน นักศึกษาใช้กลวิธีการอ่านในระดับมาก โดยใช้กลวิธีประเภทการแก้ปัญหาใน

การอ่านมากที่สุด รองลงมาคือกลวิธีประเภทการสนับสนุนการอ่าน และกลวิธีประเภทองค์รวม หลังท าบันทึก
การอ่าน นักศึกษาใช้กลวิธีการอ่านในระดับมาก ค่าเฉลี่ยเพ่ิมขึ้นเล็กน้อย จาก 3.95 เป็น 4.09 โดยยังคงใช้
กลวิธีประเภทการแก้ปัญหาในการอ่านมากที่สุด แต่ค่าเฉลี่ยของกลวิธีประเภทนี้ลดลงจาก 4.50 เหลือ 4.29 
รองลงมาคือกลวิธีประเภทองค์รวม มีค่าเฉลี่ยเพ่ิมขึ้นจาก 3.67 เป็น 4.03 และกลวิธีประเภทการสนับสนุนการอ่าน 
มีค่าเฉลี่ยเพิ่มข้ึนจาก 3.70 เป็น 3.96 

เมื่อน าข้อมูลการใช้กลวิธีในแต่ละประเภทมาพิจารณา พบผลดังตารางที่ 2 
 
ตารางท่ี 2 กลวิธีการอ่านประเภทการแก้ปัญหาในการอ่าน 

กลวิธีประเภทการแก้ปัญหาในการอ่าน ก่อน หลัง 

P1. ฉันอ่านช้าและระมดัระวังเพื่อให้แน่ใจว่าฉันเข้าใจในสิ่งท่ีฉันอ่านอยู่ 4.67 3.67 
P2. ฉันพยายามจะกลับไปอ่านจดุเดิม เวลาฉันเสียสมาธ ิ 4.00 4.33 

P3. ฉันปรับเปลี่ยนความเร็วในการอ่านบทอ่าน ตามความยากง่ายของเนื้อหาท่ีอ่าน 5.00 4.67 
P4. เมื่ออ่านเจอเนื้อหายาก ๆ ฉันจะตั้งใจอ่านมากขึ้น 5.00 4.67 
P5. ฉันจะหยุดการอ่านเป็นพัก ๆ เพื่อคิดว่าฉันก าลังอ่านอะไรอยู ่ 3.67 3.67 
P6. ฉันพยายามจะนึกภาพตาม เพื่อช่วยเตือนความจ าว่าฉันอ่านอะไรไปบ้าง 4.67 4.33 
P7. เมื่ออ่านเจอเนื้อหายาก ๆ ฉันจะอ่านซ้ าอีกครั้งเพื่อเพิ่มความเข้าใจของตนเอง 5.00 4.67 
P8. ในขณะที่อ่าน ฉันมักจะคาดเดาความหมายของค าศัพท์หรือวลทีี่ฉันไม่รู้ความหมาย 4.00 4.33 

ค่าเฉลี่ย 4.50 4.29 
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จากตารางที่ 2 จะเห็นได้ว่าค่าเฉลี่ยการใช้กลวิธีประเภทการแก้ปัญหาในการอ่าน ก่อนท าบันทึกการ
อ่านมีค่าเฉลี่ยเท่ากับ 4.50 หมายถึงนักศึกษาใช้กลวิธีประเภทนี้ในระดับมากที่สุด หลังจากการท าบันทึก
การอ่านตลอดหนึ่งภาคการศึกษา นักศึกษาใช้กลวิธีประเภทนี้ลดลงมีค่าเฉลี่ยเท่ากับ 4.29 (ระดับมาก) จากกลวิธี
รวม 8 ข้อ หลังจากการท าบันทึกการอ่านตลอดหนึ่งภาคการศึกษา มีกลวิธีจ านวน 2 ข้อที่มีค่าเฉลี่ยเพ่ิมขึ้น 
ได้แก่ P2. ฉันพยายามจะกลับไปอ่านจุดเดิม เวลาฉันเสียสมาธิ (ระดับมาก เพิ่มจาก 4.00 เป็น 4.33) และ 
P8. ในขณะที่อ่าน ฉันมักจะคาดเดาความหมายของค าศัพท์หรือวลีที่ฉันไม่รู้ความหมาย (ระดับมาก เพ่ิมจาก 
4.00 เป็น 4.33)  

ค่าเฉลี่ยเท่าเดิมจ านวน 1 ข้อ ได้แก่ P5.ฉันจะหยุดการอ่านเป็นพัก ๆ เพ่ือคิดว่าฉันก าลังอ่านอะไรอยู่ 
(3.67 ระดับมาก) และค่าเฉลี่ยลดลง จ านวน 5 ข้อ ได้แก่ P1. ฉันอ่านช้าและระมัดระวังเพ่ือให้แน่ใจว่าฉัน
เข้าใจในสิ่งที่ฉันอ่านอยู่ (4.67 มากที่สุดเป็น 3.67 มาก) P3. ฉันปรับเปลี่ยนความเร็วในการอ่านบทอ่าน 
ตามความยากง่ายของเนื้อหาที่อ่าน P4. เมื่ออ่านเจอเนื้อหายาก ๆ ฉันจะตั้งใจอ่านมากขึ้น และ P7. เมื่ออ่าน
เจอเนื้อหายาก ๆ ฉันจะอ่านซ้ าอีกครั้งเพื่อเพิ่มความเข้าใจของตนเอง (มากที่สุด 5.00 ลดลงเหลือ 4.67) 
P6. ฉันพยายามจะนึกภาพตาม เพ่ือช่วยเตือนความจ าว่าฉันอ่านอะไรไปบ้าง (4.67 มากที่สุดเป็น 4.33 มาก) 
แม้ค่าเฉลี่ยจะลดลง แต่ก็ยังใช้กลวิธีต่าง ๆ ประเภทนี้ในระดับมาก 

 
ตารางท่ี 3 กลวิธีการอ่านประเภทการสนับสนุนการอ่าน 

กลวิธีประเภทการสนับสนุนการอา่น ก่อน หลัง 
S1. ฉันจดโน้ตไวเ้วลาอ่าน เพื่อท าให้เข้าใจว่าฉันอ่านอะไร 3.00 3.33 
S2. เมื่อฉันต้องอ่านเนื้อหายาก ๆ ฉันมักจะอ่านออกเสยีงดัง เพื่อท าให้เข้าใจว่าฉันอ่านอะไร 3.67 3.67 
S3. ฉันขีดเส้นใต้หรือวงกลมข้อมลูในบทอ่านเพื่อช่วยในการจ า 5.00 5.00 
S4. ฉันใช้เอกสารอ้างอิงอื่น ๆ (เช่น พจนานุกรม)  เพื่อท าให้เข้าใจเนื้อหาที่อ่าน 4.33 5.00 

S5. ฉันถอดความด้วยภาษาของฉนัเองอีกครั้ง เพ่ือท าให้ฉันเข้าใจในสิ่งที่อ่านมากขึ้น 4.33 4.00 
S6. ฉันมักจะอ่านสลบัไปมาทั้งตอนต้นและตอนท้ายเพื่อหาความเช่ือมโยงของเนื้อหา 2.00 3.33 

S7. ฉันมักจะตั้งค าถามกับตัวเองตามใจชอบ เพื่อหาค าตอบเกี่ยวกับเรื่องที่อ่าน 3.00 4.00 
S8. ในขณะที่อ่าน ฉันมักจะแปลเนื้อหาจากภาษาญีปุ่่นเป็นภาษาไทย 4.33 3.67 
S9. ในขณะที่อ่าน ฉันมักจะนึกถึงข้อมูลเป็นภาษาญี่ปุ่นและภาษาไทย 3.67 3.67 

ค่าเฉลี่ย 3.70 3.96 

 
จากตารางที่ 3 จะเห็นได้ว่าค่าเฉลี่ยการใช้กลวิธีประเภทการสนับสนุนการอ่าน ก่อนท าบันทึกการอ่าน

มีค่าเท่ากับ 3.70 หมายถึงนักศึกษาใช้กลวิธีประเภทนี้ในระดับมาก หลังจากการท าบันทึกการอ่านตลอดหนึ่ง
ภาคการศึกษา นักศึกษาใช้กลวิธีประเภทนี้เพ่ิมขึ้น โดยค่าเฉลี่ยเท่ากับ 3.96 (ระดับมาก) จากกลวิธีรวม 9 ข้อ 
หลังจากการท าบันทึกการอ่านตลอดหนึ่งภาคการศึกษา มีกลวิธีจ านวน 4 ข้อที่มีค่าเฉลี่ยเพ่ิมขึ้น ได้แก่ S1. ฉัน
จดโน้ตไว้เวลาอ่าน เพ่ือท าให้เข้าใจว่าฉันอ่านอะไร (ระดับปานกลาง เพ่ิมจาก  3.00 เป็น 3.33) S4. ฉันใช้
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เอกสารอ้างอิงอ่ืน ๆ (เช่น พจนานุกรม)  เพ่ือท าให้เข้าใจเนื้อหาที่อ่าน (4.33 มากเป็น 5.00 มากที่สุด) S6. ฉันมักจะ
อ่านสลับไปมาทั้งตอนต้นและตอนท้ายเพ่ือหาความเชื่อมโยงของเนื้อหา (2.00 น้อย เป็น 3.33 ปานกลาง) S7. ฉันมักจะ
ตั้งค าถามกับตัวเองตามใจชอบ เพ่ือหาค าตอบเกี่ยวกับเรื่องท่ีอ่าน (3.00 ปานกลางเป็น 4.00 มาก)   

ค่าเฉลี่ยเท่าเดิมจ านวน 3 ข้อ ได้แก่ S2. เมื่อฉันต้องอ่านเนื้อหายาก ๆ ฉันมักจะอ่านออกเสียงดัง 
เพ่ือท าให้เข้าใจว่าฉันอ่านอะไร (3.67 ระดับมาก) S3. ฉันขีดเส้นใต้หรือวงกลมข้อมูลในบทอ่านเพ่ือช่วยในการจ า 
(5.00 ระดับมากท่ีสุด) S9. ในขณะที่อ่าน ฉันมักจะนึกถึงข้อมูลเป็นภาษาญี่ปุ่นและภาษาไทย (3.67 ระดับมาก) 
และค่าเฉลี่ยลดลง จ านวน 2 ข้อ ได้แก่ S5. ฉันถอดความด้วยภาษาของฉันเองอีกครั้ง เพ่ือท าให้ฉันเข้าใจในสิ่ง
ที่อ่านมากขึ้น (ระดับมากลดลงจาก 4.33 เหลือ 4.00) S8. ในขณะที่อ่าน ฉันมักจะแปลเนื้อหาจากภาษาญี่ปุ่น
เป็นภาษาไทย (ระดับมากลดลงจาก 4.33 เหลือ 3.67) 

 
ตารางท่ี 4 กลวิธีการอ่านประเภทองค์รวม 

กลวิธีประเภทองค์รวม ก่อน หลัง 

G1. ฉันมีเป้าหมายในใจเวลาอ่าน 3.33 3.67 
G2. ฉันมักจะนึกถึงสิ่งที่ตนเองรู้ เพื่อน ามาช่วยในการท าความเข้าใจเนื้อหาท่ีอ่าน 4.33 4.67 
G3. ฉันจะอ่านเนื้อหาคร่าว ๆ โดยรวมทั้งหมดว่าเกีย่วกับอะไรก่อนท่ีจะอ่านแบบละเอียดต่อไป 2.67 4.00 
G4. ฉันมักจะคิดว่าเนื้อหาของบทความนั้น ๆ สอดคล้องกับเป้าหมายในการอ่านของฉันหรือไม ่ 3.33 4.00 

G5. ฉันมักจะดภูาพรวมของบทอ่านนั้นก่อนเป็นล าดับแรก โดยดูลักษณะของบทอ่านนั้น ๆ  
เช่น ความยาวหรือโครงสร้างของบทอ่าน 

4.33 4.33 

G6. ในขณะที่อ่าน ฉันก าหนดไว้เลยว่าจะอ่านส่วนใดอย่างละเอียดและจะข้ามส่วนใด 3.33 4.00 

G7. ฉันใช้ตาราง ตัวเลข ภาพประกอบต่าง ๆ ในบทอ่านเพื่อท าให้เข้าใจได้มากข้ึน 4.00 4.33 
G8. ฉันอาศัยการเดาความหมายค าศัพท์จากบริบท เพือ่ท าให้ฉันเข้าใจในสิ่งท่ีอ่านมากขึ้น 4.33 4.33 

G9. ฉันใช้รูปแบบตัวอักษรชนิดต่าง ๆ เช่น ตัวหนา ตัวเอียง เพื่อระบุว่าค าใดเป็นค าส าคัญ 3.67 3.67 
G10. ฉันมักจะวิเคราะห์หรือประเมินข้อมูลที่ผูเ้ขียนน าเสนอในบทอ่าน 3.00 3.67 

G11. ฉันจะตรวจสอบความเข้าใจของฉัน เมื่อฉันได้อ่านเนื้อหาใหม ่ 3.33 3.67 
G12. ฉันมักจะคาดเดาเนื้อหาว่าเป็นเรื่องอะไรในขณะที่อ่าน 4.00 4.33 
G13. ฉันจะตรวจสอบการคาดเดาของฉันเกี่ยวกับเนื้อหาว่าถูกต้องหรือไม ่ 4.00 3.67 

ค่าเฉลี่ย 3.67 4.03 

 
จากตารางที่ 4 จะเห็นได้ว่าค่าเฉลี่ยการใช้กลวิธีประเภทองค์รวม ก่อนท าบันทึกการอ่านมีค่าเท่ากับ 

3.67 หมายถึงนักศึกษาใช้กลวิธีประเภทนี้ในระดับมาก หลังจากการท าบันทึกการอ่านตลอดหนึ่ง
ภาคการศึกษา นักศึกษาใช้กลวิธีประเภทนี้ในระดับมาก โดยค่าเฉลี่ยเพ่ิมขึ้นเป็น 4.03 จากกลวิธีรวม 13 ข้อ 
หลังจากการท าบันทึกการอ่านตลอดหนึ่งภาคการศึกษา มีกลวิธีจ านวน 9 ข้อที่มีค่าเฉลี่ยเพ่ิมข้ึน ได้แก่ G1. ฉันมี
เป้าหมายในใจเวลาอ่าน (3.33 ระดับปานกลาง เป็น 3.67 มาก) G2. ฉันมักจะนึกถึงสิ่งที่ตนเองรู้ เพ่ือน ามาช่วย
ในการท าความเข้าเนื้อหาที่อ่าน (4.33 มาก เป็น 4.67 มากที่สุด) G3. ฉันจะอ่านเนื้อหาคร่าว ๆ โดยรวม
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ทั้งหมดว่าเกี่ยวกับอะไรก่อนที่จะอ่านแบบละเอียดต่อไป (2.67 ปานกลางเป็น 4.00 มาก) G4. ฉันมักจะคิดว่า
เนื้อหาของบทความนั้น ๆ สอดคล้องกับเป้าหมายในการอ่านของฉันหรือไม่ (3.33 ปานกลางเป็น 4.00 มาก) 
G6. ในขณะที่อ่าน ฉันก าหนดไว้เลยว่าจะอ่านส่วนใดอย่างละเอียดและจะข้ามส่วนใด (3.33 ปานกลางเป็น 
4.00 มาก) G7. ฉันใช้ตาราง ตัวเลข ภาพประกอบต่าง ๆ ในบทอ่านเพื่อท าให้เข้าใจได้มากขึ้น (ระดับมาก 
เพ่ิมจาก 4.00 เป็น 4.33) G10. ฉันมักจะวิเคราะห์หรือประเมินข้อมูลที่ผู้เขียนน าเสนอในบทอ่าน (3.00 ปานกลาง
เป็น 3.67 มาก) G11. ฉันจะตรวจสอบความเข้าใจของฉัน เมื่อฉันได้อ่านเนื้อหาใหม่ (3.33 ปานกลางเป็น 
3.67 มาก) G12. ฉันมักจะคาดเดาเนื้อหาว่าเป็นเรื่องอะไรในขณะที่อ่าน (ระดับมาก เพ่ิมจาก 4.00 เป็น 4.33)  

ค่าเฉลี่ยเท่าเดิมจ านวน 3 ข้อ ได้แก่ G5. ฉันมักจะดูภาพรวมของบทอ่านนั้นก่อนเป็นล าดับแรก โดยดู
ลักษณะของบทอ่านนั้น ๆ เช่น ความยาวหรือโครงสร้างของบทอ่าน (4.33 มาก) G8. ฉันอาศัยการเดาความหมาย
ค าศัพท์จากบริบท เพ่ือท าให้ฉันเข้าใจในสิ่งที่อ่านมากขึ้น (4.33 มาก) และ G9. ฉันใช้รูปแบบตัวอักษรชนิดต่าง ๆ 
เช่น ตัวหนา ตัวเอียง เพ่ือระบุว่าค าใดเป็นค าส าคัญ (3.67 มาก) และค่าเฉลี่ยลดลง จ านวน 1 ข้อ คือ G13. ฉันจะ
ตรวจสอบการคาดเดาของฉันเก่ียวกับเนื้อหาว่าถูกต้องหรือไม่ (ระดับมาก ลดลงจาก 4.00 เป็น 3.67) 

 
การท าบันทึกการอ่านกับประสิทธิภาพในการอ่าน 

 คณะผู้วิจัยสัมภาษณ์นักศึกษาทั้งสามคนเกี่ยวกับความคิดเห็นที่มีต่อการท าบันทึกการอ่านว่าส่งผล
อย่างไรต่อการอ่านของนักศึกษา บันทึกการอ่านช่วยท าให้อ่านภาษาญี่ปุ่นได้อย่างมีประสิทธิภาพมากขึ้น
หรือไม่ คณะผู้วิจัยน าผลสัมภาษณ์มาวิเคราะห์โดยใช้แนวคิด Trajectory Equifinality Approach หรือเรียก
โดยย่อว่า TEA (サトウ, 2009) ในงานนี้ขอเรียกว่า “แนวคิดหลากเส้นทางแห่งการบรรลุผล” แนวคิดนี้เป็น
แนวคิดทางจิตวิทยาวัฒนธรรมและเป็นแนวคิดหนึ่งที่ใช้ในงานวิจัยเชิงคุณภาพ TEA คือวิธีการวิจัยตามแนวคิด
ของการบรรลุผลจากหลากหลายเส้นทางซึ่งชี้ให้เห็นว่ามนุษย์ใช้ชีวิตอยู่ในบริบททางวัฒนธรรมสังคมและ
ประวัติศาสตร์ แม้จะด าเนินชีวิตหรือเลือกเส้นทางการพัฒนาที่แตกต่างกันแต่ก็สามารถบรรลุผลที่คล้ายกัน 
ในงานวิจัยนี้จะใช้ แผนภาพ Trajectory Equifinality Model หรือเรียกโดยย่อว่า TEM ในการแสดงผลการ
สัมภาษณเ์พ่ือให้เห็นว่าการท าบันทึกการอ่านส่งผลต่อการอ่านของนักศึกษาอย่างไรและมีปัจจัยใดเข้ามาเกี่ยวข้อง  

ในแผนภาพประกอบด้วย Equifinality Point (EFP) เป็นจุดหมายที่ทุกคนสามารถไปถึงได้ด้วยเส้นทาง
หลากหลาย ซึ่งจุดหมายในงานวิจัยนี้คือการอ่านอย่างมีประสิทธิภาพ ในกระบวนการที่จะน าไปสู่การบรรลุผล
ประกอบด้วย Bifurcation Point (BFP) หมายถึงจุดที่ท าให้เกิดการแยกเป็นหลายเส้นทาง ในที่นี้คือการที่
นักศึกษาอ่านบทความโดยท าบันทึกการอ่าน Obligatory Passage Point (OPP) หมายถึงจุดที่คนส่วนใหญ่ได้
ประสบกับเรื่องราว ในที่นี้คือการที่นักศึกษาใช้กลวิธีต่าง ๆ ในการอ่านและปฏิบัติอย่างต่อเนื่อง Social 
Guidance (SG) หมายถึงปัจจัยที่ช่วยสนับสนุน ในที่นี้คือสิ่งที่ช่วยสนับสนุนให้นักศึกษาสามารถอ่านได้อย่างมี
ประสิทธิภาพ และ Social Direction (SD) หมายถึง ปัจจัยที่เป็นอุปสรรค สิ่งที่ท าให้นักศึกษาไม่สามารถอ่าน
ได้อย่างมีประสิทธิภาพ ด้านล่างสุดของแผนภาพจะเป็นเส้นแสดงเวลาที่กิจกรรมต่าง ๆ ด าเนินไปตามเวลาที่
ล่วงเลยไป (Irreversible Time) (荒川他, 2012) 
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ภาพที ่1 ความคิดเห็นของนักศึกษาที่มีต่อการท าบันทึกการอ่าน 

 
จากภาพที่ 1 จะเห็นได้ว่าเมื่อนักศึกษาลงทะเบียนเรียนวิชา “การอ่านภาษาญี่ปุ่นระดับสูง” ซึ่งเป็น

วิชาบังคับในระดับบัณฑิตศึกษา คณะศิลปศาสตร์ มหาวิทยาลัยธรรมศาสตร์ ทางหลักสูตรมีความคาดหวังว่า
วิชานี้จะช่วยพัฒนาศักยภาพในการอ่านงานวิชาการที่เป็นภาษาญี่ปุ่นเพ่ือเชื่อมโยงไปสู่การท าวิทยานิพนธ์ที่มี
คุณภาพ ในรายวิชาดังกล่าว นักศึกษาได้รับมอบหมายงานคือการอ่านบทความและท าบันทึกการอ่านเฉลี่ย
สัปดาห์ละหนึ่งครั้ง โดยมีเรื่องคะแนนเป็นปัจจัยส่งเสริมให้นักศึกษาอ่านและท าบันทึกการอ่าน นักศึกษาใช้
วิธีการอ่านที่นักศึกษาคุ้นเคยคืออ่านเนื้อหาทั้งหมดอย่างละเอียดไปตามล าดับ แต่ทว่าเนื่องจากเป็นบทความ
เชิงวิชาการ มีเนื้อหาที่ไม่คุ้นเคย มีค าศัพท์เฉพาะทางจ านวนมาก และมีขนาดยาว ท าให้นักศึกษาเกิดความกังวล
ในการอ่านเป็นอย่างมาก และเมื่อต้องท าบันทึกการอ่านตามที่ได้รับมอบหมาย หากนักศึกษาไม่เรียบเรียงความคิด 
ก็จะไม่สามารถเขียนบันทึกการอ่านได้ กล่าวได้ว่าการท าบันทึกการอ่านท าให้นักศึกษาเห็นความส าคัญของการ
เรียบเรียงความคิด เนื่องจากที่ผ่านมาอ่านโดยไม่ต้องท าบันทึกการอ่าน ความคิดความเข้าใจเกี่ยวกับสิ่งที่อ่าน
จงึไม่ชัดเจนและเลือนหายพร้อมกับเวลาที่ผ่านไป นอกจากนี้ด้วยเวลาอันจ ากัด ต้องส่งงานโดยเฉลี่ยสัปดาห์ละ
หนึ่งครั้ง ท าให้นักศึกษาเกิดการตรวจสอบและทบทวนวิธีการอ่านของตนเองว่าหากอ่านทั้งหมดอย่างละเอียด
ไปตามล าดับแบบนี้ต่อไปจะท าให้ท างานไม่ทันเวลา และไม่สามารถสรุปใจความส าคัญได้ พอนักศึกษาได้รับ
ค าแนะน าจากผู้สอน นักศึกษาวางแผนการอ่าน เลือกใช้กลวิธีการอ่าน ตรวจสอบและทบทวนตนเอง โดยปฏิบัติ
อย่างต่อเนื่อง กลวิธีการอ่านต่าง ๆ ที่ใช้ เช่น อ่านเนื้อหาคร่าว ๆ โดยรวมทั้งหมดว่าเกี่ยวกับอะไรก่อน ซึ่งสอดคล้อง
กับผลส ารวจที่มีค่าเฉลี่ยการใช้กลวิธีนี้เพ่ิมขึ้นมากหลังการท าบันทึกการอ่าน อ่านโดยวิเคราะห์ คิดถึงความเชื่อมโยง
ของเนื้อหาแต่ละส่วน เนื่องจากต้องท าบันทึกการอ่าน หากอ่านโดยไม่คิดวิเคราะห์และไม่พยายามเชื่อมโยง
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เนื้อหา ก็จะไม่สามารถสรุปใจความส าคัญได้ ท าได้เพียงแปลเนื้อหาไปทีละส่วนแล้วน ามาเรียงต่อกัน อ่านโดย
คาดเดาจากบริบท เป็นต้น จะเห็นได้ว่าการท าบันทึกการอ่านส่งผลให้นักศึกษาพัฒนาทักษะอภิปัญญากล่าวคือ
เกิดการตรวจสอบ ทบทวนตนเอง และวางแผนการอ่าน นักศึกษาใช้กลวิธีการอ่านเพ่ิมมากขึ้น และจากการใช้
กลวิธีต่าง ๆ นี้ท าให้นักศึกษารู้สึกประสบผลส าเร็จในการอ่าน นักศึกษาจึงใช้กลวิธีการอ่านต่าง ๆ อย่างต่อเนื่อง 
และท าให้อ่านได้อย่างมีประสิทธิภาพมากขึ้น สามารถอ่านบทความวิชาการขนาดยาวที่มีเนื้อหาไม่คุ้นเคย
โดยใช้เวลาน้อยลงและจับใจความส าคัญได้ 
 
สรุปและอภิปรายผล 

ผลการศึกษาพบว่าในภาพรวมนักศึกษาใช้กลวิธีการอ่านเพ่ิมขึ้น จาก 3.95 เป็น 4.09 กลวิธีที่ผู้เรียน
ใช้มากที่สุดคือ กลวิธีประเภทการแก้ปัญหา ซึ่งผลนี้สอดคล้องกับผลการศึกษาการใช้กลวิธีการอ่านของ
นักศึกษาระดับปริญญาตรีในงานของจิรารัตน์ ประยูรวงษ์ (2565) และระดับที่สูงกว่าปริญญาตรีในงานของ 
สาริศา ไม่หวาด และสุมาลี ชิโนกุล (2560) ผลดังกล่าวสะท้อนให้เห็นว่าส าหรับผู้เรียนชาวไทย ผู้เรียนมี
แนวโน้มเลือกใช้กลวิธีการแก้ปัญหาในการอ่านภาษาต่างประเทศมากที่สุด เนื่องจากผู้เรียนยังมีความรู้
ภาษาต่างประเทศนั้นไม่เพียงพอ เมื่อประสบปัญหาในการอ่าน จึงน ากลวิธีต่าง  ๆ ในประเภทนี้มาใช้ ดังนั้น 
เพ่ือเพ่ิมประสิทธิภาพในการอ่าน ในการจัดการเรียนการสอนวิชาการอ่าน ผู้สอนจึงควรส่งเสริมให้ผู้เรียน
สามารถใช้กลวิธีได้อย่างหลากหลายประเภทมากข้ึน โดยเฉพาะกลวิธีประเภทองค์รวมซึ่งส่วนใหญ่จะเป็นกลวิธี
การวางแผนและตรวจสอบการอ่านเพ่ือช่วยให้ผู้เรียนสามารถอ่านท าความเข้าใจเนื้อหาได้อย่างมีประสิทธิภาพ
มากขึ้น และหนึ่งในวิธีที่จะช่วยส่งเสริมได้คือการให้ผู้เรียนท าบันทึกการอ่าน หลังจากท าบันทึกการอ่านตลอด
หนึ่งภาคการศึกษานักศึกษาใช้กลวิธีประเภทองค์รวมเพ่ิมขึ้นจาก 3.67 เป็น 4.03 ข้อที่มีค่าเฉลี่ยเพ่ิมสูงสุดคือ 
G3. ฉันจะอ่านเนื้อหาคร่าว ๆ โดยรวมทั้งหมดว่าเกี่ยวกับอะไรก่อนที่จะอ่านแบบละเอียดต่อไป (2.67 ปานกลาง
เป็น 4.00 มาก) รองลงมาคือ G4. ฉันมักจะคิดว่าเนื้อหาของบทความนั้น ๆ สอดคล้องกับเป้าหมายในการอ่าน
ของฉันหรือไม่ (3.33 ปานกลางเป็น 4.00 มาก) G6. ในขณะที่อ่าน ฉันก าหนดไว้เลยว่าจะอ่านส่วนใดอย่างละเอียด
และจะข้ามส่วนใด (3.33 ปานกลางเป็น 4.00 มาก) G10. ฉันมักจะวิเคราะห์หรือประเมินข้อมูลที่ผู้เขียน
น าเสนอในบทอ่าน (3.00 ปานกลางเป็น 3.67 มาก) จะเห็นได้ว่ากลวิธีต่าง ๆ ในประเภทนี้ตรงกับกลวิธีการ
อ่านแบบบนลงล่าง (Top-Down) เป็นวิธีที่เน้นให้นักศึกษาวางแผนก่อนการอ่าน ซึ่ง Homan (2011) กล่าวว่า
กลวิธีการอ่านแบบบนลงล่าง เป็นกลวิธีที่จ าเป็นในการอ่านเช่นเดียวกับกลวิธีแบบล่างขึ้นบน (Bottom-Up) 
กล่าวคือเพ่ือส่งเสริมให้ผู้อ่านสามารถอ่านอย่างมีประสิทธิภาพ ผู้อ่านควรเข้าใจภาพรวมก่อนว่าเนื้อหาที่ก าลัง
จะอ่านต่อไปเกี่ยวกับอะไร สอดคล้องกับเป้าหมายในการอ่านอย่างไร เมื่อผู้อ่านมีความชัดเจนในเป้าหมายการ
อ่านของครั้งนั้น ๆ ก็จะรู้ว่าควรอ่านส่วนใดอย่างละเอียด และควรข้ามส่วนใด และจะช่วยท าให้วิเคราะห์ข้อมูล
ที่ผู้เขียนน าเสนอในบทอ่านได้อย่างถูกต้อง สอดคล้องกับวิธีการแก้ปัญหาที่พบในการอ่าน ซึ่งนักศึกษา
จดบันทึกไว้ในบันทึกการอ่านว่าเมื่อต้องอ่านข้อความยาก ๆ จะอ่านทั้งหมดเพ่ือให้เข้าใจภาพรวมก่อน แล้วจึง
อ่านส่วนที่จ าเป็นอย่างละเอียดโดยพยายามเชื่อมโยงเนื้อหาเข้าด้วยกัน อย่างไรก็ตาม ค่าเฉลี่ยโดยรวมใน
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ขณะนี้คือ 4.03 หากผู้สอนสามารถส่งเสริมให้นักศึกษาใช้กลวิธีประเภทนี้ให้มากขึ้น ก็จะช่วยท าให้อ่านได้
อย่างมีประสิทธิภาพมากขึ้น  

นอกจากนี้การใช้กลวิธีประเภทการสนับสนุนการอ่านก็เพ่ิมข้ึนจาก 3.70 เป็น 3.96 โดยข้อที่มีค่าเฉลี่ย
เพิ่มขึ้นมากที่สุดคือ S6. ฉันมักจะอ่านสลับไปมาทั้งตอนต้นและตอนท้ายเพื่อหาความเชื่อมโยงของเนื้อหา 
เพิ่มจาก 2.00 เป็น 3.33 ท าให้เห็นว่าจากการที่ใช้กลวิธีประเภทองค์รวมเพ่ิมขึ้นส่งผลท าให้พยายามเชื่อมโยง
เนื้อหาตอนต้นกับตอนท้ายมากขึ้นด้วยเพ่ือสนับสนุนการท าความเข้าใจบทอ่านให้มีประสิทธิภาพมากขึ้น 

ในส่วนของกลวิธีประเภทการแก้ปัญหาในการอ่าน พบว่าค่าเฉลี่ยลดลงเล็กน้อยจาก 4.50 เหลือ 4.29 
ข้อที่มีค่าเฉลี่ยลดลงมากที่สุดคือ P1. ฉันอ่านช้าและระมัดระวังเพื่อให้แน่ใจว่าฉันเข้าใจในสิ่งที่ฉันอ่านอยู่ 
จาก 4.67 เหลือ 3.67 เนื่องจากใช้กลวิธีประเภทองค์รวมมากขึ้น มีการอ่านเนื้อหาคร่าว ๆ และก าหนดส่วนที่
จะอ่านอย่างละเอียดก่อน ท าให้ระหว่างการอ่าน ประสบปัญหาการอ่านไม่เข้าใจน้อยลง จึงใช้กลวิธีข้อนี้ลดลงมาก  

จะเห็นได้ว่าการท าบันทึกการอ่านตลอดหนึ่งภาคการศึกษาส่งผลให้นักศึกษาใช้กลวิธีการอ่านมากขึ้น
เล็กน้อย เมื่อพิจารณาแยกตามประเภทพบว่ามีการใช้กลวิธีประเภทองค์รวม และการสนับสนุนการอ่านเพ่ิม
มากขึ้น ในขณะที่ใช้กลวิธีการแก้ปัญหาลดลง ผลดังกล่าวสอดคล้องกับผลการสัมภาษณ์ซึ่งสะท้อนให้เห็นว่า
นักศึกษาสามารถใช้ทักษะอภิปัญญาในการอ่านเป็นอย่างดี จากตัวเลขค่าเฉลี่ยของกลวิธีแต่ละประเภทที่มี
ความเปลี่ยนแปลงแสดงให้เห็นว่าบันทึกการอ่านช่วยให้สามารถวางแผนการอ่าน ตรวจสอบ ทบทวนและ
วิเคราะห์กระบวนการอ่านของตนเอง และเลือกใช้กลวิธีที่จะช่วยท าให้อ่านได้อย่างมีประสิทธิภาพมากขึ้น 
อย่างไรก็ตาม จ านวนกลุ่มตัวอย่างในงานวิจัยนี้ยังมีไม่มาก เนื่องจากจ านวนนักศึกษาระดับปริญญาโท
สาขาวิชาญี่ปุ่นศึกษาในปัจจุบันมีจ านวนจ ากัด อย่างไรก็ดี คณะผู้วิจัยคิดว่าจ าเป็นต้องศึกษาอย่างต่อเนื่อง
ต่อไปเพ่ือดูว่าการใช้กลวิธีการอ่านภาษาญี่ปุ่นที่เพ่ิมมากขึ้นจะมีความสัมพันธ์กับผลสัมฤทธิ์ในการอ่านของ
นักศึกษาในระดับบัณฑิตศึกษาหรือไม่ อย่างไร 
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บทคัดย่อ 

 
งานวิจัยนี้มีวัตถุประสงค์คือเพ่ือศึกษาทัศนคติ แรงจูงใจ และความวิตกกังวลในการอ่านภาษาญี่ปุ่น

ของนักศึกษาวิชาเอกภาษาญี่ปุ่นชาวไทย กลุ่มตัวอย่างในการวิจัยครั้งนี้เป็นนักศึกษาปริญญาตรีชั้นปีที ่3 และ
ปีที่ 4 ซึ่งศึกษาภาษาญี่ปุ่นเป็นวิชาเอกในมหาวิทยาลัยของไทยมีจ านวนทั้งหมด 99 คน เครื่องมือที่ใช้ในการ
วิจัย ได้แก่แบบสอบถามเกี่ยวกับทัศนคติในการอ่านภาษาญี่ปุ่น แบบสอบถามเกี่ยวกับแรงจูงใจในการอ่าน
ภาษาญี่ปุ่น และแบบสอบถามเก่ียวกับความวิตกกังวลในการอ่านภาษาญี่ปุ่น 

ผลการศึกษาพบว่าระดับความสามารถภาษาญี่ปุ่นส่งผลท าให้ผู้เรียนระดับต้นและระดับกลางมี
ทัศนคติและความวิตกกังวลในการอ่านแตกต่างกัน ด้านทัศนคติพบว่าผู้เรียนระดับกลางรู้สึกประสบความส าเร็จ
ในการอ่านภาษาญี่ปุ ่นและคิดว่าการอ่านภาษาญี่ปุ ่นมีประโยชน์ต่ออนาคตแตกต่างกับผู้เรียนระดับต้น  
อย่างมีนัยส าคัญ ด้านความวิตกกังวลพบว่าผู้เรียนระดับต้นมีความวิตกกังวลเรื่องค าศัพท์และคันจิ สูงกว่า
ผู้เรียนระดับกลาง เมื่อเปรียบเทียบประสบการณ์ในการเรียนภาษาญี่ปุ่นระหว่างผู้เรียนที่มีพ้ืนฐานและไม่มี
พ้ืนฐานพบความแตกต่างด้านความวิตกกังวล ผู้เรียนที่ไม่มีพ้ืนฐานมีความวิตกกังวลสูงกว่าผู้เรียนที่มีพ้ืนฐานใน
ด้านการเรียนรู้วัฒนธรรม ไวยากรณ์ และหัวข้อที่ไม่คุ้นเคย นอกจากนี้เมื่อเปรียบเทียบทัศนคติ แรงจูงใจ และ
ความวิตกกังวล พบว่า ทัศนคติกับแรงจูงใจมีแนวโน้มไปทางเดียวกัน กล่าวคือยิ่งผู้เรียนมีทัศนคติในการอ่านที่
ดีจะมีแรงจูงใจในการอ่านเพ่ิมขึ้น และความวิตกกังวลจะส่งผลตรงกันข้ามกับแรงจูงใจ กล่าวคือยิ่งผู้เรี ยนมี
ความวิตกกังวลในการอ่านสูง จะท าให้ผู้เรียนมีแรงจูงใจในการอ่านลดลง 

 

ค าส าคัญ: ทัศนคติในการอ่าน, แรงจูงใจในการอ่าน, ความวิตกกังวลในการอ่าน, นักศึกษาวิชาเอกภาษาญี่ปุ่น 
 
 
 
 

  



การศึกษาทัศนคติ แรงจูงใจ และความวิตกกังวลในการอ่านภาษาญี่ปุ่นของนักศึกษาวิชาเอกภาษาญี่ปุ่น 

37 

Investigating of Reading Attitudes, Motivation, and Reading Anxiety 
of Thai Students Majoring in Japanese 

 
Abstract 

 
 This study investigated reading attitudes, reading motivation, and reading anxiety of 
99 Thai undergraduates majoring in Japanese. Two groups with different backgrounds were 
investigated: beginning and intermediate. Some had experiences studying Japanese before 
attending university, while others did not. Research instruments were adapted from the foreign 
language reading attitude and motivation scale (FLRAMS) developed by Erten, Topkaya, and 
Karakas and the foreign language reading anxiety scale (FLRAS) of Saito, Horwitz, and Garza. 
Final questionnaires were divided into three scales: 1) attitudes about reading Japanese; 
2. motivation to read Japanese; and 3) anxiety about reading Japanese. 
 Results indicated a significant different between beginning and intermediate levels in 
reading and reading anxiety. In terms of attitudes, intermediate students felt that succeeding 
to read Japanese would be helpful in future more than did beginners. In terms of reading 
anxiety, a significant difference existed between students experienced or inexperienced in 
studying Japanese. The correlation among attitude, motivation, and anxiety in reading 
Japanese showed a significant positive correlation between attitude and motivation. The more 
positive the attitude, the higher motivation to read. There was a significant negative correlation 
between motivation and anxiety, so the higher anxiety, the less motivation is noticeable. 

 
Keywords: Reading attitude, Reading motivation, Reading anxiety, Undergraduates 
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บทน า 
 กระแสโลกาภิวัตน์ท าให้การเรียนภาษาที่สองเป็นสิ่งจ าเป็น โดยเฉพาะภาษาญี่ปุ่นที่ดูเหมือนจะได้รับ
ความสนใจเป็นอันดับต้น เนื่องจากประเทศญี่ปุ่นเป็นหนึ่งในประเทศที่เป็นมหาอ านาจทางเศรษฐกิจของ
ภูมิภาคเอเชีย (ยุพกา ฟูกุชิม่า และคณะ, 2556, น. 28) ในการเรียนภาษาญี่ปุ่นมีทักษะ 4 ด้านเช่นเดียวกับ
ภาษาอ่ืน ๆ ได้แก่ ฟัง พูด อ่าน เขียน โดยการอ่านเป็นทักษะที่ส าคัญอย่างมากในการเรียนรู้ เนื่องจากเป็น
เครื่องมือหนึ่งที่ช่วยในการรับและเสริมสร้างความรู้ใหม่เพ่ือพัฒนาผู้อ่านไปสู่การเรียนรู้ที่ยั่งยืน  ไม่ว่าจะเป็น
การอ่านภาษาแม่หรือภาษาต่างประเทศ ยิ่งผู้เรียนศึกษาในระดับสูงมากขึ้นเพียงใด ความจ าเป็นที่จะต้องอ่าน
เพ่ือเรียนรู้สิ่งใหม่ ๆ จะมีเพ่ิมมากขึ้น (เตวิช เสวตไอยาราม, 2559, น. 61) ด้วยเหตุนี้ การอ่านจึงมีความส าคัญ
ต่อการพัฒนาชีวิตและมีประโยชน์ต่อการเรียนในระดับที่สูงขึ้น 
 ในการเรียนภาษาที่สองหรือภาษาต่างประเทศ ทักษะการอ่านซึ่งเป็นทักษะที่เกี่ยวข้องกับการรับข้อมูล
ภาษาเป็นทักษะที่มีความจ าเป็นอย่างมาก โดยความสามารถในการอ่านจัดเป็นองค์ประกอบส าคัญตั้งแต่
ตอนเริ่มเรียนภาษา และมีความส าคัญมากขึ้นในการศึกษาชั้นปีสูง ๆ รวมถึงการเรียนในระดับที่สูงขึ้นต่อไป
เนื่องจากผู้เรียนจ าเป็นต้องค้นคว้าข้อมูลเพ่ิมเติมเป็นจ านวนมากโดยใช้ภาษานั้น ๆ (福本・印道, 2016) อีกทั้ง 
การอ่านเป็นตัวช่วยเปิดประสบการณ์ให้ผู้อ่านท าความเข้าใจสังคม วัฒนธรรม เกี่ยวกับคนในประเทศนั้น ๆ 
ได้ดีขึ้น อย่างไรก็ตาม ในการเรียนรู้ภาษาต่างประเทศ ทักษะการอ่านเป็นทักษะที่ยากทักษะหนึ่ง เนื่องจาก
ผู้เรียนมีกระบวนการอ่านที่ต่างจากภาษาแม่ กล่าวคือผู้เรียนมีความรู้ความเข้าใจในตัวภาษา รวมไปถึงความรู้
ทางด้านวัฒนธรรมและสังคมที่แตกต่างจากภาษาแม่ ท าให้มีข้อจ ากัดในการท าความเข้าใจภาษาต่างปร ะเทศ 
(Carrell & Grabe, 2002, p. 118) ด้วยเหตุนี้จึงสรุปได้ว่าการอ่านเป็นทักษะที่ยากต่อการเรียนรู้ภาษาต่างประเทศ 
จากการสืบค้นงานวิจัยที่ผ่านมา ผู้วิจัยพบว่ามี 3 ปัจจัยหลักที่ส่งผลต่อการอ่านของผู้เรียนภาษาที่สองหรือ
ภาษาต่างประเทศ ได้แก่ ทัศนคติ แรงจูงใจ และความวิตกกังวล 
 ในการเรียนภาษาญี่ปุ่น ผู้เรียนจ าเป็นจะต้องรู้ทั้งค าศัพท์ คันจิ และไวยากรณ์ที่มีจ านวนมาก 
นอกจากนี้ในประโยคภาษาญี่ปุ่นมักละประธานของประโยค ท าให้บางครั้งอ่านแล้วไม่เข้าใจว่าผู้กระท าคือใคร 
อีกทั้งจากผลส ารวจของทัศนีย์ เมธาพิสิฐ และคณะ (2546) พบว่าส าหรับผู้เรียนชาวไทย สิ่งที่ยากที่สุดใน
ภาษาญี่ปุ่นคือคันจิ และคันจิส่งผลต่อความวิตกกังวลในการเรียนและการอ่านภาษาญี่ปุ่น (サグアンシー, 2016, 
p. 61) นอกจากนี้ความวิตกกังวลยังส่งผลต่อทัศนคติและแรงจูงใจในการอ่าน (Torudom & Taylor, 2017, 
p. 57) ผู้วิจัยจึงคาดว่า หากเป็นเช่นนี้ อาจท าให้ผู้เรียนภาษาญี่ปุ่นหมดก าลังใจที่จะเรียนภาษาญี่ปุ่น จึงได้
ตั้งข้อสังเกตว่าการที่จะสามารถอ่านภาษาญี่ปุ่นได้ดี ผู้เรียนจะต้องมีทัศนคติเชิงบวก มีแรงจูงใจที่ท าให้อยากเรียน 
และมีความวิตกกังวลไม่มาก ผู้วิจัยจึงเห็นควรศึกษาเรื่องนี้เพ่ือเป็นข้อมูลให้ผู้สอนสนับสนุนให้ผู้เรียนมีทัศนคติ
ที่ดี มีแรงจูงใจ และลดความวิตกกังวลในการอ่าน เพ่ือให้ผู้เรียนสามารถเรียนภาษาญี่ปุ่นได้อย่างมีประสิทธิภาพ 
 

วัตถุประสงค์ในการวิจัย 
1) เพ่ือศึกษาเปรียบเทียบ นักศึกษาวิชาเอกภาษาญี่ปุ่นที่มีพ้ืนฐานภาษาญี่ปุ่น และไม่มีพ้ืนฐานภาษาญี่ปุ่น 

เกี่ยวกับทัศนคติ แรงจูงใจ ความวิตกกังวลในการอ่านภาษาญี่ปุ่น 
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2) เพ่ือศึกษาเปรียบเทียบนักศึกษาที่มีความสามารถระดับต้น และ ระดับกลาง เกี่ยวกับทัศนคติ 
แรงจูงใจ ความวิตกกังวลในการอ่านภาษาญี่ปุ่น 

3) เพ่ือศึกษาความสัมพันธ์ ระหว่างทัศนคติ แรงจูงใจ และความวิตกกังวล มีผลกระทบต่อนักศึกษาใน
การเรียนรายวิชาการอ่านภาษาญี่ปุ่น 
 

วรรณกรรมและงานวิจัยท่ีเกี่ยวข้อง 
 ทัศนคติในการอ่าน 
 Alexander and Filler (1976) ให้ค าจ ากัดความของทัศนคติในการอ่านไว้ว่า “ทัศนคติในการอ่านคือ
กลไกของความรู้สึกที่มีต่อการอ่าน ท าให้ผู้เรียนสนใจหรือหลีกเลี่ยงการอ่าน” กล่าวคือการที่ผู้เรียนจะสนใจ
อ่านหนังสือหรือไม่นั้นขึ้นอยู่กับทัศนคติและความรู้สึกที่มีต่อเรื่องที่จะอ่าน หากเรื่องนั้นเป็นเรื่องที่ผู้เรียนสนใจ 
ผู้เรียนจะใช้เวลาส่วนใหญ่ไปกับการอ่านเรื่องนั้น และในทางกลับกัน หากผู้เรียนพบว่าเรื่ องที่อ่านไม่น่าสนใจ 
ผู้เรียนจะรู้สึกไม่อยากอ่านเรื่องนั้น 
 McKenna et al. (1995) พบว่าทัศนคติมีผลต่อการพัฒนาการอ่าน กล่าวคือ ถึงแม้ว่าผู้เรียนจะ
สามารถอ่านหนังสือได้อย่างคล่องแคล่ว แต่ทัศนคติด้านลบจะส่งผลให้ผู้เรียนหลีกเลี่ยงการอ่านหนังสือ  และ
ส่งผลให้ผู้เรียนขาดทักษะการอ่านและการเขียน 
 กล่าวโดยสรุป ทัศนคติมีผลต่อการอ่านโดยตรง ทัศนคติในการอ่านที่ดีจะท าให้ผู้เรียนสนใจอ่าน หาก
เป็นเรื่องที่ผู้เรียนสนใจหรือมีประสบการณ์เกี่ยวกับเรื่องที่อ่าน จะมีแนวโน้มที่จะอ่านมากขึ้น และทัศนคติด้าน
ลบจะส่งผลให้ผู้เรียนพยายามหลีกเลี่ยงการอ่านเนื่องจากไม่เหน็ความส าคัญของการอ่าน 
 

แรงจูงใจในการอ่าน 
Marinak and Gambell (2008) และ Guthrie et al. (2000) กล่าวว่าผู้เรียนที่มีแรงจูงใจในการอ่าน

สูงจะใช้เวลาส่วนใหญ่ไปกับการอ่าน ในทางตรงกันข้าม ผู้เรียนที่มีแรงจูงใจในการอ่านต่ าจะหลีกเลี่ยงการอ่าน 
Ölmez (2015) ศึกษาความสัมพันธ์ระหว่างแรงจูงใจในการอ่านภาษาที่สองและเป้าหมายในการอ่าน 

เครื่องมือในการวิจัยคือแบบสอบถามเรื่องทัศนคติและแรงจูงใจในการอ่าน  (Foreign Language Reading 
Attitudes and Motivation Scale: FLRAMS) ของ Erten et al. (2010, pp. 188-192) ผลการศึกษาพบว่า 
ผู้เข้าร่วมวิจัยตอบแบบสอบถามเรื่องทัศนคติและแรงจูงใจในการอ่าน มีค่าเฉลี่ยเรียงล าดับได้ดังนี้ 1. ประโยชน์
ของการอ่านที่มีต่อทักษะภาษาต่างประเทศ 2. ประโยชน์ของการอ่านที่มีต่อการด ารงชีวิต 3. คุณประโยชน์ใน
การอ่าน และ 4. ประสิทธิภาพในการอ่าน Ölmez สรุปว่าผู้เข้าร่วมวิจัยชอบอ่านหนังสือภาษาอังกฤษเพราะมี
ความตั้งใจที่จะพัฒนาภาษาของตน ในบริบทของการเรียนภาษาต่างประเทศ อาจกล่าวได้ว่าเป้าหมายของการ
อ่านภาษาต่างประเทศคือการพัฒนาทักษะภาษามากกว่าอ่านเพ่ือจรรโลงใจ นอกจากนี้ผลการศึกษายังระบุ
เพ่ิมเติมว่า “ประโยชน์ของการอ่านที่มีต่อการด ารงชีวิต” ยังมีส่วนท าให้ผู้เรียนเกิดแรงจูงใจในการอ่านเนื่องจาก
ผู้เรียนเห็นประโยชน์ของการอ่านท่ีมีต่อการพัฒนาตนเองไม่ว่าจะเป็นเรื่องเรียนหรือเรื่องการท างานในอนาคต 

แรงจูงใจในการอ่านเป็นอีกปัจจัยที่มีผลต่อการอ่านภาษาที่สอง ผู้เรียนที่มีแรงจูงใจทั้งภายในและ
ภายนอกสูง จะส่งผลให้ผู้เรียนมีความต้องการในการอ่านมากขึ้น และมีแนวโน้มที่จะพัฒนาภาษาของตนให้ดียิ่งขึ้น 
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ความวิตกกังวลในการอ่าน 
 ความวิตกกังวลในการอ่านนั้นเกิดจากค าศัพท์และระบบการเขียนที่ผู้อ่านไม่คุ้นเคย  ผู้เรียนจะมีความ
วิตกกังวลในขณะที่ถอดความหมายของค าศัพท์ที่ยาก รวมไปถึงความแตกต่างทางวัฒนธรรมซึ่งส่งผลต่อการท า
ความเข้าใจบทอ่าน แม้ว่าผู้เรียนสามารถจะถอดความหมายของค าได้ แต่ถ้าค าศัพท์นั้นไม่สอดคล้องกับ
วัฒนธรรม ความรู้สึก หรือความเคยชินของผู้อ่าน ผู้อ่านจะเกิดความวิตกกังวล (Saito et al., 1999, p. 203) 
 ความวิตกกังวลมีผลต่อการอ่านภาษาญี่ปุ่นสูงมาก (サグアンシー, 2016, p. 61) สาเหตุน่าจะมาจาก
ภาษาญี่ปุ่นมีโครงสร้างที่มีลักษณะเฉพาะและมีความแตกต่างกับภาษาไทย ในขณะที่อ่าน ต้องมีความเข้าใจ
ตัวอักษร ค าศัพท์ ไวยากรณ์ กระบวนการในการอ่าน ความวิตกกังวลในการอ่านกับความสามารถในการอ่านมี
ความสัมพันธ์เชิงลบ กล่าวคือยิ่งผู้เรียนมีความกังวลในการอ่านสูงความสามารถในการอ่านก็จะน้อยลง ดังนั้น 
ส าหรับผู้เรียนชาวไทย ความวิตกกังวลในการอ่านกับความสามารถในการอ่านมีความสัมพันธ์กันโดยตรง จาก
ผลการสัมภาษณ์ในงานวิจัยของ サグアンシー พบว่าผู้เรียนระดับชั้นปีต้นมีความวิตกกังวลเรื่องคันจิและคา
ตาคานะ ระดับชั้นปีสูงมีความวิตกกังวลเรื่องความเข้าใจเนื้อหาบทความและโครงสร้างประโยค เนื่องจาก
ประสบการณ์ในการอ่านที่เพ่ิมข้ึน จุดที่ควรระวังก็เปลี่ยนไป 
 

ความสัมพันธ์ของทัศนคติ แรงจูงใจ และความวิตกกังวลที่ส่งผลต่อการเรียนโดยเฉพาะทักษะการอ่าน 
 ในด้านการอ่าน Torudom (2016) ศึกษาความสัมพันธ์ของทัศนคติ แรงจูงใจ และความวิตกกังวลที่
ส่งผลต่อการอ่านภาษาที่สอง ในกรณีนี้คือภาษาอังกฤษ กลุ่มตัวอย่างที่น ามาศึกษาในครั้งนี้เป็นนักศึกษา
ปริญญาตรีชั้นปีที่ 1 จ านวน 494 คนที่ลงทะเบียนเรียนภาษาอังกฤษของทางมหาวิทยาลัย แบบสอบถามที่ใช้
ได้แก่ แบบสอบถามเกี่ยวกับทัศนคติและแรงจูงใจในการอ่าน (Foreign Language Reading Attitudes and 
Motivation Scale: FLRAMS) และแบบสอบถามเกี่ยวกับความวิตกกังวลในการอ่าน (Foreign Language 
Reading Anxiety Scale: FLRAS) และแบบทดสอบเพ่ือวัดระดับความสามารถของผู้เรียน ผลการวิจัยพบว่า
ทัศนคติ แรงจูงใจ และความวิตกกังวลมีความสัมพันธ์ในเชิงลบอย่างมีนัยส าคัญ กล่าวคือผู้เรียนที่มีทัศนคติและ
แรงจูงใจในการอ่านสูง จะมีความวิตกกังวลในการอ่านต่ า และในทางกลับกัน ผู้เรียนที่มีทัศนคติและแรงจูงใจ
ต่ า จะมีความวิตกกังวลในการอ่านสูง ด้วยเหตุนี้ ผู้วิจัยจึงสนใจที่จะศึกษาว่าปัจจัยทั้งสามนี้ส่งผลอย่างไรต่อ
การอ่านภาษาญี่ปุ่น เนื่องจากภาษาญี่ปุ่นมีไวยากรณ์ที่ซับซ้อนและต่างจากภาษาไทยมาก รวมไปถึงคันจิซึ่งมี
งานวิจัยก่อนหน้าได้กล่าวว่าผู้เรียนภาษาญี่ปุ่นมักวิตกกังวลเกี่ยวกับคันจิเมื่อต้องอ่านภาษาญี่ปุ่น 
 

ระเบียบวิธีวิจัย 
 ประชากรและกลุ่มตัวอย่าง 
 ประชากรในงานวิจัยนี้คือนักศึกษาสาขาวิชาเอกภาษาญี่ปุ่นชั้นปีที่ 3 และชั้นปีที่ 4 ที่ได้เรียนวิชาการ
อ่านภาษาญี่ปุ่นแล้ว จ านวนประชากรมีทั้งหมด 2,000 คน ผู้วิจัยสุ่มกลุ่มตัวอย่างแบบเฉพาะเจาะจง โดยใช้
วิธีการสุ่มด้วยสูตรค านวณของทาโร่ ยามาเนะ ก าหนดความคลาดเคลื่อนที่ยอมรับได้ร้อยละ 10 กลุ่มตัวอย่าง
ต้องไม่ต่ ากว่า 96 คน ผู้วิจัยสุ่มกลุ่มตัวอย่างได้ทั้งหมด 99 คน โดยเลือกนักศึกษาที่มีคุณสมบัติตามวัตถุประสงค์
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ของการวิจัย แบ่งออกเป็น 2 กลุ่ม ดังนี้ 1) กลุ่มตัวอย่างนักศึกษาชั้นปีที่ 3 ที่มีพ้ืนฐานภาษาญี่ปุ่นมาก่อน 
จ านวน 72 คน และกลุ่มตัวอย่างที่ไม่มีพ้ืนฐานมาก่อน จ านวน 27 คน 2) กลุ่มตัวอย่างนักศึกษาระดับต้น
จ านวน 70 คน และระดับกลางจ านวน 29 คน ผู้เรียนระดับต้นหมายถึงผู้ เรียนที่มีระดับความสามารถ
ภาษาญี่ปุ่น (JLPT) ระดับ N5 จนถึง N4 และผู้เรียนระดับกลางหมายถึงผู้เรียนที่มีระดับความสามารถ
ภาษาญี่ปุ่น (JLPT) ระดับ N3 ขึ้นไป 
 

เครื่องมือที่ใช้ในการวิจัย 
 เครื่องมือที่ใช้ในการวิจัยครั้งนี้คือแบบสอบถามเกี่ยวกับทัศนคติ แรงจูงใจ และความวิตกกังวลในการ
อ่านภาษาญี่ปุ่น ซึ่งแบ่งออกเป็นเป็น 4 ตอนดังนี้  
  ตอนที่ 1: แบบสอบถามเกี่ยวกับทัศนคติในการอ่านภาษาญี่ปุ่น 
  ตอนที่ 2: แบบสอบถามเกี่ยวกับแรงจูงใจในการอ่านภาษาญี่ปุ่น 
  ตอนที่ 3: แบบสอบถามเกี่ยวกับความวิตกกังวลในการอ่านภาษาญี่ปุ่น 
  ตอนที่ 4: ข้อมูลทั่วไป 
  แบบสอบถามเรื่องทัศนคติในการอ่านภาษาญี่ปุ่น 
  ผู้วิจัยน าแบบสอบถามเรื่องทัศนคติและแรงจูงใจในการอ่านภาษาต่างประเทศ หรือ The Foreign 
Language Reading Attitudes and Motivation Scale (FLRAMS) ของ Erten et al. (2010) มาอ้างอิง 
ต้นฉบับของแบบสอบถามประกอบไปด้วยค าถามรวม 51 ข้อ ใช้มาตรวัด 5 ระดับของลิเคิร์ท (A five-point 
Likert Scales) หลังจากปรับปรุงแบบสอบถามแล้ว เหลือข้อที่เกี่ยวกับทัศนคติ 12 ข้อ เพ่ือให้สอดคล้องกับ
งานวิจัยครั้งนี้ ผู้วิจัยได้เปลี่ยนค าว่า “ภาษาต่างประเทศ” เป็น “ภาษาญี่ปุ่น” และได้เพ่ิมค าถามเกี่ยวกับคันจิ 
2 ข้อ รวมทั้งหมดเป็น 14 ข้อ ค าถามที่เพ่ิม ได้แก่ “การอ่านภาษาญี่ปุ่นช่วยพัฒนาความรู้คันจิให้ดีขึ้น” และ 
“การอ่านภาษาญี่ปุ่นท าให้ฉันเดาความหมายของค าศัพท์จากคันจิได้ดีขึ้น” เนื่องจากคันจิเป็นส่วนที่ส าคัญใน
การอ่านภาษาญี่ปุ่น ดังนั้นผู้วิจัยจึงคาดว่าคันจิมีผลต่อทัศนคติในการอ่านภาษาญี่ปุ่น 
  ค าถามในแบบสอบถามเกี่ยวกับทัศนคติในการอ่านมีดังนี้ 
  1. การอ่านภาษาญี่ปุ่นเป็นเรื่องสนุกส าหรับฉัน 
  2. ฉันชอบอ่านภาษาญี่ปุ่น 
  *3. การอ่านภาษาญี่ปุ่นเป็นเรื่องน่าเบื่อส าหรับฉัน 
  4. การอ่านภาษาญี่ปุ่นท าให้ฉันมีความสุข 
  5. ฉันรู้สึกว่าฉันชอบและอยากอ่านอะไรที่เป็นภาษาญี่ปุ่น 
  6. ฉันมักจะอ่านภาษาญี่ปุ่นแม้ว่าไม่จ าเป็นต้องอ่าน 
  7. ฉันมักจะเลือกท าอย่างอ่ืนมากกว่าที่จะอ่านภาษาญี่ปุ่น 
  *8. การอ่านภาษาญี่ปุ่นท าให้ฉันรู้สึกทรมาน 
  9. ฉันประสบความส าเร็จในการอ่านภาษาญี่ปุ่น 
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  10. การอ่านภาษาญี่ปุ่นมีประโยชน์ในการพัฒนาตนเอง 
  11. การอ่านภาษาญี่ปุ่นเป็นเครื่องมือส าคัญที่ท าให้ฉันรู้ค าศัพท์ใหม่ๆมากขึ้น 
  12. การอ่านภาษาญี่ปุ่นช่วยพัฒนาไวยากรณ์ให้ดีขึ้น 
  13. การอ่านภาษาญี่ปุ่นช่วยพัฒนาความรู้ด้านคันจิให้ดีขึ้น 
  14. ฉันคิดว่าบทอ่านภาษาญี่ปุ่นที่มีคันจิช่วยให้ฉันอ่านได้ง่ายกว่าภาษาญี่ปุ่นที่ไม่มีคันจิ 

หมายเหตุ. ข้อที่ 3 และ 8 เป็นข้อที่กลับค่าคะแนน (เพ่ือตรวจสอบว่าผู้เรียนได้ตอบแบบสอบถาม
โดยอ่านค าถามอย่างละเอียดจริง) โดยแปลความหมายว่ากลุ่มผู้เรียนที่มีค่าเฉลี่ยมากกว่าจะมีทัศนคติใน
การอ่านดีกว่า 
  แบบสอบถามเรื่องแรงจูงใจในการอ่านภาษาญี่ปุ่น 

  แบบสอบถามเรื่องแรงจูงใจในการอ่านภาษาญี่ปุ่น ผู้วิจัยได้น าข้อค าถามจากแบบสอบถาม
เรื่องทัศนคติและแรงจูงใจในการอ่านภาษาต่างประเทศ หรือ The Foreign Language Reading Attitudes 
and Motivation Scale (FLRAMS) และได้แยกข้อที่เกี่ยวกับแรงจูงใจ เพ่ือแบ่งแยกทัศนคติกับแรงจูงใจให้มี
ความชัดเจนมากยิ่งขึ้น โดยได้รับการตรวจสอบจากผู้เชี่ยวชาญเป็นที่เรียบร้อยแล้ว ค าถามเกี่ยวกับแรงจูงใจมี
ทั้งหมด 6 ข้อ ใช้มาตรวัด 5 ระดับของลิเคิร์ท (A five-point Likert Scales) เพ่ือให้สอดคล้องกับงานวิจัยครั้งนี้ 
ผู้วิจัยได้เปลี่ยนค าว่า “ภาษาต่างประเทศ” เป็น “ภาษาญี่ปุ่น” และได้เพ่ิมค าถามเกี่ยวกับไวยากรณ์และคันจิ
อย่างละ 1 ข้อ ได้แก่ “ฉันรู้สึกไม่อยากอ่านภาษาญี่ปุ่น ถ้าในบทอ่านมีไวยากรณ์ที่ฉันไม่รู้จักอยู่มาก” และ 
“ยิ่งฉันพบคันจิที่ฉันไม่คุ้นเคย ฉันจะยิ่งรู้สึกไม่อยากอ่านภาษาญี่ปุ่น” เนื่องจากคันจิเป็นส่วนที่ส าคัญในการ
อ่านภาษาญี่ปุ่น ดังนั้นผู้วิจัยจึงคาดว่าคันจิมีผลต่อแรงจูงใจในการอ่านภาษาญี่ปุ่น  ค าถามเกี่ยวกับแรงจูงใจใน
การอ่าน รวมทั้งหมดมี 8 ข้อ 
  ค าถามในแบบสอบถามเกี่ยวกับแรงจูงใจในการอ่านมีดังนี้ 

*1. ฉันคงจะไม่อ่านภาษาญี่ปุ่นถ้าเรื่องนั้นไม่ใช่เรื่องที่ก าหนดให้อ่านในหลักสูตร 
2. ยิ่งอ่านภาษาญี่ปุ่นมากขึ้น ยิ่งท าให้ฉันเกิดความอยากอ่านเพิ่มข้ึนอีก 
3. การอ่านภาษาญี่ปุ่นช่วยเตรียมพร้อมให้ฉันได้มีอนาคตที่ดี 
4. การอ่านภาษาญี่ปุ่นช่วยท าให้ฉันหางานท าที่ดีได้ 
*5. ยิ่งฉันพบคันจิที่ฉันยังไม่เคยเรียน ฉันจะยิ่งรู้สึกไม่อยากอ่านภาษาญี่ปุ่น 
*6. ฉันรู้สึกไม่อยากอ่านภาษาญี่ปุ่น หากบทความนั้นมีโครงสร้างประโยคท่ีซับซ้อนเกินไป 
*7. ฉันรู้สึกไม่อยากอ่านภาษาญี่ปุ่น ถ้าในบทอ่านมีไวยากรณ์ท่ีฉันไม่รู้จักอยู่มาก 
*8. ฉันรู้สึกไม่อยากอ่านภาษาญี่ปุ่น ถ้าในบทอ่านมีค าศัพท์ที่ฉันไม่รู้จักอยู่มาก 
หมายเหตุ. ข้อที่ 1, 5, 6, 7 และ 8 เป็นข้อที่กลับค่าคะแนน (เพ่ือตรวจสอบว่าผู้เรียนได้ตอบ

แบบสอบถามโดยอ่านค าถามอย่างละเอียดจริง) โดยแปลความหมายว่ากลุ่มผู้เรียนที่มีค่าเฉลี่ยมากกว่าจะมี
แรงจูงใจในการอ่านสูงกว่า 
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  แบบสอบถามเรื่องความวิตกกังวลในการอ่านภาษาญี่ปุ่น 
  แบบสอบถามเรื่องความวิตกกังวลในการอ่านภาษาต่างประเทศ หรือ The Foreign Language 
Reading Anxiety Scale (FLRAS) พัฒนาขึ้นโดย Saito et al. (1999) แบบสอบถามมีทั้งหมด 20 ข้อค าถาม 
ใช้มาตรวัด 5 ระดับของลิเคิร์ท (A five-point Likert Scales) ในงานวิจัยนี้ผู ้วิจัยได้ตัดค าถามข้อที่มี
ความซ้ าซ้อนออก และปรับปรุงค าถามโดยเปลี่ยนค าว่า “ภาษาต่างประเทศ” เป็น “ภาษาญี่ปุ่น” เพ่ือให้สอดคล้อง
กับงานวิจัยชิ้นนี้ และเปลี่ยนข้อความจาก “เครื่องหมาย” เป็น “คันจิ” ตัวอย่างข้อความเช่น “เมื่อฉันอ่าน
ภาษาอังกฤษแล้วเจอเครื่องหมายแปลก ๆ ฉันจะจ าสิ่งที่อ่านได้ยากขึ้น” เป็น “เมื่อฉันอ่านภาษาญี่ปุ่นแล้วเจอ
ตัวอักษรคันจิ ฉันจะจ าสิ่งที่อ่านได้ยากขึ้น” เนื่องจากผู้อ่านโดยส่วนใหญ่มักมีปัญหากับการอ่านคันจิมากกว่า
เครื่องหมายในภาษาญี่ปุ่น เนื่องจากคันจิส่งผลให้ผู้เรียนเกิดความวิตกกังวลในการเรียนและการอ่าน
ภาษาญี่ปุ่น (サグアンシー, 2016, p. 61) หลังจากปรับปรุงแบบสอบถามแล้ว ค าถามในแบบสอบถามครั้งนี้มี
จ านวนทั้งหมด 10 ข้อ 
  ค าถามในแบบสอบถามเกี่ยวกับความวิตกกังวลในการอ่านมีดังนี้ 
  1. ฉันมักรู้สึกไม่สบายใจเมื่อไม่แน่ใจว่าเข้าใจสิ่งที่อ่าน(ที่เป็นภาษาญี่ปุ่นหรือไม่) 
  2. เมื่อใดที่อ่านภาษาญี่ปุ่น ฉันรู้สึกสับสนและไม่สามารถจดจ าสิ่งที่อ่านได้ 
  3. ฉันรู้สึกกลัวที่จะอ่านต่อ เมื่อใดก็ตามที่เห็นบทอ่านภาษาญี่ปุ่นยาวเป็นหน้ากระดาษอยู่ตรงหน้า 
  4. ฉันรู้สึกเป็นกังวล เมื่อต้องอ่านบทอ่านภาษาญี่ปุ่นในหัวข้อที่ฉันไม่คุ้นเคยมาก่อน 
  5. ฉันรู้สึกไม่สบายใจ เมื่อฉันเจอกับไวยากรณ์ท่ีไม่รู้จักขณะอ่านภาษาญี่ปุ่น 
  6. ขณะที่อ่านภาษาญี่ปุ่น ฉันรู้สึกกังวลและสับสนเมื่อไม่เข้าใจความหมายของค าศัพท์ทุกค า 
  7. ฉันกังวลเมื่อจะต้องอ่านบทอ่านภาษาญี่ปุ่นที่มีคันจิที่ไม่คุ้นเคย 
  8. เมื่อฉันคุ้นเคยกับการอ่านภาษาญี่ปุ่น การอ่านภาษาญี่ปุ่นก็ไม่ใช่เรื่องยากส าหรับฉัน 
  9. ฉันไม่กังวลเวลาอ่านหนังสือภาษาญี่ปุ่นในใจ แต่จะกังวลมากเม่ือต้องอ่านออกเสียง 
  10. ฉันกังวลเมื่อต้องอ่านบทอ่านที่เก่ียวกับแนวคิดและวัฒนธรรมของญี่ปุ่นที่ฉันไม่คุ้นเคย 
 
ผลการวิจัยและอภิปรายผล 
 1. ทัศนคติในการอ่าน เปรียบเทียบความแตกต่างระหว่างผู้เรียนระดับต้นและระดับกลาง 
 
ตารางท่ี 1 ค่าเฉลี่ยโดยรวมและความแตกต่างด้านทัศนคติระหว่างผู้เรียนระดับต้นและระดับกลาง 

กลุ่ม N Mean S.D. t p 
ระดับต้น 70 3.51 .42 -3.17 .00* 

ระดับกลาง 29 3.81 .42 

 
จากตารางที่ 1 จะเห็นได้ว่าค่าความแตกต่างระหว่างกลุ่มผู้เรียนระดับต้นและระดับกลางในส่วนของ

ทัศนคติมีค่า p เท่ากับ .00 ซึ่งน้อยกว่าค่าความคลาดเคลื่อนที่ก าหนดไว้ .10 แสดงให้เห็นว่าทั้ง 2 กลุ่มมีทัศนคติ
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ในการอ่านภาษาญี่ปุ่นแตกต่างกัน และค่าเฉลี่ยของกลุ่มผู้เรียนระดับกลาง ค่าเฉลี่ยเท่ากับ 3.81 มีค่ามากกว่า
ค่าเฉลี่ยของกลุ่มผู้เรียนระดับต้น ค่าเฉลี่ยเท่ากับ 3.51 จึงสรุปได้ว่ากลุ่มผู้เรียนระดับกลางมีทัศนคติในการอ่าน
ภาษาญี่ปุ่นดีกว่ากลุ่มผู้เรียนระดับต้น 
 เมื่อพิจารณารายข้อ พบว่าข้อที่มีความแตกต่างด้านทัศนคติระหว่างผู้เรียนระดับต้นและระดับกลาง
มากที่สุด ได้แก่ 11. การอ่านภาษาญี่ปุ่นเป็นเครื่องมือส าคัญที่ท าให้ฉันรู้ค าศัพท์ใหม่ ๆ มากข้ึน รองลงมาได้แก่ 
9. ฉันรู้สึกประสบความส าเร็จในการอ่านภาษาญี่ปุ่น และข้อที่แตกต่างน้อยที่สุด ได้แก่ 1. การอ่านภาษาญี่ปุ่น
เป็นเรื่องสนุกส าหรับฉัน 
  

ตารางท่ี 2 ค่าเฉลี่ยรายข้อที่แตกต่างกันด้านทัศนคติ (แยกตามระดับความสามารถ) 
ทัศนคต ิ ระดับต้น ระดับกลาง t p ประเภททัศนคต ิ

Mean S.D. Mean S.D. 

11. การอ่านภาษาญี่ปุ่นเป็นเครื่องมือ
ส าคัญที่ท าให้ฉันรูค้ าศัพท์ใหม่ ๆ  
มากขึ้น 

4.13 .88 4.59 .56 -2.57 .01* ประโยชน์ของการ
อ่านทีม่ีต่อทักษะ
ภาษาต่างประเทศ 

9. ฉันรู้สึกประสบความส าเร็จในการ
อ่านภาษาญี่ปุ่น 

3.10 .76 3.55 .73 -2.07 .00* คุณประโยชน์ใน
การอ่าน 

10. การอ่านภาษาญี่ปุ่นมีประโยชน์ใน
การพัฒนาตนเอง 

4.16 .86 4.59 .50 -2.50 .01* คุณประโยชน์ใน
การอ่าน 

3. การอ่านภาษาญี่ปุ่นเป็นเรื่องน่า
เบื่อส าหรับฉัน 

3.37 .85 3.79 .81 -2.26 .02* คุณประโยชน์ใน
การอ่าน 

1. การอ่านภาษาญี่ปุ่นเป็นเรื่องสนุก
ส าหรับฉัน 

3.41 .67 3.72 .59 -2.16 .03* คุณประโยชน์ใน
การอ่าน 

 

จากตารางที ่2 จะเห็นได้ว่าข้อที่ 1 การอ่านภาษาญี่ปุ่นเป็นเรื่องสนุกส าหรับฉัน และ ข้อที่ 3 การอ่าน
ภาษาญี่ปุ่นเป็นเรื่องน่าเบื่อส าหรับฉัน มีความสัมพันธ์แบบตรงกันข้ามกันซึ่งเป็นค าถามลักษณะเดียวกัน 
โดยผู้เรียนระดับต้นมีค่าเฉลี่ยน้อยกว่าผู้เรียนระดับกลางทั้ง 2 ข้อ จึงสรุปเป็นข้อความเดียวกันได้จาก 
Alexander and Filler (1976, p. 1) ซึ่งให้ค าจ ากัดความของทัศนคติในการอ่านไว้ว่า “ทัศนคติในการอ่านคือ
กลไกของความรู้สึกที่มีต่อการอ่าน ท าให้ผู้เรียนสนใจหรือหลีกเลี่ยงการอ่าน” กล่าวคือการที่ผู้เรียนจะสนใจ
อ่านหนังสือหรือไม่นั้นขึ้นอยู่กับทัศนคติและความรู้สึกที่มีต่อเรื่องที่จะอ่าน หากเรื่องนั้นเป็นเรื่องที่ผู้เรียนสนใจ 
ผู้เรียนจะใช้เวลาส่วนใหญ่ไปกับการอ่านเรื่องนั้น และในทางกลับกัน หากผู้เรียนพบว่าเรื่องที่อ่านไม่น่าสนใจ 
ผู้เรียนจะรู้สึกไม่อยากอ่านเรื่องนั้น อย่างไรก็ตาม ผู้วิจัยมองว่าแม้ว่าผู้เรียนจะมีความรู้สึกอยากอ่านเพ่ิมขึ้นจาก
ทัศนคติ แต่ถ้าในบทอ่านมีคันจิและไวยากรณ์ที่ยากเกินระดับที่ผู้เรียนก าลังศึกษาก็อาจท าให้ความอยากอ่าน
ลดลงได้เช่นกัน โดยอ้างอิงจากผลการสัมภาษณ์ผู้เรียนระดับกลางจ านวน 3 คน พบว่า 1 คนในกลุ่มนี้ชอบ
ค้นคว้าหาความรู้ หากเป็นเรื่องที่สนใจก็จะรู้สึกสนุกและอยากอ่านมากขึ้น และอีก 2 คนพบว่าปกติแล้วจะไม่
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อ่านหนังสือภาษาญี่ปุ่นนอกเหนือจากหนังสือเรียน แต่จะอ่านเฉพาะเรื่องที่สนใจหรือสถานการณ์บังคับให้อ่าน 
เช่น การอ่านหนังสือการ์ตูนภาษาญี่ปุ่นที่ไม่มีแปลภาษาไทยจากส านักพิมพ์ในไทย ส่วนสาเหตุหลักที่ท าให้ไม่
ชอบอ่านหนังสือภาษาญี่ปุ่นเพราะภาษาญี่ปุ่นมีโครงสร้าง ไวยากรณ์และคันจิซับซ้อนมากเกินไป ยิ่งผู้เรียน
เรียนในระดับที่สูงขึ้นก็จะยิ่งพบโครงสร้าง ไวยากรณ์ คันจิ และค าศัพท์ที่ซับซ้อนมากขึ้น ส่งผลให้ความอยาก
อ่านภาษาญี่ปุ่นน้อยลง หากแต่เมื่อจ าเป็นต้องอ่านอย่างเช่นหนังสือเรียนที่มีความจ าเป็นในการเรียนภาษาญี่ปุ่น
ก็จะอ่าน ซึ่งชี้ให้เห็นว่าผู้เรียนไม่ค่อยเห็นความส าคัญของการอ่านภาษาญี่ปุ่นเพียงแต่มีสถานการณ์ที่บังคับให้
อ่านจึงต้องอ่าน 

อย่างไรก็ตาม ผู้เรียนทั้ง 2 กลุ่มมีทัศนคติอยู่ในระดับดีซึ่งแสดงให้เห็นว่าผู้เรียนทั้ง 2 กลุ่มมีแนวโน้มที่
จะรู้สึกดีต่อการอ่านภาษาญี่ปุ่น และการที่ผู้เรียนระดับกลางมีทัศนคติที่ดีต่อการอ่านภาษาญี่ปุ่นมากกว่า
ผู้เรียนระดับต้น สาเหตุน่าจะมาจากผู้เรียนระดับกลางรู้สึกประสบความส าเร็จในการอ่านภาษาญี่ ปุ่น ดังข้อที่ 
9. ฉันรู้สึกประสบความส าเร็จในการอ่านภาษาญี่ปุ่น รวมไปถึงเล็งเห็นความส าคัญของการอ่านที่จะช่วยให้
พัฒนาภาษาญี่ปุ่นได้ดีขึ้น ดังข้อที่ 10. การอ่านภาษาญี่ปุ่นมีประโยชน์ในการพัฒนาตนเอง และข้อที่ 11. การอ่าน
ภาษาญี่ปุ่นเป็นเครื่องมือส าคัญที่ท าให้ฉันรู้ค าศัพท์ใหม่ ๆ มากขึ้น ซึ่งชี้ให้เห็นว่ากลุ่มผู้เรียนระดับกลางรู้สึกว่า
การอ่านภาษาญี่ปุ่นท าให้รู้ค าศัพท์ใหม่มากขึ้นมากกว่าผู้เรียนระดับต้น โดยจะเห็นได้ว่าทั้งข้อ 9, ข้อ 10, และ
ข้อ 11 ค่าเฉลี่ยของผู้เรียนระดับกลางสูงกว่าผู้เรียนระดับต้นและมีความแตกต่างกัน ผลการวิจัยนี้ สอดคล้อง
กับงานวิจัยของ Senturk (2015) ที่ศึกษาความแตกต่างระหว่างความสามารถทางภาษาอังกฤษในด้านทัศนคติ
และแรงจูงใจ ซึ่งผลการศึกษาพบว่าค่าเฉลี่ยที่สูงที่สุดคือประโยชน์ของการอ่านที่มีต่อการด ารงชีวิต และ
ค่าเฉลี่ยที่รองลงมาคือประโยชน์ของการอ่านที่มีต่อทักษะภาษาต่างประเทศ กล่าวคือผู้เรียนเห็นความส าคัญ
ของการอ่านภาษาอังกฤษในการพัฒนาต่อยอดภาษาอังกฤษในด้านทักษะภาษาอังกฤษและการด ารงชีวิต  
โดยในงานวิจัยของ Senturk ยังได้เพ่ิมเติมว่า ผู้เรียนระดับสูงเห็นคุณประโยชน์ในการอ่าน ซึ่งอาจกล่าวได้ว่า
ผู้เรียนระดับสูงเล็งเห็นความส าคัญของการอ่านและมีแนวโน้มที่จะอ่านหนังสือมากกว่ากลุ่มผู้เรียนระดับที่ต่ า
กว่า ดังนั้นผู้สอนควรส่งเสริมผู้เรียนระดับต้นให้รู้คุณค่าของการอ่าน เพ่ือที่ผู้เรียนจะเห็นความส าคัญของการ
อ่านและสามารถน าไปพัฒนาชีวิตในอนาคต 

 

2. แรงจูงใจในการอ่าน เปรียบเทียบความแตกต่างระหว่างผู้เรียนระดับต้นและระดับกลาง 
 

ตารางท่ี 3 ค่าเฉลี่ยโดยรวมและความแตกต่างด้านแรงจูงใจระหว่างผู้เรียนระดับต้นและระดับกลาง 
กลุ่ม N Mean S.D. t p 

ระดับต้น 70 3.21 .45 -.27 .78 
ระดับกลาง 29 3.24 .59 

  

 ค่าความแตกต่างระหว่างกลุ่มผู้เรียนระดับต้นและระดับกลางในส่วนของแรงจูงใจมีค่า p เท่ากับ .78 
ซึ่งมากกว่าค่าความคลาดเคลื่อนที่ก าหนดไว้ 10 แสดงให้เห็นว่าทั้ง 2 กลุ่มมีแรงจูงใจในการอ่านภาษาญี่ปุ่น
ไม่แตกต่างกัน 
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 เมื่อพิจารณาภาพรวม ทั้ง 2 กลุ่มมีแรงจูงใจในการอ่านอยู่ในระดับปานกลาง ผลการวิจัยชี้ให้เห็นว่า
ทัศนคติกับแรงจูงใจมีแนวโน้มไปในทางเดียวกัน กล่าวคือผู้เรียนที่มีทัศนคติดีก็จะมีระดับแรงจูงใจในระดับ
ปานกลางถึงระดับดี สอดคล้องกับ Tisa et al. (2021) พบว่าทัศนคติในการอ่านมีความสัมพันธ์กับแรงจูงใจใน
การอ่าน ผู้เรียนที่มีทัศนคติในการอ่านท่ีดีจะมีแรงจูงใจในการอ่านที่ดี 
 
ตารางที ่4 ค่าเฉลี่ยรายข้อที่แตกต่างกันด้านแรงจูงใจระหว่างผู้เรียนระดับต้นและระดับกลาง 

แรงจูงใจ ระดับต้น ระดับกลาง T p ประเภท
แรงจูงใจ Mean S.D. Mean S.D. 

1. ฉันคงจะไม่อ่านภาษาญี่ปุ่นถ้าเรื่องนั้นไม่ใช่
เรื่องที่ก าหนดให้อ่านในหลักสูตร 

3.01 .92 3.55 1.05 -2.52 .01* คุณประโยชน์
ในการอ่าน 

  
 เมื่อพิจารณารายข้อ พบว่าข้อที่มีความแตกต่างด้านแรงจูงใจระหว่างผู้เรียนระดับต้น และระดับกลาง
คือข้อ 1. ฉันคงจะไม่อ่านภาษาญี่ปุ่นถ้าเรื่องนั้นไม่ใช่เรื่องที่ก าหนดให้อ่านในหลักสูตร ซึ่งจัดอยู่ในประเภท 
“คุณประโยชน์ในการอ่าน” กล่าวคือระดับความสามารถส่งผลต่อคุณประโยชน์ในอ่านที่มีต่อแรงจูงใจ จึงสรุป
ได้ว่าผู้เรียนระดับกลางเห็นความส าคัญของการอ่านภาษาญี่ปุ่นและมีแรงจูงใจมากกว่าผู้เรียนระดับต้น 

 ผลการวิจัยสอดคล้องกับ Torudom (2016) ได้เปรียบเทียบระดับความสามารถกับแรงจูงใจ โดยแบ่ง
ผู้เรียนเป็นระดับต้น ระดับกลาง และระดับสูง ผลการศึกษาพบว่าแรงจูงใจของผู้เรียนระดับต้นต่ าที่สุด ถัดมา
เป็นผู้เรียนระดับกลาง และผู้เรียนระดับสูงมีแรงจูงใจสูงสุด กล่าวคือแรงจูงใจของผู้เรียนสูงขึ้นตามระดับ
ความสามารถของผู้เรียน จึงอาจกล่าวได้ว่าผู้ เรียนระดับกลางมีแรงจูงใจภายในสูง จึงท าให้ชอบอ่านหนังสือ 
นอกจากนี้ Christopher (2018) ซึ่งศึกษาแรงจูงใจในการอ่านโดยเปรียบเทียบระหว่างผู้เรียนที่มีระดับ
ความสามารถภาษาอังกฤษสูงและต่ า ผลการศึกษาพบว่าผู้เรียนที่มีระดับความสามารถทางภาษาสูงจะมี
แรงจูงใจภายในสูงและสามารถอ่านหนังสือได้มากกว่าผู้เรียนที่มีระดับความสามารถทางภาษาต่ าโดยไม่มี
เงื่อนไขใด ๆ เนื่องจากผู้เรียนระดับสูงมีแรงจูงใจภายใน ซึ่งหมายถึงแรงจูงใจที่เกิดจากภายในตัวบุคคลต่อการ
กระท าสิ่งใดสิ่งหนึ่งเพ่ือสนองความต้องการของตนเองมากกว่าท าเพ่ือคาดหวังผลลัพธ์ที่จะตามมา ท าให้เกิด
ความสนุกและความท้าทายในตนเองมากกว่าปัจจัยภายนอกที่ส่งผลให้กระท าเช่นความกดดันหรือรางวัล
ตอบแทน (Ryan & Deci, 2000) ในขณะที่ผู้เรียนระดับต่ าไม่ชอบอ่านหนังสือ จึงต้องมีตัวช่วยที่เป็นแรงจูงใจ
ภายนอก เช่น การก าหนดจ านวนค าที่ต้องอ่าน การก าหนดจ านวนหนั งสือที่ต้องอ่านต่อวัน ด้วยเหตุนี้  
ในงานวิจัยนี้ผู้วิจัยคาดว่าผู้เรียนระดับกลางมีแรงจูงใจภายในมากกว่าผู้เรียนระดับต้นที่ต้องมีแรงจูงใจจาก
ภายนอกมากระตุ้นให้อ่าน จึงท าให้ผู้เรียนระดับกลางอ่านหนังสือได้ในปริมาณท่ีมากกว่า 
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 3. ความวิตกกังวลในการอ่าน เปรียบเทียบความแตกต่างระหว่างผู้เรียนระดับต้นและระดับกลาง 
 

ตารางที่ 5 ค่าเฉลี่ยโดยรวมและความแตกต่างด้านความวิตกกังวลระหว่างระหว่างผู้เรียนระดับต้นและระดับกลาง 
กลุ่ม N Mean S.D. t P 

ระดับต้น 70 3.24 .47 2.33 .02* 

ระดับกลาง 29 2.97 .64 
 

ค่าความแตกต่างระหว่างกลุ่มผู้เรียนระดับต้นและระดับกลางในส่วนของความวิตกกังวลมีค่า p 
เท่ากับ .02 ซึ่งน้อยกว่าค่าความคลาดเคลื่อนที่ก าหนดไว้ .10 แสดงให้เห็นว่าทั้ง 2 กลุ่มมีความวิตกกังวลในการ
อ่านภาษาญี่ปุ่นแตกต่างกัน และค่าเฉลี่ยของกลุ่มผู้เรียนระดับกลางเท่ากับ 2.97 มีค่าน้อยกว่าค่าเฉลี่ยของกลุ่ม
ผู้เรียนระดับต้นเท่ากับ 3.24 จึงสรุปได้ว่ากลุ่มผู้เรียนระดับต้นมีความวิตกกังวลในการอ่านภาษาญี่ปุ่นสูงกว่า
กลุ่มผู้เรียนระดับกลาง 

สาเหตุหลักที่ท าให้ผู้เรียนระดับต้นมีความวิตกกังวลสูงคือเรื่องคันจิและค าศัพท์ จากการสัมภาษณ์
ผู้เรียนระดับต้นเกี่ยวกับความวิตกกังวลพบว่าผู้เรียนระดับต้นส่วนใหญ่ กังวลเรื่องคันจิและค าศัพท์ เนื่องจาก
ต้องดูบริบทอย่างละเอียดจึงจะสามารถเข้าใจค าศัพท์หรือคันจินั้น ๆ ได้ ในขณะที่ผู้เรียนระดับกลางก็วิตกกังวล
เรื่องค าศัพท์และคันจิเช่นกัน แต่ไม่วิตกกังวลเท่าระดับต้น ผู้วิจัยคาดว่า ระดับความสามารถที่สูงกว่าจะท าให้
ผู้เรียนรู้สึกมั่นใจและผ่อนคลายกับค าศัพท์และคันจิมากข้ึน ผลการวิจัยสอดคล้องกับ Ipek (2009) และ Zhao 
et al. (2013) ซึ่งกล่าวว่าผู้เรียนที่มีความสามารถทางภาษาในระดับต้นจะมีความวิตกกังวลสูง ในขณะที่  
MacIntyre and Gardner (1991) กล่าวว่าความวิตกกังวลจะลดลงอย่างต่อเนื่องเมื่อผู้เรียนมีทักษะและ
ความสามารถทางภาษาที่สูงขึ้น เนื่องจากเมื่อผู้เรียนมีประสบการณ์ในการเรียนที่สูงขึ้นจะรู้สึกคุ้นชินกับการเรียน
และมีความมั่นใจมากยิ่งขึ้น เมื่อมีความม่ันใจความวิตกกังวลจะลดลง 

เมื่อพิจารณารายข้อ พบว่าข้อที่มีความแตกต่างด้านความวิตกกังวลระหว่างผู้เรียนระดับต้นและ
ระดับกลางมากท่ีสุด ได้แก่ 2. เมื่อใดที่อ่านภาษาญี่ปุ่น ฉันรู้สึกสับสนและไม่สามารถจดจ าสิ่งที่อ่านได้ รองลงมา
ได้แก่ 1. ฉันมักรู้สึกไม่สบายใจเมื่อไม่แน่ใจว่าเข้าใจสิ่งที่อ่าน(ที่เป็นภาษาญี่ปุ่นหรือไม่) และข้อที่แตกต่างน้อย
ที่สุด ได้แก่ 8. เมื่อฉันคุ้นเคยกับการอ่านภาษาญี่ปุ่น การอ่านภาษาญี่ปุ่นก็ไม่ใช่เรื่องยากส าหรับฉัน 

 

ตารางท่ี 6 ค่าเฉลี่ยรายข้อที่แตกต่างกันด้านความวิตกกังวลระหว่างระหว่างผู้เรียนระดับต้นและระดับกลาง 
ความวิตกกังวล ระดับต้น ระดับกลาง t p 

Mean S.D. Mean S.D. 

2. เมื่อใดที่อ่านภาษาญี่ปุ่น ฉันรูส้กึสับสนและไม่สามารถ
จดจ าสิ่งที่อ่านได ้

3.06 .99 2.48 1.02 2.60 .01* 

1. ฉันมักรู้สึกไม่สบายใจเมื่อไม่แนใ่จว่าเข้าใจสิ่งท่ีอ่าน (ท่ีเป็น
ภาษาญี่ปุ่นหรือไม่) 

3.74 .81 3.31 1.16 1.82 .07* 

8. เมื่อฉันคุ้นเคยกับการอ่านภาษาญี่ปุ่น การอ่านภาษาญี่ปุ่น
ก็ไม่ใช่เรื่องยากส าหรับฉัน 

2.19 .92 1.83 .75 1.84 .06* 
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 ข้อที่ 2. เมื่อใดที่อ่านภาษาญี่ปุ่น ฉันรู้สึกสับสนและไม่สามารถจดจ าสิ่งที่อ่านได้ มีค่า p เท่ากับ .01 ซ่ึง
น้อยกว่าค่าความคลาดเคลื่อนที่ก าหนดไว้ .10 โดยผู้เรียนระดับต้นมีค่าเฉลี่ยเท่ากับ 3.06 มากกว่าผู้เรียน
ระดับกลางที่มีค่าเฉลี่ยเท่ากับ 2.48 กล่าวคือผู้เรียนระดับต้นรู้สึกสับสนและไม่สามารถจดจ าสิ่งที่อ่านได้
มากกว่าผู้เรียนระดับกลาง จากการสัมภาษณ์ผู้เรียนเพ่ิมเติม พบว่าผู้เรียนระดับต้นรู้สึกกังวลเวลาที่พบคันจิใน
บทอ่าน แม้ว่าจะเป็นคันจิที่ง่ายหรือเคยเรียนมาก่อนหน้านี้แล้ว หากพบในบทอ่านแล้วไม่สามารถท าความ
เข้าใจได้ก็จะไม่สามารถจ าเนื้อหาได้ทั้งหมด 

จากข้อที่ 2 เมื่อผู้เรียนรู้สึกสับสนและไม่สามารถจดจ าสิ่งที่อ่านได้ ท าให้เกิดผลลัพธ์ตามมาคือข้อที่ 
1. ฉันมักรู้สึกไม่สบายใจเมื่อไม่แน่ใจว่าเข้าใจสิ่งที่อ่าน (ที่เป็นภาษาญี่ปุ่นหรือไม่) มีค่า p เท่ากับ .07 ซึ่งน้อย
กว่าค่าความคลาดเคลื่อนที่ก าหนดไว้ .10 โดยผู้เรียนระดับต้นมีค่าเฉลี่ยเท่ากับ 3.74 มากกว่าผู้เรียนระดับกลางที่
มีค่าเฉลี่ยเท่ากับ 3.31 กล่าวคือผู้เรียนระดับต้นมักรู้สึกไม่สบายใจเมื่อไม่แน่ใจว่าเข้าใจสิ่งที่ อ่านที่ เป็น
ภาษาญี่ปุ่นหรือไม่ จากการสัมภาษณ์ผู้เรียนเพ่ิมเติม พบว่าผู้เรียนระดับต้นรู้สึกไม่สบายใจหรือกังวลเมื่อเจอ
บทความยากจนไม่สามารถท าความเข้าใจได้ แต่อย่างไรก็ตามก็จะพยายามถามเพ่ือนหรือครูผู้สอนเพ่ือให้เข้าใจ
มากยิ่งขึ้น เมื่อถามรายละเอียดเพ่ิมเติมพบว่าสิ่งที่ท าให้ไม่เข้าใจคือค าศัพท์และคันจิ ผลการสัมภาษณ์
สอดคล้องกับ サグアンシー (2016) ซึ่งพบว่าผู้เรียนที่มีความสามารถในการอ่านไม่สูงจะมีความวิตกกังวลสูง 
และผู้เรียนระดับชั้นปีต้นมีความกังวลเรื่องคันจิและคาตาคานะ 

ข้อที่ 8. เมื่อฉันคุ้นเคยกับการอ่านภาษาญี่ปุ่น การอ่านภาษาญี่ปุ่นก็ไม่ใช่เรื่องยากส าหรับฉัน มีค่า p 
เท่ากับ .06 ซึ่งน้อยกว่าค่าความคลาดเคลื่อนที่ก าหนดไว้ .10 โดยผู้เรียนระดับต้นมีค่าเฉลี่ยเท่ากับ 2.19 น้อย
กว่าผู้เรียนระดับกลางที่มีค่าเฉลี่ยเท่ากับ 1.83 โดยค่าที่ได้เป็นค่าที่กลับด้านแล้ว กล่าวคือผู้เรียนระดับต้นมอง
ว่าแม้จะคุ้นเคยกับการอ่านภาษาญี่ปุ่น แต่การอ่านภาษาญี่ปุ่นก็ยังคงเป็นเรื่องยาก จากการสัมภาษณ์เพ่ิมเติม 
พบว่าผู้เรียนระดับต้นรู้สึกไม่อยากอ่านเมื่อพบคันจิ แม้ว่าจะมีประสบการณ์ในการอ่านภาษาญี่ปุ่นมากเพียงใด 
ก็ยังคงวิตกกังวลเมื่อต้องท าความเข้าใจคันจิ สอดคล้องกับงานวิจัยของ サグアンシー (2016) ที่ได้กล่าวว่าคันจิ
ส่งผลต่อความวิตกกังวลในการอ่านมากท่ีสุด 

กล่าวโดยสรุปผู้เรียนระดับต้นและระดับกลางมีความวิตกกังวลแตกต่างกัน โดยผู้เรียนระดับต้นจะมี
ความวิตกกังวลสูงเนื่องจากไม่เข้าใจค าศัพท์และคันจิในบทอ่าน ท าให้ผู้เรียนไม่สามารถจดจ าเนื้อหาที่อ่านได้ 
หากผู้สอนอธิบายค าศัพท์และคันจิแก่ผู้เรียนก่อนให้อ่านเนื้อหาน่าจะช่วยลดความวิตกกังวลในเรื่องค าศัพท์
และคันจิ เมื่อผู้เรียนมีความเข้าใจมากข้ึน อาจช่วยให้ผู้เรียนสามารถจดจ าสิ่งที่อ่านไดม้ากขึ้น 

 

4. ทัศนคติในการอ่าน เปรียบเทียบความแตกต่างระหว่างผู้เรียนที่มีพื้นฐานและไม่มีพื้นฐาน 
 

ตารางท่ี 7 ค่าเฉลี่ยโดยรวมและความแตกต่างด้านทัศนคติระหว่างผู้เรียนที่มีพ้ืนฐานและไม่มีพ้ืนฐาน 
กลุ่ม N Mean S.D. t P 

มีพืน้ฐาน 72 3.61 .44 .42 .67 
ไม่มีพื้นฐาน 27 3.56 .46 



การศึกษาทัศนคติ แรงจูงใจ และความวิตกกังวลในการอ่านภาษาญี่ปุ่นของนักศึกษาวิชาเอกภาษาญี่ปุ่น 
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 ค่าความแตกต่างระหว่างกลุ่มผู้เรียนระดับต้นและระดับกลางในส่วนของทัศนคติมีค่า p = .67 ซึ่งมากกว่า
ค่าความคลาดเคลื่อนที่ก าหนดไว้ .10 กล่าวคือทั้ง 2 กลุ่มมีทัศนคติในการอ่านภาษาญี่ปุ่นไม่แตกต่างกัน 
เมื่อสัมภาษณ์ผู้เรียนทั้ง 2 กลุ่มพบว่าผู้เรียนมีทัศนคติต่อการอ่านภาษาญี่ปุ่นใกล้เคียงกัน ผู้เรียนที่มีพ้ืนฐาน
กล่าวว่าการที่จะท าอะไรก็ตามต้องมีใจรัก ด้านผู้เรียนที่มีพ้ืนฐานกล่าวในท านองเดียวกันว่า ในการอ่านภาษาญี่ปุ่น 
ต้องมีความชอบถึงจะสามารถจดจ่อกับสิ่งที่อ่านได้ ด้วยเหตุนี้จึงสรุปได้ว่าผู้เรียนที่มีพ้ืนฐานและไม่มีพ้ืนฐานมี
ทัศนคติในการอ่านภาษาญี่ปุ่นไม่แตกต่างกัน 

 เมื่อพิจารณารายข้อ พบว่าข้อที่มีความแตกต่างด้านทัศนคติระหว่างผู้เรียนที่มีพ้ืนฐานและไม่มีพ้ืนฐาน
มากที่สุด ได้แก่ 9. ฉันรู้สึกประสบความส าเร็จในการอ่านภาษาญี่ปุ่น รองลงมาคือ 4. การอ่านภาษาญี่ปุ่นท าให้
ฉันมีความสุข 
 

ตารางท่ี 8 ค่าเฉลี่ยรายข้อที่แตกต่างกันด้านทัศนคติ แยกตามประสบการณ ์
ทัศนคต ิ มีพื้นฐาน ไม่มีพื้นฐาน t P ประเภท

ทัศนคต ิMean S.D. Mean S.D. 

9. ฉันรู้สึกประสบความส าเร็จในการอ่าน
ภาษาญี่ปุ่น 

3.31 .83 3.04 .59 1.79 .07* คุณประโยชน์
ในการอ่าน 

4. การอ่านภาษาญี่ปุ่นท าให้ฉันมีความสุข 3.18 .64 3.44 .51 -1.93 .05* คุณประโยชน์
ในการอ่าน 

 
 ข้อที ่ 9. ฉันรู ้ส ึกประสบความส าเร็จในการอ่านภาษาญี ่ปุ ่น มีค ่า p เท่ากับ  .07 ซึ ่งน้อยกว่า 
ค่าความคลาดเคลื่อนที่ก าหนดไว้ .10 โดยค่าเฉลี่ยของผู้เรียนที่มีพ้ืนฐานเท่ากับ 3.31 ซึ่งมากกว่าค่าเฉลี่ยของ
ผู้เรียนที่ไม่มีพ้ืนฐานเท่ากับ 3.04 จึงสรุปได้ว่าผู้เรียนภาษาญี่ปุ่นที่มีพ้ืนฐานรู้สึกประสบความส าเร็จในการอ่าน
มากกว่าผู้เรียนที่ไม่มีพ้ืนฐาน จากการสัมภาษณ์ผู้เรียนที่มีพ้ืนฐานจ านวน 3 คน พบว่าผู้เรียนมีความคุ้นเคยกับ
การอ่านภาษาญี่ปุ่นมาตั้งแต่ช่วงก่อนเข้ามหาวิทยาลัย จึงคิดว่าตนเองสามารถประสบความส าเร็จในการอ่าน
ภาษาญี่ปุ่นได้ ในขณะที่ผู้เรียนที่ไม่มีพ้ืนฐานที่ให้สัมภาษณ์จ านวน 2 คน เมื่อถามว่าสิ่งที่ท าได้ดีที่สุดในการอ่าน
คืออะไร ผู้เรียนนึกไม่ออก จึงอาจกล่าวได้ว่าผู้เรียนที่ไม่มีพ้ืนฐานรู้สึกประสบความส าเร็จในการอ่านภาษาญี่ปุ่น
น้อยกว่าผู้เรียนที่มีพ้ืนฐาน 
 อย่างไรก็ตาม ในข้อที่ 4. การอ่านภาษาญี่ปุ่นท าให้ฉันมีความสุข มีค่า p เท่ากับ .05 ซึ่งน้อยกว่า
ค่าความคลาดเคลื่อนที่ก าหนดไว้ .10 โดยค่าเฉลี่ยของผู้เรียนไม่มีพ้ืนฐานเท่ากับ 3.44 ซึ่งมากกว่าผู้เรียนที่มี
พ้ืนฐาน ที่มีค่าเฉลี่ยเท่ากับ 3.18 กล่าวคือผู้เรียนที่ไม่มีพ้ืนฐานมีความสุขกับการอ่านภาษาญี่ปุ่นมากกว่าผู้เรียน
ที่มีพ้ืนฐาน จากการสัมภาษณ์ผู้เรียนทั้ง 2 กลุ่มเพ่ือเปรียบเทียบความคิดเห็นที่มีต่อการอ่านภาษาญี่ปุ่น โดยทั้ง
ผู้เรียนที่มีพ้ืนฐานและไม่มีพ้ืนฐานกล่าวว่าชอบอ่านภาษาญี่ปุ่น แต่ถ้ามีคันจิเยอะเกินไปก็จะไม่อ่าน สาเหตุที่ท า
ให้ผู้เรียนมีพ้ืนฐานรู้สึกมีความสุขกับการอ่านน้อยกว่าผู้เรียนไม่มีพ้ืนฐาน ผู้วิจัยคาดว่าผู้เรียนมีพ้ืนฐานมี
ประสบการณ์ในการเรียนภาษาญี่ปุ่นมากกว่าผู้เรียนไม่มีพ้ืนฐาน ท าให้ผู้เรียนมีพ้ืนฐานมีโอกาสที่จะเรียน
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ภาษาญี่ปุ่นในระดับที่สูงกว่า หากอ้างอิงบทอ่านจากส่วนการอ่านในข้อสอบวัดระดับภาษาญี่ปุ่น (JLPT) จะพบว่า
บทอ่านระดับต้นมีเนื้อหาที่ใกล้ตัวและเป็นเรื่องทั่วไปท่ีผู้เรียนทุกคนสามารถท าความเข้าใจได้ไม่ยาก แต่บทอ่าน
ในระดับที่สูงกว่า เนื้อหาจะเริ่มมีความเฉพาะเจาะจงมากขึ้น เช่นเรื่องเศรษฐกิจ ดาราศาสตร์ วิทยาศาสตร์ 
หากผู้เรียนไม่มีความรู้เกี่ยวกับเรื่องที่อ่านก็จะใช้เวลามากในการท าความเข้าใจ ส่งผลให้ผู้เรียนมีทัศนคติที่ไม่ดี
ต่อการอ่าน จะเห็นได้ว่าการที่ผู้เรียนจะสนใจอ่านหรือไม่ขึ้นอยู่กับทัศนคติและความรู้สึกที่มีต่อเรื่องที่อ่าน 
หากเรื่องนั้นเป็นเรื่องที่ผู้เรียนสนใจ ผู้เรียนจะใช้เวลาส่วนใหญ่ไปกับการอ่านเรื่องนั้น และในทางกลับกัน 
หากผู้เรียนพบว่าเรื่องที่อ่านไม่น่าสนใจ ผู้เรียนจะรู้สึกไม่อยากอ่านเรื่องนั้น (Alexander & Filler, 1976, p. 2) 
  

 5. แรงจูงใจในการอ่าน เปรียบเทียบความแตกต่างระหว่างผู้เรียนที่มีพื้นฐานและไม่มีพื้นฐาน 
 

ตารางท่ี 9 ค่าเฉลี่ยโดยรวมและความแตกต่างด้านแรงจูงใจระหว่างผู้เรียนที่มีพ้ืนฐานและไม่มีพ้ืนฐาน 
กลุ่ม N Mean S.D. t P 

มีพื้นฐาน 72 3.22 .50 .30 .75 
ไม่มีพื้นฐาน 27 3.19 .48 

  
 ค่าเฉลี่ยโดยรวมของแรงจูงใจผู้เรียนภาษาญี่ปุ่นที่มีพ้ืนฐานและไม่มีพ้ืนฐาน มีแรงจูงใจในการอ่าน
ภาษาญี่ปุ่นไม่แตกต่างกันทั้งโดยรวมและรายข้อ 
 เนื่องจากในด้านทัศนคติ ทั้งกลุ่มผู้เรียนที่มีพ้ืนฐานและไม่มีพ้ืนฐานมีทัศนคติไม่แตกต่างกัน จึงท าให้มี
แรงจูงใจไม่แตกต่างกัน 
 

ตารางท่ี 10 ค่าเฉลี่ยโดยรวมและความแตกต่างด้านความวิตกกังวลระหว่างผู้เรียนที่มีพ้ืนฐานและไม่มีพ้ืนฐาน 
กลุ่ม N Mean S.D. t p 

มีพื้นฐาน 72 3.08 .53 -2.45 .01* 

ไม่มีพื้นฐาน 27 3.38 .53 

  
 ผลการวิจัยด้านความวิตกกังวล พบความแตกต่างอย่างมีนัยส าคัญระหว่างกลุ่มผู้เรียนที่มีพ้ืนฐานและ
ไม่มีพ้ืนฐาน ค่าเฉลี่ยภาพรวมผู้เรียนที่มีพ้ืนฐานเท่ากับ 3.08 ค่าเฉลี่ยผู้เรียนที่ไม่มีพ้ืนฐานเท่ากับ 3.38 จึงสรุป
ได้ว่าผู้เรียนระดับต้นมีความวิตกกังวลในการอ่านภาษาญี่ปุ่นมากกว่าผู้เรียนระดับกลาง ผลการวิจัยนี้สอดคล้อง
กับงานวิจัยของอมรรัตน์ มะโนบาล และ เตวิช เสวตไอยาราม (2560) ที่ศึกษาความวิตกกังวลในการเรียน
ภาษาญี่ปุ่นของผู้เรียนภาษาญี่ปุ่นที่มีพ้ืนฐานและไม่มีพ้ืนฐานก่อนเข้าศึกษาในระดับอุดมศึกษา โดยพบว่า
ผู้เรียนที่ไม่มีพ้ืนฐานเมื่อต้องเรียนร่วมชั้นกับผู้เรียนที่มีพ้ืนฐานก็จะเกิดความวิตกกังวล โดยผลที่ตามมาท าให้
ผู้เรียนที่ไม่มีพ้ืนฐานรู้สึกขาดความกระตือรือร้นที่จะเรียน ขาดความม่ันใจ และกลัวถูกเพ่ือนร่วมชั้นที่มีพ้ืนฐาน
ประเมินในแง่ลบ นอกจากนี้จากการสัมภาษณ์ผู้เรียนที่มีพ้ืนฐานและไม่มีพ้ืนฐานเกี่ยวกับความวิตกกังวลในการอ่าน 
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พบว่าผู้เรียนทั้ง 2 กลุ่มมีความวิตกกังวลเรื่องคันจิมากที่สุด สอดคล้องกับงานวิจัยของ サグアンシー (2016) 
ซึ่งพบว่าคันจิส่งผลต่อความวิตกกังวลในการอ่านภาษาญี่ปุ่น 

 
 6. ความวิตกกังวลในการอ่าน เปรียบเทียบความแตกต่างระหว่างผู้เรียนที่มีพื้นฐานและไม่มีพื้นฐาน 
 

ตารางท่ี 11 ค่าเฉลี่ยรายข้อที่แตกต่างกันด้านความวิตกกังวล แยกตามประสบการณ ์
ความวิตกกังวล มีพื้นฐาน ไม่มีพื้นฐาน t p 

Mean S.D. Mean S.D. 
2. เมื่อใดที่อ่านภาษาญี่ปุ่น ฉันรูส้กึสับสนและไม่
สามารถจดจ าสิ่งที่อ่านได ้

2.74 1.04 3.30 .86 -2.47 .01* 

5. ฉันรู้สึกไมส่บายใจ เมื่อฉันเจอกบัไวยากรณ์ที่ไม่
รู้จักขณะอ่านภาษาญีปุ่่น 

3.19 .98 3.74 .94 -2.47 .01* 

10. ฉันกังวลเมื่อต้องอ่านบทอ่านที่เกี่ยวกับแนวคิด
และวัฒนธรรมของญี่ปุ่นที่ฉันไม่คุน้เคย 

3.08 1.08 3.52 .89 -1.86 .06* 

4. ฉันรู้สึกเป็นกังวล เมื่อต้องอ่านบทอ่านภาษาญี่ปุ่น
ในหัวข้อท่ีฉันไม่คุ้นเคยมาก่อน 

3.31 1.10 3.70 .82 -1.69 .09* 

 
ข้อที่ 2. เมื่อใดที่อ่านภาษาญี่ปุ่น ฉันรู้สึกสับสนและไม่สามารถจดจ าสิ่งที่อ่านได้ มีค่า p เท่ากับ .01 ซ่ึง

น้อยกว่าค่าความคลาดเคลื่อนที่ก าหนดไว้ .10 โดยค่าเฉลี่ยของผู้เรียนที่มีพ้ืนฐานเท่ากับ 2.74 น้อยกว่าผู้เรียน
ไม่มีพ้ืนฐานที่มีค่าเฉลี่ยเท่ากับ 3.30 จึงสรุปได้ว่าผู้เรียนภาษาญี่ปุ่นที่มีพ้ืนฐานและไม่มีพ้ืนฐาน มีความ
วิตกกังวลแตกต่างกัน และผู้เรียนที่ไม่มีพ้ืนฐานรู้สึกสับสนและไม่สามารถจดจ าสิ่งที่อ่ านได้มากกว่าผู้เรียนที่มี
พ้ืนฐาน 

ข้อที่ 5. ฉันรู้สึกไม่สบายใจ เมื่อฉันเจอกับไวยากรณ์ที่ไม่รู้จักขณะอ่านภาษาญี่ปุ่น มีค่า p เท่ากับ .01 
ซึ่งน้อยกว่าค่าความคลาดเคลื่อนที่ก าหนดไว้ .10 โดยค่าเฉลี่ยของผู้เรียนที่ไม่มีพ้ืนฐานเท่ากับ 3.74 สูงกว่า
ผู้เรียนที่มีพื้นฐานที่มีค่าเฉลี่ยเท่ากับ 3.19 จึงสรุปได้ว่าผู้เรียนไม่มีพื้นฐานรู้สึกไม่สบายใจเมื่อเจอไวยากรณ์ที่
ไม่รู้จักในขณะที่อ่านภาษาญี่ปุ่นสูงกว่าผู้เรียนที่มีพ้ืนฐาน 

ข้อที่ 10. ฉันกังวลเมื่อต้องอ่านบทอ่านที่เกี่ยวกับแนวคิดและวัฒนธรรมของญี่ปุ่นที่ฉันไม่คุ้นเคย มีค่า  
p เท่ากับ .06 ซึ่งน้อยกว่าค่าความคลาดเคลื่อนที่ก าหนดไว้ .10 โดยค่าเฉลี่ยของผู้เรียนที่ไม่มีพ้ืนฐานเท่ากับ 
3.52 สูงกว่าผู้เรียนที่มีพ้ืนฐานที่มีค่าเฉลี่ยเท่ากับ 3.08 กล่าวคือผู้เรียนไม่มีพ้ืนฐานรู้สึกกังวลเมื่อต้องอ่าน
บทความที่มีแนวคิดและวัฒนธรรมญี่ปุ่นที่ตนไม่คุ้นเคยมากกว่าผู้เรียนที่มีพ้ืนฐาน 

ข้อที่ 4. ฉันรู้สึกเป็นกังวล เมื่อต้องอ่านบทอ่านภาษาญี่ปุ่นในหัวข้อที่ฉันไม่คุ้นเคยมาก่อน มีค่า p 
เท่ากับ .09 ซึ่งน้อยกว่าค่าความคลาดเคลื่อนที่ก าหนดไว้ .10 โดยค่าเฉลี่ยของผู้เรียนที่ไม่มีพ้ืนฐานเท่ากับ 3.70 
สูงกว่าผู้เรียนที่มีพ้ืนฐานซึ่งมีค่าเฉลี่ยเท่ากับ 3.31 จึงสรุปได้ว่าผู้เรียนไม่มีพ้ืนฐานรู้สึกกังวลเมื่อต้องอ่าน
บทความภาษาญี่ปุ่นในหัวข้อที่ไม่คุ้นเคยมากกว่าผู้เรียนที่มีพ้ืนฐาน 
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 จากการสัมภาษณ์ผู้เรียนที่ไม่มีพ้ืนฐานเพ่ิมเติมจ านวน 3 คน พบว่าในการอ่านท าความเข้าใจบทความ 
1 บทความ (ความยาวประมาณ 400 ตัวอักษร) ผู้เรียนใช้เวลาประมาณ 1-2 ชั่วโมง ซึ่งเป็นระยะเวลาที่นาน 
สาเหตุหลักเกิดจากในบทความมีค าศัพท์และคันจิที่ไม่รู้จักเป็นจ านวนมาก ท าให้ต้องใช้เวลามากในการค้นหา
ค าศัพท์และคันจิ และยังส่งผลให้ไม่สามารถจดจ าเนื้อหาในภาพรวมได้ ผลการวิจัยนี้สอดคล้องกับ อมรรัตน์ มะ
โนบาล และ เตวิช เสวตไอยาราม (2560) ที่ได้สรุปเกี่ยวกับความวิตกกังวลว่าความวิตกกังวลมีแนวโน้มที่จะ
ส่งผลต่อกระบวนการคิดและกระบวนการจดจ าท าให้ผู้เรียนพยายามหลีกเลี่ยงการเรียนรู้  (หรือในที่นี้คือการ
อ่านภาษาญี่ปุ่น) ซึ่งอาจถูกสิ่งอ่ืนดึงความสนใจได้ง่ายและส่งผลต่อการจดจ าข้อมูลในระยะยาว นอกจากนี้ยัง
พบว่าผู้เรียนรู้สึกกังวลเมื่อต้องอ่านบทความในหัวข้อที่ไม่ถนัด หากเป็นบทความที่เป็นหัวข้อที่ถนัดหรือสนใจ
จะรู้สึกกังวลน้อยลงและอยากอ่านมากขึ้น ในบทอ่านภาษาญี่ปุ่น สิ่งที่ผู้เรียนรู้สึกวิตกกังวลมากที่สุดคือค าศัพท์ 
คันจิ และไวยากรณ์ที่ยากเกินกว่าระดับที่เรียนอยู่ แม้ว่าจะเป็นจ านวนที่ไม่มาก ก็ส่งผลต่อการท าความเข้าใจ
บทความ ผู้เรียนรู้สึกว่าบทอ่านที่อ่านในห้องเรียนยากเกินไป ผลการสัมภาษณ์สอดคล้องกับ Saito et al. (1999) 
ที่ได้กล่าวว่าความวิตกกังวลในการอ่านเกิดจากระบบการเขียนที่ผู้เรียนไม่คุ้นเคย เนื่องจากภาษาไทยซึ่งเป็น
ภาษาแม่ของผู้เรียนมีระบบการเขียนแตกต่างจากภาษาญี่ปุ่นทั้งด้าน ค าศัพท์ ไวยากรณ์ รวมถึงคันจิที่ภาษาไทย
ไม่มี ท าให้ผู้เรียนต้องท าความเข้าใจกับระบบการเขียนใหม่ทั้งหมด 
 

 7. ความสัมพันธ์ระหว่างทัศนคติ แรงจูงใจ และความวิตกกังวลในการอ่านภาษาญี่ปุ่นของผู้เรียน
ภาษาญี่ปุ่นชาวไทย 
 

ตารางที ่12. ตาราง Pearson Correlation แสดงความสัมพันธ์ระหว่างทัศนคติ แรงจูงใจ และความวิตกกังวล 
    ในการอ่านภาษาญี่ปุ่นของผู้เรียนภาษาญี่ปุ่นชาวไทย 

  ทัศนคต ิ แรงจูงใจ ความวิตกกังวล 

ทัศนคต ิ

Pearson Correlation 1 .453** -.164 

Sig. (2-tailed)  .000 .105 

N 99 99 99 

แรงจูงใจ 

Pearson Correlation .453** 1 -.354** 

Sig. (2-tailed) .000  .000 
N 99 99 99 

ความวิตกกังวล 
Pearson Correlation -.164 -.354** 1 

Sig. (2-tailed) .105 .000  
N 99 99 99 

 
จากตารางที่ 12 พบว่าเมื่อเทียบทัศนคติกับแรงจูงใจพบว่าค่า p เท่ากับ .000 ชี้ให้เห็นว่าทัศนคติกับ

แรงจูงใจมีความสัมพันธ์กันแบบแปรผันตรง ซึ่งหมายความว่ายิ่งผู้เรียนมีทัศนคติที่ดีก็จะมีแรงจูงใจในการอ่าน 
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ในขณะที่ความวิตกกังวลมีความสัมพันธ์แบบผกผันกับแรงจูงใจ จึงสรุปได้ว่ายิ่งผู้เรียนมีความวิตกกังวลสูง
แรงจูงใจในการอ่านจะลดลง อย่างไรก็ตามเม่ือเปรียบเทียบทัศนคติกับความวิตกกังวล ไม่พบความแตกต่าง 

ผลการวิจัยพบว่าทัศนคติกับแรงจูงใจมีความสัมพันธ์กันแบบแปรผันตรง สอดคล้องกับงานวิจัยของ  
Tisa et al. (2021) พบว่าทัศนคติในการอ่านมีความสัมพันธ์กับแรงจูงใจในการอ่านอย่างมีนัยส าคัญ ผู้เรียนที่มี
ทัศนคติในการอ่านท่ีดีจะมีแรงจูงใจในการอ่านที่ดี ในทางกลับกัน ความวิตกกังวลมีความสัมพันธ์แบบผกผันกับ
แรงจูงใจ ผู้เรียนที่มีความวิตกกังวลในการอ่านสูงจะมีแรงจูงใจในการอ่านน้อย เช่นเดียวกับ Jain and Sidhu 
(2013) ได้สรุปในงานวิจัยเกี่ยวกับการเรียนภาษาอังกฤษเป็นภาษาที่สองไว้ว่าความวิตกกังวลมีความสัมพันธ์
แบบผกผันกับทัศนคติและแรงจูงใจ ผู้เรียนที่มีทัศนคติและแรงจูงใจสูง จะมีความวิตกกังวลต่ า และในทาง
กลับกัน ผู้เรียนที่มีทัศนคติและแรงจูงใจในการเรียนต่ าจะมีความวิตกกังวลสูง จากการสัมภาษณ์ผู้เรียนเพิ่มเติม 
พบว่าผู้เรียนระดับต้นรู้สึกวิตกกังวลเวลาที่เจอค าศัพท์และคันจิที่ยากเกินไป ท าให้รู้สึกไม่อยากอ่าน นอกจากนี้
ผู้เรียนระดับต้นบางคนยังให้ความเห็นว่าตนเรียนแบบไม่มีเป้าหมายในอนาคต จึงไม่ค่อยเห็นความส าคัญของ
การอ่าน เมื่อต้องอ่านในห้องเรียนจึงเกิดความวิตกกังวลเมื่ออ่านไม่เข้าใจ ในทางกลับกัน เมื่อสัมภาษณ์ผู้เรียน
ที่มีระดับกลางพบว่าผู้เรียนมีความกระตือรือร้นต่อการเรียนและการอ่านภาษาญี่ปุ่น เนื่องจากมีเป้าหมาย
ชัดเจน เช่น การท างาน การเข้าหาคนญี่ปุ่น และไม่ค่อยวิตกกังวลเวลาที่ต้องอ่านเนื่องจากชอบอ่านเพ่ือหา
ความรู้เพิ่มเติม แม้ว่าจะพบค าศัพท์และคันจิที่ยากในบทอ่านก็จะพยายามค้นคว้าหรือ ถามครูผู้สอนหรือเพ่ือน
เพ่ือให้เข้าใจในสิ่งที่ยังไม่เข้าใจ  

เมื่อเปรียบเทียบกับผู้เรียนที่มีพ้ืนฐานและไม่มีพ้ืนฐาน ได้ข้อสรุปที่ใกล้เคียงกัน โดยพบว่าผู้เรียนที่มี
พ้ืนฐานมีทัศนคติที่ดีต่อการอ่าน กล่าวคือชอบเรียนและอ่านภาษาญี่ปุ่น โดยใช้เวลาว่างส่วนใหญ่ไปกับการอ่าน
ภาษาญี่ปุ่น เมื่อถามถึงเรื่องความวิตกกังวล ผู้เรียนที่มีพ้ืนฐานตอบว่ารู้สึกกังวลเรื่องไวยากรณ์กับคันจิเล็กน้อย 
แต่ก็ไม่ท าให้รู้สึกไม่ชอบภาษาญี่ปุ่นเพราะเมื่อไม่เข้าใจก็จะพยายามอ่านให้เข้าใจหรือค้นคว้าค าศัพท์ คันจิ และ
ไวยากรณ์ท่ีไม่รู้เพ่ิมเติม เมื่อสัมภาษณ์ผู้เรียนที่ไม่มีพ้ืนฐานพบว่าไม่อ่านหนังสือประเภทอ่ืน ๆ นอกจากหนังสือเรียน 
ซึ่งกล่าวได้ว่าแรงจูงใจในการอ่านยังน้อย และเมื่อถามเกี่ยวกับความวิตกกังวล พบว่ามีความวิตกกังวลเรื่อง
ไวยากรณ์ ค าศัพท์ และคันจิ เมื่อถามเพ่ิมเติมว่า “เมื่อรู้สึกกังวลเวลาที่อ่านแล้วไม่เข้าใจจะรู้สึกไม่ดีต่อการอ่าน
ภาษาญี่ปุ่นหรือไม่” ผู้เรียนตอบว่าไม่รู้สึกวิตกกังวลและยังคงพยายามอ่านให้เข้าใจ แต่เมื่อให้คะแนนแรงจูงใจ
ในการอ่าน พบว่าให้น้อยเพราะรู้สึกว่าไวยากรณ์ภาษาญี่ปุ่นยากเกินไป ท าให้รู้สึกไม่อยากอ่าน 

กล่าวโดยสรุป ทัศนคติมีแนวโน้มไปในทิศทางเดียวกับแรงจูงใจ เนื่องจากทัศนคติท าให้ผู้เรียนรู้สึกต่อ
การอ่านภาษาญี่ปุ่นได้ 2 ทาง ได้แก่ ความชอบหรือไม่ชอบการอ่านภาษาญี่ปุ่น หากผู้เรียนมีมุมมองที่ดีต่อการอ่าน
ภาษาญี่ปุ่น เช่น คิดว่าภาษาญี่ปุ่นท าให้ได้งานที่ดีในอนาคตก็จะท าให้ผู้เรียนมีแรงจูงใจ มีความกระตือรือร้นที่
จะศึกษาและอ่านภาษาญี่ปุ่นมากขึ้น ในทางกลับกันหากผู้เรียนรู้สึกไม่ชอบการอ่านภาษาญี่ปุ่น อาจเนื่องด้วย
เหตุผลว่าไม่ชอบจ าคันจิ หรือค าศัพท์ยากเกินไป ก็จะรู้สึกไม่อยากอ่านภาษาญี่ปุ่น ในการส่งเสริมให้ผู้เรียนมี
ทัศนคติที่ดี ผู้สอนควรชี้ให้ผู้เรียนเห็นถึงความส าคัญของการเรียนและการอ่านภาษาญี่ปุ่น และการส่งเสริมให้
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ผู้เรียนมีทัศนคติที่ดีต่อคันจิ รู้สึกว่าคันจิไม่ใช่อุปสรรคส าคัญของการอ่านภาษาญี่ปุ่น น่าจะช่วยให้ผู้เรียนมี
ความสุขและมีแรงจูงใจในการอ่านภาษาญี่ปุ่นมากข้ึน 

 
สรุปและข้อเสนอแนะ 

ผลการศึกษาชี้ให้เห็นว่า กลุ่มผู้ที่ไม่มีพ้ืนฐานภาษาญี่ปุ่นมีความวิตกกังวลในการอ่านภาษาญี่ปุ่นสูงกว่า
กลุ่มผู้เรียนที่มีพ้ืนฐานภาษาญี่ปุ่น และไม่พบความแตกต่างด้านทัศนคติและแรงจูงใจ ในขณะที่กลุ่มผู้เรียน
ระดับกลางมีทัศนคติที่ดีกว่า มีความวิตกกังวลในการอ่านภาษาญี่ปุ่นต่ ากว่าผู้เรียนระดับต้น และไม่พบความแตกต่าง
ด้านแรงจูงใจ ด้านความสัมพันธ์ระหว่างทัศนคติ แรงจูงใจ และความวิตกกังวล พบว่าทัศนคติกับแรงจูงใจมี
แนวโน้มไปในทางเดียวกัน ยิ่งผู้เรียนมีทัศนคติในการอ่านที่ดี จะมีแรงจูงใจในการอ่านสูง นอกจากนี้แรงจูงใจ
กับความวิตกกังวลยังมีแนวโน้มตรงกันข้าม กล่าวคือยิ่งผู้เรียนมีแรงจูงใจในการอ่าน จะมีความวิตกกังวลน้อย 

ในการส่งเสริมให้ผู้เรียนมีทัศนคติที่ดี มีแรงจูงใจสูง และลดความวิตกกังวลในการอ่านภาษาญี่ปุ่น 
ผู้วิจัยขอเสนอการจัดการเรียนการสอน ดังนี้ 

1) การแบ่งกลุ่มระหว่างผู้เรียนมีพ้ืนฐานกับผู้เรียนไม่มีพ้ืนฐาน เนื่องจากอิทธิพลของเพ่ือนที่เรียนร่วมชั้น
มีผลต่อความวิตกกังวลของผู้เรียน โดยผู้เรียนมักจะเปรียบเทียบกับคนอื่นตลอดเวลา (อมรรัตน์ มะโนบาล และ
เตวิช เสวตไอยาราม, 2559) ดังนั้นการจัดกลุ่มผู้เรียนให้แยกกันน่าจะช่วยลดความวิตกกังวลและลดการ
เปรียบเทียบกับผู้อ่ืน หากผู้เรียนมีประสบการณ์ในการเรียนภาษาญี่ปุ่นที่ใกล้เคียงกันเรียนในห้องเดียวกัน 
โดยเฉพาะผู้เรียนที่ไม่มีพ้ืนฐานอาจท าให้ผู้เรียนรู้สึกผ่อนคลายและมีความวิตกกังวลลดลง 

2) ผู้เรียนทั้งระดับต้นและระดับกลางโดยส่วนใหญ่มีปัญหาด้านค าศัพท์ ไวยากรณ์ และคันจิในบทอ่าน
ที่มากเกินไป ท าให้ผู้เรียนรู้สึกไม่อยากอ่าน ผู้สอนควรเตรียมบทอ่านที่มีเนื้อหาความยากง่ายอยู่ในระดับที่
เหมาะสมกับระดับความสามารถภาษาญี่ปุ่นของผู้เรียน เนื่องจากในการเรียนรู้ภาษา ข้อมูลภาษาแบบ i + 1 
กล่าวคือข้อมูลภาษาท่ีมีระดับความยากมากกว่าความสามารถของผู้เรียนหนึ่งขั้น (Krashen, 1982) จะส่งเสริม
การเรียนรู้  

3) ผู้สอนควรเปิดโอกาสให้ผู้เรียนมีส่วนร่วมในการเลือกเนื้อหาที่ผู้เรียนสนใจที่จะอ่าน ซึ่งจะช่วย
ส่งเสริมให้ผู้เรียนมีทัศนคติที่ดีต่อการอ่าน มีแรงจูงใจในการอ่านเพ่ิมขึ้น และมีความวิตกกังวลในการอ่านลดลง 
เพ่ือให้ผู้เรียนอ่านได้อย่างมีประสิทธิภาพมากข้ึน  
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บทคัดย่อ 

 
งานวิจัยนี้มีวัตถุประสงค์คือเพ่ือศึกษาเรื่องการผลิตสื่อการสอนค าเลียนท่าทางรูปแบบแอนิเมชัน  

ผู้วิจัยได้จัดท าสื่อ และส ารวจความคิดเห็นของผู้เรียนภาษาญี่ปุ่นที่ได้ทดลองใช้สื่อ และประสิทธิผลของสื่อ
กลุ่มเป้าหมายได้แก่ ผู้เรียนและผู้สอนภาษาญี่ปุ่นที่มีความสนใจในการศึกษาเรื่องค าเลียนท่าทาง โดยแบ่งเป็น
การเก็บข้อมูลความคิดเห็นที่มีต่อสื่อการสอนภาษาญี่ปุ่นปัจจุบันและค าเลียนท่าทางในภาษาญี่ปุ่น ผู้ตอบ
แบบสอบถามรวม 40 คน ได้แก่ ผู้เรียนจ านวน 37 คน ผู้สอน 3 คน และการเก็บข้อมูลโดยใช้แบบทดสอบเพ่ือ
ศึกษาประสิทธิผลก่อนและหลังทดลองใช้สื่อการสอน มีผู้เรียนให้ความร่วมมือจ านวน 6 คน 

ผลการวิจัยพบว่า หลังจากใช้สื่อการสอนที่ผู้วิจัยจัดท าข้ึน ผู้เรียนสามารถท าแบบทดสอบเรื่องค าเลียน
ท่าทางได้ดีขึ้นร้อยละ 5-30 อย่างไรก็ตาม มีค าเลียนท่าทางบางค าที่ผู้เรียนเลือกใช้ผิดหลังจากที่ใช้สื่อการสอน 
แม้ว่าก่อนใช้สื่อการสอน ผู้เรียนจะเลือกตอบได้ถูกต้อง หรือค าเลียนท่าทางบางค าที่ผู้เรียนยังคงเลือกตอบผิด
เช่นเดียวกับตอนก่อนใช้สื่อการสอน สาเหตุที่ผู้เรียนเลือกตอบผิดมาจากอิทธิพลของภาษาไทย และความไม่
ชัดเจนของบริบทการใช้ที่ปรากฏในสื่อการสอน ดังนั้นในการผลิตสื่อการสอน จึงควรเพ่ิมความระมัดระวังใน
สองประเด็นดังกล่าว เพ่ือผู้เรียนจะได้เข้าใจวิธีการใช้ค าเลียนท่าทางได้อย่างถูกต้องมากขึ้น  
 
ค าส าคัญ : สื่อการสอนแอนิเมชัน, ค าเลียนท่าทางภาษาญี่ปุ่น, อิทธิพลของภาษาไทย, บริบทการใช้ 
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Educational Animation for Learning Japanese Mimetic Words: 
Users’ Opinions and Effectiveness 

 
Abstract 

 
The purpose of this research is to study the production of Japanese mimetic words 

teaching material in the form of animation and to evaluate the effectiveness of the materials 
by analyze the feedback from teacher and student. The research target group size is 
40 participants, which includes 3 Japanese language teachers and 37 students, who are interested 
in studying Japanese mimetic words. In addition, the effectiveness of the material was further 
studied by testing the result of before and after using teaching materials from 6 students. 

The results showed that after using the teaching material prepared by the researcher, 
students were able to perform the test 5-30% better. However, there were some Japanese 
mimetic words that students wrongly chose after using the teaching materials, although they 
have already chosen correctly before using teaching materials. The reason that students chose 
the wrong answer is from the influence of the Thai language and the ambiguity of the usage 
context in teaching materials. Therefore, in the production of teaching materials, caution 
should be taken in two those 2 issues, so that students can understand how to use Japanese 
mimetic words more correctly. 
 
Keywords: Animation Teaching Material, Japanese Mimetic Words, Influence of Thai language,  
    Usage Context.  
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บทน า 
จากข้อมูลการส ารวจเกี่ยวกับการเรียนการสอนภาษาญี่ปุ่นนอกประเทศญี่ปุ่นในปี ค.ศ. 2021 ซึ่ง

เจแปนฟาวน์เดชั่นส ารวจเป็นประจ าทุก 3 ปี พบว่าประเทศไทยมีผู้เรียนภาษาญี่ปุ่นรวม 183,957 คน จ านวน
ผู้เรียนมีมากเป็นอันดับที่ 5 ของโลก เหตุผลที่ผู้เรียนชาวไทยเลือกศึกษาภาษาญี่ปุ่นมีทั้งจากความชอบ
วัฒนธรรมญี่ปุ่น และจากความจ าเป็นที่ต้องใช้ภาษาญี่ปุ่นในการท างาน  อย่างไรก็ตาม เมื่อดูจ านวนผู้สอน
ภาษาญี่ปุ่นในประเทศไทยพบว่ามีเพียง 2,015 คนเท่านั้น (国際交流基金, 2023) หากน ามาเทียบกับจ านวน
ของผู้เรียนภาษาญี่ปุ่น ท าให้เห็นว่าจ านวนผู้สอนคิดเป็นร้อยละ  1.09 ของผู้เรียนภาษาญี่ปุ่นทั้งประเทศ 
ในภาวะที่ผู้สอนมีจ านวนไม่เพียงพอ ไม่สามารถดูแลผู้เรียนได้อย่างเต็มที่ ผู้วิจัยจึงเล็งเห็นความส าคัญของการ
ผลิตสื่อการสอนภาษาญี่ปุ่นเพ่ือให้ผู้เรียนสามารถเรียนรู้ด้วยตนเองได้ ดังนั้น ในงานวิจัยนี้ผู้วิจัยจึงเลือกศึกษา
เรื่องสื่อการสอนว่าจะมีผลกับการเรียนภาษาญี่ปุ่นมากน้อยเพียงใด 

สื่อการสอนที่ผู้วิจัยเลือกศึกษาในครั้งนี้เป็นสื่อการสอนรูปแบบแอนิเมชันที่ผู้วิจัยจัดท าขึ้นเอง 
เนื่องจากผู้วิจัยได้ตั้งข้อสันนิษฐานไว้ว่าสื่อการสอนรูปแบบแอนิเมชันน่าจะท าให้ผู้เรียนเข้าใจความหมายและ
วิธีการใช้ค าศัพท์หรือไวยากรณ์ต่าง ๆ มากกว่าการสอนผ่านตัวอักษรในหนังสือเรียน หรือภาพนิ่ง เนื่องจาก
การรับข้อมูลความรู้ผ่านหนังสือเรียน ผู้เรียนจะรับข้อมูลผ่านการอ่านเพียงอย่างเดียว แต่การรับข้อมูลความรู้
ผ่านสื่อการสอนรูปแบบแอนิเมชัน ผู้เรียนจะเห็นภาพเคลื่อนไหวและได้ยินเสียงพากย์ อีกทั้งยังอาจมีโอกาส
อ่านข้อมูลไปด้วยในกรณีที่มีบทบรรยายใต้ภาพ (subtitle) เมื่อเปรียบเทียบกับการรับข้อมูลจากหนังสือเรียน 
จะเห็นได้ว่าผู้เรียนจะมีโอกาสท าความเข้าใจความหมายรวมถึงบริบทการใช้ผ่านการมองเห็น การได้ยิน และ
การอ่าน ซึ่งน่าจะช่วยท าให้ผู้เรียนเกิดความเข้าใจ และเห็นภาพว่าควรใช้ค าศัพท์หรือไวยากรณ์นั้น ๆ ใน
สถานการณ์จริงอย่างไรมากขึ้น งานวิจัยในครั้งนี้ ผู้วิจัยเลือกที่จะผลิตสื่อการสอนเกี่ยวกับค าเลียนท่าทาง
ภาษาญี่ปุ่น หรือที่เรียกว่า 擬態語 เนื่องจากค าเลียนท่าทางนั้นสามารถสื่อถึงอารมณ์ ความรู้สึก หรือลักษณะ
การเคลื่อนไหวให้ผู้ฟังเข้าใจและเห็นภาพได้ด้วยค าสั้น ๆ ในการสื่อสารภาษาญี่ปุ่น เช่น ในโฆษณา วรรณกรรม 
การ์ตูน เพลง ฯลฯ มีการใช้ค าเลียนท่าทางอย่างหลากหลาย อย่างไรก็ตาม ส าหรับผู้เรียนภาษาญี่ปุ่น ค าเลียนเสียง
และค าเลียนท่าทางนั้นเป็นค าศัพท์ที่ถูกมองว่าเรียนรู้ได้ยาก อาจเป็นเพราะค าเหล่านี้ไม่เพียงต้องจดจ าค าศัพท์
อย่างเดียว แต่จ าเป็นต้องท าความเข้าใจความรู้สึกนึกคิดของชาวญี่ปุ่นเพ่ือใช้ศัพท์อย่างถูกต้องด้วย  (窪薗, 
2019) อีกท้ัง เมื่อผู้วิจัยได้นึกย้อนถึงการเรียนภาษาญี่ปุ่นในห้องเรียน ผู้วิจัยไม่ค่อยได้รับข้อมูลเกี่ยวกับค าเลียน
ท่าทาง เนื่องจากค าเหล่านี้ปรากฏในหนังสือเรียนน้อยมาก (ศุกิจ รชตะเกษม, 2550) จากเหตุผลดังกล่าว 
ผู้วิจัยจึงเลือกค าเลียนท่าทางเป็นเนื้อหาหลักในการผลิตสื่อการสอนรูปแบบแอนิเมชันและน าไปให้ผู้เรียนและ
ผู้สอนภาษาญี่ปุ่นทดลองใช้จริง เพื่อศึกษาความคิดเห็นของผู้ใช้สื่อและประสิทธิผลของสื่อที่ผู้วิจัยผลิตขึ้น 
โดยในงานวิจัยที่ผ่านมา มีผู้วิจัยเคยศึกษาการใช้สื่อการสอนค าเลียนท่าทางภาษาญี่ปุ่นในรูปแบบแอนิเมชัน
ขนาดสั้นเพ่ือเปรียบเทียบกับหนังสือภาพ พบว่าผู้เรียนเลือกที่จะใช้สื่อการสอนแอนิเมชันขนาดสั้นมากกว่า 
เนื่องจากผู้เรียนรู้สึกว่าสื่อประเภทนี้ท าให้ตนเข้าใจวิธีการใช้ศัพท์ได้มากกว่า (前田他, 2015) ผู้วิจัยจึงต้องการ
พัฒนาสื่อการสอนเพ่ิมเติม โดยสร้างสื่อแอนิเมชันที่มีเรื่องราวและเสียงพากย์ เพ่ือเพ่ิมช่องทางในการรับข้อมูล
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ของผู้เรียน และศึกษาว่าสื่อแอนิเมชันที่มีเนื้อหา การขยับ และเสียงพากย์ จะมีผลต่อการเรียนของผู้เรียน
หรือไม ่

โดยประโยชน์ที่คาดว่าจะได้จากสื่อการสอนนี้ คือ 1) มีสื่อการสอนค าเลียนท่าทางในภาษาญี่ปุ่นที่มี
ประสิทธิภาพ ช่วยให้ผู้เรียนจดจ าค าได้อย่างรวดเร็ว รวมทั้งมีความสนุกสนาน สร้างทัศนคติที่ดีต่อการเรียน
ภาษาญี่ปุ่น 2) ผู้สอนสามารถใช้สื่อประกอบการสอน โดยพัฒนาการเรียนค าศัพท์ค าเลียนท่าทางด้วยสื่อ
แอนิเมชัน และ 3) ผู้เรียนสามารถใช้สื่อเพ่ือเรียนรู้ค าเลียนท่าทางได้ด้วยตนเองอย่างมีประสิทธิผล 

 
งานวิจัยท่ีเกี่ยวข้อง 

ศุกิจ รชตะเกษม (2550) ได้ศึกษาเรื่องค าเลียนท่าทางที่ปรากฏในหนังสือเรียนส าหรับผู้เรียน
ภาษาญี่ปุ่นระดับต้นที่ใช้ในประเทศไทยจ านวน 9 เล่ม พบว่ามีค าเลียนท่าทางเพียง 12 ค าเท่านั้นที่ปรากฏใน
หนังสือเรียนส าหรับผู้เรียนภาษาญี่ปุ่นระดับต้น ได้แก่ きちんと、ぐっすり、うっかり、しっかり、すっかり、

そろそろ、ちゃんと、どんどん、にこにこ、はっきり、びっくり、ゆっくり  
杉浦・石崎 (2003) ได้จัดท าสื่อการสอนค าเลียนเสียงและค าเลียนท่าทางในรูปแบบแอนิเมชันขนาดสั้น

ชื่อ「擬音語擬態語のレストラン」ผา่นระบบ CALL (Computer Assisted Language Learning) และน าไป
ทดลองใช้กับผู้เรียน โดยให้ผู้เรียนท าการทดสอบเกี่ยวกับค าเลียนเสียงและค าเลียนท่าทางก่อนและหลังการใช้สื่อ 
ผลการศึกษาพบว่า ผู้เรียนส่วนใหญ่มีความพึงพอใจในการใช้สื่อ เนื่องจากเป็นสื่อการสอนที่สามารถใช้งานได้ง่าย 
และมีความน่าสนใจ อย่างไรก็ตาม เมื่อศึกษาจุดที่ควรแก้ไขในสื่อการสอน โดยศึกษาจากผลคะแนนการทดสอบ
หลังการใช้สื่อ และความคิดเห็นของผู้เรียน 杉浦・石崎 สรุปว่าสื่อที่ผลิตขึ้นมีจุดที่ควรแก้ไขคือ ควรปรับแก้สื่อ
ให้สามารถเปิดแอนิเมชันของค าเลียนท่าทาง 2 รูปพร้อมกันได้ เพ่ือให้ผู้เรียนสามารถดูเทียบการใช้ค าสองค าที่
มีความหมายใกล้เคียงกันได้ ควรลดปริมาณเนื้อหาที่ไม่จ าเป็นและไม่มีความเกี่ยวข้องกับค าเลียนเสียงและ
ค าเลียนท่าทาง ควรน าค าศัพท์ที่มีความหมายใกล้เคียงกันมาใช้ในประโยคตัวอย่างที่คล้ายกัน เพ่ือน ามา
เปรียบเทียบความแตกต่าง และควรแสดงวิธีการใช้ค าเลียนเสียงและค าเลียนท่าทางต่าง ๆ ในสถานการณ์ที่
หลากหลายมากข้ึน  

前田他 (2015) ได้ทดลองผลิตสื่อการสอนค าเลียนเสียงและค าเลียนท่าทางในรูปแบบหนังสือภาพ
ดิจิทลัที่สามารถเปลี่ยนการเคลื่อนไหวของภาพตามค าศัพท์ที่เลือก และให้ผู้เรียนที่ทดลองใช้สื่อได้ท าแบบทดสอบ
หลังใช้สื่อ ผลการศึกษาพบว่าการเปรียบเทียบค าศัพท์ที่มีความหมายใกล้เคียงกันแต่มีวิธีการใช้ที่แตกต่างกัน 
หรือค าศัพท์ที่มีความหมายตรงข้ามกัน มีผลกับการท าความเข้าใจการใช้ค าศัพท์ของผู้เรียนชาวต่างชาติ 
นอกจากนี้ เมื่อน าสื่อการสอนหนังสือภาพดิจิทัลมาเทียบกับสื่อการสอนที่มีเนื้อหาเดียวกันแต่จัดท าในรูปแบบ
หนังสือภาพนิ่ง พบว่าผู้เรียน 11 คนจาก 12 คนเลือกที่ใช้สื่อการสอนหนังสือภาพดิจิทัลมากกว่าหนังสือภาพนิ่ง 
เพราะหนังสือภาพดิจิทัลมีการเคลื่อนไหว ท าให้สามารถเข้าใจความหมายของค าศัพท์ได้ง่ายกว่าการอ่านหรือ
ฟังค าอธิบายวิธีการใช้ อย่างไรก็ตาม ผู้เรียนที่ทดลองใช้สื่อทั้งสองประเภทได้ให้ความคิดเห็นว่าสื่อหนังสือภาพ
ดิจิทัลน่าจะมีเสียงประกอบค าเลียนท่าทางในภาพ อีกทั้งตัวละครในภาพนั้นไม่มีความโดดเด่น ท าให้ไม่
น่าสนใจ และเข้าใจเรื่องราวได้ยาก 
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西郡・王 (2015) ได้จัดท าสื ่อการสอนค าเลียนเสียงและค าเลียนท่าทางในรูปแบบภาพยนตร์สั ้น 
และน ามาเผยแพร่บนเว็บไซต์「きらきらオノマトペ」 โดยน าค าเลียนเสียงและค าเลียนท่าทางที่เหมาะสม
กับผู้เรียนภาษาญี่ปุ่นระดับต้นถึงระดับกลางจ านวน 70 ค าจาก “รายการค าเลียนเสียงและค าเลียนท่าทาง
พ้ืนฐานที่ควรมีในการศึกษาภาษาญี่ปุ่น” ที่ 三上 (2007) ได้คัดเลือกไว้ และเพ่ิมค าที่เหมาะสมกับสถานการณ์
ที่ใช้จัดท าวีดิทัศน์อีก 2 ค า รวมเป็น 72 ค า 西郡・王 น าค าที่คัดเลือกมาแต่งเป็นบทพูด และจัดท าภาพยนตร์สั้น 
โดยแปลบทพูดภาษาญี่ปุ่นเป็น 4 ภาษา (ภาษาอังกฤษ ภาษาจีน ภาษาเกาหลี และภาษาอินโดนีเซีย) และมี
ค าอธิบายเสริมเกี่ยวกับวิธีการใช้ค าเลียนเสียงและค าเลียนท่าทางนั้น ๆ ในบริบทอ่ืนที่นอกเหนือจากในบทพูดด้วย 
แม้ในงานวิจัยจะไม่ได้ระบุถึงผลลัพธ์ที่ได้จากการใช้สื่อ แต่ก็มีข้อเสนอแนะเกี่ยวกับการสอนที่น่าสนใจ 
เช่น การให้ผู้เรียนกลุ่มหนึ่งฟังเพียงเสียงพูดของสื่อ และให้อีกกลุ่มหนึ่งรับชมสื่อการสอนโดยไม่มีเสียงประกอบ 
และให้ผู้เรียนทั้งสองกลุ่มได้พูดคุยกันถึงเรื่องการใช้ค าเลียนเสียงและค าเลียนท่าทางท่ีถูกต้อง 

จากการศึกษางานวิจัยที่เกี่ยวข้องข้างต้น ผู้วิจัยจึงต้องการทดลองผลิตสื่อการสอนค าเลียนท่าทาง
รูปแบบแอนิเมชันส าหรับผู้เรียนชาวไทยเพ่ือใช้ในการศึกษาด้วยตนเอง โดยน าข้อดีและจุดที่ควรระมัดระวังต่าง ๆ 
ในการผลิตสื่อการสอนแอนิเมชันมาประยุกต์ใช้ในการผลิตสื่อและไปทดลองใช้ เพ่ือศึกษาความคิดเห็นของผู้ใช้
สื่อและประสิทธิผลของสื่อ โดยเมื่อศึกษาข้อดีและข้อควรปรับปรุงของงานวิจัยที่ผ่านมา ผู้วิจัยมุ่งเน้นการสร้าง
สื่อการสอนแอนิเมชันที่มีความยาวที่พอเหมาะ มีบทพูดและตัวละครที่น่าสนใจ มีเสียงพูดและเสียงประกอบ
แอนิเมชัน เพ่ือศึกษาว่าการเพ่ิมความโดดเด่นของตัวละครและเนื้อหาและการเพ่ิมเสียงพากย์ จะมีผลต่อ
การศึกษาค าเลียนท่าทางภาษาญี่ปุ่นหรือไม่ นอกจากนี้ ผู้วิจัยยังเน้นการสร้างสื่อการสอนที่สามารถเปรียบเทียบ
ความแตกต่างของวิธีการใช้ค าเลียนท่าทาง 2 ค าในแต่ละตอนพร้อมกัน เพ่ือศึกษาว่าผู้เรียนจะสามารถเข้าใจ
วิธีการใช้ค าเหล่านี้มากขึ้นหรือไม่ 

 
วัตถุประสงค ์

1. เพ่ือสร้างสื่อการสอนค าเลียนท่าทางที่มีประสิทธิภาพและประสิทธิผล 
2. เพ่ือศึกษาความคิดเห็นของผู้เรียนและผู้สอนเกี่ยวกับประสิทธิภาพของสื่อการสอนค าเลียนท่าทาง 

 
กลุ่มตัวอย่าง 

1. การศึกษาความคิดเห็นเกี่ยวกับสื่อการสอนและค าเลียนท่าทางภาษาญี่ปุ่นจากกลุ่มตัวอย่างจ านวน 
40 คน แบ่งเป็นผู้เรียนจ านวน 37 คน และผู้สอนจ านวน 3 คน 

2. การทดลองใช้สื่อการสอนค าเลียนท่าทางภาษาญี่ปุ่นกับผู้เรียนก่อนและหลังทดลองใช้สื่อการสอน 
มีผู้เรียนให้ความร่วมมือตอบแบบทดสอบก่อนใช้สื่อจ านวน 25 คน และหลังใช้สื่อจ านวน 6 คน 

3. การศึกษาความคิดเห็นที่มีต่อสื่อการสอนค าเลียนท่าทางภาษาญี่ปุ่นในรูปแบบแอนิเมชัน จากผู้เรียนที่
ให้ความร่วมมือจ านวน 7 คน และครูผู้สอน 1 คน  
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ขั้นตอนการด าเนินงานวิจัย 
ในการวิจัยครั้งนี้ ผู้วิจัยต้องการทดลองผลิตสื่อการสอนด้วยตนเองและทดลองใช้จริงกับผู้เรียน 

เพื่อศึกษาว่าหลังการใช้สื่อการสอนแอนิเมชันเพื่อศึกษาเรื่องค าเลียนท่าทาง ผู้เรียนมี ความคิดเห็นเกี่ยวกับ
สื่อการสอนนี้อย่างไร ผู้เรียนมีความเข้าใจในการใช้ค าเลียนท่าทางมากข้ึนหรือไม่ อย่างไร ผู้วิจัยจึงแบ่งข้ันตอน
การด าเนินงานวิจัยเป็น 2 ส่วน ดังนี้ 

1. การจัดท าแบบสอบถามและแบบทดสอบ 
ผู้วิจัยได้สร้างแบบสอบถามและแบบทดสอบเพ่ือเก็บข้อมูล เพ่ือศึกษาว่าการผลิตสื่อการสอนในปัจจุบันมี

ความส าคัญมากน้อยเพียงใด และสื่อการสอนที่ผู้วิจัยได้จัดท าขึ้นมีประสิทธิผลในการเรียนรู้มากน้อยเพียงใด ดังนี้ 
แบบสอบถามเกี่ยวกับสื่อการสอนและค าเลียนท่าทางภาษาญี่ปุ่น 
ก่อนผลิตและทดลองใช้สื่อการสอน ผู้วิจัยได้เก็บข้อมูลของผู้เรียนและครูผู้สอนที่มีความสนใจในการใช้

สื่อการสอน เพ่ือศึกษาความคิดเห็นที่มีต่อค าเลียนท่าทางภาษาญี่ปุ่น และสื่อการสอนภาษาญี่ปุ่นในประเทศไทย 
- ข้อมูลส่วนตัว : ในส่วนนี้ ผู้วิจัยได้รวบรวมข้อมูลส่วนตัวของผู้เรียนและครูผู้สอน เช่นประวัติ

การศึกษาภาษาญี่ปุ่น ระดับความรู้ภาษาญี่ปุ่น  
- ความคิดเห็นที่มีต่อค าเลียนท่าทางภาษาญี่ปุ่น : แบบส ารวจส่วนนี้ มีเพ่ือศึกษาว่าผู้เรียนและ

ครูผู้สอนภาษาญี่ปุ่นในประเทศไทย มีความคุ้นเคยและมีความคิดเห็นเกี่ยวกับค าเลียนท่าทางหรือไม่ อย่างไร 
เช่น ความส าคัญของค าเลียนท่าทางในความคิดเห็นของผู้เรียน จ านวนครั้งที่พบเห็นการใช้ค าเลียนท่าทางใน
ชีวิตประจ าวัน สื่อการสอนที่เคยน ามาใช้ศึกษาค าเลียนท่าทาง เป็นต้น  

- มุมมองและความคิดเห็นเกี่ยวกับสื่อการสอนภาษาญี่ปุ่น : งานวิจัยชิ้นนี้มีเป้าหมายในการศึกษา
การใช้สื่อการสอนค าเลียนท่าทาง ดังนั้น การศึกษาว่าผู้เรียนนั้นมีความคุ้นเคยและมีประสบการณ์การใช้ค า
เลียนท่าทางในภาษาญี่ปุ่นหรือไม่จึงมีความส าคัญ นอกจากนี้ แบบส ารวจนี้ยังใช้ศึกษาว่าการสอนค าเลียนท่าทาง
ในห้องเรียนภาษาญี่ปุ่นนั้นไม่เพียงพออย่างที่งานวิจัยที่ผ่านมาได้ระบุหรือไม่  

โดยแบบสอบถามนี้ เป็นแบบสอบถามแบบมาตรวัด 5 ระดับแบบมาตรวัดของลิเคิร์ท แบ่งเป็น 1 (ไม่เห็นด้วย
เป็นอย่างยิ่ง), 2 (ไม่เห็นด้วย), 3 (ปานกลาง), 4 (เห็นด้วย), 5 (เห็นด้วยเป็นอย่างยิ่ง) 

เมื่อรวบรวมแบบสอบถามแล้ว ผู้วิจัยได้แปลผล โดยก าหนดช่วงคะแนนของค่าเฉลี่ย ดังนี้ 
คะแนนเฉลี่ย 4.50 – 5.00 หมายถึง เห็นด้วยในระดับมากที่สุด 
คะแนนเฉลี่ย 3.50 – 4.49 หมายถึง เห็นด้วยในระดับมาก 
คะแนนเฉลี่ย 2.50 – 3.49 หมายถึง เห็นด้วยในระดับปานกลาง 
คะแนนเฉลี่ย 1.50 – 2.49 หมายถึง เห็นด้วยในระดับน้อย 
คะแนนเฉลี่ย 1.00 – 1.49 หมายถึง เห็นด้วยในระดับน้อยที่สุด 

แบบทดสอบความรู้เรื่องค าเลียนท่าทางก่อนและหลังใช้สื่อการสอน 
นอกเหนือจากการผลิตสื่อการสอน การศึกษาเรื่องประสิทธิผลของสื่อการสอนก็เป็นหนึ่งในจุดประสงค์

ของการวิจัยในครั้งนี้ ผู้วิจัยจึงได้สร้างแบบทดสอบความรู้เรื่องค าเลียนท่าทางเพ่ือศึกษาว่าหลังใช้สื่อการสอน 
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ผู้เรียนมีความเข้าใจในการใช้ค าเลียนท่าทางมากขึ้นหรือไม่ โดยอ้างอิงประโยคตัวอย่างการใช้ค าเลียนท่าทาง
จากงานวิจัยของ 三上 (2007) มาแต่งเป็นโจทย์ค าถาม 20 ข้อ โดยใช้ค าเลียนท่าทางที่ปรากฎในสื่อการสอน
ทั้งหมด 

ในแบบทดสอบแต่ละข้อ ผู้วิจัยได้น าค าเลียนท่าทางที่มีความใกล้เคียงกับค าตอบของโจทย์มาใส่ใน
ตัวเลือก เพ่ือศึกษาว่าหลังใช้สื่อ ผู้เรียนสามารถแยกแยะค าเลียนท่าทางท่ีคล้ายคลึงกันได้หรือไม่  

 

ตัวอย่างค าถามในแบบทดสอบ 

 

2. การจัดท าสื่อการสอนค าเลียนท่าทางในรูปแบบแอนิเมชัน 
การผลิตสื่อการสอน เป็นหนึ่งในเป้าหมายในการท างานวิจัยในครั้งนี้ ผู้วิจัยได้มุ่งเน้นไปที่การผลิตสื่อ

การสอนที่ผู้เรียนสามารถใช้ศึกษาได้ด้วยตนเองนอกห้องเรียน และสามารถเปิดใช้สื่อได้ผ่านอินเทอร์เน็ต เพ่ือที่
ผู้เรียนจะได้ใช้ศึกษาผ่านคอมพิวเตอร์ โทรศัพท์มือถือ หรือแทบเล็ต โดยมีขั้นตอนในการผลิตดังต่อไปนี้ 

การคัดเลือกค าท่ีน ามาใช้ในสื่อการสอน 
ผู้วิจัยได้เลือกใช้ค าเลียนท่าทางจาก “รายการค าเลียนเสียงและค าเลียนท่าทางพ้ืนฐานที่ควรมีใน

การศึกษาภาษาญี่ปุ่น” จากงานวิจัยของ 三上 (2007) ซึ่งมีท้ังหมด 70 ค า ดังนี้ 
 
ตารางท่ี 1 รายการค าเลียนเสียงและค าเลียนท่าทางพ้ืนฐานที่ควรมีในการศึกษาภาษาญี่ปุ่น 
 
 

 
จากรายการค าศัพท์ในตารางที่ 1 ผู้วิจัยได้คัดเลือกค าเลียนท่าทางออกมาบางส่วน โดยมีเกณฑ์ในการ

คัดเลือก คือ 1) เป็นค าเลียนท่าทางที่ถูกจัดอยู่ในหมวดค าแสดงลักษณะของสิ่งมีชีวิต (擬容語) หรือเป็นค าที่

 

昨日（きのう）の夜（よる）、地震（じしん）があった。窓（まど）が＿＿＿揺（ゆ）れて、本棚（ほんだな）から本

（ほん）も落（お）ちてきたので、少（すこ）し怖（こわ）かった。 

・がっかり (ค าที่มีรูปค าใกล้เคียงกัน)               ・ふらふら (ค าท่ีมีทิศทางการขยับใกล้เคียงกัน) 
・ぶるぶる (ค าท่ีมีความหมายใกล้เคียงกัน)      ・がたがた (ค าตอบที่ถูกต้อง) 
 

あっさり いらいら うっかり うろうろ うんざり がたがた 

がっかり がやがや からから がんがん きちんと ぎっしり 

きらきら ぎりぎり ぐっすり ぐっと くるくる ぐるぐる 

げらげら こっそり ごろごろ ざあざあ さっさと さっと 

ざっと さっぱり さらさら しっかり じっくり じっと 

じろじろ すっかり すっきり すっと すらすら ずらり 

そっくり そっと そろそろ ぞろぞろ たっぷり ちゃんと 

どきどき どっと どんどん にこにこ のろのろ のんびり 

ばたばた はっきり ばったり はっと ぱっと はらはら 

ばらばら ぴかぴか びっくり ぴったり ふと ふらふら 

ぶらぶら ぶるぶる ふわふわ ぺこぺこ ぺらぺら ほっと 

ぼんやり めちゃくちゃ ゆっくり わくわく   
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แสดงสภาพจิตใจของสิ่งมีชีวิต (擬情語) และ 2) เป็นค าศัพท์ที่ถูกจัดอยู่ในภาษาญี่ปุ่นเทียบเท่ากับความรู้การสอบ
วัดระดับภาษาญี่ปุ่น (JLPT) ระดับ N4 ถึง N3 

จากเกณฑ์ข้างต้น ผู้วิจัยได้คัดเลือกค าออกมาจ านวน 17 ค า เป็นค าแสดงลักษณะของสิ่งมีชีวิต 8 ค า 
คือ にこにこ、ふらふら、ぶらぶら、うろうろ、ぐっすり、ぶるぶる、がたがた、ぱっと และค าแสดง
สภาพจิตใจของสิ่งมีชีวิต 9 ค า คือ どきどき、わくわく、いらいら、はっと、ほっと、すっきり、うっかり、

うんざり และ がっかり 

หลังจากนั้น ผู้วิจัยได้เพ่ิมเติมค าเลียนท่าทางที่ไม่ได้อยู่ในรายการ แต่มีความหมายที่ใกล้เคียงกัน หรือ
ใช้ในสถานการณ์ท่ีคล้ายคลึงกัน หรือมีรูปค าที่ใกล้เคียงกันอีก 4 ค า คือ にやにや、そわそわ、ぐったり、むかむか 

และน าค าที่มีวิธีการใช้ ความหมาย หรือรูปค าที่ใกล้เคียงกันมาจัดกลุ่มเพ่ือน ามาผลิตสื่อการสอนตอนละ 2-3 ค า 
โดยแบ่งเป็นกลุ่มดังตารางที ่2 
 
ตารางท่ี 2 กลุ่มค าเลียนท่าทางท่ีน ามาใช้ในสื่อการสอนจ านวน 10 กลุ่ม 

 ค าศัพท์ ประเภทของค าศัพท์ เกณฑ์ในการจับกลุม่ 

1 
うろうろ ค าแสดงลักษณะ 

ลักษณะท่าทางใกลเ้คียงกัน 
そわそわ ค าแสดงลักษณะ 

2 
ふらふら ค าแสดงลักษณะ รูปค าใกล้เคียงกัน ค ากริยาที่ใช้ร่วมเป็น 

ค าเดียวกัน ぶらぶら ค าแสดงลักษณะ 

3 
いらいら ค าแสดงสภาพจิตใจ 

สถานการณ์ที่ใช้ใกล้เคียงกัน 
むかむか ค าแสดงสภาพจิตใจ 

4 
うんざり ค าแสดงสภาพจิตใจ 

สถานการณ์ที่ใช้ใกล้เคียงกัน 
がっかり ค าแสดงสภาพจิตใจ 

5 
にこにこ ค าแสดงลักษณะ 

ความหมายใกล้เคียงกัน 
にやにや ค าแสดงลักษณะ 

6 
どきどき ค าแสดงสภาพจิตใจ 

สถานการณ์ที่ใช้ใกล้เคียงกัน 
わくわく ค าแสดงสภาพจิตใจ 

7 
ぐったり ค าแสดงลักษณะ 

รูปค าใกล้เคียงกัน 
ぐっすり ค าแสดงลักษณะ 

8 
ぶるぶる ค าแสดงลักษณะ 

ลักษณะท่าทางและความหมายคลา้ยกัน 
がたがた ค าแสดงลักษณะ 

9 
すっきり ค าแสดงสภาพจิตใจ 

ความหมายใกล้เคียงกัน 
うっかり ค าแสดงสภาพจิตใจ 

10 
ほっと ค าแสดงสภาพจิตใจ 

รูปค าใกล้เคียงกัน はっと ค าแสดงสภาพจิตใจ 

ぱっと ค าแสดงลักษณะ 
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การร่างและออกแบบเนื้อหาสื่อการสอน 
หลังจากคัดเลือกค าเลียนท่าทางที่ใช้ในสื่อการสอนแล้ว ผู้วิจัยได้น าค าศัพท์มาแต่งบทสนทนา โดยน า

ข้อควรระวังต่าง ๆ ที่พบในงานวิจัยก่อนหน้ามาใช้เป็นเกณฑ์ในการเขียนบทดังนี้ 
- เนื้อเรื่องและตัวละครที่ใช้ในสื่อการสอน ควรเป็นเนื้อหาที่ผู้เรียนชาวไทยสามารถท าความคุ้นเคยได้ง่าย 

เช่น บทสนทนาทั่วไปในชีวิตประจ าวัน ไม่ใช้เรื่องราวที่ยากต่อการท าความเข้าใจ หรือห่างไกลจากกลุ่มผู้เรียน
มากเกินไป เพราะจะท าให้ความน่าสนใจลดลง 

- ระดับภาษาของไวยากรณ์และค าศัพท์ที่ปรากฏในบทสนทนา ไม่ควรยากจนเกินไป เพ่ือที่ผู้เรียนภาษาญี่ปุ่น
ทุกระดับจะสามารถใช้สื่อได้ ผู้วิจัยจึงก าหนดขอบเขตไว้ที่ระดับ N4-N3 หรือเทียบเท่า 

- ระวังไม่ให้มีเนื้อหาที่ไม่เก่ียวข้องกับค าเลียนท่าทางที่ต้องการน าเสนอมากจนเกินไป มิฉะนั้นอาจท าให้
ผู้เรียนไม่ได้รับข้อมูลเกี่ยวกับเรื่องการใช้ค าเลียนท่าทางเท่าที่ควร 

- ไม่ใช้จ านวนตัวละครที่มากเกินความจ าเป็น เพ่ือที่จะไม่ก่อความสับสนให้กับผู้เรียน 
- บทพูดและท่าทางของตัวละคร ต้องสามารถสื่อความแตกต่างระหว่างค าเลียนท่าทางอย่างน้อยสอง

ค าท่ีปรากฏในสื่อการสอนตอนเดียวกันได้ 
ผู้วิจัยเลือกใช้เนื้อหาและภาษาที่ง่ายต่อความเข้าใจ ไม่มีความซับซ้อนมากจนเกินไป และก าหนด

สถานการณ์ที่ไม่ไกลตัวผู้เรียน เพ่ือให้สื่อการสอนมีความน่าสนใจ ท าให้ผู้เรียนอยากใช้งานต่อ โดยมีเนื้อเรื่อง
และตัวละครดังนี้ 

 

สื่อการสอนแอนิเมชัน “โอโนมาโตเป๊ะ !” 
เนื้อเรื่อง 

ปลา ผู้เรียนภาษาญี่ปุ่นชาวไทยเดินทางไปยังประเทศญี่ปุ่นเป็นครั้งแรก เพ่ือไปเที่ยวและพักอาศัยที่
บ้านของโอโนะ เพ่ือนชาวญี่ปุ่นที่เคยรู้จักตอนที่เรียนอยู่ชั้นปีที่ 1 
 

ตัวละคร 
ปลา - นักศึกษามหาวิทยาลัยชั้นปีที่ 2 หลังจากได้รู้จักกับโอโนะผ่านโครงการแลกเปลี่ยนนักศึกษา 

ก็ได้พูดคุยกันทางออนไลน์เป็นระยะเวลา 1 ปี จนสนิทกัน ในบทแรกของสื่อการสอน ปลาก าลังจะไปเที่ยว
ประเทศญี่ปุ่นเป็นครั้งแรก และได้สัญญากับโอโนะว่าจะไปพักที่บ้าน และไปเที่ยวด้วยกัน 

โอโนะ – นักศึกษามหาวิทยาลัยชั้นปีที่ 4 เคยอาศัยอยู่ที่ประเทศไทยผ่านโครงการแลกเปลี่ยนระยะสั้น 
และได้รู้จักกับปลา ก่อนจะกลับไปประเทศญี่ปุ่น เธอเคยบอกกับปลาไว้ว่าหากมาเที่ยวที่ประเทศญี่ปุ่น สามารถ
มาพักท่ีอพาร์ทเมนต์ และจะพาไปเที่ยวด้วย 
(ประวัติของตัวละครข้างต้น มีไว้เพ่ือท าความเข้าใจความสัมพันธ์ของตัวละครสองคนเท่านั้น ไม่ได้น ามาใช้ใน
บทพูดของสื่อการสอนทั้งหมด) 
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จากเกณฑ์การเขียนบทของสื่อการสอนและเนื้อหาดังกล่าว ผู้วิจัยได้เขียนบท และขอให้ครูผู้สอน  
ชาวญี่ปุ่นตรวจสอบและปรับแก้ภาษาญี่ปุ่นให้มีความยากง่ายในระดับที่เหมาะสม การใช้ภาษาไม่มีความซับซ้อน
จนเกินไป ดังตัวอย่างบทสนทนาด้านล่าง  

 
③ いらいら・むかむか 

・街を歩いている 2 人に突然むかむかしているように見えるサラリーマンがぶつかってきた。 

そのせいでいらいらしてしまうプラー 

 

（歩きながら楽しく喋っている 2 人） 

プラー「次はどこに行く？」 

小野「あのお店はどう？」 

（サラリーマンにぶつかってきたが、サラリーマンが謝らない。それどころか文句を言ってきた。） 

サラリーマン「チッ。こっちがむかむかしているのに邪魔だな。」 

プラー「なんですって！」 

（サラリーマンが去った） 

プラー「あぁ！なんだよあの人は！思い出すだけでいらいらしてしまう！」 

小野「落ち着いて。考えてもただいらいらするだけだし。それに彼は具合が悪そうだったから本当

にむかむかしているかもしれないよ」 

プラー「確かにそうだね。まあ、ほうっておこうか。」 

 

イライラ - 思うようにならなかったり、ある事を気にしたりして気持ちが落ち着かなくなり、腹立

たしくなる心理状態。表情、身ぶりに現れることが多い。 

ムカムカ - 吐き気がするようす。また、吐き気がするほどしゃくにさわったり、不愉快に感じたり

するようす。 
 

สื่อการสอนแต่ละตอนมีความยาว 1 นาทีถึง 1 นาที 30 วินาที จ านวน 10 ตอน เนื้อหาในแต่ละตอน
แบ่งเป็น 3 ส่วน คือ  

- Opening ส่วนแรก แสดงค าศัพท์ให้เห็นว่าสื่อที่ก าลังรับชมจะสอนค าว่าอะไร 
- Main Part ส่วนที่สอง แอนิเมชันขนาดสั้นที่แสดงให้เห็นวิธีการใช้ค าเลียนท่าทางผ่านบทสนทนา

และท่าทางของตัวละคร ความยาวประมาณ 45 วินาที บทพูดประมาณ 8-12 ประโยค 
- Ending ส่วนสุดท้าย สรุปวิธีการใช้ ความหมายของค าเลียนท่าทางแต่ละค า พร้อมทั้งน าเสนอ

ประโยคตัวอย่างการใช้เพิ่มเติมซึ่งแตกต่างจากประโยคในแอนิเมชัน  
ขั้นตอนการน าเสนอวิธีการใช้ค าเลียนท่าทางข้างต้น ผู้วิจัยได้อ้างอิงการอธิบายวิธีการใช้ค าเลียน

ท่าทางในสื่อการสอนจากงานวิจัยของ 三上 (2007) ซึ่งมี 3 ขั้นตอนคือ 1) แสดงวิธีการใช้ค าเลียนท่าทาง 
2) แสดงประโยคตัวอย่าง พร้อมอธิบายความหมายของบริบท และ  3) แสดงบทสนทนาที่มีการใช้ค าเลียน
ท่าทาง อย่างไรก็ตาม ผู้วิจัยได้สลับล าดับการน าเสนอเนื้อหาโดยน าข้อที่  3 ขึ้นก่อน เพ่ือให้สื่อการสอนดู
น่าสนใจ และน าค าอธิบายวิธีใช้และประโยคตัวอย่างไว้ในช่วงท้ายของสื่อการสอนแทน 

การสร้างและตัดต่อแอนิเมชัน 
เมื่อบทพูดของสื่อการสอนเสร็จสมบูรณ์ ผู้วิจัยได้ด าเนินการสร้างสื่อแอนิเมชัน โดยการวาดภาพประกอบ

และน ามาตัดต่อรวมกับเสียงพากย์และดนตรี วิธีการสร้างส่วนประกอบแต่ละส่วนของสื่อการสอนแอนิเมชัน 
มีขั้นตอนดังต่อไปนี้ 
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- ภาพประกอบ/แอนิเมชัน 
ในแอนิเมชันแต่ละฉากนั้น ประกอบด้วย 2 ส่วนหลัก คือตัวละคร และฉากหลัง ผู้วิจัยได้ใช้

โปรแกรมวาดรูปบนคอมพิวเตอร์ โดยเน้นไปที่การใช้ลายเส้นภาพที่ เรียบง่าย และใช้สีที่สว่างสดใส ไม่มืดหม่น 
เพ่ือที่จะได้ดึงดูดความสนใจของผู้เรียน แต่ขณะเดียวกันก็ไม่ใช้สีที่โดดเด่นมากจนเกินไป โดยโทนสีที่ใช้คือสี
เหลือง สีส้ม และสีเขียว 

ในการวาดท่าทางการขยับตัวของตัวละครแต่ละตัว ผู้วิจัยได้วาดแอนิเมชันให้มีการขยับตัวที่
เกินความเป็นจริงเล็กน้อย เช่นความเร็วในการขยับเร็วหรือช้ากว่าปกติหรือวงกว้างของการขยับตัวกว้างกว่า
ปกติ เพ่ือให้ผู้เรียนสามารถเห็นความแตกต่างของท่าทางการขยับของค าเลียนท่าทางสองค า 

ส าหรับค าเลียนท่าทางที่อยู่ในหมวดค าแสดงสภาพจิตใจ แม้ในชีวิตจริงชาวญี่ปุ่นจะไม่ได้ขยับ
ท่าทางเพ่ือแสดงสภาพจิตใจของตนเอง แต่การแสดงท่าทางที่มากกว่าในชีวิตจริงเพ่ือแสดงความรู้สึกก็เป็นหนี่ง
ในจุดเด่นของสื่อแอนิเมชัน เช่นการกระทืบเท้าเพ่ือแสดงความโมโห การยกมือขึ้นทั้งสองข้างเพ่ือแสดงความดีใจ 
ในสื่อการสอนชิ้นนี้ก็ใช้วิธีการนี้เพ่ือสื่อความหมายของค าเลียนท่าทางเช่นเดียวกัน 

- เสียงพากย์ในแอนิเมชัน 
ส าหรับเสียงพูดของตัวละครในแอนิเมชัน ผู้วิจัยได้ความร่วมมือจากนักเรียนระดับมัธยมต้น

ชาวญี่ปุ่นที่มาช่วยพากย์ตัวละครทั้งสองตัว โดยในการพากย์เสียงในสื่อการสอน ผู้วิจัยได้เน้นเรื่องที่ต้อง
พึงระวัง โดยอ้างอิงข้อพึงระวังในการเลือกใช้สื่อวีดิทัศน์ของ 石田 (1995) บางส่วน คือ 1) ไม่ควรดัดเสียงมาก
จนเกินไป 2) พยายามพากย์ให้เป็นส าเนียงมาตรฐาน ไม่ใส่ส าเนียงท้องถิ่นมากจนเกินไป  

นอกจากนี้ เนื่องจากเป็นการพากย์เสียงเพ่ือใช้ในสื่อการสอนภาษา นักพากย์จึงต้องพากย์เสียง
บทสนทนาให้ช้ากว่าปกติเล็กน้อย เพ่ือให้ผู้เรียนภาษาญี่ปุ่นที่ยังไม่มีประสบการณ์การฟังบทสนทนาภาษาญี่ปุ่น
มากพอ สามารถท าความเข้าใจได้มากขึ้น 

เมื่อส่วนประกอบของสื่อแอนิเมชันทั้งสองส่วนเสร็จสมบูรณ์ ผู้วิจัยจึงน าทั้งสองส่วนนี้มาประกอบกัน
ผ่านโปรแกรมตัดต่อวีดิโอ และใส่ตัวอักษรที่ใช้แสดงค าเลียนท่าทางหรือเอฟเฟ็กต์อ่ืน ๆ ที่จ าเป็นเพ่ิมเติม เช่น
การสั่นไหว แสงเงา เป็นต้น หลังจากนั้น ผู้วิจัยได้น าสื่อการสอนค าเลียนท่าทางในรูปแบบแอนิเมชัน “โอโนมา
โตเป๊ะ !” 10 ตอน มาเผยแพร่บน Youtube และให้ผู้เรียนและผู้สอนได้ทดลองใช้สื่อ พร้อมแสดงความคิดเห็น
หลังใช้สื่อ (https://www.youtube.com/playlist?list=PLU_vpxPmBIDRxuhroeE86z2MF3iBd4pqu) 

ผู้วิจัยได้ให้ผู้เรียนที่สนใจทดลองใช้สื่อท าแบบสอบถามและแบบทดสอบก่อนทาง Google Forms 
หลังจากนั้นเมื่อผู้เรียนได้ใช้สื่อการสอนแล้ว ผู้วิจัยให้ผู้เรียนท าแบบทดสอบอีกชุดที่มีเนื้อหาเดียวกันกับ
แบบทดสอบชุดแรก และน าคะแนนมาเปรียบเทียบ เพ่ือศึกษาประสิทธิผลจากการใช้สื่อการสอนว่ามีความ
เปลี่ยนแปลงในทางที่ดีขึ้นหรือไม่ โดยสังเกตจากคะแนนโดยรวม และความเปลี่ยนแปลงในการเลือกค าตอบ
ของแต่ละข้อ โดยให้ผู้เรียนท าแบบทดสอบหลังใช้สื่อตามเวลาที่สะดวก โดยผู้เรียนส่วนใหญ่ที่ให้ความร่วมมือ 
ท าแบบทดสอบหลังจากเริ่มใช้สื่อการสอนประมาณ 1 สัปดาห์ 
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ผลการวิจัยและอภิปรายผล 
1. ผลจากแบบสอบถามความคิดเห็นเกี่ยวกับค าเลียนท่าทางภาษาญี่ปุ่นและสื่อการสอนภาษาญี่ปุ่น 

ผู้ตอบแบบสอบถามรวม 40 คน แบ่งเป็นผู้เรียนจ านวน 37 คน และผู้สอน 3 คน สรุปผลได้ ดังนี้ 
1.1 ความคิดเห็นเกี่ยวกับค าเลียนท่าทางภาษาญี่ปุ่น 
การส ารวจความคิดเห็นของผู้เรียนภาษาญี่ปุ่นชาวไทยและครูผู้สอนภาษาญี่ปุ่นที่มีต่อค าเลียนท่าทาง

ภาษาญี่ปุ่น สามารถสรุปผลได้ตามตารางท่ี 3  
 
ตารางท่ี 3 ความคิดเห็นที่มีต่อค าเลียนท่าทางภาษาญี่ปุ่น 

 
เมื่อสอบถามผู้เรียนเกี่ยวกับความคิดเห็นและความรู้สึกที่มีต่อค าเลียนท่าทาง พบว่าผู้เรียนคิดว่าค า

เลียนท่าทางมีความจ าเป็นในการใช้ภาษาญี่ปุ่นในระดับมาก ค่าเฉลี่ยเท่ากับ 4.21 โดยผู้เรียนเคยพบเห็นการใช้
ค าเลียนท่าทางนอกห้องเรียน มากกว่าในห้องเรียน หรือในหนังสือเรียน เช่น ในบทสนทนากับชาวญี่ปุ่น สื่อ
ต่าง ๆ นอกจากนี้ ผู้เรียนมีความสนใจที่จะศึกษาค าเลียนท่าทางภาษาญี่ปุ่นในระดับมาก ค่าเฉลี่ยเท่ากับ 4.18 
ดังนั้น การผลิตสื่อการสอนค าเลียนท่าทางเพ่ือให้ผู้เรียนสามารถศึกษาเพ่ิมเติมได้ด้วยตนเองจึงน่าจะเป็น
หนทางที่ดีในการสนับสนุนการเรียนภาษาญี่ปุ่น เพ่ือน าไปใช้ในสถานการณ์จริงได ้

ในขณะเดียวกัน เมื่อสอบถามผู้สอน 3 คนเกี่ยวกับความคิดเห็นและความรู้สึกที่มีต่อค าเลียนท่าทาง 
พบว่าผู้สอนคิดว่าค าเลียนท่าทางมีความจ าเป็นในภาษาญี่ปุ่นในระดับมากที่สุด โดยมีค่าเฉลี่ยสูงถึง  4.66 
นอกจากนั้นผู้สอนยังรู้สึกว่าตนเคยพบค าเลียนท่าทางในบทสนทนากับชาวญี่ปุ่น หรือสื่อต่าง ๆ โดยมีค่าเฉลี่ยถึง 
5.00 ในขณะที่ผู้สอนเห็นด้วยในระดับมากว่าเคยพบเห็นค าเลียนท่าทางในหนังสือเรียนค่าเฉลี่ยเท่ากับ  4.00 
หากเทียบกับผู้เรียนแล้ว ผู้สอนมีประสบการณ์ในการเรียนและการใช้ภาษาญี่ปุ่นมากกว่า ความคิดเห็นของ
ผู้สอนสะท้อนให้เห็นว่าการเรียนรู้ค าเลียนท่าทางมีความส าคัญส าหรับผู้เรียนภาษาญี่ปุ่นชาวไทย 

1.2 มุมมองและความคิดเห็นเกี่ยวกับสื่อการสอนภาษาญี่ปุ่น 
จากแบบสอบถามเรื่องความคิดเห็นเกี่ยวกับสื่อการสอนภาษาญี่ปุ่น สามารถสรุปผลได้ตามตารางที ่4 

 

ประเด็นความคดิเห็น กลุ่มตัวอย่าง ค่าเฉลี่ย (�̅�) ระดับความคิดเห็น 

คุณคิดว่าค าเลียนท่าทางภาษาญี่ปุ่นมีความจ าเป็นในการ
ใช้ภาษาญี่ปุ่น 

ผู้เรยีน 4.21 เห็นด้วยในระดับมาก 
ผู้สอน 4.66 เห็นด้วยในระดับมากที่สุด 

คุณเคยพบเห็นค าเลียนท่าทางภาษาญี่ปุ่นระหว่างการ
เรียนภาษาญี่ปุ่น เช่นในหนังสือเรียน 

ผู้เรยีน 3.97 เห็นด้วยในระดับมาก 
ผู้สอน 4.00 เห็นด้วยในระดับมาก 

คุณเคยพบเห็นค าเลียนท่าทางภาษาญี่ปุ่นนอกห้องเรียน 
(เช่น ระหว่างสนทนากับชาวญี่ปุ่น สื่อมีเดียต่าง ๆ) 

ผู้เรยีน 4.35 เห็นด้วยในระดับมาก 

ผู้สอน 5.00 เห็นด้วยในระดับมากทีสุ่ด 

คุณมีความสนใจที่จะศึกษาค าเลียนท่าทางภาษาญี่ปุ่น 
ผู้เรยีน 4.18 เห็นด้วยในระดับมาก 

ผู้สอน 5.00 เห็นด้วยในระดับมากทีสุ่ด 
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ตารางท่ี 4 ค่าเฉลี่ยความคิดเห็นที่มีต่อสื่อการสอนภาษาญี่ปุ่น 

 
จากตารางที่ 4 พบว่าผู้เรียนเห็นความส าคัญในการศึกษาภาษาญี่ปุ่นนอกจากในห้องเรียนในระดับ

มากที่สุด ค่าเฉลี่ย 4.67 นอกจากนี้ ผู้เรียนยังเห็นความส าคัญในการใช้สื่อการสอนเพ่ือศึกษาภาษาญี่ปุ่น และ
สื่อการสอนมีผลต่อแรงจูงในในการเรียนภาษาญี่ปุ่นในระดับมากที่สุด โดยมีค่าเฉลี่ย 4.67 และ 4.59 ตามล าดับ 
อย่างไรก็ตาม ผู้เรียนเห็นด้วยในระดับปานกลางเกี่ยวกับสื่อการสอนภาษาญี่ปุ่นในประเทศไทยในปัจจุบันมี
จ านวนเพียงพอ ค่าเฉลี่ยเท่ากับ 2.97 

ในขณะเดียวกัน เมื่อสอบถามครูผู้สอนภาษาญี่ปุ่น 3 คนเกี่ยวกับความคิดเห็นที่มีต่อสื่อการสอน พบว่า
ในขณะที่ผู้สอนเห็นว่าสื่อการสอนมีความจ าเป็นในการเรียน แต่สื่อการสอนที่ใช้ในประเทศไทยนั้นไม่เพียงพอ 
แม้จะรวมสื่อท่ีน าเข้าจากประเทศญี่ปุ่นแล้วก็ตาม 

นอกจากนี้ ผู้วิจัยได้สอบถามถึงสื่อการสอนที่ผู้เรียนและครูผู้สอนเคยเลือกใช้ในการเรียนการสอน
ภาษาญี่ปุ่น พบว่าผู้เรียนและครูผู้สอนร้อยละ 76.3 เคยใช้สื่อมีเดียในรูปแบบดนตรีเพ่ือศึกษาภาษาญี่ปุ่นเพ่ิมเติม 
และร้อยละ 73.7 เคยใช้สื่อมังงะและแอนิเมชันในการศึกษาภาษาญี่ปุ่น 

ผู้วิจัยได้สอบถามเพ่ิมเติมว่าผู้เรียนและครูผู้สอนเคยเลือกใช้สื่อการสอนใดในการเรียนเรื่องค าเลียน
ท่าทางภาษาญี่ปุ่น พบว่าผู้เรียนและครูผู้สอนเคยใช้สื่อหลากหลายรูปแบบ และมีผลที่ต่างกัน ดังตารางที ่5 
 
ตารางท่ี 5 ความคิดเห็นเกี่ยวกับสื่อรูปแบบต่าง ๆ ที่ใช้ในการศึกษาค าเลียนท่าทาง 

รูปแบบสื่อการสอน ความคิดเห็น และความรูส้ึกหลังการใช้สื่อ 

สื่อท่ีมีภาพ เช่นรูปภาพที่แสดงท่าทางและ
อารมณ์ หรือการด์ภาพ 

- มีผลต่อแรงจูงใจปานกลาง 
- คิดว่ามีผล เพราะท าให้จินตนาการสถานการณ์และท าความเข้าใจ

ความหมายของค าได้มากกว่าตัวอกัษร 

วีดิทัศน์ เช่นแอนิเมชัน หรือวีดิทัศน์ 
บน Youtube ละคร 

- มีผลมาก สามารถจดจ าได้มากข้ึนหากเป็นภาพเคลื่อนไหว 
- ท าให้เห็นสถานการณ์ที่ใช้จริง และเข้าใจวิธีใช้ 

ประเด็นความคดิเห็น กลุ่มตัวอย่าง ค่าเฉลี่ย (�̅�) ระดับความคิดเห็น 

คุณคิดว่าการศึกษาภาษาญี่ปุ่นเพิ่มเติมด้วยตนเอง
นอกเหนือจากในช้ันเรียน มีความจ าเป็น 

ผู้เรยีนภาษาญี่ปุ่น 4.67 เห็นด้วยในระดับมากทีสุ่ด 
ครูผูส้อนภาษาญี่ปุ่น 5.00 เห็นด้วยในระดับมากทีสุ่ด 

คุณคิดว่าสื่อการเรียนการสอนมีความจ าเป็นใน
การศึกษาภาษาญี่ปุ่น 

ผู้เรยีนภาษาญี่ปุ่น 4.67 เห็นด้วยในระดับมากทีสุ่ด 
ครูผูส้อนภาษาญี่ปุ่น 4.00 เห็นด้วยในระดับมาก 

คุณคิดว่าสื่อการเรียนการสอนภาษาญี่ปุ่นที่ใช้ใน
ประเทศไทยในปัจจุบันมีจ านวนเพียงพอ (รวมสื่อ 
ที่ผลิตขึ้นในประเทศไทย และสื่อที่น ามาจาก
ประเทศญี่ปุ่น) 

ผู้เรยีนภาษาญี่ปุ่น 2.97 เห็นด้วยในระดับปานกลาง 

ครูผูส้อนภาษาญี่ปุ่น 2.30 เห็นด้วยในระดับน้อย 

คุณคิดว่าสื่อการเรียนการสอนมีผลต่อแรงจูงใจใน
การเรียนของตนเอง 

ผู้เรยีนภาษาญี่ปุ่น 4.59 เห็นด้วยในระดับมากทีสุ่ด 
ครูผูส้อนภาษาญี่ปุ่น 5.00 เห็นด้วยในระดับมากทีสุ่ด 
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รูปแบบสื่อการสอน ความคิดเห็น และความรูส้ึกหลังการใช้สื่อ 

- สร้างแรงกระตุ้นในการเรียน 
- ไม่ค่อยมผีล 

เพลง - เป็นแรงกระตุ้นในการเรยีน 
- สามารถเรียนรูแ้ละจดจ าได้ง่ายกว่าการท่องจ าเป็นค า ๆ 
- ท าให้เห็นสถานการณ์ที่ใช้จริง และเข้าใจวิธีใช้ 

มังงะ - สามารถเรียนค าบอกอารมณ์จากบทพูดหรือเอฟเฟกต์ในมังงะ 
- มีความน่าสนใจ ช่วยดึงดดูให้อยากอ่านมากขึ้น 

หนังสือ - มีผลในการเรียนน้อย ควรมีตัวอย่างและวิธีการใช้ในชีวิตจริง 

 
สื่อส่วนใหญ่ที่ผู้เรียนและครูผู้สอนเลือกใช้ในการศึกษาค าเลียนท่าทาง เป็นสื่อภาพ หรือสื่อภาพเคลื่อนไหว 

โดยผู้เรียนและครูผู้สอนได้ให้ค าตอบว่าตนเลือกใช้สื่อประเภทนี้เนื่องจากเป็นสื่อที่ท าให้เห็นสถานการณ์การใช้
ค าเลียนท่าทางจริง หรือสามารถท าให้จินตนาการว่ามีความหมายว่าอย่างไร 

นอกจากนี้ ยังมีผู้เรียนที่เลือกใช้สื่อเพลงเพ่ือเรียนรู้ค าเลียนท่าทาง เนื่องจากมีการใช้ค าเลียนท่าทางใน
เนื้อเพลง ท าให้สามารถเห็นสถานการณ์การใช้ค าศัพท์นั้น ๆ คล้ายกับสื่อวีดิทัศน์ โดยผู้วิจัยมองว่าแม้สื่อเพลงนั้น
จะไม่สามารถแสดงลักษณะท่าทางก็ตาม แต่ก็สามารถท าให้จดจ าบริบทของค าเลียนท่าทางประเภทสภาพจิตใจ
ได้มากขึ้น เช่นความเศร้าโศก หรือความตื่นเต้น เป็นต้น 

จากข้อมูลข้างต้น ผู้วิจัยสรุปได้ว่า ในปัจจุบันมีการใช้สื่อรูปแบบต่าง ๆ  ในการศึกษาเรื่องค าเลียนท่าทาง
ในภาษาญี่ปุ่น อย่างไรก็ตาม โอกาสที่ผู้เรียนจะได้ศึกษาเรื่องค าเลียนท่าทางยังมีน้อยเมื่อเทียบกับบทสนทนา
กับชาวญี่ปุ่นในชีวิตจริง ผู้เรียนบางส่วนจึงเลือกใช้สื่ออื่น ๆ เช่นแอนิเมชัน รูปภาพ หรือเพลงในการศึกษา
ค าเลียนท่าทาง ในขณะเดียวกัน ผู้เรียนและครูผู้สอนบางส่วนยังรู้สึกว่าสื่อการสอนภาษาญี่ปุ่นในประเทศไทย
ยังไม่เพียงพอ และหากมีสื่อการสอน ก็จะท าให้แรงจูงใจในการเรียนมีมากข้ึน 

 

2. ผลจากแบบทดสอบเพื่อศึกษาประสิทธิผลก่อนและหลังใช้ส่ือการสอน 
ผลจากการเก็บข้อมูลจากแบบทดสอบเรื่องค าเลียนท่าทาง 20 ข้อ เพ่ือศึกษาประสิทธิผลก่อนและหลัง

ใช้สื่อการสอนของกลุ่มตัวอย่าง เนื่องจากปัญหาด้านการเก็บข้อมูลทางออนไลน์ ผู้วิจัยไม่สามารถติดตามผู้เรียน
ที่ได้ให้ความร่วมมือในการท าแบบสอบถามก่อนใช้สื่อทั้งหมด โดยสามารถรวบรวมข้อมูลจากผู้เรียนที่ให้ข้อมูล
อย่างครบถ้วนจ านวนเพียง 6 คน 

ประสิทธิผลของสื่อการสอนของผู้เรียน 6 คน พบว่ามีผลสัมฤทธิ์การท าแบบทดสอบก่อนเรียนได้
คะแนนภาพรวมเท่ากับร้อยละ 45 ในผู้เรียนระดับ N4, ร้อยละ 55 ถึงร้อยละ70 ในผู้เรียนระดับ N3 และ
ร้อยละ 95 ถึงร้อยละ 100 ในผู้เรียนระดับ N2 ถึง N1 ผลสัมฤทธิ์การทดสอบหลังการเรียนรู้โดยใช้สื่อการสอน
ค าเลียนท่าทางได้คะแนนภาพรวมเท่ากับร้อยละ 75 ในผู้เรียนระดับ N4, ร้อยละ 75 ในผู้เรียนระดับ N3 และ
ร้อยละ 95 ถึงร้อยละ 100 ในผู้เรียนระดับ N2 ถึง N1 แสดงให้เห็นว่าเปรียบเทียบแล้วมีคะแนนมากขึ้นร้อยละ 5 
ถึงร้อยละ 30 ดังตารางที ่6 
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ตารางท่ี 6 ผลการทดสอบเปรียบเทียบก่อนและหลังใช้สื่อ 
 1D 

(JLPT N1) 
1F 

(JLPT N1) 
2B 

(JLPT N2) 
3D 

(JLPT N3) 
3G 

(JLPT N3) 
4C 

(JLPT N4) 

Pre Post Pre Post Pre Post Pre Post Pre Post Pre Post 
いらいら ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 

うろうろ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 

うんざり ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 

がたがた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × 

すっきり ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 

どきどき ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

にこにこ ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ × × 

はっと ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × 

うんざり ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 

がたがた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × 

すっきり ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 

どきどき ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

にこにこ ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ × × 

はっと ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × 

にやにや ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 

ふらふら ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 

ほっと ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × ○ 

わくわく ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ぶらぶら ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × ○ 

ぐっすり ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 

がっかり ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 

うっかり ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

そわそわ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × 

ぐったり ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × 

むかむか ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 

ぶるぶる ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 

รวม 20 20 19 20 19 19 14 15 11 15 9 15 

ค่าเฉลี่ย 100 100 95 100 95 95 70 75 55 75 45 75 

 
เมื่อเปรียบเทียบคะแนนของกลุ่มตัวอย่างก่อนและหลังใช้สื่อการสอน พบว่าผู้เรียน 1F, 3D, 3G และ 4C 

มีคะแนนที่สูงขึ้น แสดงให้เห็นว่าหลังใช้สื่อการสอน ผู้เรียนสามารถเรียนรู้และท าความเข้าใจค าเลียนท่าทางได้
มากขึ้น สอดคล้องกับงานวิจัยของ 前田他 (2015) ทีไ่ด้ระบุว่าการเปรียบเทียบค าศัพท์ที่มีความหมายคล้ายกัน
แต่มีวิธีการใช้ที่แตกต่างกัน มีผลต่อการท าความเข้าใจการใช้ค าศัพท์  

อย่างไรก็ตาม มีค าตอบบางข้อที่ผู้เรียนยังเลือกตอบผิด แม้จะเคยตอบถูกต้องก่อนใช้สื่อการสอน หรือ
ข้อที่ผู้เรียนยังเลือกใช้ได้ไม่ถูกต้องแม้จะใช้สื่อการสอนแล้ว โดยผู้วิจัยได้น าโจทย์แต่ละข้อมาศึกษา สามารถ
สรุปผลได้ดังนี้ 

2.1 ค าเลียนท่าทางท่ีผู้เรียนสามารถเลือกใช้ได้ถูกต้องหลังใช้สื่อการสอน 
หลังการใช้สื่อ ค าเลียนท่าทางที่ผู้เรียนทุกคนสามารถเลือกใช้ได้ถูกต้องมีจ านวน 7 ค า สามารถแบ่งได้

เป็นกลุ ่มค าแสดงลักษณะสภาพ  4 ค า คือ うろうろ、にやにや、ふらふら、ぶるぶる และค าแสดง
สภาพจิตใจ 3 ค า คือ いらいら、すっきり、がっかり 
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เนื่องจากผู้เรียนที่เลือกใช้ค าเลียนท่าทางผิดก่อนทดลองใช้สื่อ เป็นผู้เรียนที่มีความรู้ในระดับ N4 และ 
N3 ผู้เรียนจึงอาจไม่เคยพบค าเหล่านี้ในบทเรียนมาก่อน เพราะค าเหล่านี้ไม่ได้ปรากฎในหนังสือเรียน
ภาษาญี่ปุ่นระดับต้น (ศุกิจ รชตะเกษม, 2550) และเมื่อผู้เรียนเรียนรู้ความแตกต่างของท่าทางการขยับของค า
แสดงสภาพลักษณะผ่านแอนิเมชัน หรือความแตกต่างของความรู้สึกผ่านบทสนทนา  จึงท าให้สามารถจดจ า
และใช้ค าเหล่านี้ได้อย่างถูกต้อง 

หนึ่งในค าที่ผู้เรียนสามารถใช้ได้ถูกต้องหลังใช้สื่อคือ ぶるぶる ซึ่งผู้เรียนที่เคยตอบผิดได้ให้เหตุผลว่า  
ไม่แน่ใจว่า ぶるぶる หรือ ぶらぶら ซึ่งมีลักษณะรูปค าคล้ายกันมีวิธีใช้ต่างกันอย่างไร กล่าวได้ว่าการใช้สื่อ
การสอนที่ผู้วิจัยจัดท าขึ้นช่วยท าให้ผู้เรียนสามารถเชื่อมโยงรูปค ากับความหมายและวิธีใช้ได้ถูกต้องมากข้ึน 

นอกจากนี้ ค าเหล่านี้สามารถแปลเป็นภาษาไทยได้ เช่น うろうろ เดินวนไปมา にやにや ยิ้มอย่างมี
เลศนัย いらいら หงุดหงิด がっかり ผิดหวัง ซึ่งเมื่อเทียบกับค าเลียนท่าทางอ่ืน ๆ เช่น はっと ที่มีความหมาย
ว่าอาการตกใจในสิ่งที่ไม่คาดฝันหรือนึกถึงอะไรบางอย่างได้ จะเห็นได้ว่าค าที่ไม่สามารถแปลเทียบเคียงกับค า
ในภาษาไทยได้น่าจะส่งผลต่อความเข้าใจของผู้เรียน ท าให้เรียนรู้ได้ยากกว่า 

2.2 ค าเลียนท่าทางท่ีผู้เรียนยังเลือกใช้ผิดแม้จะใช้สื่อการสอน 
แม้จะใช้สื่อการสอนแล้ว แต่ก็ยังมีค าเลียนท่าทางจ านวน 6 ค าที่ผู้เรียนตอบผิด คือ にこにこ、はっと、

ほっと、ぐっすり、そわそわ、ぐったり ซึ่งค าว่า にこにこ และ はっと มีผู้เรียน 2 คนที่เลือกใช้ผิดทั้ง
ก่อนและหลังใช้สื่อ โดยจากการศึกษาตัวเลือกท่ีผู้เรียนเลือก อาจสรุปสาเหตุได้ดังนี้ 

- อิทธิพลจากภาษาไทย 
โจทย์ข้อ にこにこ มีเนื้อหาดังต่อไปนี้ 
ちえこさんは、とてもやさしい人（ひと）だ。 
他（ほか）の人（ひと）に大変（たいへん）な仕事（しごと）を 
頼（たの）まれた時（とき）も、＿＿＿＿して一生懸命（いっしょうけん

めい）やってくれるので、みんなからとても好（す）かれている。 

   
ในโจทย์ข้อนี้ มีผู้เรียนสองคนเลือกใช้ค าว่า すっきり โดยเป็นผู้เรียนที่มีความสามารถระดับ N2 และ 

N4 ผู้เรียนไม่ได้ให้เหตุผลว่าเพราะเหตุใดจึงเลือกข้อนี้ ผู้วิจัยคาดว่ าอาจเกิดจากอิทธิพลของภาษาไทย 
เนื่องจากผู้เรียนเข้าใจบริบทว่า “จิเอโกะตั้งใจท างานอย่างเต็มที่ จึงรู้สึกโล่งอก” หรือ “แม้จิเอโกะจะถูกขอร้อง
ให้ท างานหนัก แต่เธอก็สบายใจที่จะท างานนี้” ซ่ึงเมื่อเทียบกับค าแปลเป็นภาษาไทย ในบริบทดังกล่าวสามารถ
ใช้ได้ แต่ในภาษาญี่ปุ่นไม่สามารถใช้ すっきり ในบริบทนี่ได้เนื่องจากค าว่า すっきり ต้องใช้กับบริบทที่เน้น
ความรู้สึกท่ีโล่งสบาย หรือปลอดโปร่ง เช่น หลังจากนอนหลับแล้วรู้สึกสมองปลอดโปร่ง เป็นต้น แต่ในโจทย์ข้อ
นี้ไม่ได้สื่อความหมายดังกล่าว ดังนั้น จึงไม่สามารถใช้ค าว่า すっきり ได ้

- การเข้าใจบริบทและไวยากรณ ์
โจทย์ข้อ はっと มีเนื้อหาดังนี้ 
悪（わる）い夢（ゆめ）を見（み）て＿＿＿＿目（め）が覚（さ）めた。 
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ในโจทย์ข้อนี้ มีผู้เรียนในระดับ N3 และ N4 เลือกตอบค าว่า ぶるぶる และ ほっと ผู้วิจัยคิดว่าเป็นเพราะ
ผู้เรียนมีความรู้ด้านภาษาญี่ปุ่นที่ไม่เพียงพอ เมื่อโจทย์มีเนื้อหาที่สั้น และระดับความรู้ไวยากรณ์ของผู้เรียนที่น้อย 
อาจมีผลท าให้เข้าใจบริบทผิด หรือเลือกใช้ค าเพ่ือขยายความที่ผิด เช่น เมื่อเจอฝันร้ายแล้วจึงตื่นมาเพราะ
อาการสั่นกลัว จึงตอบค าว่า ぶるぶる ซึ่งไม่ถูกต้องเพราะค าที่เติมในช่องว่างมีหน้าที่ขยาย 目 ไม่ใช่ตัวผู้พูด เป็น
ต้น 

2.3 ค าเลียนท่าทางท่ีผู้เรียนเคยเลือกใช้ถูกต้อง แต่หลังใช้สื่อกลับเลือกตอบผิด 
ค าเลียนท่าทางในกลุ่มนี้มีจ านวน 6 ค า คือ うんざり、がたがた、そわそわ、ぐったり、むかむか

และ がたがた โดยเฉพาะ がたがた ที่มีผู้เรียนที่เคยตอบถูก เลือกตอบผิดถึง 3 คน 
ผู้วิจัยสังเกตว่า ผู้เรียนที่เคยตอบค าว่า がたがた ถูกต้อง หลังทดลองใช้สื่อแล้วกลับเลือกตอบค าว่า ふ

らふら และ ぶるぶる แทน โดย ふらふら แสดงลักษณะการขยับในทิศทางสลับกันไปมาคล้ายกับ がたがた

แต่ในความเป็นจริงแล้ว เน้นสื่อไปที่การโซซัดโซเซแบบไม่มีเรี่ยวแรง โดยมีผู้เรียนที่เลือกตอบ ได้ให้เหตุผลว่า
ตนจ าจากสื่อการสอนที่ผู้วิจัยสร้างขึ้น ว่า ふらふら แปลว่าโซซัดโซเซ จึงคิดว่าน่าจะใช้กับ 揺れる (สั่นไหว) ได้ 
ส่วนค าว่า ぶるぶる จะเน้นการใช้กับสิ่งที่มีความนิ่ม เช่นริมฝีปาก ผิวหนัง เยลลี่ เมื่อเทียบกับ がたがた ที่ใช้
กับของแข็ง เช่น ชั้นวางหนังสือ เก้าอ้ี ฟัน ดังนั้น ปัญหาที่ท าให้ผู้เรียนเลือกใช้ค าผิดอาจมาจากสื่อการสอนที่
สื่อความหมายได้ไม่เพียงพอ ท าให้ผู้เรียนจ าได้แค่ว่าทั้ง がたがた และ ぶるぶる แปลว่าการสั่น  

การเลือกใช้ค าเลียนท่าทางที่มีความหมายใกล้เคียงกันผิดเช่นนี้ เป็นเพราะเมื่อแปลค าเหล่านี้เป็น
ภาษาไทย จะเป็นค าในภาษาไทยค าเดียวกัน หรือมีความหมายคล้ายกัน ท าให้ผู้เรียนเข้าใจว่าสามารถใช้ค าที่มี
ความหมายเดียวกันทดแทนกันได้ (สุณีย์รัตน์ เนียรเจริญสุข, 2564)  

ในงานวิจัยของ 杉浦・石崎 (2003) ก็พบปัญหาที่คล้ายคลึงกัน เนื่องจากผู้เรียนไม่สามารถดูภาพที่
อธิบายความหมายและลักษณะของค า  2 ค าพร้อมกัน ถึงแม้สื่อการสอนในงานวิจัยนี้จะมีการอธิบาย
ความหมายของค าเลียนท่าทาง 2 ค าในตอนเดียวกันก็ตาม แต่เนื่องจากไม่มีการแสดงท่าทางที่ต่างกันพร้อมกัน 
หรืออาจเป็นเพราะบริบทที่ใช้น าเสนอความหมายและวิธีใช้ค าเลียนท่าทางอาจมีไม่เพียงพอ 

 

3. ความคิดเห็นของผู้เรียนและครูผู้สอนหลังทดลองใช้สื่อ 
หลังจากให้กลุ่มตัวอย่างทดลองใช้สื่อ ผู้วิจัยได้รวบรวมความคิดเห็นที่มีต่อสื่อการสอนแอนิเมชันในครั้งนี้ 

จากผู้เรียนที่ให้ความร่วมมือ 7 คน และครูผู้สอน 1 คน โดยสามารถแบ่งความคิดเห็นได้เป็น 3 ส่วน ดังตารางที ่7 
 

ตารางท่ี 7 ความคิดเห็นของผู้เรียนและครูผู้สอนที่มีต่อสื่อการสอน หลังทดลองใช้สื่อ 
ความคิดเห็นเร่ืองวีดิทัศน์ ความคิดเห็นเร่ืองเสียง ความคิดเห็นเร่ืองเนื้อหา 

- ภาพเคลื่อนไหวน่ารัก 
- สามารถถ่ายทอดอารมณ์ได้ด ี
- ภาพท าให้อยากดูตอนต่อไปเรื่อย ๆ 

- เสียงพากย์น่ารัก 
- เสียงพากย์ฟังง่าย 
- ความเร็วในการพดู ค่อนข้างเร็ว 

อยากให้พูดช้ากว่าน้ี 

- ศัพท์ที่ใช้ในสื่อการสอนถือว่ายาก     
แต่เพราะมีแปลภาษาไทยและภาษาญี่ปุ่น
ประกอบ จึงท าให้ผู้เรียนตามได้ทัน 

  



สื่อการสอนค าเลียนท่าทางภาษาญี่ปุ่นในรูปแบบแอนิเมชัน : การศึกษาความคิดเห็นของผู้ใช้สื่อและประสิทธิผลของสื่อ 

75 

จากความคิดเห็นดังกล่าวสามารถสรุปได้ว่า การผลิตสื่อการสอนในรูปแบบแอนิเมชัน ผู้ผลิตจ าเป็นต้อง
ใส่ใจในด้านภาพและเสียง เนื่องจากผู้เรียนที่ใช้สื่อนั้นจะสามารถรับสารข้อมูลจากทั้งด้านการมองเห็นและ
การได้ยิน อีกทั้งทั้งสองด้านนี้ยังมีความส าคัญในการดึงดูดให้ผู้เรียนสนใจที่จะใช้สื่อและเรียนรู้ผ่านสื่อ  
โดย Keller (1983) ได้กล่าวในทฤษฎีการออกแบบการสอนที่ก่อให้เกิดแรงจูงใจไว้ว่า ผู้เรียนจะต้องมีความสนใจ
เพ่ือที่จะเกิดการเรียนรู้ตามมา โดยความสนใจที่ว่านี้ประกอบไปด้วยความอยากรู้อยากเห็นและสิ่งเร้าต่าง ๆ 
เป็นส่วนประกอบ ดังนั้น การใช้สื่อใหม่ ๆ ที่สามารถดึงดูดและเป็นสิ่งเร้ากับผู้เรียนได้ทั้งการมองเห็นและการได้ยิน 
จึงน่าจะเป็นทางเลือกที่ดีในการเสริมสร้างแรงจูงในการเรียน 

นอกจากนี้ ผู้ผลิตสื่อควรระมัดระวังเรื่องระดับความยากของเนื้อหาด้วย เพราะหากความยากของ
เนื้อหา มากเกินกว่าระดับความสามารถของผู้เรียน ก็อาจท าให้ผู้เรียนไม่สามารถรับข้อมูลความรู้ที่สื่อต้องการ
ถ่ายทอดทั้งหมด โดยหากอ้างอิงถึงทฤษฎีของ Keller (1983) ผู้เรียนที่สามารถเรียนรู้ผ่านสื่อการสอนอย่างเต็มที่ 
จะท าให้เกิดความพึงพอใจ และมีความคาดหวังว่าจะสามารถน าสิ่งที่เรียนรู้ไปใช้ได้ในอนาคต ดังนั้น การใช้ระดับ
ภาษาท่ีเหมาะสมกับระดับความสามารถของผู้เรียนเพ่ือให้ผู้เรียนสามารถเรียนรู้ได้อย่างเต็มที่จึงมีความส าคัญ 

 

ปัญหาที่พบระหว่างการวิจัย 
 ระหว่างการด าเนินการวิจัย ผู้วิจัยพบปัญหาและอุปสรรคในการผลิตสื่อการสอนและการเก็บข้อมูลใน
งานวิจัย ดังต่อไปนี้ 

1. เนื่องจากการผลิตสื่อแอนิเมชันจ าเป็นต้องผ่านขั้นตอนหลายส่วน เช่น การวาดภาพ การตัดต่อ การอัดเสียง 
และผู้วิจัยไม่มีประสบการณ์การสร้างสื่อแอนิเมชันมากพอ ท าให้ไม่สามารถประเมินระยะเวลาการผลิตสื่อ
ได้ถูกต้อง ระยะเวลาในการผลิตสื่อจึงมากกว่าที่ก าหนดไว้มาก 

2. เนื่องจากอยู่ในช่วงระหว่างการแพร่ระบาดของโรคติดเชื้อ COVID-19 ผู้วิจัยจึงด าเนินการเก็บข้อมูล
รปูแบบออนไลน์ แต่ในการเก็บข้อมูลมีหลายขั้นตอน และใช้เวลา ท าให้เกิดความล าบากในการขอความร่วมมือ
และติดตามข้อมูล 
 

สรุปและข้อเสนอแนะ 
จากการทดลองผลิตสื่อการสอนค าเลียนท่าทาง และทดลองใช้สื่อการสอนกับผู้เรียน สามารถสรุปได้ว่า

หลังใช้สื่อการสอน ผู้เรียนเลือกใช้ค าเลียนท่าทางถูกต้องมากขึ้นประมาณร้อยละ 5-30 และมีความคิดเห็นว่า
สื่อการสอนมีความน่าสนใจ ทั้งด้านรูปภาพและเสียง ท าให้ต้องการใช้สื่อเพ่ือเรียนต่อไป อย่างไรก็ตาม การ
น าเสนอความหมายของค าเลียนท่าทางในสื่อการสอนบางค าอาจท าให้ผู้เรียนเกิดความสับสน โดยเฉพาะค าที่มี
ความหมายใกล้เคียงกัน หรือค าที่แปลเป็นภาษาไทยด้วยค าเดียวกัน นอกจากนี้ การค านึงถึงบริบทการใช้ค า
และน าเสนอบริบทในสื่ออย่างชัดเจนก็เป็นสิ่งส าคัญ ดังนั้น ผู้ผลิตสื่อการสอนจึงควรระมัดระวังและศึกษา
รูปแบบหรือล าดับการน าเสนอความหมายให้รอบคอบ เพ่ือที่ผู้เรียนจะสามารถเรียนรู้ค าเลียนท่าทางได้อย่างมี
ประสิทธิภาพมากยิ่งขึ้น นอกจากนี้ข้อมูลที่น ามาวิเคราะห์ในครั้งนี้มีจ านวนน้อย หากสามารถเก็บข้อมูลใน
สถานที่จริง น่าจะท าให้ได้รับความร่วมมือในการเก็บข้อมูลได้มากข้ึน ซึ่งผู้วิจัยจะน าไปปรับปรุงต่อไป  
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บทคัดย่อ 

 
งานวิจัยมีวัตถุประสงค์เพื่อศึกษาการเตรียมความพร้อมท างานของนักศึกษาชาวไทยและนักศึกษา

ชาวญี่ปุ่น เพ่ือน าเสนอแนวทางพัฒนาปรับปรุงการเรียนการสอนและกิจกรรมเสริมหลักสูตรด้านการเตรียม
ความพร้อมท างานของนักศึกษาวิชาเอกภาษาและวัฒนธรรมญี่ปุ่น มหาวิทยาลัยพายัพ จ านวน 20 คน และนักศึกษา
มหาวิทยาลัยเคเซนและมหาวิทยาลัยคินโจ กักคุอิน ประเทศญี่ปุ่น  จ านวน 21 คน โดยใช้แบบสอบถามที่
เกี่ยวกับการวางแผนเตรียมความพร้อมท างานและการฝึกประสบการณ์การท างานก่อนส าเร็จการศึกษา 

ผลการวิจัยพบว่า นักศึกษาชาวไทยตระหนักรู้ถึงการวางแผนและเตรียมพร้อมท างานในระดับมาก
เทียบเท่ากับนักศึกษาชาวญี่ปุ่น แต่การลงมือปฏิบัติเพื่อศึกษาข้อมูลด้านวิชาชีพและการฝึกประสบการณ์
การท างานนอกเวลาเรียนอยู่ในระดับปานกลาง ทั้งนี้ นักศึกษาชาวไทยเริ่มสมัครงานช้ากว่านักศึกษาชาวญี่ปุ่น 
1 ปี ดังนั้น ทางสาขาวิชาจึงควรพัฒนาและปรับปรุงการเรียนการสอนโดยเพิ่มกิจกรรมจ าลองสถานการณ์
การสัมภาษณ์งานในรายวิชาภาษาญี่ปุ ่นธุรกิจ และกิจกรรมเสริมหลักสูตรที่ช่วยกระตุ้ นให้นักศึกษาได้
เตรียมความพร้อมอย่างเป็นรูปธรรมเชิงปฏิบัติให้มากยิ่งขึ้น 
 
ค าส าคัญ : การเตรียมความพร้อมท างาน, หางาน, นักศึกษาชาวไทย, นักศึกษาชาวญี่ปุ่น 
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Occupational planning of Thai Students and Japanese Students: 
Case Study Students of the Japanese Language and Culture Major,  

Payap University and Students of Keisen University  
and Kinjo Gakkuin University, Japan 

 
Abstract 

 
 This research aims to study the Occupational planning of Thai students and Japanese 
students to offer on the guidelines for developing and improving the teaching and learning 
programmes and extracurricular activities for the preparation for work of 20 students in 
the Japanese Language and Culture Major, Payap University and 21 students of the Keisen 
University and Kinjo Gakkuin University, Japan. The research instruments applied in this research 
are questionnaires relating to the ooccupational planning and work experience training before 
graduation.   

The research result found that the awareness of the Thai students and the Japanese 
students in planning and preparing for work was at a high level; however, the hands-on 
practice to study professional information and work experience after study hours was at 
a medium level. Additionally, Thai students start applying for a job later than Japanese 
students by up to 1 year. Consequently, the department should be developed the teaching 
and learning programmes by adding job interview simulation activities in the Business 
Japanese courses and extracurricular activities to encourage the students to better prepare 
for work with a more timely and practical approach. 
 
Keywords: occupational planning, finding a job, Thai student, Japanese student. 
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บทน า 
ในปัจจุบัน ประเทศไทยก าลังประสบปัญหาอัตราการเกิดลดลง ท าให้การผลิตก าลังคนเข้าสู่การจ้างงาน

ในอนาคตไม่เพียงพอ ส่งผลให้แรงงานไม่สอดคล้องและไม่ทันต่อความต้องการแรงงานในการพัฒนาประเทศ 
(กรมการจัดหางาน กระทรวงแรงงาน, 2560) อีกทั้งคนรุ่นใหม่ไม่นิยมเข้าสู่แรงงานในระบบหรือการท างานใน
ส านักงาน นิยมการท างานอิสระหรือท าธุรกิจผ่านระบบอินเทอร์เน็ตมากขึ้น     

จากการส ารวจภาวะการมีงานท าของผู้ส าเร็จการศึกษาปีการศึกษา 2565 ในภาพรวมของประเทศ
พบว่า ผู้ส าเร็จการศึกษามีงานท า ร้อยละ 47.10 ยังไม่ได้ท างานและไม่ได้ศึกษาต่อ ร้อยละ 49.28 (ส านักงาน
ปลัดกระทรวงการอุดมศึกษา วิทยาศาสตร์ วิจัยและนวัตกรรม, 2565) อีกทั้งจากการส ารวจภาวะการท างาน
ของประชากรทั่วราชอาณาจักร ไตรมาสที่ 1 (มกราคม - มีนาคม 2565) เมื่อเปรียบเทียบจ านวนผู้ว่างงานตาม
ระดับการศึกษาที่ส าเร็จในปี 2565 พบว่าระดับปริญญาตรีว่างงานมากที่สุด 2.19 แสนคน (ส านักงานสถิติ
แห่งชาติ, 2565) ดังนั้นการที่บุคคลจะได้งานท าหลังส าเร็จการศึกษาโดยใช้เวลาไม่นาน จะต้องมีการเตรียม
ความพร้อมด้านทักษะความรู้ต่าง ๆ ที่จะน ามาใช้ในงาน การขอค าปรึกษาจากผู้มีประสบการณ์ รุ่นพ่ี หรืออาจารย์
ที่ปรึกษา เพ่ือวางแผนการสมัครงานที่เหมาะสมกบัความรู้ ความสามารถ ความถนัดของตนเองให้มากที่สุด  

การที่นักศึกษาได้รับการตอบรับเข้าท างานตั้งแต่ยังไม่ส าเร็จการศึกษาหรือได้งานท าทันทีที่ส าเร็จ
การศึกษาย่อมส่งผลดีโดยตรงกับนักศึกษา นอกจากนี้ยังส่งผลให้ทางหลักสูตรเกิดความร่วมมือทางวิชาการ 
ตลอดจนสร้างความสัมพันธ์ที่ดีกับสถานประกอบการ และช่วยให้หลักสูตรหรือสถาบันเป็นที่ยอมรับจาก
ตลาดแรงงาน ดังนั้นจึงกล่าวได้ว่าการเตรียมความพร้อมท างานและการฝึกประสบการณ์การท างานก่อนส าเร็จ
การศึกษาของนักศึกษาเป็นสิ่งส าคัญที่ต้องท าการศึกษา 

ทั้งนี้สาขาวิชาภาษาและวัฒนธรรมญี่ปุ่นมีความร่วมมือทางวิชาการกับมหาวิทยาลัย ณ ประเทศญี่ปุ่น 
โดยมีกิจกรรมเสริมหลักสูตรหลายโครงการ เช่น โครงการแลกเปลี่ยนนักศึกษาฝึกสอนกับ มหาวิทยาลัยเคเซน
และมหาวิทยาลัยคินโจ กักคุอิน เป็นประจ าทุกปี ดังนั้นเพ่ือให้เห็นถึงความแตกต่างในประเด็นการเตรียมความพร้อม
ท างานของนักศึกษาชาวต่างชาติในระดับเดียวกันแต่ต่างสถาบันและต่างพื้นที่ รวมไปถึงสะท้อนการจัด 
การเรียนการสอนด้านการเตรียมความพร้อมท างานของนักศึกษาชาวญี่ปุ่นในมหาวิทยาลัย ณ ประเทศญี่ปุ่นได้
ชัดเจนมากขึ้น ดังนั้นผู้วิจัยจึงสนใจศึกษาการวางแผนและการเตรียมความพร้อมท างานของนักศึกษาชาวไทยโดย
เปรียบเทียบกับนักศึกษาชาวญี่ปุ่น เพ่ือน าผลการวิจัยมาเป็นข้อมูลพ้ืนฐานในการก าหนดแนวทางการพัฒนา
ปรับปรุงรูปแบบการจัดการศึกษาและกิจกรรมเสริมหลักสูตรด้านการเตรียมความพร้อมการท างานของนักศึกษา
สาขาวิชาภาษาและวัฒนธรรมญี่ปุ่น คณะมนุษยศาสตร์และนิเทศศาสตร์ มหาวิทยาลัยพายัพในอนาคตต่อไป 

 
วัตถุประสงค์ในการวิจัย 
 ศึกษาการเตรียมความพร้อมท างานของนักศึกษาชาวไทยและนักศึกษาชาวญี่ปุ่น เพ่ือน าเสนอแนวทาง
พัฒนาปรับปรุงการเรียนการสอนและกิจกรรมเสริมหลักสูตรของสาขาวิชาภาษาและวัฒนธรรมญี่ปุ่น 
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เอกสารและงานวิจัยท่ีเกี่ยวข้อง 
 งานวิจัยที่เกี่ยวข้องกับการเตรียมพร้อมท างานของนักศึกษา สามารถแบ่งได้เป็น 2 ประเด็น ได้แก่
การศึกษาด้านการเตรียมความพร้อมท างานของนักศึกษาชาวไทยและการเตรียมความพร้อมท างานของ
นักศึกษาชาวญี่ปุ่น  

การเตรียมความพร้อมท างานของนักศึกษาชาวไทย 
วรุฬลักษณ์ เลียงมา (2550) ศึกษาการเตรียมความพร้อมก่อนออกไปท างานของนักศึกษาชั้นปีที่ 4 

คณะศึกษาศาสตร์ มหาวิทยาลัยเกษตรศาสตร์ พบว่านักศึกษาชั้นปีที่ 4 มีการเตรียมพร้อมก่อนออกไปท างาน
ด้านการเข้าสู่วิชาชีพ มีค่าเฉลี่ยในระดับมาก การเตรียมความพร้อมก่อนออกไปท างานด้านทักษะทางสังคม 
มีค่าเฉลี่ยในระดับมาก และการเตรียมความพร้อมก่อนออกไปท างานในภาพรวมของนิสิต มีค่าเฉลี่ยในระดับมาก
เช่นเดียวกัน  

อาลิตา พิมพ์ไชย และ จ าลอง วงศ์ประเสริฐ (2558) ศึกษาทัศนคติของนักศึกษาต่อการประกอบอาชีพ
เมื่อส าเร็จการศึกษา พบว่านักศึกษามีทัศนคติต่อการประกอบอาชีพหลังส าเร็จการศึกษาอยู่ในระดับมาก 
มีทักษะและความพร้อมในการท างานตามวิชาชีพที่ได้เรียนมา โดยต้องการประกอบอาชีพในบริษัทหรือธุรกิจ
เอกชนเป็นอันดับแรก รองลงมาคือ พนักงานรัฐวิสาหกิจ รับราชการ ธุรกิจครอบครัว และอาชีพส่วนตัว ทั้งนี้
เลือกที่จะประกอบอาชีพในภูมิล าเนาที่เกิดและใกล้เคียง มากกว่าประกอบอาชีพในเขตกรุงเทพมหานคร 
และเลือกประกอบอาชีพที่ตรงหรือเกี่ยวข้องกับสาขาวิชาชีพที่เรียน และมีคุณลักษณะของอาชีพที่มีสวัสดิการ  
ที่ดี มีโอกาสความก้าวหน้าสูง มีโบนัส และความม่ันคง 

อรนุช ศรีบาล (2559) ศึกษาการวางแผนประกอบอาชีพของนักศึกษาศิลปกรรมศาสตร์ มหาวิทยาลัย 
ธรรมศาสตร์ พบว่านักศึกษามีการศึกษาลักษณะงานและค้นหาอาชีพที่เหมาะสมกับตนเองเพ่ือเตรียมพร้อม
ประกอบอาชีพอยู่ในระดับมาก แต่ทว่ามีการขอค าปรึกษาผู้มีความรู้/ผู้เชี่ยวชาญ และการหางานอยู่ในระดับปานกลาง  

อารี ผสานสินธุวงศ์ (2559) พบว่าระดับความพร้อมในการประกอบอาชีพของนักศึกษา คณะมนุษยศาสตร์
และสังคมศาสตร์ มหาวิทยาลัยราชภัฏบ้านสมเด็จเจ้าพระยา เพ่ือรองรับการเข้าสู่ประชาคมอาเซียน โดยรวม
อยู่ในระดับมากทุกด้าน (ค่าเฉลี่ย 3.77) ทั้งนี้เรียงล าดับจากค่าเฉลี่ยมากไปหาค่าเฉลี่ยน้อย ได้แก่ ด้านทักษะ
ความสัมพันธ์ระหว่างบุคคลและความรับผิดชอบ (ค่าเฉลี่ย 3.93) ด้านคุณธรรมจริยธรรม (ค่าเฉลี่ย 3.84) 
ด้านทักษะทางปัญญา (ค่าเฉลี่ย 3.78) ด้านความรู้ (ค่าเฉลี่ย 3.69) และทักษะการวิเคราะห์เชิงตัวเลข การสื่อสาร
และการใช้เทคโนโลยีสารสนเทศ (ค่าเฉลี่ย 3.60) ตามล าดับ 

รุ่งนภา แสงแดง และคณะ (2563) ศึกษาความพร้อมในการท างานและปัจจัยสภาพแวดล้อมทางการศึกษา
ที่มีความสัมพันธ์กับความพร้อมในการท างานของนักศึกษาวิทยาลัยการสาธารณสุขสิรินธร จังหวัดขอนแก่น 
พบว่ามีความพร้อมในการท างานในภาพรวมอยู่ในระดับมาก (ค่าเฉลี่ย 4.11) ความพร้อมในแต่ละด้านอยู่ใน
ระดับมาก โดยด้านที่มีค่าเฉลี่ยสูงสุดคือ ด้านคุณธรรม จริยธรรม (ค่าเฉลี่ย 4.27)  รองลงมาคือ ทักษะ
ความสัมพันธ์ระหว่างบุคคล และความรับผิดชอบ (ค่าเฉลี่ย 4.23)  และด้านความรู้มีคะแนนเฉลี่ยน้อยสุด 
(ค่าเฉลี่ย 3.94) ตามล าดับ 
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จากการทบทวนวรรณกรรมข้างต้นที่เกี่ยวข้องกับการศึกษาด้านการเตรียมความพร้อมท างานของ
นักศึกษาชาวไทยสรุปได้ว่า นักศึกษาชาวไทยตระหนักรู้ถึงความส าคัญของการเตรียมพร้อมท างานอยู่ใน
ระดับมาก แต่ทว่างานวิจัยที่ผ่านมาส่วนใหญ่จะเป็นการศึกษาการเตรียมความพร้อมท างานของนักศึกษาที่
ศึกษาในสถาบันของตนเองเท่านั้น ไม่ปรากฏการศึกษาในประเด็นการเตรียมความพร้อมท างานของนักศึกษา
โดยเปรียบเทียบกับนักศึกษาระดับเดียวกันในต่างสถาบันหรือต่างพื้นที่  ดังนั้นในงานวิจัยนี้จึงจะศึกษา
การเตรียมพร้อมท างานของนักศึกษาชาวไทย โดยเปรียบเทียบกับนักศึกษาชาวญี่ปุ่นในระดับเดียวกัน เพ่ือให้
เห็นความแตกต่างที่ชัดเจนยิ่งขึ้น 

การเตรียมความพร้อมท างานและการหางานของนักศึกษาชาวญี่ปุ่น 
小菅 (2019) ศึกษากระบวนการเตรียมความพร้อมท างานของนักศึกษา พบแนวทางการเตรียมความ

พร้อมส าหรับนักศึกษาทุกชั้นปีที่อาจยังไม่แน่ใจว่าตนเองมีความสนใจ/ความถนัดด้านใด หรือมีความต้องการ
ท างานในต าแหน่งงานใด ผลการศึกษาได้เสนอแนวทางการเตรียมความพร้อมท างาน 8 ด้าน ได้แก่  
1) ประสบการณ์การหางาน 2) การวิเคราะห์ตนเอง 3) การวิเคราะห์ธุรกิจ 4) การเยี่ยมชมธุรกิจ 5) ค้นหางาน
ที่ชอบ 6) การฝึกปฏิบัติจริง 7) สร้างความร่วมมือทางธุรกิจ และ 8) เลือก/มุ่งความสนใจไปยังธุรกิจเดียว 
เมื่อนักศึกษาได้ผ่านกระบวนการคิดวิเคราะห์และปฏิบัติตามกระบวนการข้างต้น นักศึกษาจะมีความพร้อมใน
การท างานและมีเป้าหมายในการค้นหาอาชีพที่เหมาะสมกับตนเอง 

大森 (2020) ศึกษากระบวนการที่ท าให้นักศึกษาสามารถได้งานท า โดยศึกษาจากปัจจัยการเขียน
เรซูเม่ พบว่าในประเด็นการจัดท าประวัติแนะน าตนเองและการท างาน (Resume) ที่ดีมีความสัมพันธ์ต่อการ
ประสบความส าเร็จในการสัมภาษณ์งาน ในกรณีที่นักศึกษาที่ยังไม่ทราบว่าต้องการท างานในด้านใดหรือ
ต าแหน่งงานใด หากนักศึกษามีการวิเคราะห์ด้านอัตมโนทัศน์ (Self-Concept) ในประเด็นความถนัด/ความสนใจ 
ความสามารถ กิจกรรมที่เคยท าหรือสิ่งที่ต้องการท าในอนาคต รวมไปถึงความมุ่งมั่น และทัศนคติในงาน 
และสามารถสะท้อนในเรซูเม่ของนักศึกษาได้แล้วจะเป็นตัวช่วยส าคัญในรอบสอบสัมภาษณ์ได้ โดยกระบวนการนี้
ควรจะเริ่มในชั้นปีที่ 3  

東 (2021) ศึกษาผลกระทบของช่วงเวลาการหางานของนักศึกษาที่ส าเร็จการศึกษาจากมหาวิทยาลัย
ในปี 2016 ถึง 2019 จากการเปลี่ยนแปลงช่วงเวลารับสมัครงานของกลุ่มสมาพันธ์ธุรกิจในประเทศญี่ปุ่น พบว่า
จากสถานการณ์การแพร่ระบาดของไวรัสโควิด-19 ส่งผลให้ช่วงระยะเวลาการสมัครของนักศึกษาที่ส าเร็จ
การศึกษาได้รับผลกระทบ โดยในปี 2016 มีการประกาศรับสมัครงานในเดือนมีนาคม และมีช่วงเวลาในการ
สัมภาษณ์งานในเดือนสิงหาคม รวมระยะเวลาในการหางานประมาณ 6 เดือน แต่ทว่าตั้งแต่ปี 2017 เป็นต้นมา 
มีการประกาศรับสมัครงานในเดือนมีนาคม และมีการสัมภาษณ์งานในเดือนมิถุนายน รวมระยะเวลาในการ
หางานประมาณ 3 เดือน จะเห็นว่าช่วงเวลาการหางานเร็วขึ้น 3 เดือน ส่งผลให้นักศึกษามีการเตรียมความใน
การหางานหรือเริ่มสมัครงานเร็วขึ้นกว่าปกติ แต่ระยะเวลาการเริ่มสมัครในเวลาดังกล่าวข้างต้น เป็นช่วงคาบเกี่ยว
ของการลงทะเบียนเรียนของนักศึกษา จากผลการศึกษาพบว่า ระยะเวลาที่เหมาะสมส าหรับการหางาน 
คือระยะเวลาตั้งแต่ประกาศรับสมัครจนถึงการสอบสัมภาษณ์เพ่ือคัดเลือกเข้าท างาน เฉลี่ยอยู่ที่ 3.5 เดือน 
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金森、 東渕  (2021) ศึกษาการสมัครงานของนักศึกษาในระดับมหาวิทยาลัย ในปี 2013 ถึง 2015 
ภายใต้เงื่อนไขการสมัครงานเดียวกันคือในระยะเวลา 3 ปี พบว่า 1) นักศึกษามากกว่าร้อยละ 50 ได้งานท า
แตกต่างกันไปตามสาขาวิชาที่เรียน 2) นักศึกษามีโอกาสการได้งานท าโดยไม่เก่ียวข้องกับขนาดของธุรกิจ ธุรกิจ
ขนาดเล็กถึงขนาดกลาง (พนักงาน 100-300 คน) ธุรกิจขนาดใหญ่ (พนักงานมากกว่า 1,000 คน) และ 
3) จ านวนผู้ได้งานท ามีแนวโน้มว่าจะเป็นนักศึกษาเพศชายมากขึ้น ทั้งนี้ จ านวนนักศึกษาที่ได้งานท าเป็น
นักศึกษาที่เคยไปฝึกงาน (Internship) ในบริษัทนั้นเพ่ิมมากขึ้น นอกจากนี้ผลการศึกษายังชี้ให้เห็นถึงช่วงเวลา
ที่เหมาะสมในการเริ่มสมัครงาน คือตั้งแต่เดือนกรกฎาคมถึงเดือนสิงหาคม โดยมีสัดส่วนในการได้งานท างาน
มากกว่าร้อยละ 73.8 

鶴田 (2022) ศึกษาปัจจัยที่ส่งผลให้การหางานของนักศึกษาประสบส าเร็จในช่วงการแพร่ระบาดของ
ไวรัสโควิด-19 ผลการศึกษาพบว่า ปัจจัยที่ส่งผลให้นักศึกษาได้งานท าที่ตรงกับความสามารถของตนและเป็น
บุคลากรที่มีคุณสมบัติเป็นที่ต้องการของบริษัทมี 12 ปัจจัยได้แก่ 1) การนับถือตนเอง 2) การรับรู้ความสามารถ
ของตนเอง 3) ทัศนคติด้านอาชีพ 4) การพัฒนาบุคลิกภาพของตนเอง 5) ทักษะความยืดหยุ่นทางสภาวะจิตใจ 
6) ทักษะการปฏิสัมพันธ์ระหว่างบุคคล 7) ความสามารถในการอธิบายเหตุผลเชิงตรรกะ 8) กิจกรรมนอกเวลา
เรียน 9) การฝึกงาน 10) การส่งเสริมด้านอาชีพ 11) การพัฒนาตนเอง 12) ความพึงพอใจต่องานที่ได้รับ
คัดเลือกเข้าท างาน นอกจากนี้ยังพบว่านักศึกษาชาวญี่ปุ่นเริ่มหางานและสมัครงานเมื่อศึกษาอยู่ชั้นปีที่ 3 
ในช่วงเดือนกันยายนเป็นต้นไป มากกว่าร้อยละ 29 และเข้าร่วมการฝึกงานในช่วงฤดูร้อน (Summer Internship) 
มากขึ้นอีกด้วย 

จากการทบทวนวรรณกรรมข้างต้นที่เกี่ยวข้องกับการศึกษาด้านการเตรียมความพร้อมท างานของ
นักศึกษาชาวญี่ปุ่นสรุปได้ว่านักศึกษาชาวญี่ปุ่นเริ่มมีการเตรียมความพร้อมในการท างานที่ชัดเจนเป็นรูปธรรม

ตั้งแต่เป็นนักศึกษาชั้นปีที่ 3 และเริ่มหางาน/สมัครงานในช่วงเดือนมิถุนายน จนถึงเดือนกันยายนของทุกๆปี 
ทั้งนี้ผลการศึกษาดังกล่าวสามารถเป็นแนวทางในการก าหนดข้อค าถามในแบบสอบถามด้านเตรียมความพร้อม
ท างานของนักศึกษาได้ 

 
วิธีด าเนินการวิจัย 

งานวิจัยนี้เป็นการวิจัยชั้นเรียน ใช้แบบสอบถามในการเก็บรวบรวมข้อมูลที่มีรายละเอียดวิธีการ
ด าเนินงานวิจัยมี ดังนี้ 

1. ประชากรและกลุ่มตัวอย่าง แบ่งออกเป็น 2 กลุ่ม คือ กลุ่มนักศึกษาชาวไทย เอกวิชาภาษาและ
วัฒนธรรมญี่ปุ่น คณะมนุษยศาสตร์และนิเทศศาสตร์ มหาวิทยาลัยพายัพ และกลุ่มนักศึกษาชาวญี่ปุ่น 
มหาวิทยาลัยเคเซน และมหาวิทยาลัยคินโจ กักคุอิน จากนั้นใช้วิธีการเลือกกลุ่มตัวอย่างแบบเจาะจง 
(Purposive Sampling) คือ นักศึกษาชาวไทยเอกวิชาภาษาและวัฒนธรรมญี่ปุ่น ชั้นปีที่ 3 และชั้นปีที่ 4  
จ านวน 20 คน และนักศึกษาชาวญี่ปุ่นชั้นปีที่ 3 และชั้นปีที่ 4 ที่เข้าร่วมโครงการแลกเปลี่ยนนักศึกษาฝึกสอน
กับมหาวิทยาลัยจากประเทศญี่ปุ่น มหาวิทยาลัยเคเซน และมหาวิทยาลัยคินโจ กักคุอิน จ านวน 21 คน 
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2. เครื่องมือที่ใช้ในการวิจัย คือ แบบสอบถาม แบ่งออกเป็น 3 ตอน คือ 1) ข้อมูลส่วนบุคคล 2) การวางแผน
และเตรียมความพร้อมท างาน เป็นแบบมาตราส่วนประเมินค่า 5 ระดับ และ 3) การฝึกประสบการณ์การท างาน 
โดยใช้เกณฑ์การพิจารณาคะแนนเฉลี่ยของมาตรการวัดของลิเคิร์ท (Likert Scale) ดังนี้ 

 การวางแผนและเตรียมความพร้อมท างาน มากที่สุด มีคะแนนในระดับ 5 
การวางแผนและเตรียมความพร้อมท างาน มาก มีคะแนนในระดับ 4 
การวางแผนและเตรียมความพร้อมท างาน ปานกลาง มีคะแนนในระดับ 3 
การวางแผนและเตรียมความพร้อมท างาน น้อย มีคะแนนในระดับ 2 
การวางแผนและเตรียมความพร้อมท างาน น้อยที่สุด มีคะแนนในระดับ 1 

เกณฑ์การแปลความหมาย เพ่ือจัดล าดับคะแนนเฉลี่ย ในช่วงคะแนนดังต่อไปนี้ 
คะแนนเฉลี่ย  4.21 – 5.00  แปลผลว่า   มากที่สุด  
คะแนนเฉลี่ย  3.41 – 4.20  แปลผลว่า   มาก 
คะแนนเฉลี่ย  2.61 – 3.40  แปลผลว่า   ปานกลาง  
คะแนนเฉลี่ย  1.81 – 2.60  แปลผลว่า   น้อย  
คะแนนเฉลี่ย  1.00 – 1.81  แปลผลว่า   น้อยที่สุด  

3. การเก็บรวบรวมข้อมูล ตามขั้นตอนดังนี้ 1) น าแบบสอบถามให้กับกลุ่มตัวอย่างด้วยตนเอง 2) ติดตาม
เก็บแบบสอบถามตามระยะเวลาที่ก าหนด 3) ตรวจสอบความถูกต้องและครบถ้วนของข้อมูลในแบบสอบถามที่
เก็บคืน 4) น าไปประมวลผลและวิเคราะห์ข้อมูล 

4. การวิเคราะห์ข้อมูล ใช้สถิติเชิงบรรยาย ค่าร้อยละ ค่าเฉลี่ย และเบี่ยงเบนมาตรฐาน จากนั้นน าข้อมูลที่
ได้จากการวิเคราะห์ในแต่ละประเด็นมาตีความตามวัตถุประสงค์การวิจัย เพ่ือน าไปสู่การน าเสนอแนวทางการ
พัฒนา/ปรับปรุงการเรียนการสอนและกิจกรรมเสริมหลักสูตรในด้านการเตรียมความพร้อมในการท างานของ
หลักสูตรภาษาและวัฒนธรรมญี่ปุ่น 

 
ผลการวิจัย 

ส่วนที่ 1 ข้อมูลส่วนบุคคลของนักศึกษาชาวไทยและนักศึกษาชาวญ่ีปุ่น 
 

ตารางที่ 1 ข้อมูลส่วนบุคคลของนักศึกษาชาวไทยและนักศึกษาชาวญี่ปุ่น 
 

หัวข้อข้อมลูส่วนบุคคล นักศึกษาชาวไทย นักศึกษาชาวญี่ปุ่น 
จ านวน ร้อยละ จ านวน ร้อยละ 

1. เพศ 
   1.1 เพศชาย 
   1.2 เพศหญิง 

 
10 
10 

 
50.00 
50.00 

 
0 
21 

 
00.00 
100.00 

รวม 20 100 21 100 
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หัวข้อข้อมลูส่วนบุคคล นักศึกษาชาวไทย นักศึกษาชาวญี่ปุ่น 

จ านวน ร้อยละ จ านวน ร้อยละ 

2. ผลการเรียนเฉลี่ยสะสม 
   2.1 ผลการเรียนเฉลี่ยสะสมระดับ 3.51 ถึง 4.00 
   2.2 ผลการเรียนเฉลี่ยสะสมระดับ 3.01 ถึง 3.50 
   2.3 ผลการเรียนเฉลี่ยสะสมระดับ 2.51 ถึง 3.00 
   2.4 ผลการเรียนเฉลี่ยสะสมต่ ากว่า 2.50  

 
8 
4 
5 
3 

 
40.00 
20.00 
25.00 
15.00 

 
2 
13 
5 
1 

 
9.52 
61.90 
23.81 
4.76 

รวม 20 100 21 100 
3. ระดับความรู้ภาษาญี่ปุ่น (JLPT)  
   3.1 ระดับความรู้ภาษาญี่ปุ่น N1  
   3.2 ระดับความรู้ภาษาญี่ปุ่น N2 
   3.3 ระดับความรู้ภาษาญี่ปุ่น N3 
   3.4 ระดับความรู้ภาษาญี่ปุ่น N4 
   3.5 ระดับความรู้ภาษาญี่ปุ่น N5 

 
0 
2 
4 
8 
6 

 
0.00 
10.00 
20.00 
40.00 
30.00 

 
0 
0 
0 
0 
0 

 
0.00 
0.00 
0.00 
0.00 
0.00 

รวม 20 100 0 0.00 
4. ใบอนุญาตขับขี่รถยนต์ 
   4.1 มี  
   4.2 ไม่มี 

 
8 
12 

 
40.00 
60.00 

 
3 
18 

 
14.29 
85.71 

รวม 20 100 21 100 
5. ใบอนุญาตขับขี่รถจักรยานยนต์ 
   5.1 มี  
   5.2 ไม่มี 

 
8 
12 

 
40.00 
60.00 

 
18 
3 

 
85.71 
14.29 

รวม 20 100 21 100 
 

 ส่วนที่ 2 การวางแผนและการเตรียมความพร้อมท างานของนักศึกษาชาวไทยและนักศึกษาชาวญี่ปุ่น 
ผลการวิเคราะห์ด้านการวางแผนและเตรียมความพร้อมท างานของนักศึกษาชาวไทยและนักศึกษา

ชาวญี่ปุ่น แสดงในตารางที่ 2 
 

ตารางท่ี 2 การวางแผนและเตรียมความพร้อมท างานของนักศึกษาชาวไทยและนักศึกษาชาวญี่ปุ่น 
ประเด็นศึกษา นักศึกษาชาวไทย นักศึกษาชาวญี่ปุ่น 

𝒳 S.D. แปลผล �̅� S.D. แปลผล 

1. ด้านการรู้จักตนเอง 
   1.1 เตรียมพร้อมด้านภาษาต่างประเทศอื่นๆ 
   1.2 เลือกอาชีพท่ีสอดคล้องกับบุคลิกภาพ 
   1.3 เลือกอาชีพท่ีเหมาะสมกับความสามารถ 
   1.4 เลือกอาชีพท่ีตรงกับสาขาวิชาที่จบมา 

 
2.90 
4.00 
4.25 
3.75 

 
0.70 
0.47 
0.49 
1.27 

 
ปานกลาง 

มาก 
มาก 
มาก 

 
4.80 
4.70 
4.65 
3.60 

 
1.19 
0.83 
0.79 
1.17 

 
มากที่สุด 
มากที่สุด 
มากที่สุด 

มาก 
ค่าเฉลี่ยรวม 3.73 0.732 มาก 4.44 0.995 มากที่สุด 
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ประเด็นศึกษา นักศึกษาชาวไทย นักศึกษาชาวญี่ปุ่น 

𝒳 S.D. แปลผล �̅� S.D. แปลผล 
2. ด้านการศึกษาข้อมูลของอาชีพต่างๆ 
   2.1 ปรึกษาถึงอาชีพ/การท างานในอนาคตกับ
อาจารย์ที่ปรึกษา/อาจารย์ผูส้อน 
   2.2 ขอค าแนะน าการสมัครงานจากบุคคลรอบข้าง 
   2.3 ปรึกษาเกี่ยวกับโอกาสการได้งานท าจาก
อาจารย์ที่ปรึกษา/อาจารย์ผูส้อน/รุ่นพี ่
   2.4 พูดคุย/ปรึกษาลักษณะการท างานกับรุ่นพ่ีที่
ส าเรจ็การศึกษา/ผู้ที่ท างานนั้นอยู ่

 
3.45 

 
3.20 
3.55 

 
2.90 

 
1.31 

 
1.17 
0.97 

 
1.21 

 
ปานกลาง 

 
ปานกลาง 

มาก 
 

ปานกลาง 
 

 
3.35 

 
3.90 
3.75 

 
4.10 

 
1.19 

 
1.03 
0.89 

 
1.14 

 
ปานกลาง 

 
มาก 
มาก 

 
มาก 

ค่าเฉลี่ยรวม 3.23 1.165 ปานกลาง 3.78 1.062 มาก 
3. ด้านการเตรียมความพร้อมก่อนท างานจริง 
   3.1 ฝึกงานในหน่วยงานที่เกี่ยวข้องกับอาชีพท่ี
ต้องการท าหลังส าเร็จการศึกษา 
   3.2 ฝึกทักษะภาษาอังกฤษในการสื่อสาร 
   3.3 ฝึกทักษะอื่น ๆ/ความสามารถพิเศษท่ีเกี่ยวข้อง
กับอาชีพในอนาคต 
   3.4 ปรับปรุงบุคลิกภาพเพื่อเตรยีมตัวในการท างาน 

 
3.00 

 
2.95 
3.20 

 
3.35 

 
1.15 

 
1.27 
0.75 

 
0.91 

 
ปานกลาง 

 
ปานกลาง 
ปานกลาง 

 
ปานกลาง 

 
4.05 

 
4.15 
4.15 

 
4.25 

 
1.19 

 
1.12 
1.20 

 
1.01 

 
มาก 

 
มาก 
มาก 

 
มาก 

ค่าเฉลี่ยรวม 3.13 1.020 ปานกลาง 4.15 1.130 มาก 
 

จากตารางที่ 2 พบว่าภาพรวมด้านการรู้จักตนเองของนักศึกษาชาวไทยอยู่ในระดับมาก โดยนักศึกษา
ชาวไทยวางแผนเลือกอาชีพที่เหมาะสมกับบุคลิกภาพ เป็นอันดับแรก (ค่าเฉลี่ย 0.47) อันดับที่สอง วางแผน 
การเลือกอาชีพที่เหมาะสมกับความสามารถ (ค่าเฉลี่ย 0.49) และเตรียมความพร้อมด้านภาษาต่างประเทศอ่ืน ๆ 
(ค่าเฉลี่ย 0.70) ตามล าดับ ด้านภาพรวมด้านการรู้จักตนเองของนักศึกษาชาวญี่ปุ่นอยู่ในระดับมากที่สุด 
โดยนักศึกษาชาวญี่ปุ่นวางแผนเลือกอาชีพที่เหมาะสมกับความสามารถ เป็นอันดับแรก (ค่าเฉลี่ย 0.79) อันดับ
ที่สอง วางแผนการเลือกอาชีพที่เหมาะสมกับบุคลิกภาพ (ค่าเฉลี่ย 0.83) และอันดับที่สาม คือเลือกอาชีพที่ตรงกับ
สาขาวิชาที่จบมา (ค่าเฉลี่ย 1.17) ตามล าดับ 
 ภาพรวมด้านการศึกษาข้อมูลของอาชีพต่าง ๆ ของนักศึกษาชาวไทยอยู่ในระดับปานกลาง โดยนักศึกษา
ชาวไทยเลือกการปรึกษาเกี่ยวกับโอกาสการได้งานท าจากอาจารย์ที่ปรึกษา/อาจารย์ผู้สอน/รุ่นพี่ เป็นอันดับแรก 
(ค่าเฉลี่ย 0.97)  อันดับทีส่อง ขอค าแนะน าการสมัครงานจากบุคคลรอบข้าง (ค่าเฉลี่ย 1.17) และพูดคุย/ปรึกษา
ลักษณะการท างานกับรุ่นพ่ีที่ส าเร็จการศึกษาหรือผู้ที่ท างานนั้นอยู่  (ค่าเฉลี่ย 1.21) ตามล าดับ ด้านภาพรวม
ของการศึกษาข้อมูลของอาชีพต่าง ๆ ของนักศึกษาชาวญี่ปุ่นอยู่ในระดับมาก โดยนักศึกษาชาวญี่ปุ่นเลือก
ปรึกษาเก่ียวกับโอกาสการได้งานท าจากอาจารย์ที่ปรึกษา/อาจารย์ผู้สอน/รุ่นพ่ี เป็นอันดับแรก (ค่าเฉลี่ย 0.89)  
อันดับที่สอง ขอค าแนะน าการสมัครงานจากบุคคลรอบข้าง (ค่าเฉลี่ย 1.03) และพูดคุย/ปรึกษาลักษณะการ
ท างานกับรุ่นพี่ที่ส าเร็จการศึกษาหรือผู้ที่ท างานนั้นอยู่ (ค่าเฉลี่ย 1.14) ตามล าดับ 



การเตรียมความพร้อมท างานของนักศึกษาชาวไทยและนักศึกษาชาวญี่ปุ่น : กรณีศึกษานักศึกษาสาขาวิชาภาษาและวัฒนธรรมญี่ปุ่น  
มหาวิทยาลัยพายัพกบันักศึกษามหาวิทยาลัยเคเซนและมหาวิทยาลัยคินโจ กักคุอิน ประเทศญี่ปุ่น 
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 ภาพรวมด้านการเตรียมความพร้อมก่อนท างานจริงของนักศึกษาชาวไทยอยู่ในระดับปานกลาง 
โดยนักศึกษาชาวไทยมีการฝึกทักษะอ่ืน ๆ/ความสามารถพิเศษที่เกี่ยวข้องกับอาชีพในอนาคต เป็นอันดับแรก 
(ค่าเฉลี่ย 0.75) อันดับที่สอง มีการปรับปรุงบุคลิกภาพเพ่ือเตรียมตัวในการท างาน (ค่าเฉลี่ย 0.91) และฝึกงาน
ในหน่วยงานที่เกี่ยวข้องกับอาชีพที่ต้องการท าหลังส าเร็จการศึกษา (ค่าเฉลี่ย 1.15) ตามล าดับ ภาพรวมด้าน
การเตรียมความพร้อมก่อนท างานจริงของนักศึกษาชาวญี่ปุ่นอยู่ในระดับมาก โดยนักศึกษาชาวญี่ปุ่นมีการ
ปรับปรุงบุคลิกภาพเพ่ือเตรียมตัวในการท างาน เป็นอันดับแรก (ค่าเฉลี่ย 1.01) อันดับที่สอง มีการฝึกทักษะ
ภาษาอังกฤษในการสื่อสาร (ค่าเฉลี่ย 1.12)  และ อันดับที่สาม มีการฝึกงานในหน่วยงานที่เกี่ยวข้องกับอาชีพที่
ต้องการท าหลังส าเร็จการศึกษา (ค่าเฉลี่ย 1.19) ตามล าดับ 
 

ส่วนที่ 3 การฝึกประสบการณ์การท างานของนักศึกษาชาวไทยและนักศึกษาชาวญ่ีปุ่น 
ผลการวิเคราะห์ด้านการฝึกประสบการณ์การท างานก่อนส าเร็จการศึกษาของนักศึกษาชาวไทยและ

นักศึกษาชาวญี่ปุ่น แสดงในตารางที่ 3 
 

ตารางท่ี 3 การฝึกประสบการณ์การท างานและการเริ่มสมัครงานของนักศึกษาชาวไทยและนักศึกษาชาวญี่ปุ่น 
ประเด็นศึกษา นักศึกษาชาวไทย นักศึกษาชาวญี่ปุ่น 

จ านวน ร้อยละ จ านวน ร้อยละ 
1. การท างานพิเศษนอกเวลาเรียน 
   1.1 ไม่เคยท างานพิเศษเลย 
   1.2 เคยท างานพิเศษบ้างเป็นครั้งคราว 
   1.3 ท างานพิเศษตลอด 
   1.4 เคยท า แต่ตอนนี้ไม่ท าแล้ว 

 
11 
7 
1 
1 

 
55.00 
35.00 
5.00 
5.00 

 
0 
8 
13 
0 

 
0.00 
38.10 
61.90 
0.00 

รวม 20 100 21 100 
2. การฝึกงาน 
   2.1 การฝึกงานส าคัญต่อการสมัครงาน 
   2.2 การฝึกงานไม่ส าคัญต่อการสมัครงาน 

 
19 
1 

 
95.00 
5.00 

 
14 
7 

 
66.67 
33.33 

รวม 20 100 21 100 
3. การเร่ิมสมัครงาน 
  3.1 ตั้งแต่เป็นนักศึกษาช้ันปีท่ี 3 

3.2 เกรดออกครบทุกวิชา 
3.3 ทันททีี่ข้ึนช้ันปีท่ี 4 
3.4 ขณะเรียนภาคการศึกษาสุดท้าย 
3.5 หลังเข้าพิธีรับปริญญา 
3.6 ยังไม่คิดที่จะท างาน 

 
0 
7 
5 
2 
2 
4 

 
0.00 
35.00 
25.00 
10.00 
10.00 
20.00 

 
13 
0 
7 
0 
0 
1 

 
61.91 
0.00 
33.33 
0.00 
0.00 
4.76 

รวม 20 100 21 100 
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จากตารางที่ 3 พบว่านักศึกษาชาวไทยส่วนใหญ่ไม่เคยท างานพิเศษนอกเวลาเรียน จ านวน 11 คน คิดเป็น
ร้อยละ 55 เคยท างานพิเศษบ้างเป็นครั้งคราว จ านวน 7 คน คิดเป็นร้อยละ 35 ส่วนนักศึกษาชาวญี่ปุ่นท างาน
พิเศษนอกเวลาเรียนตลอด จ านวน 13 คน คิดเป็นร้อยละ 61.9 และเคยท างานพิเศษบ้างเป็นครั้งคราว จ านวน 
8 คน คิดเป็นร้อยละ 38.1 ด้านความคิดเห็นในเรื่องการฝึกงาน นักศึกษาชาวไทยคิดว่าการฝึกงานมีความส าคัญ
ต่อการสมัครงาน จ านวน 19 คน คิดเป็นร้อยละ 95 โดยที่นักศึกษาชาวญี่ปุ่นคิดว่าการฝึกงานมีความส าคัญต่อ
การสมัครงาน จ านวน 14 คน คิดเป็นร้อยละ 66.67 ด้านเวลาเริ่มสมัครงาน นักศึกษาชาวไทยเริ่มสมัครงาน
เมื่อเกรดออกครบทุกวิชา จ านวน 7 คน คิดเป็นร้อยละ 35 ส่วนนักศึกษาชาวญี่ปุ่นเริ่มสมัครงานตั้งแต่เป็น
นักศึกษาชั้นปีที่ 3 จ านวน 13 คน คิดเป็นร้อยละ 61.91 

 

สรุปและอภิปรายผล  
 นักศึกษาชาวไทยมีความพร้อมท างานด้านการรู้จักตนเองอยู่ในระดับมาก แต่การศึกษาข้อมูลด้านอาชีพ
และการฝึกประสบการณ์การท างานจริงอยู่ในระดับปานกลาง ทั้งนี้มีนักศึกษาไทยส่วนใหญ่เริ่มหางานเมื่อเกรด
ออกครบทุกวิชา และส่วนใหญ่ไม่ท างานพิเศษนอกเวลาเรียน อาจเนื่องมาจากผู้ปกครองไม่สนับสนุน เพราะคิด
ว่าอาจจะกระทบต่อการเรียน เมื่อเปรียบเทียบกับนักศึกษาชาวญี่ปุ่นในระดับชั้นเดียวกันพบว่านักศึกษาชาวญี่ปุ่น
มีความพร้อมท างานด้านการรู้จักตนเองอยู่ในระดับมากที่สุด ด้านการศึกษาข้อมูลด้านอาชีพและการฝึก
ประสบการณ์การท างานจริงอยู่ในระดับมาก ทั้งนี้นักศึกษาชาวญี่ปุ่นเริ่มหางานเมื่อเรียนอยู่ชั้นปีที่สาม ซึ่งเริ่ม
สมัครงานเร็วมากกว่านักศึกษาไทย 1 ปีการศึกษา สอดคล้องกับผลการศึกษาของ 鶴田 (2022) ที่ศึกษาปัจจัย
ที่ส่งผลให้การงานหาของนักศึกษาประสบส าเร็จ  กล่าวคือเริ่มหางานเมื่อเรียนอยู่ชั้นปีที่ 3 และเข้าร่วม
การฝึกงานภาคฤดูร้อน นอกจากนี้ 東陽 (2021) กล่าวว่ามีช่วงเวลาการสมัครงานในช่วงเดือนมีนาคมถึงมิถุนายน
ของทุกปี ซึ่งตรงกับภาคการศึกษาที่ 1 ของประเทศญี่ปุ่น จากผลการศึกษาดังกล่าว หลักสูตรควรปรับการเรียน
การสอนโดยเพ่ิมหัวข้อการเตรียมพร้อมท างาน ด้านการวิเคราะห์ตนเองเพ่ือเตรียมจัดท าประวัติแนะน าการเรียน
และการท างาน (Resume) ของนักศึกษาในรายวิชาภาษาญี่ปุ่นธุรกิจที่เริ่มเรียนระดับชั้นปีที่ 3 ภาคการศึกษาที่ 1 
ทั้งนี้ส่งเสริมและสนับสนุนให้นักศึกษาเข้าร่วมสหกิจศึกษาที่บริษัทหรือสถานประกอบการภายนอกมหาวิทยาลัย 
เพ่ือให้นักศึกษาได้ฝึกฝน/เรียนรู้จากประสบการณ์จริงที่ผู้สอนไม่สามารถสอนในห้องเรียนได้ 

นอกจากนี้ผลการศึกษา ยังสะท้อนให้เห็นว่านักศึกษาชาวญี่ปุ่นมีช่วงเวลาการเริ่มสมัครงานที่ชัดเจน 
รวมไปถึงการมีช่วงเวลาการประกาศรับสมัครงานและช่วงเวลาการสัมภาษณ์เพ่ือคัดเลือกบุคลากรเข้าท างาน
ของบริษัทญี่ปุ่นที่ก าหนดชัดเจนในแต่ละปีอีกด้วย ส่งผลให้นักศึกษาชาวญี่ปุ่นเริ่มเตรียมความพร้อมท างานด้าน
การสมัครงานได้อย่างเหมาะสม ดังนั้นหากทางสาขาวิชาสร้างความร่วมมือกับบริษัทหรือสถานประกอบการที่
ต้องการบุคลากรที่ใช้ภาษาญี่ปุ่นในการท างานในพ้ืนที่จังหวัดเชียงใหม่และในเขตนิคมอุตสาหกรรมภาคเหนือ 
จังหวัดล าพูนในการก าหนดช่วงเวลาการประกาศรับสมัครงานและการสัมภาษณ์งานที่ชัดเจนในแต่ละปี จะส่งผล
ให้นักศึกษามีการเตรียมความพร้อมท างานได้เหมาะสมมากยิ่งขึ้น ทั้งนี้ทางสาขาวิชาอาจเปิดโอกาสให้บริษัท
หรือสถานประกอบการภายนอกได้มีโอกาสเข้ามาสอบสัมภาษณ์เพ่ือคัดเลือกนักศึกษาที่มีความพร้อมและ
คุณสมบัติตรงตามที่บริษัทต้องการก่อนที่นักศึกษาจะส าเร็จการศึกษา  



การเตรียมความพร้อมท างานของนักศึกษาชาวไทยและนักศึกษาชาวญี่ปุ่น : กรณีศึกษานักศึกษาสาขาวิชาภาษาและวัฒนธรรมญี่ปุ่น  
มหาวิทยาลัยพายัพกบันักศึกษามหาวิทยาลัยเคเซนและมหาวิทยาลัยคินโจ กักคุอิน ประเทศญี่ปุ่น 

 

89 

ข้อเสนอแนะ 
 1. ข้อเสนอแนะต่อการจัดการเรียนการสอนและกิจกรรมเสริมหลักสูตร 

จากผลการวิจัยพบว่า นักศึกษาชาวไทยตระหนักรู้ถึงความส าคัญของการวางแผนและเตรียมพร้อม
ท างานในระดับมาก แต่มีการศึกษาข้อมูลด้านวิชาชีพและการฝึกประสบการณ์การท างานอยู่ในระดับปานกลาง 
นอกจากนี้ผลการศึกษายังสะท้อนให้เห็นการจัดการเรียนการสอนและการเตรียมความพร้อมของนักศึกษา
ชาวญี่ปุ่นได้อย่างชัดเจน ดังนั้นผู้วิจัยจึงขอเสนอแนวทางจัดการการเรียนและกิจกรรมเสริมหลักสูตร ได้แก่ 
1) กิจกรรมการเรียนการสอนที่ให้นักศึกษารับรู้ความสามารถของตนเอง และพัฒนาบุคลิกภาพของตนเอง 
รวมไปถึงการฝึกเขียนเรซูเม่ ตั้งแต่ชั้นปีที่ 3 ในรายวิชาภาษาญี่ปุ่นธุรกิจ 2) เตรียมความพร้อมและผลักดันให้
นักศึกษาไปฝึกสหกิจศึกษากับสถานประกอบภายนอกให้มากกว่าร้อยละ 80 และ 3) เพ่ิมกิจกรรมเสริมหลักสูตร
การเตรียมความพร้อมท างานโดยการจ าลองสถานการณ์การสัมภาษณ์งานจริง เมื่อขึ้นชั้นปีที่ 4 ภาคการศึกษาที่ 1 
เพ่ือให้นักศึกษาได้ทดลองปฏิบัติจริง สามารถเข้าใจสถานการณ์ที่จะเกิดขึ้นจริง และช่วยกระตุ้นให้นักศึกษาได้
วางแผนและเตรียมพร้อมท างานได้อย่างเป็นรูปธรรมชัดเจน 
 2. ข้อเสนอแนะต่อการวิจัยครั้งต่อไป 
 งานวิจัยครั้งนี้ เป็นเพียงงานวิจัยชั้นเรียนที่เก็บข้อมูลกลุ่มตัวอย่างนักศึกษาชั้นปีที่ 3 และนักศึกษา
ชั้นปีที่ 4 เพียงสาขาวิชาเดียว ในการวิจัยครั้งต่อไปหากเพ่ิมจ านวนนักศึกษาชาวไทยในต่างสาขาวิชา และจ านวน
นักศึกษาชาวญี่ปุ่นให้เพิ่มมากข้ึน ทั้งนี้เพ่ิมจ านวนหัวข้อค าถามในแบบสอบถามให้เจาะลึกมากข้ึน จะท าให้เห็น
ผลการวิจัยในภาพกว้างและเป็นประโยชน์มากยิ่งขึ้น 
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การร าลึกถึงผู้เสียชีวิตในสงครามของญี่ปุ่น :  
กรณีศึกษา กาญจนบุรี อิเรโต ค.ศ. 1943 - 19441 

 
บทคัดย่อ 

 
กาญจนบุรี อิเรโต เป็นอนุสรณ์สถานที่สร้างตามค าสั่งของกองทัพญี่ปุ่นในจังหวัดกาญจนบุรีเมื่อปี 

ค.ศ.1943 ระหว่างสงครามโลกครั้งที่ 2 สถานที่แห่งนี้ไม่มีชื่อภาษาไทยที่เป็นทางการ อีกทั้งมีค าอธิบาย
เกี่ยวกับมูลเหตุของการก่อสร้างที่หลากหลาย ความคลุมเครือของข้อเท็จจริงพ้ืนฐานนี้ด ารงอยู่มาตลอดเวลา
กว่าห้าทศวรรษภายหลังสงครามสิ้นสุดในปี 1945 บทความนี้มุ่งศึกษาความหมายแรกเริ่มของ กาญจนบุรี อิเรโต 
ในฐานะอนุสรณ์สถานของกองทัพญี่ปุ่นในดินแดนที่มีสถานะพันธมิตรกับญี่ปุ่น โดยศึกษาจากเอกสารจดหมายเหตุ
และวิเคราะห์ภายใต้มิติทางศาสนาของการร าลึกถึงผู้เสียชีวิตในสงคราม บทความเสนอว่า กาญจนบุรี อิเรโต 
สร้างขึ้นภายใต้มโนทัศน์การร าลึกถึงผู้เสียชีวิตในสงครามตามความเชื่อทางศาสนาของญี่ปุ่นซึ่งประกอบด้วย 
แนวคิด shizume  (การท าให้สงบ) และ furui (แรงบันดาลใจ) ประกอบกับ มโนทัศน์ Hakko ichiu  (อ านาจ
พระจักรพรรดิครอบคลุมแปดมุมโลก) ซึ่งเป็นแนวคิดที่สร้างความชอบธรรมให้กับการท าสงครามของญี่ปุ่น  

 
ค าส าคัญ : กาญจนบุรี อิเรโต, ทางรถไฟสายไทย-พม่า, การร าลึก, กรรมกรเอเชีย, เชลยสงคราม 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

                                                           
1 บทความนี้ปรับปรุงมาจากการน าเสนอหัวข้อ ‘Second World War Memories on Thai Peace Day’ ในงานสัมมนา “Re-examining Asia-
Pacific War Memories: Towards a cross-textual, global dialogue’ เมื่อวันที่ 5 ธันวาคม 2020 ณ การน าเสนอออนไลน์ International 
Research Centre for Japanese Studies, Kyoto, Japan 
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The Commemoration of War Dead in Japan: 
 Case study of Kanchanaburi Ireito, 1943 - 1944 

 
Abstract 

 
The Kanchanaburi Ireito, also known as the Kanchanaburi Cenotaph, is a memorial 

site constructed on the orders of the Japanese army in Kanchanaburi province in 1943 
during World War II. The site does not have an official Thai name and features various 
explanations regarding the reasons for its construction. The lack of clarity regarding these 
basic facts has persisted for over five decades since the end of the war in 1945. This article 
aims to explore the initial meaning of Kanchanaburi Ireito as a memorial site of the 
Japanese army in a territory allied with Japan. It studies documents, letters, and analyses 
under the religious dimension of commemorating those who died in the war. The article proposes 
that Kanchanaburi Ireito was built under the vision of commemorating war casualties based 
on Japan’s religious beliefs, which include the concepts of shizume (pacification) and furui 
( inspiration) along with the ideology of Hakko ichiu (imperial rule over the eight corners of 
the earth). This ideology promotes a sense of righteousness in Japan’s war efforts. 
 

Keywords: Kanchanaburi Cenotaph, Thail-Burma Railway, commemoration, Asian laborers,  
     prisoner of war  
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บทน า 
กาญจนบุรี อิเรโต (カンチャナブリ慰霊塔) หรือชื่อเรียกภาษาไทยตามที่ปรากฏในเอกสารจดหมาย

เหตุว่า อนุสาวรีย์กรรมกรผู้เสียชีวิตในการสร้างทางรถไฟสายไทย-พม่า มีชื่อภาษาไทยอีกชื่อหนึ่งซึ่งเรียกกัน
ภายหลังว่า อนุสาวรีย์ไทยานุสรณ์ ซึ่งเป็นชื่อที ่นักเขียนสารคดีท่องเที่ยวของอนุสาร อ.ส.ท. ขององค์การ
ส่งเสริมการท่องเที่ยวแห่งประเทศไทย (ปัจจุบันคือการท่องเที่ยวแห่งประเทศไทย) เขียนไว้ในบทความแนะน า
สถานที่ท่องเที่ยวในจังหวัดกาญจนบุรี โดยเรียกชื่อตามข้อความไว้อาลัยที่ปรากฏอยู่ที่อนุสรณ์ และอธิบายว่า
อนุสรณ์นีเ้ป็นที่บรรจุอัฐิทหารญี่ปุ่นที่เสียชีวิตในการสร้างทางรถไฟสายไทย-พม่า (กมล ฉายาวัฒนะ, 2511, น. 30)   

ความเข้าใจว่า กาญจนบุรี อิเรโต เป็นที่บรรจุอัฐิทหารญี่ปุ่นเกิดขึ้นตั้งแต่เมื่อใดผู้วิจัยยังไม่ทราบแน่ชัด 
เท่าท่ีพบหลักฐานเก่าสุดในขณะนี้คือบทความที่อ้างถึงข้างต้นซึ่งเผยแพร่ในปี 1968 ความเข้าใจนี้ยังคงด ารงอยู่
อย่างน้อยอีกสามทศวรรษ เมื่อรัฐบาลออสเตรเลียเปิด ช่องเขาขาด พิพิธภัณฑ์สถานแห่งความทรงจ า (Hellfire 
Pass Memorial Museum) เมื่อปี 1996 ซึ่งปรากฏข้อความในนิทรรศการถาวรภายในอาคารหัวข้อ “ชีวิตที่
สูญเสียไปบนทางรถไฟ” ซึ่งมีเนื้อหาเกี่ยวกับชีวิตที่สูญเสียไปในขณะสร้างทางรถไฟสายไทย-พม่า ซึ่งประกอบด้วย
คนสามกลุ่ม คือ POW (เชลยสงคราม) หมายถึง เชลยสงครามของกองทัพญี่ปุ่นซึ่งก็คือทหารฝ่ายสัมพันธมิตรที่
ถูกกวาดต้อนมาจากดินแดนต่าง ๆ ในเอเชียตะวันออกเฉียงใต้ที่กองทัพญี่ปุ่นยึดครองในขณะนั้น Romusha 
(โรมูชา) หมายถึง แรงงานรับจ้างเชื้อสายเอเชีย และ Japanese (ชาวญี่ปุ่น)  ในส่วนของชาวญี่ปุ่นได้บรรยาย
ไว้ว่า “...มีทหารญี่ปุ่นประมาณพันคนที่เสียชีวิตลงในการสร้างทางนี้ กองทัพจักรวรรดิญี่ปุ่นได้สร้างอนุสรณ์
ใกล้กับสะพานข้ามแม่น้้าแควที่จังหวัดกาญจนบุรีในปี พ.ศ. 2488 เพ่ือร้าลึกถึงพวกเขา” ผู้วิจัยมั่นใจว่าอนุสรณ์
ที่ว่านี้ก็คือ กาญจนบุรี อิเรโต หรือ อนุสาวรีย์ไทยานุสรณ์ นั่นเอง   

ส าหรับผู้มีชีวิตอยู่ร่วมในเหตุการณ์ เช่น ทหารญี่ปุ่น เชลยสงคราม ยังคงจ าได้ดีว่าสถานที่แห่งนี้สร้างขึ้น
เพื่อร าลึกถึงอะไร Nagase Takashi อดีตล่ามทหารชาวญี่ปุ ่นได้บันทึกไว้ใน Crosses and Tigers (1990) 
ว่าอนุสรณ์ที่กองทัพญี่ปุ่นสร้างไว้เงียบเหงา อดีตเชลยที่เดินทางมากาญจนบุรีหลังสิ้นสงครามพากันขว้ างปา
ก้อนหินใส่ อดีตเชลยชาวอังกฤษบางคนที่เคยแบกซีเมนต์มาก่อสร้างยังคงสบถด้วยความโกรธว่าท าไมพวกเรา
ซึ่งเป็นเหยื่อต้องถูกบังคับมาสร้างอนุสรณ์เพ่ือร าลึกถึงเพ่ือนร่วมรบของเราเอง Cornelis B Evers อดีตเชลย
สงครามชาวดัชต์บันทึกไว้ใน Death Railway (1993) ว่าเมื่อปลายเดือนตุลาคมปี 1943 บรรดาเชลยในค่ายได้
ข่าวว่าจะมีการสร้างอนุสรณ์ให้แก่ทหารฝ่ายสัมพันธมิตรที่เสียชีวิตในการสร้างทางรถไฟใกล้กับสะพานข้ามแม่น้ า 
ส่วน Eric Lomax อดีตเชลยชาวอังกฤษบันทึกไว้ใน The Railway Man (1995) ว่าอนุสรณ์สงครามของญี่ปุ่น
ซึ่งบังคับให้เชลยสร้างข้ึนในปี 1944 นั้นอยู่ในสภาพรกร้างไร้การดูแล (Boggett, 2005, pp. 81-83)   

จากข้างต้นจะเห็นได้ว่า กาญจนบุรี อิเรโต เป็นสถานที่ซึ่งมีความคลุมเครือสูง ไม่มีแม้กระทั่งชื่อเรียกที่
เป็นทางการ อย่างไรก็ตาม ในความคลุมเครือนี้มีความหมายเบื้องต้นที่สรุปได้ตรงกันคือ กาญจนบุรี อิเรโต 
สร้างโดยค าสั่งของกองทัพญี่ปุ่นเพ่ือร าลึกถึงผู้เสียชีวิตในการก่อสร้างทางรถไฟสายไทย-พม่า แต่ผู้เสียชีวิตที่ว่านี้
จะหมายถึงใครระหว่างกรรมกร เชลยฝ่ายสัมพันธมิตร หรือทหารญี่ปุ่น ข้อเท็จจริงเบื้องต้นนี้เป็นสิ่งที่สามารถ
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หาค าตอบได้ สิ่งที่น่าสนใจไม่น้อยไปกว่าคือการอธิบายว่าความคลุมเครือของข้อเท็จจริงพ้ืนฐานนี้เกิดขึ้นและ
ด ารงอยู่มาได้อย่างไรตลอดเวลากว่าห้าทศวรรษภายหลังสงครามสิ้นสุดในปี 1945  

การท าความเข้าใจเรื่องนี้เชื่อมโยงกับหลายประเด็น หากย้อนกลับไปที่ชื่อเรียกของอนุสรณ์ ดูเหมือนว่า
ชื่อเรียกภาษาญี่ปุ่น คือ กาญจนบุรี อิเรโต จะเป็นชื่อที่เอกสารภาษาญี่ปุ่นใช้เรียกอนุสรณ์แห่งนี้มาตลอดตั้งแต่
เริ่มสร้างในปี ค.ศ. 1943 จนถึงปัจจุบัน เริ่มตั้งแต่บันทึกภาษาญี่ปุ่นที่กองพลทหารรถไฟส่งให้กรมประสานงาน
พันธมิตรเมื่อปี ค.ศ. 1943 (หจช. บก.สูงสุด 2.6.6/8, น. 54) หนังสือครบรอบหนึ่งร้อยปีสมาคมญี่ปุ่นใน
ประเทศไทย (１００年史編集委員会, 2013) แม้กระทั่งในเว็บไซต์ของการท่องเที่ยวแห่งประเทศไทยภาค
ภาษาญี่ปุ่น (タイ国政府観光庁, 2023) ชื่อเรียกที่แตกต่างออกไปบ้างปรากฏให้เห็นอยู่ในสองทศวรรษแรก
ภายหลังสงครามสิ้นสุดเมื่อปี 1945 เช่น แม่น้ าแคว อิเรโต (クワイ川慰霊塔)  (浅井得一, 1963, p. 31) 
ดังนั้นบทความนี้จึงจะพิจารณาความหมายของ กาญจนบุรี อิเรโต ภายใต้บริบทแรกเริ่มที่ถูกสร้างขึ้นในฐานะ
สิ่งสร้างเพื่อการร าลึกถึงผู ้เสียชีวิต  อันเป็นจุดเริ ่มต้นในการท าความเข้าใจความคลุมเครือที่ด ารงอยู่ใน
ปัจจุบัน 

 
ค าถามวิจัย 

ค าถามวิจัยของบทความนี้คือ กาญจนบุรี อิเรโต สร้างขึ้นภายใต้มโนทัศน์ใดบ้างและท าไมจึงเป็น
เช่นนั้น มโนทัศน์เหล่านั้นสะท้อนแนวคิดการท าสงครามของญี่ปุ่นในช่วงครึ่งแรกของทศวรรษ 1940 อย่างไร 
 
งานวิจัยท่ีเกี่ยวข้อง 

งานศึกษาเกี่ยวกับการร าลึกถึงผู้เสียชีวิตในไทยระหว่างสงครามมหาเอเชียบูรพาอันเป็นส่วนหนึ่งของ
สงครามโลกครั้งที่ 2 นั้นมีอยู่ไม่น้อย โดยเฉพาะอย่างยิ่งการร าลึกถึงผู้เสียชีวิตชาวตะวันตกที่เป็นเชลยของ
กองทัพญี่ปุ่น  แต่ส าหรับการร าลึกถึงคนกลุ่มอ่ืนนอกเหนือจากเชลยชาวตะวันตกยังมีการศึกษาไม่มากนัก 
(Kazunori, 2022) กล่าวเฉพาะงานวิเคราะห์ กาญจนบุรี อิเรโต อย่างเป็นวิชาการยิ่งมีจ านวนน้อยมาก งานบุกเบิก
ชิ้นแรกเท่าที่ผู้วิจัยพบคือ ทางรถไฟสายไทย-พม่าในสมัยสงครามมหาเอเชียบูรพาของ โยชิกาวา โทชิฮารุ 
(2538) ซึ่งกล่าวถึง ความเป็นมาของการสร้าง กาญจนบุรี อิเรโต โดยอ้างอิงจากบันทึกของ พลตรี อิชิดะ 
ฮิเดะกุมะ และหลักฐานเท่าที่ปรากฏในสถานที่จริง อันเป็นจุดเริ่มต้นที่น ามาสู่บทความชิ้นต่อมาเรื่อง “วาทกรรม
ว่าด้วยกองทัพญี่ปุ่นในสมัยสงครามมหาเอเชียบูรพา : ความทรงจ าผ่านทางรถไฟสายมรณะ” ของพวงทิพย์ 
เกียรติสหกุล (2545) ซึ่งเป็นงานชิ้นแรกที่ศึกษาโดยใช้เอกสารจดหมายเหตุ บทความนี้มีคุณูปการอย่างยิ่งต่อ
ผู้วิจัยในการวิเคราะห์เพ่ิมเติมนอกจากที่พวงทิพย์ได้อภิปรายไว้แล้วอย่างดี  

David Boggett ศึกษา กาญจนบุรี อิเรโต โดยเป็นหนึ่งในชุดบทความ “Notes on the Thai-Burma 
Railway” ทั้งหมด 10 ชิ้น ของ Boggett เอง โดยกล่าวถึงในบทความเรื่อง “Notes on the Thai-Burma 
Railway Part X: Japanese Memorials in the Kanchanaburi Area” (2005) ซึ ่งกล่าวถึงมูลเหตุของ
การสร้างและเสนอว่าสิ่งก่อสร้างนี้มีความส าคัญเนื่องจากเป็นอนุสรณ์แห่งเดียวที่กองทัพญี่ปุ่นมีค าสั่งให้สร้าง
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เพ่ืออุทิศแด่กรรมกรเชื้อสายเอเชียที่เสียชีวิตในระหว่างการก่อสร้างทางรถไฟสายไทย-พม่า ข้อสรุปนี้ Boggett 
วิเคราะห์จากแผ่นหินอ่อนหลายภาษาที่ปรากฏประมวลเข้ากับบันทึกของผู้มีส่วนเกี่ยวข้องในเหตุการณ์ เช่น 
เชลยสงคราม ล่ามทหารชาวญี่ปุ่น  

จากงานวิจัยที่ทบทวนข้างต้นจะเห็นได้ว่ายังไม่มีงานที่ศึกษาความหมายของ กาญจนบุรี อิเรโต ในฐานะ
สิ่งก่อสร้างเพ่ือการร าลึกถึงผู้เสียชีวิตว่าสร้างขึ้นภายใต้มโนทัศน์ใด ความสัมพันธ์ในฐานะประเทศพันธมิตร
ระหว่างไทยและญี่ปุ่นในช่วงระหว่างสงครามท าให้เกิดกระบวนการเจรจาต่อรองระหว่างหน่วยงานที่เกี่ยวข้อง
ของทั้งสองประเทศ อันเป็นลักษณะของความสัมพันธ์ที่ไม่ได้เกิดขึ้นโดยทั่วไปเมื่อเปรียบเทียบกับดินแดนใน
เอเชียแห่งอ่ืนที่ญี่ปุ่นยึดครอง การเจรจาต่อรองเหล่านี้สะท้อนความแตกต่างทางวัฒนธรรมซึ่งเป็นอีกด้านหนึ่ง
ของการอ่านวิเคราะห์สถานการณ์สงครามนอกเหนือจากมุมมองทางการเมือง การทหาร และความสัมพันธ์
ระหว่างประเทศที่มีผู้ศึกษาวิเคราะห์ไว้บ้างแล้ว นอกจากนั้นอนุสรณ์แห่งนี้ยังสร้างขึ้นเพ่ืออุทิศแด่กรรมกรเชื้อสาย
เอเชียและเชลยสงครามฝ่ายสัมพันธมิตร จึงมีความแตกต่างกับสิ่งก่อสร้างเพ่ือร าลึกถึงผู้เสียชีวิตในสงครามของ
กองทัพญี่ปุ่นที่สร้างไว้นอกดินแดนญี่ปุ่นแห่งอ่ืน ๆ ซึ่งจะช่วยให้เข้าใจมโนทัศน์ที่แวดล้อมการท าสงครามของ
ญี่ปุ่นนอกเหนือจากมโนทัศน์ทางการเมืองได้อย่างเป็นรูปธรรมมากข้ึน 

ดังนั้น งานอีกกลุ่มท่ีผู้วิจัยทบทวนเพ่ือใช้ประกอบการวิเคราะห์คืองานศึกษาเกี่ยวกับมโนทัศน์การร าลึก
ถึงผู้เสียชีวิตในสงครามของญี่ปุ่น โดยเฉพาะเรื่อง The Commemoration of the War Dead in Modern 
Japan ของ Nishimura (2019) ซึ่งศึกษาการร าลึกภายใต้กรอบประวัติศาสตร์ศาสนาท าให้มีค าอธิบายที่แตกต่าง
จากงานก่อนหน้านี้ที่มักอธิบายการร าลึกถึงผู้เสียชีวิตในสงครามภายใต้กรอบวิเคราะห์การเมืองของรัฐชาติ 
แม้งานของ Nishimura จะศึกษาช่วงเวลาหลังสิ้นสุดสงคราม แต่ก็ให้มุมมองส าคัญที่สามารถประยุกต์ใช้กับ 
กาญจนบุรี อิเรโต ซึ่งสร้างก่อนสงครามสิ้นสุดเพียงสองปี นอกจากนั้นยังมีงานศึกษาสิ่งก่อสร้างเพ่ือการร าลึก
ถึงผู้เสียชีวิตในสงครามของญี่ปุ่นซึ่งสร้างข้ึนนอกดินแดนญี่ปุ่น เช่น 横山 (2014) ศึกษาการสร้างอนุสรณ์ในจีน 
大平 (2018) ศึกษาการสร้างอนุสรณ์ในสิงคโปร์ งานเหล่านี้ช่วยให้ผู้วิจัยสามารถวิเคราะห์ต าแหน่งแห่งที่และ
ความหมายของ กาญจนบุรี อิเรโต ในฐานะหนึ่งในชุดสิ่งก่อสร้างเพ่ือการร าลึกถึงผู้เสียชีวิตในสงครามของ
กองทัพญี่ปุ่นที่สร้างไว้นอกดินแดนญี่ปุ่นในช่วงก่อนสงครามสิ้นสุด  

 
ระเบียบวิธีวิจัย ขอบเขตการวิจัย และนิยามศัพท์เฉพาะ 

บทความวิจัยนี้ใช้ระเบียบวิธีวิจัยทางประวัติศาสตร์เพ่ือวิเคราะห์ความหมายของ กาญจนบุรี อิเรโต 
ซึ่งสร้างตามค าสั่งของกองทัพญี่ปุ่นในปลายปี 1943 แล้วเสร็จในเดือนมีนาคม 1944 ด้วยการศึกษาหลักฐาน
ชั้นต้นที่เก็บรักษาไว้ที่ส านักหอจดหมายเหตุแห่งชาติ ประเทศไทย ร่วมกับเอกสารจดหมายเหตุอ่ืนที่สามารถ
เข้าถึงได้ด้วยระบบอิเล็กทรอนิกส์ ประกอบกับเอกสารแวดล้อมอ่ืนทั้งภาษาไทย ภาษาญี่ปุ่น และภาษาอังกฤษ  

เนื่องจากเอกสารราชการที่ปรากฏอยู่ในแฟ้ม บก.สูงสุด 2.6.6/8 จ านวนมากลงชื่อผู้เขียนด้วยลายมือชื่อ 
ดังนั้นผู้วิจัยจึงสันนิษฐานจากลายมือชื่อเทียบเคียงกับชื่อบุคคลตามที่ปรากฏในเอกสารจดหมายเหตุประกอบ
กับข้อมูลหน่วยงานเท่าที่ปรากฏในเอกสารที่ตีพิมพ์เผยแพร่แล้ว โดยใส่รายละเอียดยศทหาร เช่น พันตรี พันโท 
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ตามที่ปรากฏในเอกสารจดหมายเหตุ ส าหรับข้อความที่อ้างอิงจากหลักฐานชั้นต้น ผู้วิจัยยังคงศักราช พ.ศ. 
ตามเอกสาร ส่วนวิธีการสะกดค าได้ปรับวิธีสะกดเป็นภาษาไทยปัจจุบัน รวมทั้งค าส าคัญ เช่น อนุสาวรีย์ จะคงไว้
ตามเอกสารชั้นต้น และเนื่องจากส านักหอจดหมายเหตุแห่งชาติไม่อนุญาตให้ท าส าเนาเอกสารชุดนี้ท าให้ไม่
สามารถน าข้อมูลที่ไม่ใช่ลายลักษณ์อักษร เช่น แบบพิมพ์เขียว มาแสดงประกอบได ้ 
 
บทวิเคราะห์ 

1. การสร้าง กาญจนบุรี อิเรโต : การเจรจาระหว่างญี่ปุ่นและไทย 
ประมาณตี 1 ของวันที่ 8 ธันวาคม 1941 กองทัพญี่ปุ่นได้โจมตีฐานทัพเรือสหรัฐอเมริกาที่ฐานทัพ

เพิร์ลฮาร์เบอร์ หลังจากนั้นราวหนึ่งชั่วโมงสี่สิบนาที ก็ได้เคลื่อนทัพเข้าสู่ประเทศไทยทั้งทางบกผ่านอินโดจีน
ของฝรั่งเศสและทางทะเลตามแนวชายฝั่งอ่าวไทย และเสนอทางเลือกให้รัฐบาลไทยสี่ข้อ โดยข้อเสนอทั้งสี่นั้น
แตกต่างกันที่ระดับความเข้มข้นของความร่วมมือทางการทหาร ภายหลังการปะทะกันระหว่างทหารญี่ปุ่นและ
ทหาร ต ารวจ ยุวชนทหาร และชาวบ้านราว 3-4 ชั่วโมง รัฐบาลไทยได้เลือกข้อเสนอที่หนึ่งซ่ึงเป็นความร่วมมือ
ที่เบาบางที่สุดคือ การยินยอมให้ญี่ปุ่นเดินทัพผ่านเท่านั้น หลังจากนั้นราวสามสัปดาห์รัฐบาลไทยภายใต้การน า
ของนายกรัฐมนตรี จอมพล แปลก พิบูลสงคราม ได้ละทิ้งนโยบายความเป็นกลางในเวทีระหว่างประเทศ และ
ตกลงปฏิบัติตามข้อเสนอข้อที่สี่ของฝ่ายญี่ปุ่น ซึ่งเป็นความร่วมมือทางการทหารที่เข้มข้นที่สุด ซึ่งตามมาด้วย
การที่รัฐบาลไทยตกลงท ากติกาสัญญาพันธไมตรีระหว่างประเทศไทยกับประเทศญี่ปุ่นเมื่อ 21 ธันวาคม 1941 
(สดใส ขันติวรพงศ,์ 2520, น. 276; นิภาพร รัชตพัฒนากุล, 2545, น. 93)  

ภายหลังท าข้อตกลงดังกล่าว รัฐบาลไทยได้ตั้งคณะกรรมการผสมขึ้นตรงต่อผู้บัญชาการทหารสูงสุด 
(จอมพลแปลก พิบูลสงคราม นายกรัฐมนตรีในขณะนั้น ) เมื่อวันที่  23 ธันวาคม 1941 เพ่ือท าหน้าที่
ประสานงานกับญี่ปุ่น โดยมี พลตรี จิร วิชิตสงคราม เป็นประธาน ต่อมาเมื่อไทยประกาศสงครามกับอังกฤษ
และสหรัฐอเมริกาในวันที่ 25 มกราคม 1942 ซึ่งมีผลท าให้ไทยเป็นพันธมิตรกับญี่ปุ่นอย่างเต็มตัวและท าให้
ความร่วมมือทางการทหารระหว่างไทยและญี่ปุ่นเพ่ิมปริมาณและความซับซ้อนมากยิ่งขึ้น รัฐบาลจึงจัดตั้ง 
“กรมประสานงานพันธมิตร” ขึ้นเมื่อวันที่ 18 มีนาคม 1942 เพื่อท าหน้าที่แทนคณะกรรมการผสม โดยมี
พันเอกไชย ประทีปะเสน เป็นเจ้ากรม ภารกิจส าคัญประการหนึ่งของกรมประสานงานพันธมิตรคือการ
ประสานงานกับญี่ปุ่นในการสร้างทางรถไฟสายไทย-พม่า (ชัยณรงค์ พันธ์ประชา, 2530, น. 18)  

ทางรถไฟสายไทย-พม่ามีชื่อเดิมเมื่อแรกเริ่มโครงการว่าการก่อสร้างทางรถไฟสายหนองปลาดุก
เขตแดนไทย-พม่า เป็นเส้นทางรถไฟที่ก่อสร้างข้ึนเพ่ือภารกิจทางการทหาร โดยกองทัพญี่ปุ่นตัดสินใจสร้างเพ่ือ
แก้ปัญหาการล าเลียงทหารและส่งก าลังบ ารุงจากไทยเข้าไปยังพม่า โดยเริ่มส ารวจเส้นทางตั้งแต่มกราคม   
1942 โดยมีสถานีต้นทางคือสถานีหนองปลาดุก อ าเภอบ้านโป่ง จังหวัดราชบุรี เข้าไปยังเขตแดนพม่าบริเวณ
ด่านเจดีย์สามองค์ จั งหวัดกาญจนบุรี  เพ่ือไปเชื่อมกับทางรถไฟสายมะละแหม่ง -เยของพม่าที่ เมือง 
Thanbyuzayat รวมระยะทางทั้งสิ้น 415 กิโลเมตร อยู่ในเขตแดนไทย 304 กิโลเมตรและอยู่ในเขตแดนพม่า 
111 กิโลเมตร ตลอดความยาว 415 กิโลเมตรมีสถานีรถไฟรวม 62 สถานี การก่อสร้างเริ่มขึ้นในเดือนพฤศจิกายน 
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1942 และเสร็จสิ้นเดือนตุลาคม 1943 รวมเวลาราวสิบเดือน โดยเปิดเดินรถไฟครั้งแรกในวันที่  25 ตุลาคม 
1943 

เชลยสงครามฝ่ายสัมพันธมิตรถูกเกณฑ์มาเป็นแรงงานในการก่อสร้างราว 60,000 คน กระจายอยู่ใน
ค่ายเชลยสงครามประมาณ 117 ค่าย โดยอยู่ในเขตแดนไทยราว 92 ค่าย (Beattie, 2015, pp. 55-57) 
ร่วมกับกรรมกรเชื้อสายเอเชียราว 180,000 คน ด้วยสภาพภูมิประเทศที่ยากล าบากประกอบกับนโยบายของ
กองทัพญี่ปุ่นที่ต้องการเร่งก่อสร้างให้แล้วเสร็จภายในหนึ่งปี ท าให้มีผู้เสียชีวิตในการก่อสร้างทางรถไฟสายนี้
ราว 100,000 คน (Beattie, 2015, p. 41) ความโหดร้ายและจ านวนผู้เสียชีวิตระหว่างการก่อสร้างที่มากมายนี้
เป็นที่รับรู้ตั้งแต่ช่วงระหว่างการก่อสร้าง และเป็นที่มาของการสร้างอนุสรณ์เพ่ือร าลึกถึงผู้เสียชีวิต พลตรี อิชิดะ 
เอกุมะ (หรือ อิชิดะ ฮิเดกุมะ) ซึ่งรับรู้ถึงสภาพอันน่าสังเวชของเชลยศึกและกรรมกรในโรงพยาบาลสนาม 
ตลอดจนหลุมศพที่เรียงรายตามแนวรถไฟ จึงเกิดความคิดที่จะสร้างอนุสรณ์เพ่ือส่งดวงวิญญาณของผู้เสียชีวิต
ไปสู่สุคติ โดยได้สร้างที่ฝั่งไทยแห่งหนึ่งและที่พม่าใน Thanbyuzayat อีกแห่งหนึ่ง (โยชิกาวา โทชิฮารุ, 2538, 
น. 279) 

ภายหลังเปิดเดินรถไฟราวหนึ่งเดือน หน่วยอิชิดะภายใต้การบังคับบัญชาของ พลตรี อิชิดะ เอกุมา 
ที ่รับผิดชอบงานก่อสร้างทางรถไฟก็เริ่มประสานไปยังหน่วยงานฝ่ายไทยเพ่ือหารือเรื่องการก่อสร้าง โดย
ประสานกับศาลากลางจังหวัดกาญจนบุรีเรื่องการขออนุญาตและการจัดหาที่ดินเพ่ือก่อสร้าง และประสานกับ
กรรมการจัดสร้างทางรถไฟทหารของไทยในเรื่องอ านวยความสะดวกในขั้นตอนการก่อสร้าง เช่น การจัดหาวัสดุ 
โดยในวันที่ 23 พฤศจิกายน 1943 ก่อนเที่ยงเล็กน้อย ร้อยโทยะมะโมะโตะ ผู้แทนหน่วยอิชิดะ พร้อมด้วยล่าม
ประจ าหน่วยทหารญี่ปุ่นได้ไปที่ศาลากลางจังหวัดกาญจนบุรี เพ่ือขอสร้างอนุสรณ์ให้กรรมกรสัญชาติต่าง ๆ ที่
เสียชีวิตระหว่างการสร้างทางรถไฟ โดยวางผังสร้างอนุสรณ์บนที่ดินราว 190 ตารางเมตรที่ต าบลท่ามะขาม 
ซึ ่งเป็นที่วางรางรถไฟข้ามแม่น้ าแม่กลอง (สะพานข้ามแม่น้ าแคว) อยู่ห่างจากทางรถไฟราว 130 เมตร 
เจ้าหน้าที่ญี่ปุ่นตรวจดูสถานที่ก่อสร้างแล้วและอยู่ระหว่างขอซื้อที่ดินจากเจ้าของ พร้อมทั้งน าแบบพิมพ์เขียว
จัดท าโดย Japanese Railway Army (日本軍鉄道隊) มาให้พิจารณา ข้าหลวงประจ าจังหวัดกาญจนบุรี 
(ร้อยเอก สุรจิต อินทรก าแหง) เห็นว่าอนุสรณ์ที่ญี่ปุ่นจะสร้างเป็นการสร้างถาวรไม่ใช่ชั่วคราวจึงมีหนังสือ
รายงานไปยังกรมประสานงานพันธมิตรเพื่อหารือทันที (หจช. บก.สูงสุด 2.6.6/8, น. 2)  

เมื่อ พันตรี ประเสริฐศรี ชยางกูร เจ้าหน้าที่กรมประสานงานพันธมิตรได้รับรายงานมีข้อสังเกต
เบื้องต้นว่าที่ดินซึ่งญี่ปุ่นต้องการขอซื้อเพ่ือท าอนุสรณ์นั้นอาจจะอยู่ในเขตซึ่งจะถูกเวนคืนในฐานะเขตทางรถไฟ
อยู่แล้ว ส่วน พันตรี สุร รอนปรปักษ์ เจ้าหน้าที่ประจ ากรมประสานงานพันธมิตรซึ่งต่อไปจะต้องรับผิดชอบ
ประสานงานเรื่องนี้โดยตรง เมื่อได้รับรายงานจึงมีหนังสือแสดงความเห็นเรียนเจ้ากรมประสานงานพันธมิตรลง
วันที ่ 30 พฤจิกายน 1943 ได้แสดงความไม่เห็นด้วยกับการสร้างอนุสรณ์ของญี่ปุ ่น โดยให้เหตุผลว่า  
“…อนุสาวรีย์ที่จะสร้างขึ้นนั้นจะเป็นเหตุให้กระทบกระเทือนจิตใจของประชาชนชาวไทยที่ได้พบเห็นทั้งเวลานี้
และเวลาภายหน้าได้อย่างไรหรือไม่ แม้การสร้างนี้จะเป็นการสร้างให้กับกรรมกรก็จริง แต่เมื่อค้าจารึกมิได้
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ปรากฏเป็นภาษาไทย ก็อาจเป็นทางยังความรู้สึกให้เกิดแง่คิดของบุคคลที่พบเห็นได้ ส่วนในแง่อันเกี่ยวกับ
ประวัติศาสตร์ก็ย่อมมีอยู่เหมือนกัน…” (หจช. บก.สูงสุด 2.6.6/8, น. 9) 

ต่อมาในวันที่ 3 ธันวาคม 1943 พันโท สุกิยะมะ ได้น าแผนผังการก่อสร้างไปให้ พันตรี ยศ โยธาการพินิจ 
นายช่างก่อสร้างทางรถไฟทหาร เขตบ้านโป่ง และอนุกรรมการจัดสร้างทางรถไฟทหาร เพ่ือให้ช่วยเหลือจัดหา
แผ่นหินอ่อนสลักจารึกประกอบอนุสาวรีย์ รวมทั้งขอให้ฝ่ายไทยคิดข้อความภาษาไทยที่จะจารึกด้วย  
ตัวอักษรไทยลงในแผ่นหินอ่อนด้วย โดยขอให้เป็นข้อความสั้นกระชับมีเนื้อความเกี่ยวกับศาสนาและขอให้ส่ง
ให้ญี่ปุ่นพิจารณาก่อน ผู้วิจัยสันนิษฐานว่าในวันเดียวกันนั้น พันโท สุกิยะมะ อาจจะมีโอกาสพูดคุยกับ
เจ้าหน้าที่ไทยระดับพันตรีอีกท่านหนึ่งด้วย เนื่องจากในแฟ้มเอกสารปรากฏบันทึกขนาดเล็กลงวันที่ 3 ธันวาคม 
ลงลายเซ็นพันตรีท่านหนึ่งซึ่งผู้วิจัยยังสันนิษฐานไม่ได้ว่าเป็นใคร บันทึกไว้อย่างไม่เป็นทางการอธิบายเหตุผลที่
กองทัพญี่ปุ่นต้องการสร้างอนุสรณ ์เหตุผลนี้จะปรากฏในเอกสารของฝ่ายไทยทุกฉบับที่เกี่ยวข้อง โดยบันทึกไว้ว่า   

“...ทูล เรื่องการสร้างอนุสาวรีย์ส้าหรับผู้ที่เสียสละชีวิตให้แก่ประเทศชาติทั้งทางตรงและ
ทางอ้อมนั้น เป็นศาสนานิยมและประเพณีนิยมของญี่ปุ่น เท่าที่ทราบในจีน แมนจูกัวและโชนัน 
(สิงคโปร์-ผู้วิจัย) ฯลฯ ญี่ปุ่นก็ได้ท้าอนุสาวรีย์ไว้หลายแห่ง โดยเฉพาะที่เกาะโชนัน ญี่ปุ่นยังท้า
อนุสาวรีย์ให้ฝ่ายข้าศึกท่ีต้องเสียชีวิตไปในการท้าสงครามคราวนี้ด้วย 

การสร้างอนุสาวรีย์ ญี่ปุ่นมีความมุ่งหมายเพ่ือเทิดเกียรติและสักการะต่อวิญญาณของผู้วาย
ชนม์ในสงคราม ทั้งเป็นอนุสาวรีย์ส้าหรับชนรุ่นหลังได้รู้เห็นในความดีงามของผู้เสียสละนั้น  ๆ 
ฉะนั้น การสร้างอนุสาวรีย์ประเภทนี้ จึงอาจอนุโลมเข้าประเพณีไทยได้ แต่ข้อความและสถานที่
ก่อสร้างควรจะได้ควบคุมให้งามในทางความรู้สึกและเหมาะสมกับภูมิประเทศ...” (หจช. บก.
สูงสุด 2.6.6/8, น. 10) 
เจ้ากรมประสานงานซึ่งเห็นสอดคล้องกับ พันตรี สุร จึงมีหนังสือถึงเสนาธิการกองทัพสนามลง

วันที่ 6 ธันวาคม 1943 แสดงความไม่เห็นด้วยต่อการสร้างอนุสรณ์ โดยให้เหตุผลเช่นเดียวกับบันทึกของ  
พันตรี สุร ที่เน้นประเด็น “การกระทบกระเทือนจิตใจชาวไทย” ทั้งให้เหตุผลเพ่ิมเติมว่า “...แต่เมื่อหาทางจะ
ปฏิเสธไม่ได้ถนัดนัก และการสร้างอนุสาวรีย์ท้านองนี้ ฝ่ายญ่ีปุ่นก็เคยได้สร้างขึ้นแล้วโดยพลการของตนเองไป
บ้างก็มี และที่ได้รับอนุมัติให้สร้างขึ้นบ้างก็มี เช่นทางจังหวัดภาคเหนือและภาคใต้ ที่จังหวัดสงขลาเป็นต้น  
จึงอยู่ในฐานะที่ยากจะขัดขวางได้ เพราะมีตัวอย่างที่ได้สร้างไปแล้วปรากฏอยู่…” (หจช. บก.สูงสุด 2.6.6/8, น. 
16-17) วันเดียวกันนั้นเสนาธิการกองทัพสนามจึงมีหนังสือปรึกษาไปยังผู้บัญชาการทหารสูงสุด จอมพล แปลก 
พิบูลสงคราม โดยให้แนวทางด าเนินการเรื่องนี้ว่าไม่ควรให้กองทัพญี่ปุ่นสร้าง ควรโน้มน้าวให้ญี่ปุ่นบ าเพ็ญกุศล
ด้วยการบริจาคเงินให้แก่องค์กรการกุศลหรือตั้งมูลนิธิเพ่ือช่วยเหลือความเป็นอยู่ของกรรมกรแทน (พวงทิพย์ 
เกียรติสหกุล, 2545, น. 89-90)  

ภายหลังได้รับแนวทางจากผู้บัญชาการทหารสูงสุดแล้ว พันโท สุร ได้ออกเดินทางไปยังจังหวัด
กาญจนบุรี พร้อมด้วย พันโท ยศ โดยตั้งใจว่าจะปัดให้เป็นเรื่องของการเจรจาระหว่างหน่วยงานท้องถิ่น ในระหว่าง
อยู่ที่กาญจนบุรีนั่นเองได้บังเอิญพบกับกลุ่มของพันโท สุกิยะมะ และได้พูดคุยกันเรื่องการขออนุญาตสร้าง



Thammasat Journal of Japanese Studies No. 40 Vol. 2 (July – December 2023) 

100 

อนุสรณ์ พันโท สุร จึงได้แจ้งว่าทราบเรื่องจากเจ้าหน้าที่ท้องถิ่นแล้ว จึงเดินทางออกมาดูสถานการณ์ แต่ยัง
ไม่ได้ด าเนินการเนื่องจากยังไม่ได้รับแจ้งจากทูตทหารบกญี่ปุ่น (หจช. บก.สูงสุด 2.6.6/8, หน้า 22) ท าให้หลัง
จากนั้นไม่นาน ยะมะดะ คุนิทะโร ทูตทหารบกประจ าสถานเอกอัครราชทูตญี่ปุ่นแห่งประเทศไทยได้มีบันทึก
ลงวันที่ 19 ธันวาคม 1943 เรื่องขออนุญาตสร้างอนุสรณ์ไปยังกรมประสานงานพันธมิตร ฝ่ายไทยจึงไม่
สามารถบ่ายเบี่ยงการเจรจาให้เป็นเรื่องของหน่วยงานท้องถิ่นได้อีก 

การประชุมระหว่างตัวแทนฝ่ายไทยกับญี่ปุ่นจึงเกิดขึ้น ณ จวนข้าหลวงประจ าจังหวัดกาญจนบุรีใน
วันที่ 22 ธันวาคม 1943 โดยตัวแทนฝ่ายไทยพยายามโน้มน้าวให้ญี่ปุ่นสร้างอนุสรณ์ภายในศาสนสถาน 
เช่นเดียวกับที่สมาคมจีนได้สร้างที่วัดเทวสังฆารามและที่วัดญวน (ปัจจุบันคือวัดถาวรวราราม) แต่ พันโท สุกิยะมะ
ยืนยันว่าต้องการสร้างบริเวณที่ดินซึ่งได้เลือกไว้แล้วที่ต าบลท่ามะขาม เพ่ือให้คนโดยสารรถไฟได้มองเห็น  
แม้พันโท ยศ จะแย้งว่าคนไทยที่ได้เห็นอาจจะเกิดความสะเทือนใจหากเห็นอนุสรณ์ซึ่งชาวต่างชาติมาสร้างไว้
ในประเทศไทย พันตรี สุกิยะมะ จึงแย้งว่า การสร้างที่ต าบลท่ามะขามนั้น “…เพ่ือให้ใคร ๆ ที่ผ่านไปเห็นย่อม
ได้ประโยชน์แก่ทุกชาติทุกภาษาที่ได้มาร่วมงานกัน และจะได้เป็นอนุสรณ์ค้านึงว่าทางรถไฟสายนี้ได้สร้างด้วย
ความยากล้าบากมาก…” รวมทั้งเน้นย้ าว่า “…การสร้างอนุสาวรีย์นี้ เพ่ือแสดงถึงสันติสุขของเอเชียร่วมกัน…” 
(หจช. บก.สูงสุด 2.6.6/8, น. 43) 

ต่อมาในวันที่ 25 ธันวาคม 1943 เจ้ากรมประสานงานพันธมิตร มีบันทึกถึงเสนาธิการกองทัพ
สนามเสนอทางออกเกี่ยวกับเรื่องนี้ว่า “…เมื่อหาทางจะปฏิเสธไม่ได้ถนัดนัก ทั้งอาจจะต้องผ่อนผันไปตาม
พันธกรณีที่ประเทศไทยมีต่อญี่ปุ่นอยู่ในขณะนี้แล้ว ทางที่พอจะท้าได้ก็คือ 1. การควบคุมการก่อสร้าง พยายาม
ให้อยู่ ในขอบเขตอันเหมาะสม  2. ควบคุมข้อความในค้าจารึก และควรหาทางให้มีภาษาไทยก้ากับ  
เพ่ือกันมิให้อักษรต่างประเทศเป็นเครื่องจูงให้เกิดแง่คิดในทางไม่ดีแก่ผู้พบเห็น…” (หจช. บก.สูงสุด 2.6.6/8, 
น. 32) กระทั่งวันที ่ 30 ธันวาคม พันโท สุร เป็นตัวแทนฝ่ายไทยเจรจากับร้อยโทอินะงะกิและนายฮะ
ตะโนะตัวแทนจากฝ่ายญี่ปุ่น ณ กรมประสานงานพันธมิตรอีกครั้งหนึ่ง โดยพยายามโน้มน้าวให้ญี่ปุ่นสร้างใน
บริเวณวัดเทวสังฆาราม แต่ญี่ปุ่นยังคงยืนยันที่จะสร้างบริเวณที่ดินที่เลือกไว้แล้ว ซึ่งเป็นจุดที่ผู้เดินทางไม่ว่าจะ
โดยรถไฟหรือทางเรือสามารถมองเห็นได้ชัดเจน (หจช. บก.สูงสุด 2.6.6/8, น. 36) ภายหลังการเจรจาต่อรอง
ราวหนึ่งเดือนเศษ ในวันที่ 1 มกราคม 1944 รัฐบาลไทยก็อนุมัติให้ญี่ปุ่นสร้างอนุสรณ์ในบริเวณที่ดินซึ่งญี่ปุ่น
เลือกไว้ ณ ต าบลท่ามะขาม ริมแม่น้ าแม่กลองใกล้กับสะพานรถไฟข้ามแม่น้ าแม่กลองหรือสะพานข้ามแม่น้ า
แควในปัจจุบัน 

  
2. ความหมายของ กาญจนบุรี อิเรโต 
ปัญหาของการแปล อิเรโต  
จากรายละเอียดการเจรจาระหว่างกองทัพญี่ปุ่นและกรมประสานงานพันธมิตรข้างต้น อาจกล่าวได้ว่า

รัฐบาลไทยช่วงปลายปี 1943 มีความกังวลต่อสถานภาพพันธมิตรกับญี่ปุ่นจึงพยายามหลีกเลี่ยงการสร้าง
สิ่งแสดงที่มีนัยถึงการมีอ านาจของญี่ปุ่นเหนือไทย รวมทั้งสิ่งแสดงที่มีวัตถุประสงค์เพ่ือถ่ายทอดความทรงจ า
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เกี่ยวกับความร่วมมือระหว่างไทยและญี่ปุ่นในสงครามขณะนั้น นอกจากนั้นรายละเอียดของการเจรจายัง
สะท้อนว่าคู่เจรจามีมโนทัศน์เกี่ยวกับการสร้างอนุสรณ์ไม่ตรงกันนัก ขณะที่ฝ่ายไทยเข้าใจว่าสิ่งที่กองทัพญี่ปุ่น
จะสร้างให้แก่ผู้เสียชีวิตมีลักษณะใกล้เคียงกับสิ่งก่อสร้างที่สมาคมจีนสร้างให้แรงงานนิรนามชาวจีนจ านวนมาก
ที่เสียชีวิตระหว่างการสร้างทางรถไฟ จึงเห็นสมควรสร้างอยู่ในศาสนสถาน แต่กองทัพญี่ปุ่นยืนยันว่าต้องการ
สร้างสิ่งก่อสร้างเพื่อประกาศเกียรติคุณแก่ผู้สละชีพเพื่อภารกิจอันส าคัญอย่างการสร้างทางรถไฟไทย-พม่า 
จึงสมควรสร้างในพ้ืนทีเ่ปิดเพื่อให้ผู้คนมองเห็นได้กว้างขวาง  

การท าความเข้าใจความหมายที่คลาดเคลื่อนระหว่างญี่ปุ่นกับไทยเช่นนี้ จึงจ าเป็นต้องพิจารณา
สิ่งก่อสร้างที่กองทัพญี่ปุ่นต้องการสร้างอีกครั้งว่าสิ่งที่ญี่ปุ่นขออนุญาตสร้างนั้นคืออะไรกันแน่  เอกสาร
ภาษาญี่ปุ่นที่พบในแฟ้มมีทั้งหมดสองฉบับ ฉบับหนึ่งคือบันทึกลงวันที่ 19 ธันวาคมปี ค.ศ. 1943 ของทูต
ทหารบกประจ าสถานเอกอัครราชทูตญี่ปุ่นที่ส่งไปถึงกรมประสานงานพันธมิตร บันทึกนี้ระบุมูลเหตุของการ
ก่อสร้างไว้ว่า “เพ่ือกองทัพญี่ปุ่นจะได้กระท้าการบ้าเพ็ญกุศลต่อวิญญาณของกรรมกรก่อสร้างทางรถไฟสาย
ไทย-พม่าที่เสียชีวิต (รวมทั้งเชลย) จึงใคร่จะสร้างอนุสาวรีย์บ้าเพ็ญกุศล” โดยค าว่า อนุสาวรีย์บ้าเพ็ญกุศล 
แปลมาจากค าว่า อิเรโต (慰霊塔) ส่วนอีกฉบับคือบันทึกลงวันที่ 26 มกราคม 1944 ภายหลังจากรัฐบาลไทย
อนุญาตให้สร้างแล้ว กองทัพญี่ปุ่นจึงส่งบันทึกแจ้งรายละเอียดข้อความภาษาญี่ปุ่นที่จะสลักลงบนสิ่งก่อสร้าง
ปรากฏข้อความว่า “ร่าง ค าจารึกในศิลาสงบวิญญาณผู้เสียชีวิต (ภาษาญี่ปุ่น)「カンチャナブリ」の慰霊塔

の碑文案” (หจช. บก.สูงสุด 2.6.6/8, น. 20, 54) จากบันทึกภาษาญี่ปุ่นทั้งสองฉบับรวมทั้งฉบับแปลไทย อาจ
กล่าวได้ว่าเจ้าหน้าที่ชาวไทยผู้แปลบันทึกลงวันที่ 19 ธันวาคม 1943 เข้าใจดีว่าไม่สามารถแปลค าว่า อิเรโต 
เป็นค าว่า อนุสาวรีย์ แต่ต้องมีค าขยายต่อท้ายว่า บ้าเพ็ญกุศล ด้วย ส่วนเจ้าหน้าที่ชาวไทยผู้แปลบันทึกลง
วันที่ 26 มกราคม 1944 นั้น ก็เข้าใจดีเช่นกัน แต่เลือกแปลเป็นค าภาษาไทยที่ต่างออกไปคือค าว่า “ศิลาสงบ
วิญญาณผู้เสียชีวิต” ซึ่งอนุมานได้ว่าผู้แปลต้องการเน้นย้ าถึงความแตกต่างของสิ่งก่อสร้างที่ไม่สามารถเทียบได้
กับ อนุสาวรีย์ ในค าไทย  

เนื่องจากไม่มีค าศัพท์ภาษาไทยที่สามารถถ่ายทอดความหมายของ อิเรโต อาจจะเป็นสาเหตุหนึ่งที่ท า
ให้เจ้าหน้าที่กรมประสานงานพันธมิตรเลือกเรียกสิ่งที่ญี่ปุ่นขอสร้างว่า อนุสาวรีย์ ซึ่งแม้จะเป็นค าเกิดใหม่ แต่ก็
คุ้นเคยกว่าค าว่า อนุสาวรีย์บ้าเพ็ญกุศล หรือ ศิลาสงบวิญญาณ การลดทอนดังกล่าวน่าจะเป็นส่วนหนึ่งที่ท าให้
เกิดความเข้าใจไม่ตรงกัน อีกทั้งการย่นย่อข้อความของเอกสารฝ่ายไทยจนความหมายคลาดเคลื่อนเช่นนี้ยังพบ
อยู่ในเอกสารชุดเดียวกัน อันน่าจะเกิดจากความไม่เข้าใจมโนทัศน์เรื่องการร าลึกถึงผู้เสียชีวิตในสงครามของ
ญี่ปุ่น กล่าวคือ เอกสารของทางการไทยกล่าวถึงวัตถุประสงค์ในการสร้างว่าเพ่ือเป็นเกียรติแก่กรรมกรโดยไม่
กล่าวถึงเชลย ทั้งที่ในค าแปลของบันทึกที่ทูตทหารบกส่งถึงกรมประสานงานพันธมิตรแปลไว้อย่างชัดเจนตรง
ตามต้นฉบับภาษาญี่ปุ่น ซึ่งปรากฏค าว่า “รวมทั้งเชลย” ในเครื่องหมายวงเล็บตามต้นฉบับภาษาญี่ปุ่น รวมทั้ง
ค าแปล “ร่าง ค าจารึกในศิลาสงบวิญญาณผู้เสียชีวิต (ภาษาญี่ปุ่น)” ก็มีค า เชลย ด้วย โดยฉบับแปลได้แปล
ไว้ว่า “เพ่ือกรรมกร (นานาชาติในภาคใต้ – เขียนเพ่ิมด้วยดินสอ - ผู้วิจัย) และเชลยศึกที่ได้รับเคราะห์ ป่วยถึงกับ
เสียชีวิตในระหว่างการสร้างทางรถไฟเชื่อมประเทศไทย-พม่า จึงตั้งอนุสาวรีย์นี้เพ่ือสงบ (ขีดฆ่าด้วยดินสอ
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เปลี่ยนเป็นค าว่า ปลอบ - ผู้วิจัย) วิญญาณเหล่านั้น” (หจช. บก.สูงสุด 2.6.6/8, น. 59) ข้อความภาษาญี่ปุ่นที่ปรากฏ
อยู่ในปัจจุบันก็ยังคงมีค าว่า “เพ่ือกรรมกรนานาชาติในภาคใต้และเชลยศึก” อยู่ด้วย (ดังภาพที่ 1 ข้อความในวงกลม)  
 

 
ภาพที่ 1 “เพ่ือกรรมกรนานาชาติในภาคใต้ 

และเชลยศึก” 
ภาพที่ 2 “อิเร/irei/慰霊”  ด้านหน้าของอนุสรณ์ซึ่ง

หันหน้าไปทางป้ายหยุดรถสถานีแควใหญ่” 
ที่มา : ถ่ายโดยผู้วิจัย เมื่อ 14 มิถุนายน 2023 

 
เจ้าหน้าที่กรมประสานงานพันธมิตรเองก็น่าจะมีข้อสังเกตเกี่ยวกับความหมายของ อิเรโต ที่ฝ่ายญี่ปุ่น

ขอสร้าง จึงได้สืบสวนธรรมเนียมญี่ปุ่น ดังปรากฏข้อความอธิบายเหตุผลในท านองเดียวกันหลายเอกสาร ในที่นี้
จึงขอยกตัวอย่างเพียงฉบับเดียวคือ บันทึกลงวันที่ 6 ธันวาคม 1943 ที่เจ้ากรมประสานงานพันธมิตรมีถึง
เสนาธิการกองทัพสนาม บันทึกนี้สะท้อนประเด็นเกี่ยวกับมโนทัศน์การร าลึกถึงผู้เสียชีวิตในสงครามของญี่ปุ่น
อย่างน้อยสามประเด็น ประเด็นแรก เรื่องเกี่ยวกับดินแดนที่ก่อสร้าง โดยระบุไว้ว่า “...เรื่องการสร้างอนุสาวรีย์
ส้าหรับผู้เสียสละชีวิตให้แก่ประเทศชาติทั้งทางตรงและทางอ้อมนั้น เป็นศาสนาและประเพณีนิยมของญี่ปุ่น
อย่างยิ่ง และเท่าที่ทราบการปฏิบัติในเรื่องนี้ในประเทศจีน แมนจูกัว และโชนัน ฯลฯ นั้น ญี่ปุ่นก็ได้ท้า
อนุสาวรีย์ไว้หลายแห่ง...” (หจช. บก.สูงสุด 2.6.6/8, น. 16-17) ประเด็นที่สอง สร้างเพ่ือร าลึกถึงใคร บันทึก
ระบุไว้ว่า “...ญี่ปุ่นไม่ได้สร้างเฉพาะอนุสาวรีย์ที่ระลึกส้าหรับฝ่ายตนเท่านั้น แม้แต่ฝ่ายข้าศึกที่ต้องเสียชีวิตใน
การสงครามคราวนี้ ก็ได้สร้างอนุสาวรีย์ให้ด้วยเหมือนกัน...” (หจช. บก.สูงสุด 2.6.6/8, น. 16-17) น่าสังเกตว่า
การสร้างอนุสาวรีย์เพ่ือร าลึกถึงผู้เสียสละชีวิตให้แก่ประเทศชาตินั้นน่าจะเป็นเรื่องที่ฝ่ายไทยเข้าใจได้ แต่การสร้าง
เพ่ือร าลึกถึงฝ่ายข้าศึกน่าจะเป็นสิ่งที่เจ้าหน้าที่ไทยไม่คุ้นเคย ประเด็นที่สาม วัตถุประสงค์ของการร าลึก บันทึก
ฉบับเดียวกันให้รายละเอียดเกี่ยวกับวัตถุประสงค์ของการสร้างไว้ว่า “...ญี่ปุ่นมีความมุ่งหมายเพ่ือเทิดเกียรติ
และสักการะต่อวิญญาณของผู้วายชนม์ในสนาม กับเพ่ือให้เป็นอนุสรณ์ส้าหรับชนรุ่นหลังได้รู้เห็นในคุณงาม
ความดีของผู้ยอมเสียสละทุก ๆ สิ่งทุก ๆ อย่าง แม้แต่ชีวิตของตนเองเหล่านั้น...” (หจช. บก.สูงสุด 2.6.6/8, น. 
16-17) ข้อความในส่วนนี้หากพิจารณาร่วมกับ “ร่าง ค าจารึกในศิลาสงบวิญญาณผู้เสียชีวิต (ภาษาญี่ปุ่น)” ซึ ่ง
กล่าวถึงการ “สงบ/ปลอบ วิญญาณ” จะสามารถเชื่อมโยงกับนัยทางศาสนาของ อิเรโต ได้ชัดเจนยิ่งขึ้น  
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มโนทัศน์แวดล้อม กาญจนบุรี อิเรโต 
การสร้างสิ่งก่อสร้างเพ่ืออุทิศแก่ดวงวิญญาณของผู้เสียชีวิตในสงครามในฐานะส่วนหนึ่งของพิธีกรรม

ทางศาสนานั้นเป็นธรรมเนียมปฏิบัติในญี่ปุ่นที่ปรากฏทั้งในระดับปัจเจกบุคคลและระดับสังคมมาตั้งแต่ก่อน
สมัยใหม่ ส่วนการสร้างเพ่ือการร าลึกถึงผู้เสียชีวิตในสงครามอันเป็นส่วนหนึ่งของกระบวนการสร้างรัฐชาติแบบ
สมัยใหม่นั้นเป็นที่นิยมตั้งแต่ปลายศตวรรษที่ 19 สืบเนื่องกับการท าสงครามกับจีนระหว่างปี 1894 - 1895 และ
สงครามกับรัสเซีย ระหว่างปี 1904 - 1905 (今井, 2008) โดยญี่ปุ่นสร้างสิ่งก่อสร้างเพ่ือร าลึกถึงผู้เสียชีวิต 
ในสงครามไว้หลายแห่งทั้งในญี่ปุ่น อาณานิคมของญี่ปุ่น ตลอดจนดินแดนที่กองทัพญี่ปุ่นขยายอิทธิพลเข้าไป  

สิ่งก่อสร้างอันเกี่ยวข้องกับการร าลึกถึงผู้เสียชีวิตในประวัติศาสตร์ญี่ปุ่นสมัยใหม่มีความหลากหลาย
และซับซ้อน โดยปกติการร าลึกถึงผู้เสียชีวิตจากความรุนแรงไม่ว่าจะเป็นจากการทหารหรือภัยธรรมชาติจะใช้
ค าว่า สึอิโต 追悼 ที่หมายถึงการไว้อาลัยถึงอดีตที ่ผ่านไป และ อิเร 慰霊  ซึ ่งหมายถึง การปลอบโยน
วิญญาณของผู้เสียชีวิต ค า สึอิโต นั้นปรากฏครั้งแรกในคัมภีร์พุทธศาสนานิกายเซนศตวรรษที่ 14 เป็นค าที่ใช้
ในพิธีร าลึกถึงผู้เสียชีวิตโดยทั่วไปตลอดจนการเสียชีวิตหมู่อันเกิดจากสาเหตุผิดธรรมชาติ (Nishimura, 2019, 
p. 141) ส่วนค าว่า อิเร ปรากฏครั้งแรกเป็นส่วนหนึ่งของค าว่า อิเรไซ 慰霊祭  ซึ่งเป็นพิธีร าลึกถึงทหารที่
เสียชีวิตในสงครามกับจีน ปี ค.ศ. 1894 - 1895 ค า อิเร-ไซ ใช้แพร่หลายพร้อมไปกับค าว่า โชคงไซ 招魂祭  ซ่ึง
ระยะแรกใช้ในความหมายที่ไม่ต่างกันนัก (Nishimura, 2019, p. 141) ต่อมาพิธี โชคงไซ ได้พัฒนาผูกพันกับ
กองทัพและแนวคิดชาตินิยมมากขึ้นจนกลายเป็นศาลเจ้าชินโตประเภทหนึ่งที่เรียกว่า โชคงชะ  招魂社 ศาล
เจ้าประเภทนี้ที่ส าคัญที่สุดก็คือศาลเจ้ายะสุคุนิแห่งเมืองโตเกียว (นิภาพร รัชตพัฒนากุล, 2549) ส่วนค า อิเรไซ 
ใช้แพร่หลายมากขึ้นภายหลังสงครามกับรัสเซียปี ค.ศ. 1904 - 1905 ส่วนการใช้ค า อิเร แบบไม่มี ไซ (แปลว่า 
พิธี) เป็นค าต่อท้ายนั้น Nishimura วิเคราะห์ว่าปรากฏขึ้นครั้งแรกภายหลังสงครามสิ้นสุดปี ค.ศ. 1945 มี
ความหมายเน้นการร าลึกถึงผู้เสียชีวิตจากวินาศภัยทุกชนิด (Nishimura, 2019, p. 141) ดังนั้นจากข้อมูลการ
สร้าง อิเรโต ซึ่งเป็นค าผสมระหว่าง อิเร และ โต 塔  ซึ่งหมายถึงสิ่งก่อสร้างยอดแหลมหรือเจดีย์ (สังคมไทยออก
เสียง ถะ หมายถึง เจดีย์ศิลาจีน) ของกองพลทหารรถไฟญี่ปุ่นที่กาญจนบุรีเมื่อปี ค.ศ.1943 ตลอดจนการสลักค า 
อิเร ไว้ด้านหน้า (ข้อความในวงกลมตามที่ปรากฏในภาพที่ 2) โดยไม่มีค า ไซ ต่อท้าย จึงอาจจะเป็นกรณีแรก ๆ 
ที่มีการใช้ค าว่า อิเร โดยไม่มีค า ไซ  

เมื่อน ามโนทัศน์การร าลึกถึงผู้เสียชีวิตในสงครามของญี่ปุ่นทั้งสามประเด็นที่พบในเอกสารจดหมายเหตุ
วิเคราะห์เทียบเคียงกับสิ่งก่อสร้างในลักษณะใกล้เคียงกันของญี่ปุ่นในช่วงปลายทศวรรษ 1930 ถึงสงคราม
สิ้นสุดในปี 1945 อาจวิเคราะห์โดยเริ่มจากประเด็น ดินแดนที่ก่อสร้าง ประเทศญี่ปุ่นมีการสร้าง อิเรโต ในช่วง
ก่อนสิ้นสุดสงครามปี 1945 เป็นจ านวนมาก ส่วนการสร้างนอกประเทศญี่ปุ่นเท่าที่ปรากฏในฐานข้อมูลของ 
Kokugaku University พบอยู่สามประเทศ คือ ปาเลา ปาปัวนิวกินี และ เกาะไซปันของสหรัฐอเมริกา 
เฉพาะที่สร้างก่อนปี 1945 พบเพียงสองแห่งที่ปาเลา (ประเทศปาเลาในปัจจุบัน) (國學院大學, n.d.)  จึงอาจ
กล่าวได้ว่า กาญจนบุรี อิเรโต นั้นมีความหมายค่อนข้างเฉพาะตัว เนื่องจากพบการสร้าง อิเรโต เพียงไม่ก่ีแห่ง
นอกดินแดนญี่ปุ่น แม้ว่าตั้งแต่ก่อนจนกระทั่งสิ้นสุดสงครามในปี 1945 ภาครัฐและเอกชนของญี่ปุ่นได้สร้าง
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สิ่งก่อสร้างตามความเชื่อทางศาสนาของตนนอกดินแดนหลักของประเทศญี่ปุ่นในปัจจุบันไว้มากมายรวมทั้งสิ้น
กว่า 1,600 แห่ง  (神奈川大学非文字資料研究センター, n.d.)  แต่สิ่งก่อสร้างทรงเจดีย์หรือ โต พบว่า
โดยมากเป็น  ชู เรโต  忠霊塔  ซึ่ งมีความหมายเฉพาะถึ งทหารหรือพลเรือนที่ เสี ยชี วิต ในสงคราม  
ซึ่งญี่ปุ่นได้สร้าง ชูเร-โต ไว้ในสมรภูมิหลายแห่งเช่นที่ ชิงเคียว (新京忠霊塔 ปัจจุบันคือ Changchun ใน
ประเทศจีน)  เพ่ืออุทิศให้แก่ทหารที่เสียชีวิตในอุบัติการณ์มุกเดน (横山, 2014) การสร้างที่ โชนัน (昭南忠霊塔  

สิงคโปร์ในปัจจุบัน) เพ่ืออุทิศแก่ทหารญี่ปุ่นที่เสียชีวิตระหว่างธันวาคมปี ค.ศ. 1941 ถึงกุมภาพันธ์ 1942 จาก
การปะทะกับอังกฤษ (大平, 2018; 日本映画社, 1942; 日本映画社,1943) ดังนั้นการที่กองทัพญี่ปุ่นสร้าง
อนุสรณ์ที่กาญจนบุรีเป็นชนิด อิเรโต ไม่ใช่ ชูเรโต ซึ่งมีความหมายเฉพาะถึงทหารหรือพลเรือนที่เสียชีวิตใน
สงครามนั้นจึงอาจจะสะท้อนว่ากองทัพญี่ปุ่นพยายามไม่เน้นย้ าหรือหลีกเลี่ยงที่จะกล่าวว่าการสร้างทางรถไฟ
สายไทย-พม่าเป็นส่วนหนึ่งของสงคราม ซึ่งลักษณะดังกล่าวปรากฏอยู่ในขั้นตอนการเจรจาในการสร้างทาง
รถไฟสายนี้กับรัฐบาลไทยตั้งแต่แรกเริ่ม (โยชิกาวา โทชิฮารุ, 2538) 

ส่วนอีกสองประเด็นคือ สร้างเพ่ือร าลึกถึงใคร และ วัตถุประสงค์ของการร าลึกคืออะไร สามารถ
วิเคราะห์ร่วมกัน โดยพิจารณาจากข้อความไว้อาลัยภาษาญี่ปุ่นที่ปรากฏอยู่บนตัวอนุสรณ์ซึ่งตั้งอยู่ตรงกลาง 
ประกอบกับค าไว้อาลัยทั้งหมดทีห่ัวมุมผนังทั้งสี่ด้านประกอบด้วยจารึกภาษาเวียดนาม ภาษามลายู ภาษาทมิฬ 
ภาษาจีน ภาษาอังกฤษ และภาษาไทย อันเป็นตัวแทนของกรรมกรเชื้อสายเอเชียและเชลยสงครามชาวตะวันตก 
ซึ่งงานวิจัยก่อนหน้านี้ได้วิเคราะห์ไว้อย่างดีแล้ว (โยชิกาวา โทชิฮารุ, 2538; พวงทิพย์ เกียรติสหกุล, 2545; 
Boggett, 2005) ผู้วิจัยจึงจะเน้นวิเคราะห์จากพิธีเปิด กาญจนบุรี อิเรโต  ซึ่งยังไม่มีผู้อภิปรายถึงมาก่อน  
โดยพิธีเปิดจัดขึ้นเมื่อ 12 มีนาคม 1944 เวลา 9.00 - 10.15 น. โดยมี พลตรี อิชิดะ เป็นประธาน ร่วมกับ
ตัวแทนฝ่ายไทยและผู้แทนกรรมกรและเชลยศึกชาติต่าง ๆ ทั้งมลายู อินเดีย จีน ไทย อังกฤษ ออสเตรเลีย ฯลฯ 
รวมทั้งหมดราว 500 คน พิธีเปิดเริ่มต้นด้วยพิธีทางศาสนาของญี่ปุ่น เมื่อเปิดผ้าคลุมออกแล้ว ประธานอ่านสาส์น
ไว้อาลัยของสมเด็จพระจักรพรรดิญี่ปุ่น แสดงความไว้อาลัยพร้อมกับกล่าวเชิญดวงวิญญาณของผู้เสียชีวิตเพ่ือ
ผลประโยชน์อันยิ่งใหญ่มาประดิษฐ์สถิตไว้ ณ อนุสาวรีย์ เสร็จแล้วบรรดานายทหารชั้นผู้ใหญ่ของญี่ปุ่นขึ้นวาง
กิ่งไม้เคารพอนุสาวรีย์ (หจช. บก.สูงสุด 2.6.6/8, น. 80) 

ส าหรับสาสน์ไว้อาลัยของสมเด็จพระจักรพรรดินั้น ไม่พบต้นฉบับภาษาญี่ปุ่น พบเพียงฉบับแปล จึงไม่
สามารถเทียบเคียงค าศัพท์ภาษาญี่ปุ่นที่ใช้ในเอกสารนี้ได้ ค าไว้อาลัยมีใจความว่า 

“เพ่ือเป็นที่ระลึกและไว้อาลัยแด่วิญญาณของท่านที่ได้เสียชีวิตไป เพราะโรคภัยไข้เจ็บ เนื่องในการ
สร้างทางรถไฟเชื่อมระหว่างประเทศไทย-พม่า จึงได้กระท้าพิธีเชิญวิญญาณของท่าน ผู้เสียสละเพ่ือ
ประโยชน์ อันยิ่งใหญ่มาประดิษฐ์สถิตไว้ ณ อนุสาวรีย์ซึ่งเป็นที่ประจักษ์แก่ท่านทั้งหลายผู้มีเกียรติ 
ณ ที่นี้แล้ว ขณะที่ท่านผู้เสียชีวิตนี้เนื่องจากประสพภัยจากการเจ็บป่วยครั้งนี้ ฉันได้ภาวนาวิงวอน
คุณพระศรีรัตนไตรและสิ่งศักดิ์สิทธิ์ในสากลโลก เพ่ือคุ้มครองท่านเหล่านั้นแล้ว แต่ด้วยความ
พยายามอันแรงกล้าถึงเพียงนี้ก็ไม่สามารถดลบันดาลให้ท่านพ้นภัย คือพระยามัจจุราชไปได้ จึงเป็น
สิ่งที่น่าเศร้าใจอย่างยิ่ง ครอบครัวของท่านเหล่านั้นก็เช่นกัน ยากที่จะหักใจระงับความเศร้าสลดใน
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อันที่จะระลึกถึงเสมอ ๆ ในการที่จะต้องจากไปอยู่ต่างพิภพกันเสียมิได้ เพ่ือไว้อาลัยในวิญญาณของ
ท่านผู้อุทิศชีวิตต่อสู้กับพระยามัจจุราช และชักน้าความสงบสุขมาสู่ดังเช่นการก่อสร้างทางรถไฟให้
ภาคพ้ืนแผ่นดินอันสงบสุขได้เชื่อมสัมพันธ์กันขึ้น และเป็นเครื่องหมายบ่งชี้ถึงความวัฒนาถาวรและ
สันติสุขให้แก่ภาคพ้ืนโลกเป็นที่ทราบซึ้งอยู่ตลอดกัลปาวสาน ในที่สุดนี้ขอให้วิญญาณของท่าน
เหล่านั้น ซึ่งสถิตอยู่บนสรวงสวรรค์ จงลงมาสถิต ณ อนุสาวรีย์นี้ เพ่ือคุ้มครองและบันดาลความ
สันติสุขให้แก่ภาคพ้ืนโลกนี้เทอญ” (หจช. บก.สูงสุด 2.6.6/8, น. 84)   
 

ดังที่กล่าวไว้ข้างต้น จากแง่มุมในเรื่องสถานที่ตั้ง กาญจนบุรี อิเรโต ค่อนข้างมีความหมายเฉพาะตัว 
เนื่องจากเป็น อิเรโต เพียงไม่กี่แห่งที่สร้างขึ้นนอกประเทศญี่ปุ่นก่อนปี 1945 โดยสร้างขึ้นเพ่ืออุทิศแก่ผู้ที่
เสียชีวิตในการสร้างทางรถไฟสายไทย-พม่า ทางรถไฟสายนี้เป็นเส้นทางเชื่อมต่อดินแดนที่เป็นอาณานิคมของ
อังกฤษมาหลายทศวรรษ (บริติชมาลายาผ่านประเทศไทยและบริติชเบอร์มา) จึงมีลักษณะที่อาจตีความได้ว่า
เป็นสิ่งก่อสร้างตามมโนทัศน์ วงไพบูลย์ร่วมกันแห่งมหาเอเชียบูรพา  (大東亜共栄圏  Greater East Asia 
Co-Prosperity Sphere) ซึ่งเป็นแนวคิดว่าด้วยการสร้างสันติภาพและความมั่นคงขึ้นในเอเชียตะวันออกและ
ป้องกันการแสวงหาผลประโยชน์จากแองโกล-อเมริกา  

ส าหรับสาส์นของสมเด็จพระจักรพรรดิในพิธีเปิดนั้นสะท้อนมโนทัศน์ สากลภารดรภาพ (Hakko ichiu  
八紘一宇   Imperial rule over the eight corners of the earth) ซึ่งเป็นแนวคิดอธิบายความชอบธรรมใน
การท าสงครามของญี่ปุ่นว่าเป็นสงครามเพ่ือสร้างสันติภาพให้เกิดขึ้นทั่วโลกโดยอ้างอิงจากต านานจักรพรรดิ
ญี่ปุ่น แนวคิดนี้แพร่กระจายอย่างรวดเร็วในช่วงทศวรรษ 1930 และเป็นแนวคิดท่ีญี่ปุ่นใช้ในการเจรจาประเด็น
ทางวัฒนธรรมกับไทยด้วยเช่นกัน (Ruoff, 2010; นิภาพร รัชตพัฒนากุล, 2545, น. 141) ภายใต้มโนทัศน์นี้
เนื้อความของสาสน์จึงอธิบายถึงบารมีของสมเด็จพระจักรพรรดิที่แผ่ขยายครอบคลุมทั่วทั้งแปดมุมโลก ใน
สาสน์ไม่กล่าวถึงเชื้อชาติศาสนาของผู้เสียชีวิตแต่เน้นถึงความเสียสละในฐานะมนุษย์ผู้ปฏิบัติหน้าที่เพ่ือน า
ความสงบสุขมาสู่โลก ซึ่งก็คือการสร้างทางรถไฟสายไทย-พม่า  

จากขั้นตอนพิธีเปิดจะเห็นถึงมิติทางศาสนาอย่างชัดเจน โดยเฉพาะการอัญเชิญวิญญาณของผู้เสียชีวิต
จากสรวงสวรรค์มาสถิตอยู่ ณ กาญจนบุรี อิเรโต เพ่ือคุ้มครองและบันดาลความสงบสุขให้แก่โลก ลักษณะ
เช่นนี้สอดคล้องกับข้อเสนอของ Nishimura ที่ว่าการจะท าความเข้าใจการร าลึกถึงผู้เสียชีวิตจากสงครามใน
สังคมญี่ปุ่นภายหลังสงครามโลกครั้งที่ 2 นั้นต้องท าความเข้าใจผ่านมโนทัศน์เรื่อง shizume (シズメ การท า
ให้สงบ) และ furui (フルイ แรงบันดาลใจ) (Nishimura, 2019, pp. 145-146; 西村 , 2014) แม้ กาญจนบุรี 
อิเรโต จะสร้างก่อนสงครามสิ้นสุด แต่ถ้อยค าในเอกสารสามารถสะท้อนมโนทัศน์ที่ไปกันได้กับข้อเสนอของ 
Nishimura กล่าวคือ จากบันทึกของกองพลทหารรถไฟที่มีถึงกรมประสานงานพันธมิตรและสาสน์ในพิธีเปิด
ของสมเด็จพระจักรพรรดิต่างก็สะท้อนมโนทัศน์ shizume   หรือการท าให้สงบ ตัวอย่างที่เด่นชัดที่สุดคือ การ
แปล อิเรโต ด้วยค าว่า ศิลาสงบวิญญาณ เช่นเดียวกับมโนทัศน์ furui   หรือ แรงบันดาลใจ ซึ ่งในเอกสารที่
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อภิปรายข้างต้นสะท้อนให้เห็นการสร้าง อิเรโต เพื่อให้คนรุ่นหลังได้รู้เห็นถึงคุณงามความดีและการเสียสละ
แม้กระท่ังชีวิตของตนเองเพ่ือภารกิจที่ยิ่งใหญ่  

 
บทสรุป 
 กาญจนบุรี อิเรโต เป็นอนุสรณ์ที่กองทัพญี่ปุ่นสร้างขึ้นเพ่ือร าลึกถึงกรรมกรชาวเอเชียและเชลย
สงครามที่เสียชีวิตไประหว่างการสร้างทางรถไฟสายไทย-พม่า โดยเลือกสร้างในรูปแบบ อิเรโต ซึ่งมีความหมาย
ผูกพันกับสงครามน้อยกว่าอนุสรณ์รูปแบบอ่ืนที่ญี่ปุ่นนิยมสร้างในช่วงทศวรรษ 1930 ถึงกลางทศวรรษ 1940 
กาญจนบุรี อิเรโต มีความหมายเฉพาะตัวที่น่าสนใจหลายประการ กล่าวคือ อนุสรณ์แห่งนี้สร้างในดินแดนที่มี
ฐานะเป็นพันธมิตรกับญี่ปุ่นในระหว่างสงคราม โดยสร้างเพ่ือร าลึกและอาลัยแก่ดวงวิญญาณของผู้คนเรือนแสน
ซึ่งแตกต่างหลากหลายทั้งเชื้อชาติและศาสนาที่เสียชีวิตไประหว่างการสร้างทางรถไฟ ดวงวิญญาณเหล่านั้นถูก
อัญเชิญมาสถิต ณ อนุสรณ์เพ่ือคุ้มครองและบันดาลสันติสุขให้แก่โลก ซึ่งสะท้อนมโนทัศน์เกี่ยวกับการร าลึกถึง
ผู้เสียชีวิตในสงครามของญี่ปุ่นที่มีนัยทางศาสนาว่าด้วยการท าให้ดวงวิญญาณของผู้เสียชีวิตสงบลงจาก
ความตายที่ไม่พึงปรารถนา พร้อมกับการยกย่องดวงวิญญาณเหล่านั้นให้มีคุณค่าทางจิตใจต่อคนรุ่นต่อไป  
อันเป็นอีกด้านหนึ่งของการปลอบประโลมความเจ็บปวดทั้งของผู้เสียชีวิตและผู้ที่ยังมีชีวิตอยู่ซึ่งมีส่วนเกี่ยวข้อง
กับสงคราม นอกจากนั้นสาส์นของสมเด็จพระจักรพรรดิในพิธีเปิดอนุสรณ์ยังสะท้อนมโนทัศน์ว่าด้วย สากล
ภารดรภาพ ซึ่งเป็นมโนทัศน์ที่ใช้อธิบายความชอบธรรมในการท าสงครามของญี่ปุ่นว่าเป็นสงครามเพ่ือสร้าง
สันติภาพให้เกิดขึ้นทั่วโลกโดยอ้างอิงจากต านานจักรพรรดิญี่ปุ่น  ซึ่งมีลักษณะบางประการร่วมกับมโนทัศน์  
วงไพบูลย์ร่วมกันแห่งมหาเอเชียบูรพา  
 มโนทัศน์เกี่ยวกับการร าลึกถึงผู้เสียชีวิตในสงครามของญี่ปุ่นนี้มีลักษณะเฉพาะทางวัฒนธรรม และไม่ได้
เป็นมโนทัศน์ร่วมที่พบได้ทั่วไปในภูมิภาคเอเชีย เห็นได้จากขั้นตอนการเจรจาต่อรองระหว่างหน่วยงานของ
ญี่ปุ่นและไทยในกระบวนการขออนุญาตก่อสร้าง เช่น ปัญหาการระบุสถานที่ที่จะก่อสร้างซึ่งญี่ปุ่นต้องการ
สร้างบริเวณสถานีรถไฟซึ่งเป็นพ้ืนที่เปิดมีผู้คนสัญจรพลุกพล่าน ในขณะที่รัฐบาลไทยซึ่งเริ่มคลายความร่วมมือ
ที่ให้กับญี่ปุ่นตั้งแต่ช่วงครึ่งหลังปี 1942 พยายามบ่ายเบี่ยงและหลีกเลี่ยง ตลอดจนปัญหาในการแปลค าว่า 
อิเรโต เป็นภาษาไทยซึ่งไม่มีค าศัพท์ภาษาไทยที่สามารถถ่ายทอดความหมายได้โดยตรง สิ่งเหล่านี้ล้วนสะท้อน
ความส าคัญของประเด็นทางวัฒนธรรมต่อการท าความเข้าใจสงครามโลกครั้งที่ 2 ซึ่งเป็นปรากฏการณ์ขนาดใหญ่
ที่ชีวิตของคนจ านวนนับไม่ถ้วนเข้าไปมีส่วนร่วม  
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はじめて学ぶ 日本児童文学史 

Hajimete Manabu Nihon 
Jidobungakushi 
鳥越 信 編著, 2001. 
424 pages 

 
 วรรณกรรมเยาวชนญี่ปุ่นเป็นที่สนใจของผู้อ่านชาวไทยมาอย่างยาวนาน ทว่างานวิชาการภายในประเทศไทย
ที่ให้ความรู้เกี่ยวกับวรรณกรรมเยาวชนญี่ปุ่นกลับมีจ านวนจ ากัด หนังสือประวัติวรรณกรรมเยาวชนญี่ปุ่น
ส าหรับผู้เริ่มต้น『はじめて学ぶ 日本児童文学史』（ミネルヴァ書房、2001年）จึงเป็นหนังสือเล่มส าคัญ
ส าหรับนักศึกษา นักวิชาการ และผู้สนใจเพ่ือศึกษาท าความเข้าใจเกี่ยวกับที่มาและพัฒนาการของวรรณกรรม
เยาวชนญี่ปุ่น หนังสือเล่มนี้บรรณาธิการโดยโทริโงเอะ ชิน（鳥越信）ศาสตราจารย์ด้านวรรณกรรมเยาวชน
ญี่ปุ่นที่คร่ าหวอดอยู่ในวงการวรรณกรรมเยาวชนตั้งแต่สมัยที่เป็นนักศึกษาของมหาวิทยาลัยวาเซดะ อีกทั้งยัง
เป็นบุคคลส าคัญที่ปลุกกระแสวิพากษ์ลักษณะวรรณกรรมเยาวชนญี่ปุ่นแบบดั้งเดิมและกระตุ้นให้วรรณกรรม
เยาวชนญี่ปุ่นพัฒนารูปแบบเทียบเท่าสากลมากขึ้น หนังสือเล่มนี้มีจ านวน 424 หน้า ขนาด A5 บรรณาธิการได้
รวบรวมพัฒนาการของวรรณกรรมเยาวชนญี่ปุ่นที่สัมพันธ์กับประวัติศาสตร์สังคมญี่ปุ่น ตลอดจนการ
ยกตัวอย่างงานวรรณกรรมมาอธิบายอย่างละเอียด โดยแบ่งเนื้อหาออกเป็น 6 ส่วน (ไม่รวมบทน า) ดังนี้ 
 
ส่วนที่ 1 (บทที่ 1 - 3) ศาสนาคริสต์และวรรณกรรมเยาวชน 
 เนื้อหาส่วนนี้กล่าวถึงพัฒนาการของวรรณกรรมเยาวชนญี่ปุ่นสัมพันธ์อย่างแนบแน่นกับการเผยแผ่
ศาสนาคริสต์ในประเทศญี่ปุ่น ช่วงทศวรรษที่ 1870 เป็นช่วงที่ญี่ปุ่นได้เริ่มเข้าสู่ยุคสมัยใหม่หรือที่รู้จักในชื่อว่า 
“ยุคสมัยเมจิ” (ค.ศ. 1868 - 1912) ช่วงเวลานี้ศาสนาคริสต์สามารถเผยแพร่ค าสอนได้อย่างเปิดเผย จึงได้เริ่ม
มีการก่อตั้งโรงเรียนสอนศาสนาวันอาทิตย์（日曜学校）เปิดสอนโดยมิชชันนารีชาวอเมริกัน โรงเรียนสอน



ปริทัศน์หนังสือ : ประวัติวรรณกรรมเยาวชนญี่ปุ่นส าหรับผู้เริ่มต้น 

111 

ศาสนาเหล่านี้ได้จัดกิจกรรมศึกษาพระคัมภีร์และการเรียนการสอนให้แก่เด็ก ตลอดจนได้ผลิตสิ่งพิมพ์ทาง
ศาสนาส าหรับเด็ก เช่น หนังสือ ไซไว โนะ โอโตซึเระ วาเรเบะ เทบิกิ โนะ โทอิ โคตาเอะ『さいはひのおとづ

れわれべ手びきのとひこたへ』（1872 年）นอกจากนี้ยังได้ผลิตสิ่งพิมพ์ส าหรับเด็ก เช่น การแปลหนังสือ
เรียนจากอเมริกา อีกด้วย จากส่วนนี้จะเห็นได้ว่าการเผยแผ่ศาสนาคริสต์ในช่วงต้นสมัยเมจิมีบทบาทส าคัญ
อย่างยิ่งในการเริ่มต้นที่จะแยกสิ่งพิมพ์ส าหรับผู้ใหญ่และสิ่งพิมพ์ส าหรับเด็กออกจากกัน เนื่องจากในช่วงเวลานี้
สังคมญี่ปุ่นยังมีมโนทัศน์เก่ียวกับเด็กที่ยังแตกต่างจากสังคมตะวันตกอยู่มาก  
 กิจกรรมอีกประการหนึ่งที่ส าคัญของโรงเรียนสอนศาสนาวันอาทิตย์ก็คือการออกนิตยสารรายสัปดาห์
เพ่ือเผยแผ่ค าสอนศาสนาคริสต์ส าหรับเด็ก เช่น นิตยสาร ชิจิอิจิ ซัปโป（『七一雑報』）ในช่วงทศวรรษที่ 1880 
ในนิตยสารต่าง ๆ เหล่านี้มีการแทรกเรื่องอ่านเล่นส าหรับเด็กอยู่ด้วย ในช่วงเวลานี้ ปัญญาชนชาวญี่ปุ่นจ านวนมาก
ได้สนใจเข้ามาเรียนรู้คริสต์ศาสนาผ่านโรงเรียนสอนศาสนาวันอาทิตย์ หนึ่งในคนกลุ่มนี้ก็คืออิวายะ ซาซานามิ
（巖谷小波）ที่ต่อมาได้กลายเป็นนักเขียนวรรณกรรมเยาวชนคนส าคัญในสมัยเมจิ อิวายะเป็นผู้หนึ่งที่ศรัทธา
ในศาสนาคริสต์ จนได้กลายมาเป็นครูประจ าโรงเรียนสอนศาสนาวันอาทิตย์ และเพ่ือที่จะจัดกิจกรรมแสดง
ละครเวทีภายในโรงเรียน อิวายะได้เขียนบทละครเรื่อง โคงาเนมารุ（『こがね丸』1891 年）ขึ้น บทละครเรื่องนี้
ถือเป็นวรรณกรรมเยาวชนเรื่องแรกที่เขียนโดยนักเขียนชาวญี่ปุ่น 
 นอกเหนือจากบทบาทของโรงเรียนสอนศาสนาวันอาทิตย์ที่ได้ส่งเสริมให้เกิดการผลิตงานเขียนส าหรับ
เยาวชนโดยนักเขียนชาวญี่ปุ่นแล้ว ปัจจัยอีกด้านหนึ่งที่ถือว่าเป็นปัจจัยส าคัญที่เอ้ือให้เกิดการผลิตงานเขียน
ส าหรับเยาวชนขึ้นนั้นก็คือความมุ่งมั่นของชาวญี่ปุ่นที่จะพัฒนาชาติให้ทัดเทียมกับชาติตะวันตก เมื่อความมุ่งมั่นนี้
ได้ก่อตัวขึ้น การที่จะสามารถสร้างชาติที่แข็งแกร่งได้นั้นจ าเป็นอย่างยิ่งที่พลเมืองในชาติต้องมีความรู้ทางด้าน
วิทยาศาสตร์สมัยใหม่ ด้วยเหตุนี้หนังสือส าหรับเด็กที่น าเสนอเนื้อหาเกี่ยวกับวิทยาศาสตร์（窮理書）จงึได้ถือ
ก าเนิดข้ึนในช่วงเวลานี้เพื่อสนองนโยบายของชาติ  
 สิ่งพิมพ์ที่น าเสนอเนื้อหาเกี่ยวกับวิทยาศาสตร์นั้นมีมาตั้งแต่ปลายสมัยเอโดะหรือในช่วงปลายสมัยที่
ญี่ปุ่นปิดประเทศ โดยงานเขียนลักษณะนี้เรียกว่างานเกี่ยวกับการศึกษาวิทยาการของฮอลันดา（蘭学）และ
ถูกศึกษาอยู่ในวงแคบ อย่างไรก็ตาม เมื่อเข้าสู่สมัยเมจิ ฟูกูซาวะ ยูกิจิ（福沢 諭吉）ปัญญาชนคนส าคัญที่เป็น
เสาหลักในการปฏิรูปญี่ปุ่นให้เป็นสมัยใหม่เห็นว่าการที่จะเผยแพร่ความรู้เกี่ยวกับการพัฒนาชาติให้เท่าเทียม
กับตะวันตกนั้น จ าเป็นอย่างยิ่งที่จะต้องสร้างความรู้ความเข้าใจเกี่ยวกับวิทยาศาสตร์ของปรากฏการณ์
ธรรมชาติต่าง ๆ เป็นพ้ืนฐานเสียก่อน ฟูกูซาวะจึงเขียนหนังสือ คูงโม คิวริซูไก（『訓蒙 窮理図解』1868 年）

เพ่ือให้เยาวชนได้มีความรู้เกี่ยวกับเรื่องนี้ในเบื้องต้น  จากนั้นเมื่อเข้าสู่ทศวรรษ 1870 เป็นต้นมา หนังสือที่มี
เนื้อหาเก่ียวกับวิทยาศาสตร์ก็ได้รับความนิยมอย่างแพร่หลายอย่างมาก และมีการแปลหนังสือในลักษณะนี้จาก
ต่างประเทศอีกด้วย 
 สาเหตุประการหนึ่งที่สร้างกระแสความนิยมต่อหนังสือเกี่ยวกับวิทยาศาสตร์ให้แพร่หลายในสังคมช่วงนี้
ก็คือการปฏิรูปการศึกษา（学制）ในปี ค.ศ. 1871 การปฏิรูปการศึกษาครั้งนี้ได้วางหลักสูตรที่เน้นความส าคัญ
ของวิชาวิทยาศาสตร์ ส่งผลให้นักเรียนชั้นประถมศึกษาตอนปลายต้องใช้หนังสือของฟูกูซาวะเรียนวิชา
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วิทยาศาสตร์ เพ่ือสอดรับการนโยบายทางการศึกษานี้  ส านักพิมพ์จึงผลิตหนังสือประเภทนี้ออกมาเป็นจ านวนมาก
เพ่ือที่จะให้โรงเรียนเลือกใช้หนังสือของตนเป็นหนังสือเรียนต่อไป  
 เมื่อเยาวชนในชาติอ่านออกเขียนได้มากขึ้น ตลาดนิตยสารส าหรับเด็กก็เฟ่ืองฟูขึ้นตามมา ปลายช่วง
ทศวรรษ 1880 เกิดนิตยสารส าหรับเด็กจ านวนมาก เช่น โชเน็นเอ็น（『少年園』）นิฮง โนะ โชเน็น（『日本之

少年』）โชโกกูมิน（『少国民』）นิตยสารเหล่านี้ล้วนแต่มีคอลัมน์ที่น าเสนอความรู้เกี่ยวกับวิทยาศาสตร์  
ยิ่งเมื่อเข้าสู่ช่วงสมัยไทโช (1912 - 1926) ยุคสมัยที่ผู้ผลิตหนังสือส าหรับเยาวชนให้ความส าคัญต่อผู้อ่านที่เป็น
เยาวชนมากขึ้นนั้น（児童中心主義思想）หนังสือที่น าเสนอเนื้อหาเกี่ยวกับวิทยาศาสตร์เหล่านี้ก็พัฒนา
รูปแบบหลากหลาย ท าให้ผู้อ่านที่เป็นเยาวชนสามารถเพลิดเพลินไปกับเนื้อหาสาระเกี่ยวกับวิทยาศาสตร์ได้
มากยิ่งขึ้น  

อีกด้านหนึ่งนั้น หนังสือส าหรับเด็กที่แปลจากภาษาต่างประเทศก็ได้เข้ามามีบทบาทส าคัญในการ
ปฏิรูปสังคมญี่ปุ่นสู่ความเป็นสมัยใหม่และความเป็นอารยธรรมเพ่ือให้ผู้คนในสังคมก้าวทันโลกตะวันตก  
หนังสือแปลส าหรับเด็กที่คาดว่าเป็นหนังสือแปลเล่มแรกสุดในญี่ปุ่นก็คือนิทานอีสป ESOPONO FABVALS
（『エソポノハブラス』）หนังสือเล่มนี้ได้รับการแปลจากฉบับภาษาละตินเป็นภาษาญี่ปุ่นในช่วงกลาง
ศตวรรษที่ 16 โดยมิชชันนารี มีวัตถุประสงค์เพ่ือน ามาใช้เผยแผ่ศาสนาคริสต์ให้แก่เยาวชน นอกจากเหนือจาก
นิทานอีสปแล้ว ยังมีหนังสือส าหรับเด็กอีกจ านวนหนึ่งถูกแปลในช่วงที่ญี่ปุ่นปิดประเทศอีกด้วย เมื่อเข้าสู่สมัยเม
จิ หนังสือแปลส าหรับเยาวชนในช่วงเวลานี้มุ่งเน้นเนื้อหาที่น าเสนอความรู้เกี่ยวกับประเทศต่าง ๆ ภูมิศาสตร์
โลก ประวัติศาสตร์โลก เช่น งานของ Peter Parley และ W. Swinton หนังสือแปลกลุ่มนี้ได้ถูกใช้เป็นหนังสือ
เรียนในเวลาต่อมา นอกจากนี้ ปัญญาชนที่สนใจวัฒนธรรม ความคิด และปรัชญาตะวันตก ก็ได้น าวรรณกรรม
ตะวันตก เช่น โรบินสัน ครูโซ 80 วันรอบโลก กัลลิเวอร์ผจญภัย ผลงานของเชคสเปียร์ต่าง ๆ มาแปลเผยแพร่
จนได้รับความนิยมในกลุ่มผู้อ่าน การแปลหนังสือและวรรณกรรมจากต่างประเทศเป็นอิทธิพลส าคัญที่ผลักดัน
ให้คนญี่ปุ่นรู้จักหนังสือส าหรับเด็กในแบบที่ควรจะเป็น ทั้งรูปประโยค กลวิธีการประพันธ์ แนวคิดของชาติ
ตะวันตก โดยเฉพาะอย่างยิ่ง การน าภาษาพูดมาใช้เขียนในงานวรรณกรรม（言文一致） 

 

ส่วนที่ 2 (บทที่ 4 - 6) ยุคแห่งนิทานเรื่องเล่า 
 ในปี ค.ศ. 1886 ได้เกิดเหตุการณ์เรือนอร์แมนตันซึ่งเป็นเรือบรรทุกสินค้าอังกฤษล่ม（ノルマントン

号事件）บนเรือบรรทุกสินค้านั้นมีผู้โดยสารทั้งชาวยุโรป ชาวจีน ชาวอินเดีย และชาวญี่ปุ่น ทว่าเจ้าหน้าที่บนเรือ
กลับช่วยเหลือเฉพาะผู้โดยสารชาวยุโรปเท่านั้น  เหตุการณ์ครั้งนี้ท าให้ชาวญี่ปุ่นไม่พอใจและเกิดอคติต่อ
ชาวตะวันตกอย่างมาก ในช่วงเวลานี้อุดมการณ์ชาตินิยมในญี่ปุ่นได้ปะทุและเข้มแข็งจนน าไปสู่กระแสนิยมงานเขียน
ประเภทเรื่องเล่าโบราณ（昔話）เรื่องเล่าเชิงประวัติศาสตร์（歴史物語）กระแสความนิยมนี้ได้ส่งอิทธิพล
ครอบคลุมไปถึงงานเขียนส าหรับเยาวชน  

 ในปี ค.ศ. 1889 รัฐธรรมนูญฉบับแรกของญี่ปุ่นถูกประกาศใช้ จากนั้นในปีถัดมา (ค.ศ. 1890) ค าประกาศ
ของพระจักรพรรดิเกี่ยวกับการศึกษา（教育勅語）ที่มเีนื้อหากล่าวถึงการจัดการศึกษาที่ยึดค าสอนของลัทธิขงจื๊อ
ที่วางแผนจัดการศึกษาเพ่ือเน้นการกตัญญูกตเวทีต่อบิดามารดา เสริมสร้างความสมัครสมานสามัคคีภายใน
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ครอบครัวเป็นพ้ืนฐาน เพ่ือเติบโตมารับใช้ชาติอย่างกล้าหาญและซื่อสัตย์ และเน้นความจงรักภักดีต่อองค์
จักรพรรดิ（国家主義的教育）ได้ถูกประกาศและถูกส่งไปทุกโรงเรียนทั่วประเทศพร้อมกับภาพถ่ายขององค์
พระจักรพรรดิและพระจักรพรรดินี อย่างไรก็ตาม ช่วงต้นทศวรรษ 1890 ชาวญี่ปุ่นยังคงมีมโนทัศน์เกี่ยวกับ
เด็กในฐานะแรงงานส าคัญส าหรับครอบครัว อัตราการเข้าเรียนต่อของเด็กจึงยังไม่สูงนัก และเด็กที่ได้มีโอกาส
เข้าเรียนมักเป็นเด็กผู้ชายมากกว่าเด็กผู้หญิง  นิตยสารส าหรับเยาวชนในช่วงเวลานี้จึงผลิตขึ้นโดยค านึงถึง
ผู้อ่านที่เป็นเด็กผู้ชายเป็นหลัก นอกจากนีน้ิตยสารเหล่านี้ยังมุ่งปลูกฝังให้เยาวชนเติบโตเป็นผู้ใหญ่ที่อุทิศตนเพ่ือ
ชาติบ้านเมืองสอดคล้องตามแนวคิดของค าประกาศของพระจักรพรรดิเกี่ยวกับการศึกษาที่ได้กล่าวมาใน
ข้างต้น ในขณะเดียวกันก็ส่งเสริมมายาคติการมุ่งมั่นเล่าเรียนเพ่ือประสบความส าเร็จในชีวิตและมีหน้ามีตาใน
สังคม（立身出世）ด้วยเหตุนี้เนื้อหาในสิ่งพิมพ์ส าหรับเยาวชนเหล่านี้จึงมุ่งให้ความรู้มากกว่าความบันเทิง 
ตัวอย่างเนื้อหาในนิตยสารส าหรับเยาวชนในช่วงเวลานี้ได้แก่ งานเขียนประเภทชีวประวัติบุคคลส าคัญ งานเขียน
เชิงประวัติศาสตร์ นิทานเรื่องเล่า（御伽噺）แน่นอนว่าผู้ที่สามารถจับจ่ายหาซื้อนิตยสารเหล่านี้ได้ก็คือชนชั้น
ที่มีอิสระทางการเงิน ไม่ใช่ประชาชนที่ใช้แรงงานทั่วไป  
 ในปี ค.ศ. 1891 เป็นปีแรกที่หนังสือชุด（叢書）ได้ถูกผลิตขึ้นจ าหน่าย ส านักพิมพ์ใหญ่อย่างฮากูบูงกัง  

（博文館）ได้ออกหนังสือชุดจ านวนมาก เช่น หนังสือชุดเกี่ยวกับเรื่องเล่าของญี่ปุ่น（『日本お伽噺』）

หนังสือชุดเกี่ยวกับประวัติศาสตร์ญี่ปุ่น（『日本歴史譚』）หนังสือชุดชีวประวัติบุคคลส าคัญของญี่ปุ่น（『少

年読本』）หนังสือชุดเกี่ยวกับประวัติศาสตร์โลก（『世界歴史譚』）หนึ่งในหนังสือชุดที่ขายดีในช่วงเวลานี้
ได้แก่หนังสือชุดวรรณกรรมเยาวชน（『少年文学』）หนังสือชุดนี้มีทั้งหมด 32 เล่ม โดยรวมงานเขียนส าหรับ
เด็กประเภทต่าง ๆ เอาไว้ ทั้งงานเขียนที่นักเขียนชาวญี่ปุ่นแต่งขึ้นเอง งานเขียนประเภทชีวประวัติบุคคลส าคัญ 
งานเขียนที่ดัดแปลงจากต่างประเทศ โดยในหนังสือชุดนี้ยังได้น าเสนอผลงานของอิวายะ ซาซานามิ เรื่อง 
โคงาเนมารุ เอาไว้อีกด้วย ผลงานชิ้นนี้ได้กลายเป็นรูปแบบงานเขียนส าหรับเยาวชนที่ได้รับความนิยมในช่วง
สมัยเมจิ  อย่างไรก็ตาม งานเขียนส าหรับเยาวชนที่ปราศจากการแฝงด้วยวัตถุประสงค์ทางการศึกษาหรือ
ศีลธรรมค าสอนในช่วงเวลานี้ยังไม่ได้รับการยอมรับจากผู้อ่านเท่าไหร่นัก   

เมื่อเข้าสู่ช่วงสงครามญี่ปุ่น - รัสเซีย สังคมญี่ปุ่นพัฒนาเข้าสู่สังคมทุนนิยมอย่างรวดเร็ว สิ่งพิมพ์ส าหรับ
เยาวชนได้กลายเป็นสินค้าในแง่เศรษฐศาสตร์โดยสมบูรณ์ ในช่วงเวลานี้ได้เกิดนิตยสารส าหรับเยาวชน 
โชเน็นเซไก（『少年世界』）อันถือว่าเป็นนิตยสารส าหรับเยาวชนแห่งยุคเมจิ ในช่วงสงครามญี่ปุ่น - รัสเซียนี้ 
นิตยสารส าหรับเยาวชนปรับมาน าเสนอประเด็นเกี่ยวกับสงคราม เช่น สถานการณส์งคราม เรื่องแต่งทีม่ีเนื้อหา
ว่าญี่ปุ่นชนะสงคราม เช่น เรื่อง ไคเซ็น โนะ โยฮะ（『海戦の余波』1894 年）ของอิซูมิ เคียวกะ（泉鏡花）

ในขณะเดียวกันก็ปรากฏงานเขียนที่น าเสนอโศกนาฏกรรมของสงครามเช่นเดียวกันแต่ไม่แพร่หลายนัก เมื่อเข้าสู่
ทศวรรษ 1900 เป็นต้นมา ตลาดนิตยสารส าหรับเยาวชนมีการแข่งขันสูงขึ้น เกิดนิตยสารส าหรับเยาวชนใหม่ ๆ 
ขึ้นเป็นจ านวนมาก นิตยสารเหล่านี้จึงจ าเป็นต้องหางานเขียนรูปแบบใหม่เพ่ือดึงดูดผู้อ่านเยาวชน ในช่วงเวลานี้
ผลงานเขียนของโอชิกาวะ ชูนโร（押川春浪）เรื่อง ไคโตโบเก็งกิดัง ไคเตงุนกัง（『海島冒険奇譚 海底軍

艦』1900 年）ที่บอกเล่าเรื่องราวการเดินทางผจญภัยของทหารเรือนายหนึ่งได้กลายเป็นวรรณกรรมที่ได้รับ
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ความนิยมอย่างมากจากกลุ่มผู้อ่านเยาวชน และได้เป็นงานเขียนชิ้นส าคัญที่ท าให้เกิดงานเขียนในลักษณะ
เดียวกันออกมาอีกมากมาย   
 เมื่อพิจารณางานเขียนส าหรับเยาวชนในสมัยเมจิแล้ว จะเห็นได้ว่างานส่วนใหญ่ล้วนถูกสร้างสรรค์ข้ึน
ภายใต้อุดมการณ์ทางการเมืองอย่างชัดเจน โดยมีวัตถุประสงค์ที่จะใช้สื่อสิ่งพิมพ์เพื่อเยาวชนแขนงต่าง  ๆ 
ในการเตรียมพร้อมบุคลากรของชาติให้มีความรู้ ความสามารถ พร้อมที่จะอุทิศตนรับใช้ชาติอย่างกล้าหาญและ
ซื่อสัตย์ และจงรักภักดีต่อองค์จักรพรรดิ แม้แต่หนังสือชุดหรือนิตยสารต่าง ๆ ล้วนแต่ผูกโยงกับแนวคิด
ชาตินิยมและการเทิดทูนจงรักภักดีต่อสถาบันผ่านเนื้อเรื่องที่คัดสรรมาน าเสนอ แม้ว่าลักษณะเช่นนี้จะเป็น
ลักษณะเฉพาะของงานเขียนส าหรับเยาวชนในสมัยเมจิก็ตาม แต่งานเขียนเหล่านี้ยังคงห่างไกลกับค าว่า 
“วรรณกรรมเยาวชน” ทีถู่กใช้ในปัจจุบัน 
 
ส่วนที่ 3 (บทที่ 7 - 9) ความรุ่งเรืองของงานเขียนที่มีวรรณศิลป์  
 ช่วงปลายสมัยเมจิ ผู้คนจากต่างจังหวัดสามารถเดินทางเข้ามาเรียนหรือมาท างานในโตเกียว 
ได้สะดวกสบายมากยิ่งขึ้น การเดินทางโยกย้ายของผู้คนท าให้รูปแบบของครอบครัวเริ่มเปลี่ยนแปลงไป  
จากครอบครัวขยายสู่ครอบครัวเดี่ยว การเปลี่ยนแปลงรูปแบบครอบครัวน ามาสู่การเกิดชนชั้นกลางมากยิ่งขึ้น
และส่งผลให้สังคมทุนนิยมพัฒนามากขึ้น ทั้งห้างสรรพสินค้าและโรงละครได้ร่วมเปลี่ยนแปลงชีวิตของผู้คนให้
เป็นตะวันตกมากยิ่งขึ้น เมื่อรูปแบบของครอบครัวเปลี่ยนไป มโนทัศน์เกี่ยวกับเด็กในฐานะแรงงานได้เริ่ม
เปลี่ยนแปลงตามไปด้วย ผู้คนหันมาให้ความส าคัญต่อเด็กมากขึ้น（児童中心主義）และสนับสนุนให้เด็กได้รับ
การศึกษาในระดับท่ีสูงขึ้น  
 ปลายสมัยเมจิ ปี ค.ศ. 1899 รัฐได้ออกค าสั่งให้หน่วยงานรัฐส่วนภูมิภาคสร้างโรงเรียนมัธยมปลาย
ส าหรับสตรี ต่อมาในปี ค.ศ. 1907 ได้ออกกฎหมายบังคับให้เด็กทุกคนต้องเข้าเรียนถึงชั้นประถมศึกษาปีที่ 6 
จากความเคลื่อนไหวนี้ได้ส่งผลให้ครอบครัวส่งเด็กผู้หญิงเข้าสู่ระบบการศึกษามากขึ้น และได้กลายเป็นปัจจัย
ส าคัญที่ท าให้เกิดกลุ่มผู้อ่านเด็กผู้หญิงขึ้นในเวลาต่อมา  ในช่วงเวลานี้  นักเขียนวรรณกรรมเยาวชนญี่ปุ่นที่มี
ผลงานโดดเด่นได้แก่ โอกาวะ มิเม1

（小川未明）โอกาวะเริ่มตีพิมพ์ผลงานเรื่องแรก อาไก ฟูเนะ（『赤い船』

1910 年）ซึ่งเป็นงานเขียนประเภทนิทานสมัยใหม่（近代童話）ที่โดดเด่นแตกต่างจากงานเขียนในช่วงเวลา
เดียวกันเนื่องจากใช้ตัวละครเด็กผู้หญิงเป็นตัวละครเอก ในขณะที่งานเขียนส าหรับเยาวชนในช่วงปลายสมัย
เมจิส่วนใหญ่ยังวนเวียนอยู่ที่งานเขียนส าหรับกลุ่มผู้อ่านที่เป็นเยาวชนชายและน าเสนอตัวละครวีรบุรุษใน
ประวัติศาสตร์เป็นส่วนใหญ่ ผลงานของโอกาวะได้จุดประกายงานเขียนรูปแบบนิทานที่น าเสนอผ่านตัวละคร
เด็กเป็นหลักอันกลายเป็นรูปแบบงานเขียนส าหรับเยาวชนที่แพร่หลายและเป็นลักษณะเด่นในสมัยไทโชใน
เวลาต่อมา 

                                                           
1 ผลงานของโอกาวะ มิเมที่ได้รับการแปลเป็นภาษาไทยได้แก่ โลกของเด็กจากแดนอาทิตย์อุทัย (กรมวิชาการ, 2519) เทียนสีแดงของนางเงือก 
(เจลิตเติ้ล, 2562)  
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 ในปี ค.ศ. 1918 นิตยสารส าหรับเยาวชนที่ชื่อว่า อาไก โทริ（『赤い鳥』）ได้ปรากฏตัวขึ้น ด้วยเป้าหมาย
ทีต่้องการจะลดทอนบทบาทของสื่อสิ่งพิมพ์ส าหรับเยาวชนที่ไม่เหมาะสมและรักษาความบริสุทธิ์ไร้เดียงสาของ
เยาวชน กลุ่มผู้อ่านของนิตยสารนี้คือชนชั้นกลางและปัญญาชน นิตยสารฉบับนี้ไดด้ึงเอานักเขียนที่มีชื่อเสียงใน
เวลานั้นมาสร้างสรรค์งานวรรณกรรมส าหรับเยาวชน และเน้นเนื้อหาของนิตยสารให้เป็นนิตยสารวรรณกรรม
เยาวชน ผลงานของนักเขียนแนวหน้าที่เคยตีพิมพ์ในนิตยสาร อาไก โทริ ได้แก่ “ใยแมงมุม” ของอากูตางาวะ 
รีวโนซูเกะ2

（芥川龍之介「蜘蛛の糸」） “องุ่นหนึ่งพวง” ของอาริชิมะ ทาเกโอะ3
（有島武郎「一房の葡萄」）

บทกวีต่าง ๆ ของคิตาฮาระ ฮากูชู（北原白秋） ของคิกูจิ คัง（菊池寛）นอกจากนี้ นิตยสาร อาไก โทริ ยังรับ
เรื่องแต่งและบทกวีจากผู้อ่านทางบ้านมาลงพิมพ์อีกด้วย และยังมีการแปลงานวรรณกรรมจากต่างประเทศ 
เช่น นิทานกริมม์ นิทานจีน และนิทานอินเดีย ปีเตอร์แพน เทพนิยายของแอนเดอร์สัน งานวรรณกรรมรัสเซีย
และฝรั่งเศส ฯลฯ อย่างไรก็ตาม ด้วยข้อก าจัดทางจ านวนหน้า การน าเสนองานวรรณกรรมจากต่างประเทศจึง
เป็นการน ามาเล่าใหมใ่ห้ผู้อ่านที่เป็นเยาวชนเข้าใจง่ายขึ้น  
 นิตยสาร อาไก โทริ ได้ท าให้นิตยสารส าหรับเยาวชนหัวใหม่ที่เน้นการน าเสนองานเขียนส าหรับ
เยาวชนที่มีวรรณศิลป์ เช่น นิตยสาร โอโตงิ โนะ เซไก（『おとぎの世界』เริ่มวางจ าหน่ายในปี ค.ศ. 1919）
นิตยสาร คิง โนะ ฟูเนะ（『金の船』เริ่มวางจ าหน่ายในปี ค.ศ. 1919）นิตยสาร โดวะ（『童話』เริ่มวาง
จ าหน่ายในปี ค.ศ. 1919）เปิดตัวตามมา นิตยสารเหล่านี้แม้จะมีจ านวนพิมพ์จะไม่ได้เยอะมาก แต่ก็ได้
กลายเป็นสื่อสิ่งพิมพ์ส าคัญส าหรับการศึกษาแบบใหม่และส าหรับชนชั้นกลาง โดยมีผู้อ่านครอบคลุมทั้งผู้ใหญ่
และเด็ก เพลงเด็กพ้ืนบ้านและนิทานต่าง ๆ ที่ถูกตีพิมพ์ในนิตยสารเหล่านี้ก็ได้ถูกน าไปใช้จัดกิจกรรมกลุ่มอ่านบท
กวีส าหรับเยาวชน ส่วนนี้สะท้อนให้เห็นถึงแนวคิดการให้ความส าคัญกับเยาวชนได้อย่างชัดเจน ในปี ค.ศ. 
1923 เกิดเหตุการณ์แผ่นดินไหวครั้งใหญ่ที่ภูมิภาคคันโต เหตุการณ์นี้ได้สร้างความเสียหายครั้งใหญ่แก่ชาว
ญี่ปุ่นที่อาศัยในภูมิภาคนี้ ประกอบกับภาวะเศรษฐกิจถดถอยหลังสงครามโลกครั้งที่ 1 ส่งผลให้ญี่ปุ่นเข้าสู่ภาวะ
เศรษฐกิจตกต่ าในสมัยโชวะ（昭和恐慌）นิตยสารส าหรับเยาวชนที่น าเสนองานเขียนที่มีวรรณศิลป์เหล่านี้จึง
เข้าสู่ภาวะชะงักงันและเลิกพิมพ์ไปในที่สุด 
 อีกด้านหนึ่งของวงการวรรณกรรมส าหรับเยาวชนญี่ปุ่นในช่วงเวลานี้ มิยาซาวะ เค็นจิ4（宮沢源治） 

ได้เริ่มเผยแพร่ผลงานเขียนของตนเองในช่วงเวลาเดียวกันที่นิตยสาร อาไก โทริ ได้เริ่มวางจ าหน่าย อย่างไรก็ตาม 
แม้ว่าผลงานของมิยาซาวาได้แฝงแนวคิดการให้ความส าคัญกับเด็กอันเป็นแนวคิดหลักของการผลิตงานเขียน

                                                           
2 ตัวอย่างผลงานของอากูตางาวะ รีวโนซูเกะที่ได้รับการแปลเป็นภาษาไทยได้แก่ “โทชิชุน” ใน เรื่องสั้นญี่ปุ่น 1 (คณะอักษรศาสตร์ จุฬาลงกรณ์
มหาวิทยาลัย, 2520) “ชิโระ” “รถเข็น” “สมบัติสามชิ้น” ใน เรื่องสั้นญี่ปุ่น 4 (รวมเรื่องสั้นของ ริวโนะสุเกะ อะคุตะงะวะ) (คณะอักษรศาสตร์ 
จุฬาลงกรณ์มหาวิทยาลัย, 2533) “ใยแมงมุม” ใน ราโชมอน และเร่ืองสั้นอื่น ๆ (สมมติ, 2560)  
3 ตัวอย่างผลงานของอาริชิมะ ทาเกโอะที่ได้รับการแปลเป็นภาษาไทยได้แก่ “องุ่นหนึ่งพวง” “หมวกของผม” “ไฟไหม้และโป๊ะจิ” ใน เรื่องสั้นญี่ปุ่น 2 
(คณะอักษรศาสตร์ จุฬาลงกรณ์มหาวิทยาลัย, 2522)  
4 ผลงานของมิยาซาวะ เค็นจิที่ได้รับการแปลเป็นภาษาไทยได้แก่ เรื่องสั้นญี่ปุ่น 6 : รวมวรรณกรรมเยาวชนของ มิยะสะวะ เค็นจิ (คณะอักษรศาสตร์ 
จุฬาลงกรณ์มหาวิทยาลัย, 2543)  รถไฟสายทางช้างเผือก (สมาคมส่งเสริมเทคโนโลยี (ไทย-ญี่ปุ่น), 2543) “ราตรีบนทางรถไฟสายทางช้างเผือก” 
“ดาวเหยี่ยวราตรี” “ไม่จ านนต่อสายฝน” ใน คนที่ไม่อาจลืมและเร่ืองสั้นญี่ปุ่น คัดสรรอื่น ๆ (MADMAN BOOKS, 2562) “ข้ามแดนหิมะ” ใน บุงโก 
รวมเร่ืองสั้นของนักเขียนผู้ยิ่งใหญ่แห่งญี่ปุ่น (เจลิท, 2562) 
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ส าหรับเยาวชนในช่วงเวลานี้และได้รับค าชมจากผู้วิจารณ์ว่าเป็นผลงานที่น่าจับตามองก็ตาม ทว่าผลงานของ
เขากลับไม่ได้รับความนิยมในช่วงเวลานี้ จนกระทั่งนักวิชาการและนักวรรณกรรมกลับมาประเมินคุณค่างาน
ของเขาอีกครั้งในช่วงปี ค.ศ. 1930 ผลงานของมิยาซาวะจึงได้รับความนิยมจากผู้อ่าน 

ในสมัยไทโช สื่อภาพยนตร์เริ่มแพร่หลายในสังคม ขณะเดียวกันสื่อสิ่งพิมพ์เริ่มลงพิมพ์การ์ตูนใน
นิตยสาร เรื่องราววีรบุรุษในสงครามที่เคยได้รับความนิยมจากผู้อ่านในสมัยเมจิก็ถูกน าไปจัดแสดงที่โรงละคร 
อาซากูซะ โอเประ（浅草オペラ）อันเป็นโรงละครที่น าเสนอการแสดงส าหรับผู้ชมทั่วไป ตลาดแผ่นเสียงก็
บันทึกเพลงส าหรับเด็กที่พัฒนามาจากบทกวีเด็ก จะเห็นได้ว่าสื่อต่าง ๆ ได้เชื่อมโยงกับวัฒนธรรมมวลชนและ
ท าให้วรรณกรรมเยาวชนได้แพร่หลายสู่กลุ่มผู้คนทั่วไปในหลากหลายรูปแบบ  นอกจากนี้กระแสความนิยมของ
หนังสือเล่มละ 1 เยน（円本）หนังสือราคาย่อมเยาว์ที่เยาวชนสามารถจับจ่ายซื้อหาได้นั้นได้มีบทบาทส าคัญ
อย่างยิ่งในการเผยแพร่งานเขียนส าหรับเยาวชนให้แพร่หลายมากยิ่งขึ้น  
 
ส่วนที่ 4 (บทที ่10 - 12) ยุคมืดแห่งวรรณกรรมเยาวชน  

เมื่อกระแสแนวคิดมาร์กซิสต์ได้เริ่มแพร่เข้าสู่สังคมญี่ปุ่นภายหลังจากการปฏิวัติโซเวียตในปี ค.ศ. 1917 
ทั้งภาวะเศรษฐกิจโลกฝืดเคืองหลังสงครามโลกครั้งที่ 1 และเหตุการณ์แผ่นดินไหวในภูมิภาคคันโตส่งผลให้
ปลายสมัยไทโชถึงต้นสมัยโชวะเป็นช่วงเวลาที่ญี่ปุ่นประสบภาวะเศรษฐกิจถดถอยอย่างรุนแรง เกษตรกรใน
ชนบทไม่สามารถอยู่ได้ด้วยรายได้จากผลผลิตทางการเกษตรที่ตกต่ าสวนทางกับค่าใช้จ่ายทางการเกษตร
เพ่ิมขึ้น ท าให้ผู้คนต้องกู้หนี้ยืมสิน จนน ามาสู่การขายลูกกินและการเดินทางมาขายแรงงานในเมืองใหญ่  
ในขณะที่บริษัทห้างร้านขนาดใหญ่ในเมืองหลวงล้มละลาย ธนาคารหลายแห่งต้องเลิกกิจการ แรงงานถูกปลด 
เกิดการเคลื่อนไหวประท้วงของผู้ใช้แรงงาน  ท่ามกลางสภาวะเศรษฐกิจเช่นนี้ท าให้ความเป็นอยู่ของประชาชน
อดอยาก ฝืดเคือง นักเรียนบางส่วนจ าเป็นต้องออกจากโรงเรียนกลางคัน  แต่ถึงกระนั้นรัฐบาลนายทานา
กะก็ยังตัดสินใจส่งทหารเข้ารุกรานจีน การตัดสินใจของรัฐบาลในครั้งนี้ได้จุดไฟให้กระแสแนวคิดมาร์กซิสต์ใน
ญี่ปุ่นโหมกระพือขึ้น จนน าไปสู่เหตุการณ์ 15 มีนาคม ค.ศ. 1928 เหตุการณ์ที่รัฐบาลใช้ก าลังเข้าปราบปราม
พรรคคอมมิวนิสต์ญี่ปุ่นครั้งใหญ่ โดยรัฐได้ด าเนินการกวาดล้างผู้ฝักใฝ่ในลัทธิคอมมิวนิสต์อย่างเข้มงวด จับกุม
นักวิชาการ นักเขียน และนักศึกษาฝ่ายซ้าย จนท าให้ก าลังของพรรคคอมมิวนิสต์ญี่ปุ่นค่อย ๆ ลดถอยไป 

ในช่วงเวลานี้ นิตยสาร อาไก โทริ ตลอดจนนิตยสารที่น าเสนอวรรณกรรมเยาวชนในลักษณะเดียวกัน 
อย่างนิตยสาร โคโดโมะ โนะ ซัชชิ（『こどもの雑誌』）นิตยสาร โอโตงิ โนะ เซไก（『おとぎの世界』）ที่เคย
ได้รับความนิยมอย่างสูงในช่วงปี ค.ศ. 1910 นั้น ล้วนยุติการตีพิมพ์ในช่วงปี ค.ศ. 1920 สาเหตุส าคัญของการ
ยุติตีพิมพ์นอกเหนือจากเหตุผลทางด้านเศรษฐกิจก็คือความนิยมทางการอ่านของผู้อ่านเริ่มเปลี่ยนไป กล่าวคือ 
ผู้อ่านบางส่วนเริ่มเบื่อหน่ายงานเขียนส าหรับเยาวชนที่เน้นความงามในด้านวรรณศิลป์  และหันมาสนใจงาน
เขียนส าหรับเยาวชนที่ได้รับอิทธิพลจากแนวคิดมาร์กซิสต์มากขึ้น ในขณะเดียวกัน ผู้อ่านอีกส่วนหนึ่งก็เบื่อ
หน่ายเรื่องสั้นและนิทาน หันมาสนใจงานเขียนขนาดยาว  
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งานเขียนส าหรับเยาวชนที่ได้รับอิทธิพลจากแนวคิดมาร์กซิสต์หรืองานวรรณกรรมเพ่ือชนชั้นกรรมาชีพ 
(Proletarian literature) ในช่วงเวลานี้ถ่ายทอดผ่านนิตยสาร โชเน็น เซ็นกิ（『少年戦旗』）เริ่มตีพิมพ์วาง
จ าหน่ายในเดือนพฤษภาคม ปี ค.ศ. 1929 โชเน็น เซ็นกิ พิมพ์ได้เพียงถึงฉบับเดือนตุลาคมก็ถูกสั่งปิด แม้จะ
เปลี่ยนชื่อหัวหนังสือใหม่โดยใช้ตัวอักษรคาตาคานะ（『ショウネン・センキ』）เขียนแทนตัวอักษรคันจิ
แบบเดิม แต่ก็ถูกสั่งปิดอีกครั้งในเวลาไม่นาน  ในนิตยสารนี้พบงานเขียนส าหรับเยาวชนที่ได้รับอิทธิพลจาก
แนวคิดมาร์กซิสต์ แต่งานเหล่านี้กลับไม่ถูกประเมินจากนักวรรณกรรมและนักวิชาการว่าเป็นงานที่มีคุณค่าแต่
อย่างใด 
  นักเขียนวรรณกรรมเพ่ือชนชั้นกรรมาชีพมักวิพากษ์โจมตีงานวรรณกรรมเยาวชนในช่วงเวลานั้นว่า
เพิกเฉยต่อความเป็นจริงในสังคม นักเขียนกลุ่มนี้จึงพยายามสอดแทรกแนวคิดเกี่ยวกับความแตกต่างของชนชั้น
ลงไปในงานเขียนส าหรับเยาวชน อย่างไรก็ตามงานเขียนลักษณะนี้ก็เสื่อมความนิยมลงไปทั้งที่ยังไม่ได้สถาปนา
ลักษณะเฉพาะของงานอย่างจริงจัง แต่ถึงกระนั้นงานกลุ่มนี้ก็มีบทบาทส าคัญในการผลักดันงานเขียนส าหรับ
เยาวชนหันมาสนใจชีวิตความเป็นอยู่ของเยาวชนมากขึ้น ตัวอย่างงานเขียนในกลุ่มนี้ได้แก่ บทกวีของ คิตาฮาระ 
ฮากูช ูทีเ่น้นสะท้อนภาพวิถีชีวิตของเยาวชนอย่างแท้จริงและให้ความส าคัญต่อการน าเสนอลักษณะเฉพาะของ
เด็กโดยปราศจากการแฝงอุดมการณ์หรือแนวคิดอ่ืนเข้าไปในงาน ผลงานของคาตาโอกะ เท็ปเป（片岡鉄平）

เรื่อง “เก็นซัง โตะ นามิโกะ”（「源さんとなみ子」）ที่บอกเล่าเกี่ยวกับการประท้วงของคนงานผ่านมุมมอง
ของเด็ก นอกจากนี้ยังมีนิทานที่มุ่งเน้นน าเสนอชีวิตของเด็กในแบบสัจนิยม（生活童話）มากขึ้นตลอดจน
งานเขียนประเภทเรียงความของเด็กที่ถ่ายทอดชีวิตประจ าวันและปัญหาในการใช้ชีวิตอีกด้วย   

อีกด้านหนึ่งนั้น รูปแบบงานเขียนส าหรับเยาวชนที่ได้รับความนิยมจากผู้อ่านทั่วไปอย่างสูงในช่วงนี้นั้น
จะเกิดขึ้นไม่ได้เลยหากปราศจากนิตยสารส าหรับเยาวชนรูปแบบใหม่นาม โชเน็น คูราบุ（『少年倶楽部』）

นิตยสารนี้ผลิตโดยบริษัทไดนิฮงยูเบ็งไก โคดังชะ（大日本雄弁会講談社）เริ่มวางจ าหน่ายฉบับแรกในเดือน
พฤศจิกายน ค.ศ. 1914 กลายเป็นนิตยสารส าหรับเยาวชนที่เข้ามาแทนที่นิตยสาร อาไก โทริ และครองตลาด
อย่างยาวนานถึง 48 ปี นิตยสาร โชเน็น คูราบุ มีวัตถุประสงค์ถ่ายทอดเรื่องราวการอุทิศตนของบรรพบุรุษ 
ตลอดจนวีรกรรมที่น่าประทับใจของวีรบุรุษนักรบในประวัติศาสตร์ให้แก่ผู้อ่านเยาวชนเพ่ือปลูกฝังจิตส านึก
ความเป็นพลเมืองที่ดี นิตยสารนี้พิมพ์สีและใส่ภาพวาดประกอบเข้าไปจ านวนมาก อีกทั้งยังน าบทความจาก
นักวิชาการ นักการเมือง นายทหารที่มีชื่อเสียงมาลงพิมพ์ จึงท าให้นิตยสาร โชเน็น คูราบุ ได้รับความนิยมอย่าง
กว้างขวาง จนเกิดนิตยสารส าหรับเยาวชนคู่แข่งที่น าเสนอเนื้อหาลักษณะเดียวกันตามมา เช่น นิตยสาร นิปปง 
โชเน็น（『日本少年』）นิตยสาร โชเน็น เซไก（『少年世界』）  

ลักษณะเด่นอีกประการหนึ่งของนิตยสาร โชเน็น คูราบุ คือการดึงเอานักเขียนงานเยาวชนแนวผจญภัย
ที่มีชื่อเสียงอย่าง ทากางากิ ฮิโตมิ（高垣眸）และโยชิกาวะ เอจิ（吉川栄治）อีกทั้งยังมีนักวาดภาพประกอบ
ที่มีชื่อเสียงอย่างทากาบาตาเกะ คาโช（高畠華宵）ใช้จุดแข็งในการบริหารจัดการนิตยสารโดยการเฟ้นหา
นักเขียนหน้าใหม่ที่เขียนเรื่องได้สนุก ไม่ยึดติดกับการบริหารจัดการนิตยสารแบบเก่าอย่างนิตยสาร อาไก โทริ 
ที่ขอให้นักเขียนชื่อดังเขียนเรื่องให้ อีกทั้งยังเน้นการขายเรื่องขนาดยาวที่ตีพิมพ์ต่อเนื่องเพ่ือให้ผู้อ่านติดตาม 
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องค์ประกอบต่าง ๆ เหล่านี้ท าให้ โชเน็น คูราบุ ประสบความส าเร็จก้าวขึ้นเป็นนิตยสารเยาวชนขายดีของ
ยุคสมัย โดยเน้นเนื้อหาที่สนุกสนานน่าติดตาม เช่น งานแนวผจญภัย สืบสวนสอบสวน ตลกขบขัน และปลูกฝัง
จิตส านึกความเป็นพลเมืองของชาติ ตัวอย่างงานเขียนที่ลงพิมพ์ในนิตยสารและได้รับความนิยมได้แก่ เรื่อง 
“อา เกียกูไฮ นิ ฮานาอูเกเตะ”（『あゝ玉杯に花うけて』） งานของซาโต โคโรกุ（佐藤紅緑 ）ที่ไม่ได้มี
เส้นแบ่งแยกว่าตัวละครใดเป็นคนดีคนร้ายที่ชัดเจน แต่เน้นการน าเสนอตัวละครที่อดทนต่อความยากล าบาก
และอุปสรรค และความซื่อตรงไม่ยอมแพ้ต่อความไม่ถูกต้อง โดยปลูกฝังความเชื่อที่ว่าแม้จะเกิดมาใน
ครอบครัวที่ยากจน แต่หากมีความพยายามและความอดทนก็จะประสบความส าเร็จ ลักษณะเนื้อหาเช่นนี้เป็น
ลักษณะเนื้อหาที่เยียวยาจิตใจของผู้อ่านเยาวชนที่มีฐานะยากจนในญี่ปุ่น ขณะเดียวกันก็ปลูกฝังความมุ่งมั่นใน
การสร้างชีวิตให้ประสบความส าเร็จ  

เมื่อเข้าสู่ช่วงสงครามโลกครั้งที่ 2 ด้วยเหตุที่นิตยสารนี้มีฐานผู้อ่านที่กว้างขวาง จึงท าให้มีอิทธิพลต่อ
ความคิดและจิตใจของผู้อ่านอย่างมาก นิตยสาร โชเน็น คูราบุ มีบทบาทส าคัญอย่างยิ่งในการสนับสนุนแนวคิด
การท าสงครามและปลูกฝังศีลธรรมแก่เยาวชนผู้อ่าน แม้ว่าในช่วงเวลานี้จ านวนฉบับพิมพ์จะลดลงจากเดิมก็ตาม 
ด้วยความที่เป็นนิตยสารที่เน้นความบันเทิง ความสนุกสนาน และมีภาพประกอบจ านวนมาก นิตยสารนี้จึงเป็น
จุดเริ่มต้นในการพัฒนาสู่นิตยสารการ์ตูนรายสัปดาห์（『週刊少年マガジン』）ที่เกิดขึ้นในช่วงหลังสงครามฯ 
 
ส่วนที่ 5 (บทที่ 13 - 15) วรรณกรรมพลเมืองรุ่นเยาว์ในช่วงระยะสงคราม 15 ปี 

ช่วงระยะสงคราม 15 ปี นับตั้งแต่ ค.ศ. 1931 ทีญ่ี่ปุ่นเข้ายึดครองแมนจูเรีย จนกระท่ังถึงปี ค.ศ. 1945 
ที่ญี่ปุ่นแพ้สงครามโลกครั้งที่ 2 เกิดการเปลี่ยนแปลงในงานเขียนส าหรับเยาวชนอย่างมาก ก้าวแรกของ
การเปลี่ยนแปลงนี้เริ่มต้นเมื่อวันที่ 26 เดือนตุลาคม ปี ค.ศ. 1938 เมื่อกระทรวงมหาดไทยประกาศ “ร่างเกี่ยวกับ
การพัฒนาสิ่งพิมพ์ส าหรับเยาวชน”（児童読物二関スル指示票網）โดยมีวัตถุประสงค์ที่จะใช้อ านาจในการ
ควบคุม สอดส่อง จัดการสิ่งพิมพ์ส าหรับเยาวชนในช่วงสงคราม โดยหนังสือประเภทที่โดนเก็บกวาดคือหนังสือ
ประเภท “อากาบง”（赤本的出版物）ซึ่งก็คือหนังสืออ่านเล่นปกสีแดงที่มักวางจ าหน่ายในร้านขนมเด็ก 
เนื่องจากถูกพิจารณาว่าเป็นหนังสือที่น าเสนอเนื้อหาที่เสื่อมทราม ใช้ภาษาที่หยาบคาย ไม่มีการคัดสรรเนื้อหา
มาน าเสนอ พร้อมกันนี้ได้ออกแนวทางการจัดท าหนังสือไว้ดังนี้ 

1. เน้นจิตวิญญาณซื่อสัตย์ภักดี จิตวิญญาณท่ีเคารพต่อหลักรัฐธรรมนูญของชาติ 
2. เน้นคุณธรรมความรัก การถ่อมตน ความเอ้ืออารี ความสมถะ ความกล้าหาญ การอุทิศตนเพื่อชาติ  
3. สั่งสอนให้สอดคล้องตามวิถีชีวิตที่แท้จริงของเยาวชน  
4. เน้นบรรยากาศท่ีชื่นชมต่อความทุกข์ทรมานยากล าบาก 
5. เน้นการหลอมรวมญี่ปุ่น แมนจูเรีย และจีนเพ่ือการสร้างเอเชียตะวันออกใหม่ 
นโยบายการเข้าควบคุมสิ่งพิมพ์ส าหรับเยาวชนนี้ได้รับการสนับสนุนอย่างดีจากพ่อแม่ ผู้ปกครอง และ

ครูอาจารย์ พร้อมกันนี้รัฐได้ให้นักเขียนที่มีชื่อเสียงอย่างยามาโมโตะ ยูโซ（山本有三）โอกาวะ มิเม ฯลฯ ผลิต
งานเขียนส าหรับเยาวชนตามแนวทางข้างต้นนี้ จนกระทั่งวันที่ 23 ธันวาคม ค.ศ. 1941 สมาคมวัฒนธรรม
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พลเมืองรุ่นเยาว์ญี่ปุ่น（日本少国民文化協会）ได้ถูกก่อตั้งขึ้นโดยมีวัตถุประสงค์เพ่ือปลูกฝังจิตส านึกความ
เป็นพลเมืองของพระจักรพรรดิและสร้างวัฒนธรรมส าหรับพลเมืองรุ่นเยาว์อันเป็นพ้ืนฐานของวัฒนธรรม
พลเมืองที่มุ่งสู่รัฐแห่งองค์พระจักรพรรดิ การเกิดขึ้นของสมาคมฯ นี้ ท าให้ความเป็น “เด็ก” ไม่ใช่เด็กอีกต่อไป 
หากแต่ถูกมองว่าเป็นพลเมืองที่ต้องให้ความร่วมมือกับรัฐในภาวะสงคราม โดยจะเห็นได้จากการเปลี่ยน
ค าเรียกขานของวัตถุและสถานที่ต่าง ๆ  เช่น เปลี่ยนจากการเรียก “โรงเรียนประถมศึกษา”（小学校）เป็น “โรงเรียน
พลเมือง”（国民学校）เปลี่ยนจากการเรียก “เด็ก”（子ども）เป็น “พลเมือง”（国民）และเปลี่ยนจากการ
เรียก “วรรณกรรมเยาวชน”（児童文学）เป็น “วรรณกรรมพลเมืองรุ่นเยาว์”（少国民文学）สมาคม
วัฒนธรรมพลเมืองรุ่นเยาว์ญี่ปุ่นไม่เพียงกวาดล้างหนังสือที่ไม่เหมาะสมต่อเยาวชนเข้มงวดมากยิ่งขึ้นเท่านั้น 
หากแต่ยังควบคุมเนื้อหางานเขียนให้สอดคล้องตามนโนบายของรัฐ และใช้งานเขียนเหล่านี้เป็นเครื่องมือใน
การขับเคลื่อนเยาวชนสู่สงคราม ช่วงเวลานี้นิตยสารเยาวชนอย่างนิตยสาร โชเน็น คูราบุ และนิตยสารอื่น ๆ 
ในลักษณะเดียวกันที่ครองใจนักอ่านรุ่นเยาว์ล้วนแต่น าเสนอเนื้อหาที่สอดคล้องกับนโยบายของรัฐ ขณะที่
งานเขียนส าหรับเยาวชนที่เน้นวรรณศิลป์เข้าสู่ภาวะชะงักงันเพราะไม่สามารถหลอมรวมกับนโนบายของรัฐได้ 
งานเขียนส าหรับเยาวชนช่วงสงครามที่มีบทบาทในการสนับสนุนลัทธิทหารนิยม（軍国主義児童文学）สามารถ
แบ่งได้เป็น 2 กลุ่ม คือ 

1. กลุ่มที่เกี่ยวข้องกับการทหาร โดยน าเสนอเนื้อหาเกี่ยวกับสงคราม การทหาร กองทัพ นายทหาร 
โดยในกลุ่มนี้สามารถแบ่งออกเป็น 3 กลุ่มย่อยได้แก่  

1.1 งานที่ถ่ายทอดสภาพแนวรบ เช่น หนังสือชุด โคกูมิงกักโกเซเซ็นโดกูฮง（『国民学校聖

戦読本』1941 年）หนังสือชุด โชโกกูมิงไดโตอาเซ็นก（ิ『少国民大東亜戦記』1943 年） 

1.2 งานที่ถ่ายทอดเกี่ยวกับชีวประวัตินายทหาร ส่วนใหญ่เป็นงานเขียนที่เกี่ยวกับนายทหารที่
เสียชีวิตในสงครามและงานเขียนที่น าเสนอชีวประวัติของนายทหารในวัยเด็ก 

1.3 งานที่ถ่ายทอดเกี่ยวกับการฝึกอบรมทหาร เป็นเรื่องราวการฝึกฝนของนักเรียนเตรียม
ทหารต่าง ๆ ตั้งแต่แรกเริ่มเข้าเรียนจนกระท่ังเรียนจบ งานเขียนลักษณะนี้เป็นงานเขียนที่เยาวชนนิยมอ่านมาก
เพราะใฝ่ฝันอยากเป็นนักเรียนโรงเรียนทหาร 

2. กลุ่มท่ีปลูกฝังจิตใจฝักใฝ่สงคราม สามารถแบ่งได้เป็น 2 กลุ่มย่อยคือ 
2.1 งานเขียนที่น าเสนอสภาพชีวิตของเยาวชน โดยน าเสนอวิถชีีวิตของเยาวชนในภูมิภาคต่าง ๆ 

ในช่วงสงคราม ชีวิตความเป็นอยู่ของเยาวชนที่ถูกน าเสนอไม่ใช่ชีวิตในโรงเรียนหรือการท าการเกษตร หากแต่
เป็นชีวิตของเยาวชนที่เป็นแรงงานในภาคอุตสาหกรรม เนื่องด้วยชีวิตของเยาวชนในช่วงสงครามนั้นมีทางเลือก
เพียงแค่ 2 ทางคือ หากไม่ถูกส่งไปรบในสงคราม ก็ต้องเป็นแรงงานในภาคอุตสาหกรรม นอกจากนี้ยังมีงานที่
น าเสนอชีวิตความเป็นอยู่ของเยาวชนในชาติอาณานิคมของญี่ปุ่นและชาติในภูมิภาคเอเชียตะวันออกฉียงใต้ 
เช่น งานของยามาโมโตะ คาซูโอะ （山本和夫）ที่น าเสนอวิถีชีวิตของเด็กชาวจีน（『支那のこども』1941 年）

งานของมิตสึฮาชิ ทาดาชิ（三橋正）ที่น าเสนอวิถีชีวิตของเด็กไทยในช่วงสงคราม（『タイノ子供』1942 年）

งานประเภทนี้เป็นงานเขียนที่บอกเล่าชีวิตความเป็นอยู่ของเด็กในต่างแดนจากสายตาของคนญี่ปุ่นและการใช้
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ตัวละครเด็กชาติต่าง ๆ บอกเล่าชีวิตตัวเอง โดยหยิบยืมเสียงเล่าจากเด็กชาตินั้น ๆ น าเสนอความเข้าใจและ
ความเห็นใจต่อญี่ปุ่น มองว่าการท าสงครามของญี่ปุ่นเป็นสิ่งที่ถูกต้อง ซึ่งแน่นอนว่าในงานเขียนเหล่านี้ล้วนไม่
น าเสนอญี่ปุ่นในฐานะผู้รุกราน แต่เน้นการน าเสนอมิตรภาพระหว่างญี่ปุ่นกับชาติต่าง ๆ  

2.2 บทกวีพลเมืองรุ่นเยาว์ เช่น บทกวีของคิตาฮาระ ฮากูชู（『大東亜戦争少国民詩集』

1943 年） 

นอกเหนือจากงานเขียนที่เก่ียวข้องกับสงครามและทหารทีก่ระตุ้นให้เยาวชนเกิดความกระตือรือร้นต่อ
การท าสงครามแล้ว ในช่วงเวลานี้ก็ยังมีงานเขียนส าหรับเยาวชนที่ไม่เกี่ยวข้องกับสงคราม เช่น ผลงานของ 
มิยาซาวะ เค็นจิ (「グスコー・ブドリの伝記」1941,「風の又三郎」1939）ผลงานของนิมิอิ นันกิจิ 
(新美南吉）ที่โดดเด่นในการใช้ภาษาที่เข้าใจง่าย เนื้อเรื่องชวนติดตาม น าเสนอปัญหาความยากจนและ
เรื่องราวโศกนาฎกรรมที่แตกต่างจากงานเขียนส าหรับเยาวชนอ่ืน ๆ ในเวลาเดียวกัน ขณะเดียวกันก็มีงานเขียน
ส าหรับเยาวชนที่ต่อต้านสงคราม เช่น หนังสือรวมงานเขียนของสึโบอิ ซากาเอะ（壷井栄）ยูกาโอะ โนะ 
โคโตบะ（『夕顔の言葉』1944）ที่พบงานเขียนที่สะท้อนชีวิตความเป็นอยู่ของเยาวชนในช่วงสงคราม 
นอกจากนี้ยังมีรูปแบบงานเขียนอื่น ๆ ตลอดรวมไปถึงงานประเภทสารคดีส าหรับเด็กท่ีถ่ายทอดสภาพของเด็ก ๆ 
ในช่วงสงครามอย่างละเอียดเช่นงานของโคกูบุง อิจิทาโร（国文一太郎『戦地の子供』）งานของคาวาซากิ 
ไดจิ（川崎大地『村の保育所』）เป็นต้น 

ช่วงท้ายสงครามฯ การลดลงของจ านวนแรงงานและก าลังการผลิต ประกอบกับทรัพยากรในช่วง
สงครามที่มีจ านวนจ ากัดท าให้ต้องแจกจ่ายทรัพยากรภายในประเทศด้วยระบบแบ่งสันปันส่วน สิ่งพิมพ์ที่ไม่ได้
รับอนุญาตให้ตีพิมพ์จากสมาคมวัฒนธรรมการพิมพ์ญี่ปุ่น（日本出版文化協会）ก็จะไม่ได้รับแบ่งสรรปันส่วน
กระดาษส าหรับพิมพ์ กระดาษที่ใช้ในการพิมพ์ก็ถูกจ ากัดจ านวน  นอกจากนี้โรงพิมพ์ โรงเข้าเล่มหนังสือ
ต่างได้รับความเสียหายจากการโจมตีทางอากาศของฝ่ายสัมพันธมิตร ส่งผลให้ตลาดการพิมพ์ในญี่ปุ่นตกต่ าลง 

แม้ว่าในช่วงระยะสงคราม 15 ปี งานเขียนส าหรับเยาวชนจะถูกสอดส่องและควบคุมอย่างหนักจากรัฐ
และถูกสอดแทรกด้วยอุดมการณ์ฝักใฝ่สงครามอย่างเข้มข้นตามนโยบายของรัฐก็ตาม ในช่วงเวลานี้ก็เป็น
ช่วงเวลาส าคัญท่ีหน่วยงานรัฐได้เข้ามาจัดระเบียบสิ่งพิมพ์ที่มีเนื้อหาไม่เหมาะสมกับเยาวชน ภาวะทางสงครามฯ 
ได้มีบทบาทช่วยดึงงานเขียนส าหรับเยาวชนที่แต่เดิมวนเวียนอยู่ในโลกจินตนาการออกมาสู่โลกแห่งความจริง
มากยิ่งขึ้น ส่วนนี้ได้กลายเป็นหมุดหมายส าคัญที่จะต่อยอดสู่งานเขียนส าหรับเยาวชนช่วงหลังสงครามต่อไป 
 
ส่วนที่ 6 (บทที่ 16 - 18) วรรณกรรมเยาวชนหลังสงครามโลกครั้งท่ี 2 

หลังจากที่ญี่ปุ่นพ่ายแพ้ในสงครามโลกครั้งที่ 2 ญี่ปุ่นได้ตกอยู่ภายใต้การปกครองของศูนย์บัญชาการ
สูงสุดของฝ่ายสัมพันธมิตร (Supreme Commander for the Allied Powers: SCAP) หน่วยงานนี้ได้เข้ามา
ตั้งศูนย์บัญชาการในประเทศญี่ปุ่นและถูกรู้จักในนามว่า GHQ (General Headquarters) เมื่อ GHQ เข้ามา
ควบคุมประเทศญี่ปุ่นแล้วก็ได้ด าเนินนโยบายเปลี่ยนประเทศญี่ปุ่นให้เป็นชาติประชาธิปไตย ทั้งโดยการร่าง
รัฐธรรมนูญใหม่ การล้มระบบเศรษฐกิจที่ถูกผูกขาดโดยนายทุนขนาดใหญ่ลง การปฏิรูปที่ดินท ากินให้แก่ชาวนา  
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การจัดตั้งสหพันธ์แรงงาน ตลอดจนการปฏิรูปการศึกษาให้เป็นประชาธิปไตยมากขึ้น สังคมญี่ปุ่นหลังสงครามโลก
ครั้งที่ 2 จึงเข้าสู่ยุคแห่งการเปลี่ยนแปลง 

ในด้านของงานเขียนส าหรับเยาวชนนั้น เกิดการรวมกลุ่มของนักเขียนใหม่ภายใต้ชื่อ “สมาคมนัก
วรรณกรรมเยาวชนญี่ปุ่น”（日本児童文学者協会）ในปี ค.ศ. 1946 สมาคมนี้เกิดจากการที่กลุ่มนักเขียน
กลับมาพิจารณาบทบาทของตนเองในช่วงสงครามฯ ที่ไม่สามารถผลิตผลงานวรรณกรรมเยาวชนที่มีวรรณศิลป์
ออกมาได้อย่างอิสระ เมื่อญี่ปุ่นกลับเข้าสู่ยุคประชาธิปไตย นักเขียนเหล่านี้จึงมุ่งหวังที่จะสร้างสรรค์ผลงาน
วรรณกรรมที่มีวรรณศิลป์อย่างอิสระ สมาคมนี้ได้ผลิตนิตยสารวรรณกรรมเยาวชนที่ชื่อว่า นิฮงจิโดบูงงากุ
（『日本児童文学』）และในปีเดียวกันนี้สมาคมนิทานญี่ปุ่น（日本童話会）ก็ได้ถูกก่อตั้งขึ้นและได้ผลิต
นิตยสารวรรณกรรมเยาวชนที่ชื่อว่า โดวะ（『童話』）ในเวลาเดียวกันนี้ นิตยสารส าหรับเยาวชนหน้าใหม่
อย่างนิตยสาร อาไก ทงโบะ（『赤とんぼ』）ที่สืบทอดจิตวิญญาณการสร้างสรรค์วรรณกรรมเยาวชนที่มี
วรรณศิลป์มาจากนิตยสาร อาไก โทริ และนิตยสารส าหรับเยาวชนต่าง ๆ ก็ได้เกิดข้ึนตามมาอีกมากมาย  

นิตยสารส าหรับเยาวชนในช่วงเวลานี้มุ่งส่งเสริมแนวคิดประชาธิปไตยให้แก่เยาวชนและเน้นการสร้าง
เยาวชนให้มีจิตใจที่ดีงาม ในช่วงที่นิตยสารส าหรับเยาวชนกลับมาคึกคักเช่นนี้ได้เกิดงานเขียนประเภทใหม่คือ
งานเขียนรูปแบบเทพนิยายที่มีกลิ่นอายเสียดสีสังคม งานเขียนรูปแบบนี้ถูกเรียกว่า “นิทานไร้สัญชาติ”（無国

籍童話）เนื่องจากนิยมสร้างและตั้งชื่อฉากด้วยตัวอักษรคาตาคานะ อันเป็นตัวอักษรที่ใช้ในการเขียนค าทับ
ศัพท์จากภาษาต่างประเทศ ให้เหมือนราวกับเป็นฉากต่างประเทศ แต่ฉากเหล่านั้นกลับไม่มีอยู่จริงบนโลก  
นอกจากนี้ ช่วงเวลานี้ยังมีงานเขียนอีกส่วนหนึ่งที่น าเสนอชีวิตของเยาวชนที่ยากล าบากช่วงหลังสงครามและ
สภาพสังคมใหม่ที่เกิดขึ้น รวมถึงการใช้ชีวิตของผู้คนต่าง ๆ งานเขียนช่วงนี้ที่น่าจับตามองก็คือ บีรูมะ โนะ 
ทาเตโงโตะ ผลงานของทาเกยามะ มิจิโอะ5

（竹山道雄 『ビルマの竪琴』）และ นงจังกูโมะ นิ โนรุ ผลงาน
ของอิชิอิ โมโมโกะ（石井桃子『ノンちゃん雲に乗る』）อันเป็นวรรณกรรมที่ได้รับรางวัลชนะเลิศจากการ
คัดเลือกโดยกระทรวงศึกษาธิการญี่ปุ่นครั้งที่ 1（第一回芸術選奨文部大臣賞）อีกด้านหนึ่งนั้นงานเขียนที่
น าเสนอวิถีชีวิตของเยาวชนในภูมิภาคต่าง  ๆ ที่เกิดขึ้นในช่วงสงครามโลกครั้งที่ 2 ก็ยังคงหลงเหลืออยู่  
โดยเฉพาะอย่างยิ่ง ยามาบีโกะ กักโก（『やまびこ学校』1951 年）หนังสือที่รวมเรียงความของนักเรียนจาก
โรงเรียนมัธยมต้นในจังหวัดยามางาตะ6 ได้รับความนิยมอย่างมากและกลายเป็นหนังสือขายดีในประเทศญี่ปุ่น  
จึงท าให้งานประเภทนี้ถูกผลิตขึ้นอย่างต่อเนื่องในช่วงเวลานี้  

ช่วงปลายทศวรรษ 1940 นิตยสารส าหรับเยาวชนเหล่านี้ก็เริ่มทยอยหายหน้าหายตาไปทีละฉบับ 
เนื่องจากภาวะสงครามเกาหลี ประกอบกับการลงนามสนธิสัญญาซานฟรานซิสโก（サンフランシスコ対日講

和条約・日米安全保障条約）หรือสนธิสัญญาสันติภาพที่น าไปสู่การยุติการยึดครองประเทศญี่ปุ่นของฝ่าย
สัมพันธมิตรในปี ค.ศ. 1952 เนื้อหาของสัญญาได้ระบุห้ามญี่ปุ่นมีกองก าลังป้องกันประเทศของตัวเอง ส่งผลให้
                                                           
5 บีรูมะ โนะ ทาเตโงโตะ ได้รับการแปลเป็นภาษาไทยหลายส านวน ดังนี้ 1) เสียงพิณเสนาะใจในพม่า ส านวนแปลของฉุน ประภาวิวัฒน (แพร่พิทยา, 
2510) 2) พิณพม่า ส านวนแปลของทวยหาญ ยมนาค (โรงพิมพ์ร่วมท้องถิ่น กรมการปกครอง, 2521) 3) แว่วเสียงพิณพม่า ส านวนแปลของ
ไกรวรรณ สีดาฟอง (สุขภาพใจ, 2531) 4) พิณพม่า ส านวนแปลของพลับพลึง คงชนะและอาคิโกะ เลิศอภิรักษ์ (อร่ามบุญ, 2531) 
6 ยามาบีโกะ กักโก ฉบับภาษาไทยใช้ชื่อว่า เสียงก้องจากโรงเรียนเชิงเขา ส านวนแปลของรสคนธ์ อิศรเสนา (กรมวิชาการ, 2517)  
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สังคมญี่ปุ่นประสบกับภาวะไม่มั่นคง ช่วงเวลานี้ของเล่นที่จ าลองอาวุธสงครามต่าง ๆ และงานเขียนที่ชักจูงให้
เข้าร่วมสงครามแพร่หลายในหมู่นักอ่านเยาวชนอีกครั้งและได้เกิดนิตยสารส าหรับเยาวชนใหม่ ๆ อย่างนิตยสาร 
มังงะโชเน็น（『漫画少年』1948 年）นิตยสาร โบเก็งกัตสึเงกิบูงโกะ（『冒険活劇文庫』1948 年）นิตยสาร 
โบเก็งโอ（『冒険王』1949 年）นิตยสารเหล่านี้เน้นการน าเสนอการ์ตูนและงานเขียนกระแสหลักที่เป็นที่
นิยมในผู้อ่านทั่วไป กระแสความนิยมนี้ได้ท าให้ พ้ืนที่ในการน าเสนอผลงานเขียนส าหรับเยาวชนที่เน้น
วรรณศิลป์ลดลงและไม่มีวรรณกรรมเยาวชนใหม่ ๆ ที่น่าสนใจเกิดขึ้น ยกเว้นผลงานเรื่อง นิจูชิ โนะ ฮิโตมิ7

（『二十四の瞳』1952 年）ของสึโบอิ ซากาเอะ8 ที่ได้รับความนิยมอย่างสูงจนกลายเป็นหนังสือขายดีและ
ถูกน าไปสร้างเป็นภาพยนตร์ในเวลาต่อมา 

ช่วงหลังสงครามโลกครั้งที่ 2 แม้จะเห็นความพยายามของนักเขียนที่ได้รวมกลุ่มก่อตั้งสมาคมต่าง ๆ 
ที ่เกี่ยวข้องกับวรรณกรรมเยาวชนเพ่ือสร้างสรรค์งานเขียนที่มีคุณภาพชดเชยงานที่ถูกผลิตออกมาในช่วง
สงครามฯ ก็ตาม แต่ด้วยกระแสสังคมและความนิยมของผู้อ่านเยาวชนส่วนใหญย่ังคงชื่นชอบงานแนวต่อสู้ผจญภัย
และงานที่มภีาพประกอบจ านวนมากอยู่ งานเขียนส าหรับเยาวชนที่มีวรรณศิลป์จึงไม่สามารถแย่งชิงความนิยม
จากงานเขียนเหล่านี้ได้  ซ้ าร้ายในช่วงเวลานี้ วรรณกรรมเยาวชนแปลจากต่างประเทศได้กลับมาเฟ่ืองฟูอีกครั้ง 
ส านักพิมพ์รายใหญ่ ทั้งส านักพิมพ์อิวานามิและส านักพิมพ์โคดังชะต่างได้แปลวรรณกรรมเยาวชนจาก
ต่างประเทศและรวมพิมพ์เป็นหนังสือชุดออกจ าหน่าย ประกอบกับในปี ค.ศ. 1953 ได้มีการประกาศใช้
กฎหมายบังคับให้ทุกโรงเรียนต้องมีห้องสมุด ส่งผลให้โรงเรียนต่าง ๆ ได้สร้างห้องสมุดและซื้อหาหนังสือชุด
เหล่านี้เข้ามาไว้ในห้องสมุดอย่างคึกคัก  

จากความตกต่ าของงานเขียนเพ่ือเยาวชนช่วงหลังสงครามฯ เมื่อเข้าสู่ทศวรรษ 1950 ได้เกิดกระแส
วิพากษ์งานเขียนส าหรับเยาวชน（童話伝統批判）โดยได้ทวนถามความเป็นวรรณกรรมเยาวชนญี่ปุ่นที่
นิตยสาร อาไก โทริ ได้หล่อหลอมมาอย่างยาวนานเพ่ือแสวงหานิยามของวรรณกรรมเยาวชนรูปแบบใหม่ 
กระแสวิพากษ์นี้เริ่มตั้งแต่ปี ค.ศ. 1955 เมื่อผลงานแนวแฟนตาซี ดาเระ โมะ ชิราไน จีซานากูนิ（『誰も知ら

ない小さな国』）ของซาโต ซาโตรุ（佐藤さとる）และเรื่อง คิกาเงะ โนะ อิเอะ โนะ โคบิโตตาจิ（『木かげ

の家の小人たち』）ของอินูอิ โทมิโกะ（いぬいとみこ）มีโครงเรื่องที่โดดเด่นแตกต่างจากโครงเรื่องของ
งานเขียนส าหรับเยาวชนที่เคยมีมา วรรณกรรม 2 เรื่องนี้จึงได้กลายเป็นจุดเริ่มต้นของวรรณกรรมเยาวชนญี่ปุ่น
สมัยใหม่（現代児童文学） 

ย้อนกลับไปในปี ค.ศ. 1953 ชมรมศึกษาและค้นคว้าวรรณกรรมเยาวชนญี่ปุ่นแห่งมหาวิทยาลัย
วาเซดะ（早大童話会）โดยโทริโงเอะ ชินได้ตีพิมพ์บทความ（「『少年文学』の旗の下に！」）ในนิตยสาร 
โชเน็นบูงงากุ（ 『少年文学』）อันเป็นนิตยสารประจ าชมรมฯ เพ่ือประกาศเจตนารมย์ที่จะก้าวข้ามงานเขียน
เพ่ือเยาวชนที่เคยมีมา โดยมองว่างานเขียนส าหรับเยาวชนญี่ปุ่นนั้นมีแต่งานประเภท “เทพนิยาย”（メルヘン） 

                                                           
7 นิจูชิ โนะ ฮิโตมิ ได้รับการแปลเป็นภาษาไทย 2 ส านวน ดังนี้ 1) ยี่สิบสี่ดวงตา ส านวนแปลของกิติมา อมรทัต (ประดู่ลาย, 2535) 2) 24 แก้วตา 
ส านวนแปลของภัทร์อร พิพัฒนกุล (เจลิตเต้ิล, 2564) 
8 ผลงานอื่น ๆ ของสึโบอิ ซากาเอะที่ได้รับการแปลเป็นภาษาไทย ได้แก่ “กิ่งหลิว” เรื่องสั้นญี่ปุ่น 3 (คณะอักษรศาสตร์ จุฬาลงกรณ์มหาวิทยาลัย, 
2522) 
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“นิทานวิถีชีวิต”（生活童話）“นิทานไร้สัญชาติ”（無国籍童話）“เรื่องเล่าวัยรุ่น”（少年少女物語）งานเขียน
เหล่านี้ล้วนมีโครงสร้างรากฐานมาจากนิทานญี่ปุ่นที่สืบทอดมา  แต่ปราศจากความเป็นนวนิยายสมัยใหม่ 
พร้อมกันนีย้ังมีบทความวิพากษ์การใช้ภาษาในวรรณกรรมเยาวชนของโอกาวะ มิเม（「さよなら未明―日本

近代童話の本質」『現代児童文学論』くしろ出版、1959 年）โดยฟูรูตะ ทารูอิ（古田足日）บทน าจาก
หนังสือ โคโดโมะ โนะ บูงงากุ（『子どもの文学』）โดยอิชิอิ โมโมโกะที่วิพากษ์งานเขียนส าหรับเยาวชน
ญี่ปุ่นที่เคยมีมาว่ามีลักษณะเฉพาะตัว ไม่สามารถเชื่อมโยงกับวรรณกรรมเยาวชนสากลได้เพราะน าเสนอเนื้อหา
เข้าใจง่ายเกินไป และบทความวิพากษข์องนักวรรณกรรมเยาวชนอื่น ๆ ตีพิมพ์เผยแพร่ออกมาอย่างต่อเนื่อง    

ประเด็นจากการวิพากษ์งานเขียนเพ่ือเยาวชนแบบเดิมของนักวรรณกรรมในช่วงเวลานี้สามารถสรุปได้ 
3 ประเด็นคือ 1) การสร้างสรรค์งานที่ใส่ใจต่อเด็ก 2) การก้าวข้ามงานในลักษณะเดิม โดยเฉพาะงานใน
ลักษณะของโอกาวะ มิเมที่มีความเป็นนิทานสูง และ 3) การสร้างสรรค์วรรณกรรมเยาวชนที่น าเสนอมุมมอง
ทางสังคม เช่น ปัญหาของสงคราม โครงสร้างของสังคมท่ีสืบเนื่องมาจากสงคราม ด้วยเหตุนี้ตั้งแต่ปี ค.ศ. 1959 
เป็นต้นมา นักเขียนกลุ่มนี้จึงได้เริ่มผลิตงานเขียนขนาดยาวที่น าเสนอประสบการณ์สงคราม งานเขียนแนว
ปฏิวัติสังคม งานเขียนที่น าเสนอเรื่องราวการเติบโตของตัวละคร（成長物語）เช่น งานของมัตสึตานิ มิโยโกะ9

（松谷みよ子）เรื่อง รีว โนะ โคตาโร（『龍の子太郎』）ผลงานที่ได้รับรางวัลชนะเลิศวรรณกรรมเยาวชน
นักเขียนหน้าใหม่ของส านักพิมพ์โคดังชะ ครั้งที่ 1 และรางวัลวรรณกรรมเยาวชน Hans Christian Andersen 
Award 

ลักษณะส าคัญอีกประการหนึ่งของวรรณกรรมเยาวชนญี่ปุ่นสมัยใหม่ที่พัฒนาขึ้นจากงานเขียนเพ่ือ
เยาวชนแบบเดิมก็คือการก้าวข้ามประเด็นต้องห้ามของงานยุคก่อน งานเขียนเพ่ือเยาวชนรูปแบบเก่าจะมี
ประเด็นที่ห้ามหยิบยกน ามาเขียน ได้แก่ เรื่องเพศ การฆ่าตัวตาย การหนีออกจากบ้าน การหย่าร้าง อย่างไรก็ตาม 
ช่วงทศวรรษ 1970 วรรณกรรมเยาวชนญี่ปุ่นสมัยใหม่ได้พัฒนาสู่งานที่น าเสนอปัญหาที่แท้จริงของเยาวชน 
ท าให้วรรณกรรมเยาวชนในช่วงเวลานี้เปลี่ยนแปลงไปจากวรรณกรรมเยาวชนในช่วงเวลาที่ ผ่านมาและไม่ได้
น าเสนอตอนจบที่ลงเอยด้วยดีเสมอไปตามลักษณะของนิยายสมัยใหม่ การพัฒนาเนื้อเรื่องเช่นนี้ท าให้
วรรณกรรมเยาวชนสมัยใหม่สามารถก้าวข้ามประเด็นต้องห้ามของงานรุ่นก่อนและก้าวเข้าสู่ความเป็น
วรรณกรรมเยาวชนแนวสัจนิยมมากยิ่งขึ้น นอกจากนี้วรรณกรรมเยาวชนสมัยใหม่ยังได้พัฒนาภาษาที่ใช้ให้เป็น
ภาษาพูดที่ใกล้เคียงกับภาษาในชีวิตประจ าวันมากยิ่งขึ้น เน้นการเรียบเรียงประโยคและตัดประโยคให้กระชับ
เป็นจังหวะ งานในช่วงทศวรรษ 1980 จ านวนมากใช้สรรพนามบุรุษที่ 1 เช่น “ผม” “ฉัน” ในการเล่าเรื่อง อีก
ทั้งยังมีการใช้วิธีการเล่าเรื่องแบบกระแสส านึก (Stream of Consciousness) ของเด็ก รวมถึงการใช้เทคนิค
การเล่าเรื่องท่ีหลากหลายมากยิ่งข้ึน  

เมื่อเข้าสู่ยุคปัจจุบันที่การพิมพ์จ าหน่ายสิ่งพิมพ์ส าหรับเยาวชนกลายเป็นการค้า ตลาดหนังสือส าหรับ
เด็กเป็นสินค้าที่ผู้บริโภคท่ัวไปสามารถเข้าถึงได้ง่ายมากยิ่งขึ้น ท าให้ตลาดสิ่งพิมพ์กลุ่มนี้มั่งคงขึ้น แม้กระท่ังงาน

                                                           
9 ผุสดี นาวาวิจิตได้แปลผลงานของมัตสึตานิ มิโยโกะออกมาจ านวนหนึ่ง ได้แก่ โมโมจัง (หนังสือ, 2528) เก้าอี้กับเด็กหญิงอีดะ (หนังสือ, 2528) เด็ก
หญิงน็อนจังกับลูกหมาจิ้งจอก (กะรัต, 2529)  
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วรรณกรรมเยาวชนเองก็เกิดปรากฏการณ์ขายดีและครองตลาดอย่างยาวนาน แนวโน้มวรรณกรรมเยาวชน
ญี่ปุ่นสมัยใหมใ่นปัจจุบันแบ่งออกเป็น 3 แนวทาง คือ 1) แนวแฟนตาซี พบมากในงานประเภทนวนิยายส าหรับ
วัยรุ่นประเภท Teen novel และ Light novel 2) งานที่ก้ ากึ่งระหว่างวรรณกรรมเยาวชนกับวรรณกรรมทั่วไป 
เช่น เรื่อง สึเมไตโยรุ นิ10

（『つめたいよるに』1989 年）ของเอกูนิ คาโอริ（江國香織）หรือ คิชชิน11

（『キッチン』1988 年）ของโยชิโมโตะ บานานะ（吉本ばなな）ที่น าเสนอชีวิตและปัญหาของเยาวชน 
ขณะเดียวกันก็ได้รับการยอมรับในกลุ่มผู้อ่านทั่วไป และ 3) วรรณกรรมเยียวยาจิตใจ กลุ่มงานวรรณกรรมที่
เกิดขึ้นในช่วงทศวรรษ 1990 ตัวละครหลักจะมีบาดแผลในวัยเยาว์และด าเนินเรื่องราวรักษาแผลของตนเอง 
เช่นงานของ นาชิกิ คาโฮะ（梨木香歩）เรื่อง นิชิ โนะ มาโจ กะ ชินดะ（『西の魔女が死んだ』1999 年）

ที่ได้รับรางวัลวรรณกรรมเยาวชนมากมายและถูกน าไปสร้างภาพยนตร์ ในเวลาต่อมา ด้วยเหตุนี้จะเห็นได้ว่า
แนวโน้มของวรรณกรรมเยาวชนญี่ปุ่นมุ่งผลิตงานเพื่อดึงดูดกลุ่มผู้อ่านทั้งที่เป็นเยาวชนและกลุ่มผู้อ่านที่
เป็นผู้ใหญ่  

 
นอกเหนือจากเนื้อหา 18 บทของหนังสือเล่มนี้แล้ว ยังพบคอลัมน์ขนาดสั้นที่ให้ความรู้เพ่ิมเติมทั้งที่

เกี่ยวกับผู้เขียน งานเขียน ส านักพิมพ์ หรือปรากฏการณ์ทางสังคมต่าง ๆ  ในแต่ละยุคสมัยสอดแทรกอยู่ตลอดเนื้อหา 
ในแต่ละบทยังมีตัวอย่างของตัวบทวรรณกรรมหรือนิทานต่าง ๆ อ่านประกอบ ท าให้ผู้อ่านสามารถเข้าถึง
ลักษณะเฉพาะของงานชิ้นนั้นได้โดยง่ายดาย ท้ายเล่มยังได้จัดท าดัชนีค าท่ีสามารถน าไปใช้ค้นหาค าส าคัญต่าง ๆ 
ได้อย่างรวดเร็ว มีรายการเอกสารที่เกี่ยวข้องส าหรับผู้ที่สนใจสามารถตามไปศึกษาเพ่ิมเติมด้วยตนเอง และมี
ตารางสรุปล าดับเวลาเหตุการณ์ส าคัญในสังคมช่วงเวลาต่าง ๆ ที่เทียบเคียงมาพร้อมกับเวลาที่งานวรรณกรรม
เยาวชนนั้น ๆ ปรากฏตัว ท าให้ผู้อ่านสามารถท าความเข้าใจถึงความสัมพันธ์ของวรรณกรรมเหล่านั้นกับภูมิหลัง
ทางสังคมได้อย่างดี 

                                                           
10 ฉบับแปลภาษาไทยโดยน้ าทิพย์ เมธเศรษฐ์ ใช้ชื่อว่า ค่่าคืนนี้ (JBOOK, 2551) 
11 ฉบับแปลภาษาไทยโดยเพลงดาบแม่น้ าร้อยสาย ใช้ชื่อวา่ คิทเช่น (IMAGE, 2544) 
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